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　　　　　　　　写真1　天童小路町善行寺表門
この門は明治15年に山口＝右衛門家の表門として建てられ、大正期前
後に善行寺に寄進、移建された
　　　　写真2　山口三右衛門家代々の墓
これは屋敷地内にある山口家代々の墓で、元治元年に山口武
雅によって建立された墓石
　　　　　写真3　山口家墓石（善行寺）
檀那寺の天童小路町善行寺にある墓。超賢・妙賢夫婦、教春・
教順の山口家先祖三代の名が刻まれている
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凡　　例
1．本目録は、　『史料目録』第82集として「出羽国村山郡山家村山口家文書（その2）」を収めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　「出羽国村山郡山家村山口家文書」はすでに『史料館収蔵史料目録』第7集として目録が刊行されて
いるが、第7集に載せることのできなかった未整理史料を本目録（その2）には収めている。
2．目録の編成にあたっては、　『史料館収蔵史料目録』第7集に準じた目録項目編成・配列を行なっ
た。
3．解題は、　「出羽国村山郡山家村山口家文書」全体についての解題と、シリーズ・サブシリーズ単位
の解題とからなっている。なおシリーズ・サブシリーズ解題は『史料館収蔵史料目録』第7集の対応
目録項目にあるアイテム群の内容を含めた解題である。ただし、シリーズ・サブシリーズ数量（件
数）は本目録（その2）収載分の数量を記している。
4．史料1点ごとの記述事項は、①史料番号、②表題、③年代、④作成者および授受関係、⑤形態、⑥
数量、⑦備考、で構成されている。
5．史料1点ごとの記述の原則を以下のようにした。
①史料番号
本目録の史料番号は、　『史料館収蔵史料目録』第7集に収録された史料の最末尾の次番号から開始し
ている。紐・こより・包紙・封筒・品等により一括されていた史料については、枝番号を付与し、史
料小群としてのまとまりを復元できるよう配慮した。
②表題
○表題は、史料に記載されている原表題あるいは柱書を採用した。表題のない場合、内容から推定し
　た表題を「［］」で括って示した。原表題あるいは柱書、　「［］」で示した内容表題に続き、
　　（）で史料内容を補記した。原表題もなく、適切な内容表題が与え難い場合は、内容のみを
　　「（）」の中に記した。
○書状史料の場合、　「（）」内の内容補記は、その書状における主要な話題を適宜選択して表記
　　し、異なる話題の間には「／」を入れて区別した。
③年代
　史料から正確な和暦・西暦年月日が判明する場合は、年月日をアラビア数字に変換の上、　「（西暦・
　和暦）×年×月×日」の形で表記した。和暦・西暦が不明で干支しか記されていない場合は、干支
　　を史料表記のまま記載した。年代を史料本紙からではなく、包紙・封紙や消印等から取った場合
　は、「（）」で括って記した。．
　なお、内容等から推定した年代は「〈　〉」で括って記した。
④作成者および授受関係
　作成者や宛所名は、基本的に史料の記載どおりに取り、敬称もそのままとした。
　花押・押印については「（花押）」　「（印）」のように表記した。押印の印文から、作成者に関す
　　る情報が補足できる場合は、「（印）」の記号に続き「（）」にて適宜情報を加えた（ただし、
　印文すべてを記しているわけではない）。
　写や下書文書等において、印の有無が記されている場合（書印》、史料の記載そのままに、　「×右衛
　門印」というように記した。
　差出人の連名者多数の場合には、　「他×名」と略記した。
　包紙r封筒などから作成者・宛所に関する情報が補足できる場合は、史料本紙に記されている作成
　者・宛所名に「（）」で補記する形で記載した。
⑤形態
　形態は、冊子型史料の場合、竪半（半紙竪折判）・竪美（美濃竪折判）・横長半（半紙横折判）・
　横長美（美濃横折判）・横半半（半紙半裁横折判）・横美半（美濃半裁横折判）などの略称を用い
　て、史料の形状・大きさを示した。
　書付型史料の場合は、竪紙・竪継紙・横折紙・横切紙・横切継紙などと記した。
　そのほかに、包紙・封筒・綴などの表記を適宜用いた。
⑥数量
　数量の単位には、冊子型史料の場合は「冊」、書付型史料の場合は「通」、地図・絵図等の場合は
　「鋪」を用いた。他に、史料の形状にしたがって、　「綴」　「枚」　「点」の助数詞も使用した。
⑦備考
　史料の状態（誌面・破損）に関する情報や、史料の性質を知る手がかりとなる情報をここに記し
　た。
○その他
　欠損などにより原記載が判読できない場合は、　「［］」でその箇所を表し、欠損箇所の字数が推
　測できる場合は、　「□」で字数分を表示した。
　文字のかすれ等の理由で判読できなかった文字は「■」で表示した。
6．本目録の編成は、アーカイブズ研究系研究機関研究員戸森麻衣子が担当した。
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図2　山口三右衛門家系譜
①超賢
（？～寛文12）
ほ
妙賢
（？～宝永2）
②教春
（慶安4～享保9）
③教順
　（延宝4～享保3）
iI
女
（延宝7～享保20）
④三右衛門・教善
　（元禄13～宝暦13）
　ll
　妙善
　（宝永6～宝暦6）
　ろく・妙教
　（享保10～安永4）
　ll
⑤伝次郎・三右衛門・輪光・宣豊
　（享保9～安永7）
まで
ちよ　　i
よっ　iろくd．妙昌曳
　　　　　1　　（延享元～文化元）
・教信…一一……一……；
　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　（養子）i
⑥松次郎・三右衛門・友昌
　（寛保2～寛政10、明和9に家督、安永4に教信に養子入）
　ll　　　　　　　iI
　きちa　　　　　　　いよ。
　（寛延元～明和5）　　　　（宝暦3～？）
よしb
（寛保3～安永5）
⑦〈養子〉勝五郎・三右衛門・教貞
　（安永2～文化14）
のせ
（安永5～安政7、寛政3嫁す）
ちう・旧庵
（寛政12～文久2、文化12嫁す）
⑧弁之助・三右衛門・昭庵
　（享和元～明治3、文化14家督）
〈二男〉松五郎
（文化3～安政4）　〈文化13日山口村阿部家へ養子回し、阿部吉郎兵衛と名乗る〉
〈三男〉松次郎・貞治
（文化6～明治2）　〈文政8に山家村与左衛門方へ養子入するも、文政11に戻る。弘化5より別家〉
ゆわ
軍次郎・貞助
みな
ゆみ
〈四男〉千代吉・晋十郎・浄信
（文化8～安政4）
（痴一一一一［撫、
〈五十〉ゆみ
（文化11～？）
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ゆゑ
（文化14～？、天保7縁付）
〈二男〉房五郎・智昭
（文政2～天保3）
⑨〈三男〉勝五郎・弁之助・三右衛門
　（文政6～明治40、慶応4家督）
1トー一一一一一一一一一一一一一一一一
つま
（文政8～？） 〈長崎村小関氏娘〉
〈四男〉千代松・格之助
（文政9～？）
良助
（嘉永元～嘉永4）
〈長女〉まよa
（嘉永7～明治33）
のふ
（天保3～？、弘化5嫁入） 〈本寿院栄諄娘〉
のゑ
（嘉永5～？、慶応3縁付）
とめ
（安政7～文久2）
〈三男〉泰三郎
（元治元～？）
純一郎
（明治11～）
繁三郎
（慶応3～？）
⑩〈二男〉寿三郎
（安政3～昭和5）
やよb
（慶応3～昭和18）
註）各年の山家村宗門人別帳（山口家文書）、No．5139・24文書、山口家墓誌等を参考に作成した。
　　①～⑩の数字は家督の順序、a～dのアルファベットは妻となった順序を示す。
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出羽国村山郡山家村山ロ家文書（その2）　解題
収蔵：国文学研究資料館
出　所：山口三右衛門家（出羽国村山郡山家〔やんべ〕村、現・山形県天童市山元）
資料記号：28D
資料名称：出羽国村山郡山家村山口家文書
年　代：寛永2年～大正3年（本目録収録分）
物的状態：（書架延長）4511cm（うち本目録収録分370cm）　（数量）14303件（うち本目録収録分3746件）
三二家について
　この文書群の発生主体であった山口家は、近世には出羽国村山郡山家村、近代となってからは山形県東
村山郡山元三に代々居した家である。
　山口家の家系や由緒に関する記録は殆んど残存しないために、その丁丁を詳しく知ることは出来ない
が、文書の上では．寛文七年（一六六七）の下木御改丁＜No．2861＞に山家村庄屋として出て来るのが
最初で、同十二年の山家村宗門人別帳＜No．1＞の奥書にも、庄屋三右衛門と記載されているところが
ら、少なくとも寛文期には、山家村の庄屋を勤めていたことは明らかである。寛保期に幕領となってか
らは庄屋を名主と改称）寛文以降山家村の庄屋を世襲して幕末に及んだ山口氏は、明治に至って山元村
戸長に任命された。
　その山口家は貞享三年（一六八六）現在で田八反二畝二歩、畑一町五反九畝二十四歩、計二町四反一
二二十六歩を所有している。宝暦十三年（一七六三）の持高は三十三石六二五升六合、明和九年（一七
七二）では三十四石五斗九升三合と、貞享当時に比して十石内外の増加を示したに過ぎないが、十数年
後の寛政元年（一七八九）には三十九石六升四合と増し、その後急激に増して文久三年（一八六三）に
は百五十六石二升三合となった。面積でいえば天保十四年（一八四三）に田六町一反八丁十五歩、畑七
町七反七畝十六歩、屋旧地五反五歩、新田五反四畝二歩、新畑七反七子二十八歩、計十五町七反八畝六
歩であった所有規模が、明治九年には計二十八町一反四畝に増し、更に明治十七年には四十三町二反四
畝十一歩に増大した。この所有高は山元村農地の約三分の一に相当するが、寛政二年（一七九〇）以降
の大福帳で見ると、金融の方は同族間の融通を図った程度で、それも高額の金ではなかったから、従っ
て金利所得が土地集積の主要財源であったとは思われない。
　また山口三右衛門は所属の幕領陣屋付「二二」　（個別の陣屋管轄下の町々村々全体を示す史料用語）
に関わる役儀をしばしば勤めており、郡中二代や組合村惣代、年貢廻米宰領、年貢金納宰領、訴願・嘆
願の惣門としての活動に関わる文書が山口家文書の一部を占めている。
　また、山口家は天童小路町善行寺を旦那寺とし、檀家惣代も勤めていた関係で、善行寺檀家惣代文書
として括れる文書のまとまりを確認しうる。
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表1　山ロ家の持高の変遷
当主 年代 石高
三右衛門（教信） 宝暦10年 18石7斗8升5合4勺
`三郎跡支配高
P4石8斗7升1合7勺
宝暦12年 33石6斗5升6合9勺
三右衛門（除町） 明和9年 34石5斗9升3合6勺
寛政3年 39石6斗4合
¥紙
u62石8斗5升2合」
三右衛門（昭庵） 安政2年 145石5斗1升2合2勺1才
文久元年 156石2斗2升3合8勺
表2　山家村（幕領分）の支配代官と支配役所
年代 代官名前 陣屋（支配役所）
寛保2～延享3 宮村孫左衛門 漆山
延享3～寛延元 平岡彦兵衛 漆山
寛延2年～寛延3 柴村藤左衛門 長瀞
寛延3～宝暦3 岩佐郷蔵 長瀞
宝暦3～宝暦4 千種清右衛門 長瀞．
宝暦5～宝暦8 川田六郎左衛門〔玄蕃〕 長瀞
宝暦10～宝暦13 小田切新五郎 柴橋
明和元～明和5 会田伊右衛門 柴橋
明和6～安永8 野田弥市右衛門 柴橋
安永9～天明7 野田松三郎 柴橋
天明8～寛政元 布施弥市郎 柴橋
寛政2～寛政6 池田孫九郎 柴橋
寛政7～寛政10 三河口太忠 柴橋→宮崎
寛政11～文化6 鈴木喜左衛門 宮崎
文化7～文化10 山田茂左衛門 宮崎
文化10～文化13 嶋田帯刀 宮崎
文化13～文政9 田口五郎左衛門 宮崎→東根
文政10 平岡彦兵衛 東根
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文政11 竹垣庄蔵 東根
文政12～天保元 竹垣善佐 東根
天保2～弘化元 大貫次右衛門 東根
弘化2～弘化4 石井勝之進 東根
嘉永元～安政元 戸田嘉十郎 東根
安政2 羽田十左衛門 東根
安政2～安政4 松永善之助 寒河江
安政5～文久元 林伊太郎 寒河江
文久2～文久3 新見蟻蔵 寒河江
元治元～慶応元 三宅酒作 寒河江
慶応2～慶応 山田左金次 寒河江
山家村の概況
　出羽国村山郡山家村は、文政12年から織田氏の城下町となった羽州街道の主要な宿駅である天童町の
北東に位置を占め、東は同郡山口村、西は同郡老野森村及び天童、南は貫津村、北は山口村に接し、東・
北・南の三方に山を負い、最上川支流の古瀬川の渓谷に沿う山麓の村である。元和検地（1623年・元和
9年）では、村高873三余で、過半は畑地であった。地味は稲・梁・桑など砂生育に適しているが、水利
は至って不便で、しばしば水害と早魅に苦しんだ歴史をもっている。
　山家村は明治六年（一八七三）二月山元村と村名を改めたが、同十年の村誌＜No．4264＞には、村の
総面積三百七十二町七反九三十四歩、うち田が四十四町五反十四歩．畑九十町七反九畝二十四歩、宅地
十五町八反四畝十五歩、山林二百十七町六反二畝五歩、草生地四町二丁十六歩と見えている。これを寛
延二年（一七四九）以降の村明細帳によってみると、高八百二十四石二斗二升の反別八十二町八反一畝
十八歩、その内田が三十町一反高畝十五歩（高五百三十四石五斗）畑五十二町六反三畝三歩（二百八十
九石高斗二升）他に新田二四町八反十二歩（高二十三石一斗六升五合六二）、朱印地が四ヵ所（高九十
八石二二九升九合、高大豆二十三石九二四升三合）、御璽二十ヵ所（反別百三十七町八反歩）、村持林
三ヵ所となっている。
　以上の書上によっても明らかな様に、山家村農地は畑が田の約二倍を占め、御下・原野を含めた山林
面積は総村地積の約六〇％に上っている。
　山家村における生産概況を、明治五年（一八七二）の「産物調書」＜No．3913＞からみると、米・大
麦・小麦・大豆・小豆・黍・粟・蕎麦・胡麻・菜種・綿・桑・漆実・菜・蕪・牛脂・蕃・苑豆・冬葱・
豚・柿・葡萄・荏・清酒・紅花・楮・藍・葉煙草・大根・網羅萄・茄子・瓜・小角豆・協救薦・鶏・栗・
梅・薪・押脚材の生産・飼育が行なわれていることが判明する。
　近世の山家村は元和以降山形藩最上氏の采地であったが、元和九年（一六二三）七月鳥居左京亮の所
領となり、寛永十五年（一六三八）八月保科肥後守の領する所となる。寛文元年（一六六一）松平大和
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守がこれに代り（山形藩→宇都宮藩→白河藩）、寛保元年（一七四一一）松平氏の播磨国姫路移封後、即
ち同二年十月以降は幕府領となる。山形藩の大庄屋制度のもとでは、山口組（大庄屋山口村伊藤家）に
属していた。
　幕領となってからは、漆山代官所支配、柴橋陣屋支配、宮崎陣屋支配、東根陣屋支配、寒河江陣屋支
配、とめまぐるしく管轄役所が変遷する。寛保2年から明治維新まで一貫して幕領でありつづけたが、
その間の百二十数年間に代官の更迭を見ること三十二回目及んだ。
　山家村の人口を宗門人別帳＜No．1～15＞によって見ると、最も古い寛文十二年（一六七二）が四百
十五人、享保八年（一七二三）四百十九人、寛保二年（一七四二）四百六人、明和六年（一七六九）四
百二十一人であって、寛文以降の約百年間は四百二十人前後に止まっていた。それが、明和より百年後
の慶応四年（一八六八）には三百人を増して七百二十八人となっていることは注目される。
　山家村の名主役は山口家が世襲し、寛延の村明細帳＜No．1558＞によれば、名主給米として一ヵ年に
米側俵を給与（外に持高十八石七斗八升五合分の村諸役・高懸り等免除）されたが、三人の組頭に対す
る年給は米二俵ずつであった。　（組頭三人分の高合四十五石九斗三合同断）。山口家は、少なくとも寛
文七年（一六六七）年以降、山家村の庄屋（幕領となってからは「名主」）を代々勤め幕末に及び、明
治維新後は山元村の戸長に任じられた。
　山家村の年貢米の大部分は江戸・大坂廻米として処理された。この米の最上川河岸羽入（村の北西約
8㌔）までの運送は村役で、羽入から酒田湊へ輸送された貢米は、酒田から大坂・江戸筋へ廻漕される
が、羽入・酒田間の運賃は百石に付五分二厘管毛の割合をもって村方へ給附された。なお納入された貢
米を廻米に附する迄の期間は、その年の備蓄米と共に村の郷蔵において保管されることになっていた。
　年貢の外の高懸り役としては、高百石に付一石五斗の割の夫米、高百石に付六升の御伝馬宿入用、高
百石に永二百五十文の御蔵前入用があった。前出の寛延度村明細帳によれば、この外に、野年貢・漆木
役永・山年貢永・青苧畑役回・御林下草銭等の小物成があり、別に糠代（高百石に付糠沸石八斗二升一
合）、藁代（高百石に平平百十六束）、押下（高千石に永五百文）、草代（馬一疋に付一日草三束）を
上納し、助郷役については「御大名宮方御通り之節、助人馬天童え相詰来り申候」と見えている。
文書群の内容
　山口家文書は山家村名主として作成された名主文書を中心とし、その他、山家村を含む地域に関する
文書、家文書と大きく三つの柱から構成されている。さらに詳細にみると、別表4に示したように、①
山家村名主として作成された名主文書、②組合村・村連合にかかる文書、③西中惣代や廻米出役を勤め
る中で山口家に蓄積された幕領「郡中」に関する文書、④近代山元村・山元地区で山口家が戸長等とし
て作成した文書、⑤山口家に関する文書の5組織に分類できる。
①山家村名主文書は、近世中期以降、とくに幕下となった寛保二年（一七四二）以後は、その数量が増
　すばかりではなく、概ね系統的にしかも間断なく保存されている。このうち、支配関係では代官役所
　からの諸法度・政令をはじめこれらに対する村方請書が多く、土地関係の古いところでは1638（寛永
　15）年の「御縄打水帳」＜No．658＞、1686（貞享3）年の「田畑名寄」＜No．677＞、また「田畑敷
　放証文」　「田畑書入証文」など土地の移動に関する文書、林産物の採取、漆の植栽を含む山林関係の
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　史料が少なくない。貢租関係では寛永元年（一六二四）の年貢免定＜No．2522＞をはじめ、元禄五年
　（一六九二）以降幕末まで、ほとんどが間断なく、皆済目録は寛保二年より明治二年迄、年貢割付、
　取立・請取帳などもよく揃っている。また、貢租納入に関する石代納願、安石代願等の願、届書類も
　多い。村の出作勘定帳が百姓・名子・水呑の別に仕立てられていることはこの文書の特徴をなすもの
　である。村関係では正徳四年（一七一四）の「山口組御法度書」＜No．838＞をはじめ、村定や「村
　指出明細帳」　「御用留帳」文政一明治の「御用状留帳」に特色がある。
　戸口関係では「宗門丁丁人別帳」が、享保八年（一七二三）以降、維新後の壬申戸籍までこれも間断
　なく続いており、切支丹類族関係文書もある。このほか若松寺・宝瞳寺以下寺社・寺社領関係も少な
　くない。二丁寺については当館所蔵「出羽国山形宝瞳寺門書」　（史料館所蔵史料目録第9・16集）参
　照。
②村連合・組合村にかかる文書には、幕領最寄組合関係文書、憎憎寺領関係文書、若松寺領関係文書が
　確認されるが、点数は多くない。山口家は幕領最寄組合の最寄惣代、宝瞳寺領の年貢収納を取り仕切
　る地頭を勤めていたことが確認されるが、具体的な活動の内容は不明である。
③近世後期、山口家が幕領「郡中」　（一つの寸寸代官所が管轄する町村の全体）を代表する郡中惣代・
　出府惣代などの諸役を連綿と勤め、その勤役中の文書がまとまって残っていることは本文書群の特徴
　のひとつといえる。特に年貢廻米・年貢江戸納関係の書類が多い。また、郡中惣代や廻米惣代として
　の山口三右衛門の具体的な活動の判明する日記・手記もある。
④明治期山元村戸長文書・山元地区文書は、近世期の文書に比べて数がぐっと少ない。近世分の文書が
　選択されて当館に入ったためであろう。そのなかで、417枚の地券をはじめとする地租改正関係文書、
　元若松寺朱印地の取扱いに関する文書はまとまっている。
⑤山口家にかかる文書では、小作・立附関係帳面、家計関係の書類が多い。書状では、村山郡幕領の郡中
　惣代や幕領代官所役人との間で交わされた書状が充実している。
表3　文久元年における山家村の階層構成
石高 人数 内：名子数
30石以上 2
25～30石未満 2
20～25石 4
15～20石 6
10～15石 10
5～10石 10 1
1～5石 7 6
1石未満 18 18
水呑 60
合計 119 25
註：若松寺領分を除く（山家村最大の地主である白寿院は含まれていない）。
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本目録の構成
　出羽国村山郡山家村山口家文書は昭和28年11月17日に受け入られ、旧国立史料館所蔵文書となった。
山口家文書の整理終了とともに昭和33年6月には『史料館所蔵史料目録　第七集』が刊行された。しか
し、　『史料館収蔵史料総覧』　（国文学研究資料館史料館編、一九九六年）の該当項目に記載されている
ように、山口家文書には「つづら1箱」その他の未整理文書が残されていた。そこで2004年度、この未
整理分の整理を進め、史料情報をまとめて本目録を刊行した。
　第7集（その1）作成当時の史料整理は、史料表題から内容を判断して分類する程度であり、近年行
なわれているように、文書を生み出した組織とその機能に配慮して文書目録の項目を立て、配列するこ
とはしていない。さらに第7集（その1）では、性格の異なる文書どうしをひとつの項目に納めている例
も散見され、残念ながら分かりにくい文書目録となっている。しかし、この未整理分は第7集（その1）
を編成するために史料を整理していた過程で「雑」として取り除けられたと考えられる文書が過半を占
めていることから、本目録で7集（その1）とまったく異なる目録項目を立てることはいたずらに混乱を
招き、かえって利用者に不便を与えると判断して、本目録では、第7集（その1）での目録項目に準拠し
て文書データを配列した。しかし、今回整理したなかで特徴的なまとまりをもつ書状文書は第7集（その
1）にほとんど収録されていなかったので、独自の項目を立てて（その1）の項目のあとに付随させた。
その他、　（その1）での項目の下位レベルに補助項目を設定するなど、山口家文書目録（その2）の目
録項目構成には史料の性格を表すためのいくつかの工夫が施してある。
　なお、山口家の組織体に基づいたおおよその史料構造を示した次下表4を手引きとすれば、目録構成
の不備により項目の分かれてしまった文書間の相互関連構造を旧い出すこともできよう。
【付記】本集の編成にあたっては、山口家文書の原平野である戸田千和氏のご協力を得た。ここに記し
て謝辞を申し上げたい。
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表4　山家村山口家文書の史料構造
支配 領知／法令山家村名主（庄屋）
ｶ書 土地 検地帳／郷村高帳／名寄帳／高反別書上／新田・起返地／川
〟E旱損／山林野／御感／土地売買（村役人裏書）
年貢・諸役（幕領分） 年貢割付状／年貢皆済目録／検見／定免／破免・引米／年貢
譌ｧ・割合／先納／延納／出作・入作／年貢納入（郷蔵／河
ﾝ出し）／年貢廻米／小物成／山年貢／運上・冥加／国役金
E諸役／夫役／上納金
寺領年貢・諸役 若松寺領／宝橦寺領
村 御用留／村明細取調／村誌／村入用く役人賄入用／検見・巡
ｩ入用／郷宿入用／筆墨紙代〉／郡中入用・組合村入用割合
?^村方願書控（奥書）／雨乞・その他宗教行事／定番・見
?
山家村諸事件 訴訟／博突・喧嘩／騒動・一揆／若松一件／山回一件
人別 宗門改帳／人別請払証文／五人組／切支丹類族／奉公人／百
ｩ株・家
単位 夫食・金子拝借／貯穀・囲籾／郷蔵
普請 用水普請／川除普請／御普請／郷蔵普請／村役人足
交通 伝馬・駄賃／通行・先触／天童宿助郷
農業 農業／用水
産物 紅花／漆／その他
商工業 金融／頼母子講／質物／商人・職人
村内寺社 寺社取調／若松寺／若松寺塔頭／聴流寺ほか
旅行
組合村・村連合関係 幕領最寄組合（最寄惣代）
宝橦寺領村々（地頭）
若松寺領村々
支配 触・達／郡村書上幕領郡中惣代・出府
y代等文書 年貢・諸役 検見／減免願書／石代納願／石代直段／上納金
廻米 最上川下し・舟場／酒田津出／江戸・大坂回漕／藏納／買納
E欠米／廻米入用／廻米御用日記
郡中会所 直中議定／願書・届書／郡中入用／壷中入用取調帳／直中入
p立替金書類／郡中入用割合帳／劇中入用書上／郡中備金／
S中貸金・貸穀／陣屋・代官所儀礼
農兵
明治期法令 布告・布達／差紙・廻状山元村戸長・明治期
薄?E 土地 土地帳簿／地籍簿／共有地・宅地／山林・官林／地租改正／
n券／地籍取調／地租取調
租税 地租／地方税／営業税／地租改正
村 村況取調・地誌／産物書上／村費／戸籍／村役人・県会・郡
?c員／願書・届書
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普請 用水普請／川除普請／道路
交通・ 関山新道開竪一件／その他
産業・商工業 養蚕／その他
農業
金融 頼母子講・無尽
山元村社寺 若松寺／若松寺塔頭／その他社寺／献納
学制 山元学校／その他
神社
徴兵
山口家 家系・一族 相続／冠婚葬祭／贈答／辞令・賞状／親類・縁者
善行寺（檀那寺） ・善行寺／善行寺所持地／築地御坊／報恩講／十二日講
山口家諸役職 名主／最寄惣代／郡中惣代／廻米出役／戸長
家業 所有地・手作／小作地・立附／日雇・手伝／金融／諸営業
i酒造等）
家計 金銭出納・差引／買物・小遣帳／通帳／頼母子・無尽／日記
E手帳／諸道具
文化 学芸・教養／書籍・版本／風説留・聞書／信仰／その他
書状
その他 山口家文書（性格不明）
他史料群混入分
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1．支配バ．領知
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
1．支配
1．領知
数量（件数）：21
　　山家村の領知変遷や、山家村をはじめとする村山郡村々の村高、支配役人の名前等について知るこ
　とのできる史料を集めた。また（その1）には、幕領の最：寄替に関する史料、私領渡反対運動に関する
史料もともに配列されている。
御陳屋元（先年山形領10万石が、山形城下の他3ヶ領に宝暦4年正月4日 横切紙・1通 6006
分れる旨とその陣屋元村）　（西里村嘉助）
（会田伊右衛門手代・柴橋詰大山詰役人名前書上、明 （明和元年） 横切紙・1通 4942
和元年九月十五日ヨリ）
村高記　万用集（附属陣屋別村山郡幕領村々高記）　山 安永4年林鐘中旬写 竪三分蝋帳・1冊 4774
口宣豊
（此度山田茂左衛門場所替・川崎平右衛門増地場所替 文化7年6月 横切継紙・1通 5241
に付申渡書写）米四郎左衛門印（他16名）→山田茂左衛門殿
川崎平右衛門殿
覚（荒地起返し・御年貢期日前上納奇特に付御褒美 （文政10年）亥正月14日横切継紙・1通 4956
、銀、東根附割当り分郡中村々高遠書上）　山口村名主
伊助→山家村御役人中　代官田口五郎左衛門書付写あり。
山家村山口村御領主次第（元和年中より寛保期までの 文政10年6月朔日写 横切継紙・1通 4948
領主・代官名前書写）
天保四年巳七月改　御大（ママ）官治の手代衆（村山郡 天保4年7月 横切継紙・1通 5298
幕領管轄手下・手代名前）
（郡中村々、三右衛門らへ褒美銀額書上）市郎兵衛宿。 文久2年正月28日 横切継紙・1通 4735－22
（幕領郡中各課丁銀割合高書上、褒美銀ヵ）　市郎兵衛 横切継紙・1通 4735－21
宿。
傲文（天童藩吉田大八生捕の者には賞与を与える旨） （慶応4年）閏4月 横切継紙・1通 6008
庄内中村権太夫、北爪脩六、ヰ田良吉、小林幡郎
心願書井金銀銅山出金村早立直仕法附入金調書（亡父 巳正月 竪半・1冊 4562
次右衛門尾花沢代官書役中施策に付）大貫錠之助
盛三代之訳（村山郡領主石盛設定の由緒）盛谷藤衛門→ 未閏2月 横切継紙・1通 4949
東海林勘右衛門様
（田麦野村他5ヶ村村絵図差出に付覚） 出切継紙・1通 4775－29
（名取村他5ヶ村村名書付） 小切紙・1通 4775－30
（村山郡一々領主・街道筋書上） 横切継紙・1通 4775－61
（村山郡水野・秋元・米津家等諸藩領知組替に付支配 横切継紙・1通 4775．64
替坦々書上）　石井様当分預所。
（代官場所替に付覚）山田茂左衛門代官のときカ。 横切紙・1通 5270
（村山二尊二二支配変遷覚） 横折紙・1通 5715
（いろは・番順役人名前帳） 横半半・1冊 5771
（村山郡幕領村田名主・組頭・百姓代名明覚） 横折紙・1通 5773
（代官所申渡聞取書、郡中月代としての勤向心得、取 横切継紙・1通 5894－13
締筋に付）→郡中三代新蔵、三右衛門
一21一
1．支配／25去令／1．代官所達・申渡・御請書／1．（触書）
2．法令
　1代官所達・申渡・御請書
　　L代官所達・申渡・御請書は、山口家文書（その2）では、1．（触書）と2．（廻状・差紙・御用状）に
分けて配列した。なお、一部、藩役所からの触・達の類も含まれている。
1．（触書）
数量（件数）：11
　　触書の写をまとめた。なお、近世の御用留帳の類は4・3－1．留書の項目に収めてある。
（上金・軽目金通用に関する触について請書写）山口 享保11年10月 横切継紙・1通 5209
組山家村禅宗長龍寺洞雲
［触書写］（吹立の弐歩判金通用、小判金暇金引替の旨） （文政元年）5月 横切継紙・1通 5126
別紙貼継。
（秤改につき触書写）　宮崎役所→右三々役人中 子12月17日 横折紙・1通 5686
［触書］（越後国川々御普請御入用国役金上納の件）　御 寅10月 横切紙・1通 4621
役所→畠中密々名主中
［触書写］（小判壱分判吹き直しに付引替の旨）宮崎御役 卯10月14日 横切継紙・1通 5045
所→新町新田、藤助新田、大町村、道二村、山口村、田麦野
村、山家村、原町、下上荻、山寺、大森、右村々名主・組頭・
百姓代
（金銭貸借出入の裁許に関する法令写）柴橋御役所 巳10月9日 横折紙・1通 5786　　　、
覚（越後国川々御普請国役金村々割賦につき達）御役 午11月2日 横折紙・1通 5820
所→（大林新田他13ヶ村）右村々役人
（宗門改に付申渡覚、宗門改下話雛形共） 2月5日 横長美・1冊 5295
（布施様御役所より寒河江御役所へ他村御引渡之節被 横切紙・1通 5168
御福送書写、山家村・荷口村御普請出人足御免の
件）
［書状］（公方様御金入用に付国役金割賦の旨、三二） 横長美（綴）・1綴 5619
中務、冨田郷左衛門、亀岡七太夫
諸差御定直覧書 横切継紙・1通 5743－2
2．（廻状・差紙・御用状）
　数量（件数）：39
　　廻状・差紙・御用状の原本とその写、ならびに廻状の請取書の類をここに集めた。
　　山家村へまわる幕領の廻状は、おもに田麦野村より届けられるルートとなっていたようである。
　　また5980・5994・6003の差出にみえる「御用達」は、陣屋元郡中惣代の古い呼び名である。山家村が
　柴橋陣屋附であった時代と推測されるので、宝暦10年から寛政7年の間の史料である。
［廻状写］（竹千代様御誕生に付特赦の触につき／柴橋 （文化11年）戌正月28日横切継紙・1通 5208
御備金利足村々割合覚／他）宮崎会所→新町新田（他
15ヶ村）右村高名主中
［廻状］（牧源五兵衛様明14日殺生に御出村なさるに付） 天保3年12月13日 横切継紙・1通 5281－39
大庄屋印→仏向寺様、三宝寺様、中町善行寺様、小路町善
行寺様
覚（漆山心元衆よりの廻状請取の旨）中山口源八→山家 辰3月30日 横切紙・1通 4778－5
村御名主五右衛門殿
覚（割元衆よりの廻状請取）山ロ村名主新蔵→山家村名主 卯11月5日 横切紙・1通 4778－17
五右衛門殿
覚（両奉行衆様よりの御状請取）次郎兵衛（印）→彦左衛門
@様
8月27日 横切紙・1通 5280．12－2
一22一
1支配／25去令／1代官所遼・串渡・御請書〆2．（廻状・差紙・御用状）
［書状］（急御用に付明未明に寄合の旨）大庄屋伊藤儀左 未2月27日 横切紙・1通 5280－21
衛門→村々庄屋衆中　　裏は、願書下書（山家村田畑悪地御用
捨引願）。
覚（御役所様より越後国御入用割廻状井人相書請取） 寅正月7日 横切紙・1通 5059－15
田麦野村忠左衛門（印）→山家村三右衛門殿
［廻状］（江戸・大坂・京に紅花世話所相労るに付、村 末11月19日 横切継紙・1通 5169
山戯曲紅花此方の件）宮崎会所
［廻状］（定免切替願の件／小前の者寄合、騒ぎ立ち不 申正月7日 横切継紙・1通 5227
将の旨／他）　宮崎御役所→大林新田（他14ヶ村）右手々名
主・与頭・百姓代
覚（柴橋役所よりの廻状請取〉忠左衛門（印）→三右衛門殿 申正月16日 横切紙・1通 4960－1
4960全体を一括していた帯封共。4960・1～22まで一巻。
覚（柴橋役所よりの廻状請取）川原子村善吉（印）→山家村 正月29日 横切紙・1通 4960－2
御名主三右衛門様
覚（役所よりの廻状請取）　田麦野村→山家村 申7月3日 横切紙・1通 4960－3
覚（役所よりの廻状請取）田麦野村→山家村 申6月26日 横切継紙・1通 4960－4
覚（天童忠七よりの廻状請取）山口儀左衛門→山家村御名 申7月21日 横切紙・1通 4960－5
主面右衛門殿
覚（御巡見様御儀に付廻状請取）田麦野村→山家村 申7月19日 横切紙・］通 4960－6
覚（御巡見様御儀に付廻状請取）田麦野村→山家村 申7月17日 横切紙・1通 4960－7
覚（天童忠七よりの状請取）山口村（印） 7月23日 横切紙・1通 4960－8
覚（御巡見様通行に付廻状請取）道満村（印）→山家村御名 7月21日 横切紙・1通 4960－9
為所
覚（御用達衆よりの廻状請取）　田麦野村→山家村 申7月10日 横切継紙・1通 4960－10
覚（御役所よりの廻状請取）　田麦野村→山家村 申6月25日 横切紙・1通 4960－11
覚（御用達衆よりの廻状請取）田麦野村忠左衛門（印）→山 申6月19日 横切紙・1通 4960－12
家村三右衛門殿
覚（御用達衆よりの廻状請取）田麦野村→山家村 申6月12日 横切継紙・1通 4960．13
覚（沖忠七よりの廻状請取）山口村（印） 6月17日 横切継紙・1通 4960－14
覚（御用達衆よりの廻状請取）　田麦野村→山家村 申6月10日 横切紙・1通 4960．15
覚（御役所よりの御触書帳請取）田麦野名主忠左衛門→山 申2月24日 横切紙・1通 4960－16
家村御名主三右衛門殿
覚（御役所・御用達衆よりの廻状請取）田麦野村→山家
@密
ｧ（御役所よりの廻状請取）田島野村→山家村
申2月10日
o2月13日
横切紙・1通
｡切紙・1通
4960－17
S960－18
覚（御役所などよりの廻状請取一一括） （申） 横切紙・一括（32点） 4960．19
覚（御役所などよりの廻状請取書綴） （申7月） 綴（横切紙）・1綴 4960－20
覚（御役所などよりの廻状請取一括） （申） 横切紙・一括（20点） 4960－21
覚（御役所などよりの廻状請取一括） （申） 横切紙・一括（58点） 4960．22
［差紙］（寒河江陣屋へ罷り出るべき旨）秋月徳之進、吉 酉10月朔日 竪紙・1通 5760
岡虎次郎→羽州村山郡若絵本寿院、右名主組頭
［廻状］（極割に付柴橋会所へ参会依頼）寒河江出張柴橋 酉11月15日 横切継紙・1通 5893－13
附会所（印）→□羽村年番名主理右衛門殿（印）、北目村年番名主
武右衛門殿（印）、山家村同断三右衛門殿
［廻状］（写、御陣屋詰赤羽八郎次様陣屋着に付、御見 亥4月27日 横切継紙・1通 4944－9
舞に罷り出るべき旨）東根会所→隠匿村、山口村、田麦
野村、山家村、原町村、山寺村出村々御名主中
［廻状］（写、村々諸入用旧冬済残分、済し下されたき 2月3日1 横切継紙・1通 5980
一23一
1．支配／2」去令ノ1．代宮所達・申渡・御請書／2．（廻状・差紙・御用状）
旨）御用達→長崎、達磨寺、中野、今塚、七浦、青柳、青
野、十文字、山家
［廻状］（村々諸割賦済臨御済下されたき旨）御用達（印） 2月25日 横切継紙・1通 6003
→中野村彦右衛門（他4名）、今塚村、山家村二村々名主組頭中
包紙二俣。
［書状］（諸割賦井御廻米諸入用御済し願）御用達→長崎 3月27日 横切継紙・1通 5994
村、三新田村、中野村、新田村、中野門伝村、千手堂村、山家
村、・田麦野村　右平々名主中
覚（宮崎役所より当役所への御状受取につき）天童大庄 4月9日 横切紙・1通 5351－14
屋（印）→山家村芝名主所
（当所浄土宗寺院へ談じの義あるに付陣屋へ出張申付 5月10日 横切紙・1通 4777－21
書）　大貫次右衛門内小林道之助、谷村良輔→東根村名主中
2．明治布達
2．明治布達も近世の代官流達・申渡・御請書に准じて1，（布告・布達）と2．（差紙・廻状）に分けた。
1．（布告・布達）
　数量（件数）　：21
　　明治11年、　「郡下町村編制法」により郡が成立し、山家村は東村山郡に編入された。東村山郡役所
　は天童町に置かれる。明治11年以降の東村山郡長は以下の通りである。
　明治11年11月～　　筒井明俊
　明治13年3月目　　五条為栄
　明治14年1月～　　蔵田　信
　明治16年4月～　　町野重世
　（以下省略）
（雑税・欠米・込米等の儀に付税法改正まで旧慣の通 ＜明治4＞辛未3月 竪半・1冊 4790
心得るべき旨達、他関係文書写）北目出張所→村山郡
当管内北目附村々役人・惣百姓
（第六拾二号、貢納においては各村貢米金割賦帳を作 明治7年11月30日 竪半・1冊 4626
成し、検査を受けるべき旨達）　山形県権令関口隆吉→
第三大二心一区区長副　青罫紙。
（地籍帳記載規則変更に付達）山形県地籍係→第三大二二 明治9年10月29日 竪紙・1通 4654－2
壱区山元村正副村長
東村山郡各学校明治十二年上半季下半季丸積予算表 明治12年2月28日 工学・1冊 5067
東村山郡長筒井明俊→各町村戸長　表紙別紙。
（地理局に建て山林沿革史取調につき別紙廉書の旨取 明治13年6月19日 竪半・1冊 4793
調、差出すべき謡扇）山形県→郡役所郡役所より貫高
村他4か村戸長へ。青罫紙。
東村山郡農談会仮規則　明治＋五年東村山郡長蔵田信→戸 明治15年12月15日竪半・1冊 5068－1
長、勧業世話係　表紙別紙。
山形県養蚕試験一覧表　山形県庶務課 明治13年7月 竪半・1冊 5068－2
（社寺逓減温浴渡の件山形県令三島通庸より達に付、 明治13年9月20日 竪半・1冊 4603
出頭命令）東村山郡役所（印）→山元村戸長役場、若松寺
「東村山郡役所」名入青罫紙。
（村費不納者処分の儀に付達等綴）内務卿松方正義青罫 明治13年11月2日 竪半・1冊 4593
紙。
山形県東村山郡壱町九十二村聯合町村筆記表紙別紙。 （明治15年～17年） 竪半・1冊 5070－1
印刷。5071－1～4まで綴。
聯合町村会規則（改正）東村山郡畑町九拾壱ヶ村人民惣代佐 明治15年11月 竪半・1冊 5070－2
■
一24一
1支配ノ2．法令／2明治布達／1、（布告・布達）
藤伊之吉外三拾名代兼松浦吉三郎、渡辺荘右衛門
東村山二二一番学区町村聯合会筆記 明治17年6月 竪半・1冊 5070－3
村山郡育成会設立願写　山形県士族柘植寛次郎（他20名）→山 明治14年7月 竪半・2冊 5070－4
形県令三島通庸殿　「村山郡育成会則」共。
山形県東村山郡民立繭綜共進会始末ノ略　表紙別紙。印 竪半・1冊 5074．1
刷。
明治十五年六月山形県勧業第二回報告勧業課表紙別 明治15年6月 竪半・1冊 5074－2
紙。
明治十五年十二月十六日太政官布告　郵便旧例（山形 明治15年12月27日竪半・1冊 5069
県布告）（山形県令折田平内代理山形県大書二藍津無一）
表紙別紙。
〈明治十七年四月山形県布達　農事通信事項井表式） （明治17年4月18日）竪半・1冊 5065
（山形県令折田平内）→（郡役所）表紙別紙。活字印刷。
明治十七年六月太政官布達　（商標登録手続　明治十 （明治17年6月） 竪半・1綴（2冊） 5073
七年六月太政官布告　商標旧例）（山形県令折田平内）
表紙別紙。印刷。
明治十七年山形県布達（古物商取締細則官有地払下及 （明治17年） 竪半・1綴（7冊） 5072
借知願出之節差出図面雛型明治十七年度地方税収入
及賦課方法営業税雑種税課目課額井各階賦課下地
方税賦課方法　山形香澄町二時テ共進会開設布達
山形県生糸検査所規定五県聯合米麦菜種麻共進会規
戸井出品目録地租条例）　（山形県令折田平内）表紙別
紙。印刷。
公有財産整理内規（公有財産整理委員任命に関る達2通 大正3年3月16日 竪半・1冊 4589
添付）　山形県知事　小田切磐太郎→郡市長、町村長　活版
印刷。
（郡役所塩類綴、米穀俵造二重造に致すべきこと他写） 竪半・1綴 4595
（勧業課）　「東村山郡役所」名入青罫紙。
2．（差紙・廻状）
　数量（件数）　12
廻章（元朱印地除地本途雑税石代金不納分に付）山形 明治6年7月13日 竪美・］冊 4612
県租税課→第三大羽小弐区貫津村始
（郷村社地賦税方に付出頭すべき旨通達）　第三課→第一 明治11年5月17日 竪半・1冊 4592
大区区務所　「山形県第一大棟十四小誌」名入青罫紙。
日本鉄道会社創立二三盟約三三（写、株式のこと他） 明治15年3月31日 竪紙・1通 4546－1
山形県東村山郡山町村壱番地　山口三右衛門→日本鉄道会社創
立発起人御中
（鉄道会社株金払込期日遅延の場合の措置に付達）東 （明治）15年9月19日竪紙・1通 4546－2
村山郡役所第二科（印）→山元村山口三右衛門様　「東村山三役
所」名入青罫紙使用。
［差紙］東村山郡役所（印）→山元邨戸長「東村山郡役所」名入 （明治）12年10月4日竪紙・1通 4546－3
青罫紙使用。
［差紙］（相談の筋に付）東村山郡役所第二科（印）→山元村山 明治15年3月27日 竪紙・1通 4546－4
口三右衛門殿　「東村山郡役所」名入青罫紙使用。
［差紙］（日本鉄道会社利子御渡に付）　東村山郡役所第二 （明治）16年3月2日 竪紙・1通 4546－5
科（印）→山口三右衛門殿　「東村山郡役所」名入青罫紙使用。
（鉄道会社株金納付に付申入）　蔵田信→山元村山口三右衛 明治15年6月3日 竪紙・1通 4546石
門殿　「東村山郡役所」名入青罫紙使用。
諸布達請取簿　山元村役場 明治14年1月 横半半・1冊 4676
一25一
1．支配／2．法令／2．明治布達／2．（差紙・廻状）
（鉄道会社創立、株金募集の件諭達）東村山郡長蔵田信 明治15年6月4日 竪半・1冊 4563－2
→戸長　「東村山郡役所」名入青罫紙。
（東村山郡長町野重世より村役場宛回達等写、戸長新 （明治17年7月1日） 竪半・1冊 4556
任の件他）　（東村山郡長町野重世）→（貫津村外四ヶ村元戸
長）青罫紙。
（山口千代松へ談示の事件に付出頭命令書綴）東村山郡 明治28年11月7日 綴・1通 4625－2
役処第一課（印）→山口三右衛門殿　「山形県東村山郡役所」名入
青罫紙。
3．巡見
数量（件数）　8
（幕府巡見役人名前書、御留役山田周蔵他9名） （文政7年4月） 横切継紙・1通 5138．34
（先触写、手附貝塚正吉郎・内藤磯右衛門他一行廻村 丑8月21日 横切継紙・1通 5232
御用人足・馬覚）
（廻村幕府勘定方役人人数覚） （卯9月） 横半半・1冊 4751
覚（御普請役様分・廣田清吉様分明荷・すかり入こり 辰6月28日 横切紙・1通 5253
等請取）　猪野沢村名主理兵衛（印）→山家村名主三右衛門殿
御代官様御泊附（先触、上野山御泊より西里村まで） 横切継紙・1通 4775－9
（村山郡川東村々廻村里程覚、本飯田村始） 横切継紙・1通 4778．40
（村山郡川東村々廻村里程覚、東根村始） 横切継紙・1通 4778－41
（村山郡中村々宿割） 横切継紙・1通 5204
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2．土地／1．検地帳
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
2土地
　　山家村の近世における高反別を元禄期と慶応期で比較すると以下の様になる。元禄5年には高824石
2斗2升、取米323石9斗2升2合、反別82町8反1畝8歩であった。内訳は、田30町1反8畝5歩、畑52町6反8
　畝5歩であり畑勝ちの村といえる。この高反別は寛永15年、保科領時代の検地によって打ち出されたも
　のである。慶応4年の草平斗帳によると、高反別は変わらないが、新田石高があらたに打ち出されてい
　る。新田分は高23石1斗6升5合6勺、反別は4町8反20歩である。
　　明治8年における山元村（＝山家村から改称）の反別は151町8畝29歩、このうち田反別44町4反5畝18
　歩、宅地15町8反4畝15歩、畑反別90町7反8畝26歩、草生反別4町5反3畝26歩、林反別70町7反3畝4歩と
　なっている。
L検地帳
数量（件数）：4
　検地帳は元和年間の検地帳と寛永年間の検地帳が充実している。
　5135・5136は、657・658（その1）に対応する畑地分の検地帳である。
（鳥井左京様御領地之時山家村本郷田畑入作検地帳面 寛永2年霜月11日 横切継紙・1通 4944－11
写）　山家村右京印→孫市（花押）〈受取ヵ〉
寅野御縄打水帳　畑帳　改三番目　高二在家6中野村 寛永15年8月22日 竪美・1冊 5136
迄
寅之御縄打水帳回忌　山家村　改弐番目 寛永15年 竪美・1冊 5135
三二二分（若松分検地帳写ヵ） 横長半・1冊 5600
2．郷村二二
数量（件数）：2
（宮崎附郡中村高書上）
R口組高寄（山口村他8ヶ村、新田三共）
（寛政ヵ）10月 横折紙・1通
｡切継紙・1通
4749－7
T201
3．高反別帳
数量（件数）：2
（山家村本新田畑高反別鹿訳取調帳）山家村百姓代庄兵 安政4巳年3月 横長美・1冊 5452
衛、組頭甚吉、同三四郎、名主見習弁之助→松永善之助様寒河
江御役所
新通調（田畑山宅地反畝地価・宅地持主書上）雛形も一 明治初年 横長半・1冊 5456
緒に綴ってあり。
4．高書上（・反別書上）
数量（件数）：29
　高書上に反別書上もあわせて配列した。一
　出作・入作の関係が存在するために、山家村のほか、矢野目村・山口村・天童町・久野本村・蔵増村
など近隣内々の高書上・反別書上も残る。他の土地関係諸帳簿も同様である。
（田畑畝歩・持主等書上、鉄砲分・士分・蔵入二等の 横長美・1冊 5460
注記あり、善行寺分他）
（山家村田畑高調） （近世後期） 竪半・1冊 4649
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2．土地／4．高書上（・反別書上）
小路分山口伏改（下々畑下畑反畝作人書上） 近世 横長美・1冊 5469
（山家村反別持主書上） 近世 横長美・1冊 5472
（山元村地目別土地面積地価等書上）青罫紙。 明治中期 竪紙・1通（2枚） 4655
（山家村高反別・油画など書上） 子（近世後期） 竪半・1冊 5449
本畑・新畑反畝歩総計　後面。 戌6月22日 横切紙・1通 5700
［書状］（山口村高反別調）東根二而（山口）義左衛門→（猪野 10月24日 横切継紙・1通 5362
沢）小山田理兵衛様　封紙入。
［書状］（当村田高反別につき報告）田麦野村久四郎→猪野 11月14日 横切継紙・1通 5360
沢村御名主理兵衛　封筒入。
（山家村田畑高反別調） 竪半・1冊 4651
（喜左八・左五郎分田畑取米覚） 横切紙・1通 4778－19
（高反別書上帳雛形） 横切紙・1通 4778．33
（田畑高反別・取米・諸引等覚）別紙1通あり。　端裏「寒 横切継紙・1通 5206
河江白岩小藤次様」とあり。
元七郎兵衛聴覚（山家村畑地反別・斗米）小じ蔵方→兵 横切紙・1通 5235
右衛門殿
（山家村本田新田反別書上） 横切継紙・1通 5366
記（地番順田畑屋敷地畝歩・所持人書上）本寿院・来畔 明治期 横長美・1冊 5448
丁丁。
下五（地字別下畑反別・所持人等書上）藤段・前野・下 綴・1綴 5450
野など。
（高反別書上帳断簡） 横折紙・1通 5458－2
（大貫次右衛門御代官所羽州村山郡山家村田畑高反別 　　曹｡切継紙・1通 5536
書上）
（山家村百姓所有地畝歩書上、人数之覚、他） 横長美（綴）・】綴 5610
（地目別反別・石高等書付） 横折紙・1通 5643
（百姓持地反畝歩書付）
（蔵増村二二下々畑高反別持主書上）
小路分小畑伏改（畑野反別持主書上）
中町分（畑反別作人書上）
（矢野目村山田畑高反別覚）
（久野本村地目字別斗代・毛揃書付）
（矢野目村地目字別聖代・毛揃書付）別紙1通あり。
（蔵増村内田畑畝歩・石高覚）
近世
近世
近世
横折紙・1通
横長美・1冊
横長美・1冊
横長美・1冊
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横長美・1冊
5774
5468
5473
5476
5154
5244
5252
5621
5．名寄帳
1．山家村
数量（件数）　0
2．（山家村外名寄帳）
数量（件数）：1
　天童村（三日町・五日町・小路町・田町）、
作・出作関係の確認される村である。
久野本村、雨止森村などいずれも、山家村との間に入
老月森名寄改分（田畑蝶理・取米・小作人） 横切継祇・1通 5293
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2土地ノ5名嘗轍／3．名寄抜書
3．名寄抜書
数量（件数）：7
　百姓一人一人についての名寄抜書などをまとめた。
　（その1）では山口家の小作地支配人の持前分（管理している田畑）の名寄も一緒にこの項目に入れ
てあるが、　（その2）では、21．家／5．農業／1．小作の項目に配列した。
小路町弥七名寄写（田畑反畝高取米書上） 文化13寅7月7日 横折紙・1通 5751
（田町清治分持地、村差出内より書抜） 天保2年遅3月23日 横長半・1冊 5470
（山家村字別所持地名寄書上） 近世後期 横長美・1冊 5455
来演繭紬（置数・立竪米書上） 近世 横折紙・1通 5668－6
（山家村所持田畑・家作名寄書上、田畑1町以上所持者 明治前期 竪半・1冊 5453
のみカ）
覚（三之助血止田畑高書上） 横切継紙・1通 4775－70
（勘右衛門分下畑反畝書上） 横切継紙・1通 4955
4（名寄順）
数量（件数）：0
6．新田
数量（件数）：2
覚（新田50かり代金） 〈天保13＞寅閏3月15横切継紙・1通 4913
日
三年新高入（高入地分年貢村割） 寅年 横長美・1冊 5763
7．起草地
数量（件数）　13
（山家村田荒地置起返御請書）　三右衛門、作兵衛、庄吉、 天明元丑9月 横折紙・1通 5758
万助→御代官野田松五郎様柴橋御役所
（山家村田畑起返し高入につき覚）→（布施弥市郎様） 天明9酉2月　　　　，横折紙・1通 5816
（山家村荒地起旧地反別・小前作人書上） 天保14三年8月改 横長美・1冊 5451
（荒田地温反別毛揃等書上帳断簡）、 近世 断簡（折紙）・1通 5462
（山家村田ノ砂起返り地回反別小前書上）　（羽州村山郡 近世 横長美・1冊 5463
山家村）
（荒田地毛揃等書上） 近世 横長美・1冊 5464
（荒田地平反別毛揃等書上帳断簡） 近世 横折紙・1通 5465
（荒田地高紐和毛回書上帳断簡） 横折紙・1通 5467－1
（起返り本油入田地書上） 近世 横折紙・1通 5467－2
（起返取下地、本浦地書上断簡） 近世 横折紙・1通 5467－4
［書状］（其支配下林兵衛荒地願に罷り出るに付）今野 戌12月25日 横切紙・1通 5131
権次郎→山家村三右衛門様内佐五兵衛様
（山家村当巳起返り分田畑書上雛形）2紙綴じてある。3 横切紙・1通（3枚） 4778－31
嘱目は4778・32の次。
（山家不起返地取下相等書上） 近世 横長美・1冊 5461
一29一
2．土地／＆宅地
8．宅地
数量（件数）　4
権兵衛今居屋敷（地面略図、他） 文化10年10月 横切紙・1通 5186
伺書（山元村百姓、宅地御引直願出に付） 山形県下羽前 明治9年12月16日 竪紙・1通 4598
国村山郡第壱大壁小（ママ）群小区山元村 斎藤金五郎、村長山
口三右衛門→山形県蓼事薄井龍之殿 青罫紙。
酉二本新田元取 横切継紙・1通 5221
（土地東西間数書上、百姓屋敷地ヵ） 横半半・1冊 5555
9．替地
数■（件数）：4
　この項目には、①土地の相互交換、②地目の変換、のふたつの土地関係書類が収められている。本
来この二つは区別されるべきであるが、（その1）で混交して配列されているので、　（その2）におい
ても便宜上、同様に入れた。
畑ヲ田二変換相成迷惑之儀引付願（今野卯之助、畑を 明治16年3月 竪半・1冊 4554
田に変換の影響の旨）東村山郡山元村地内持主願人山口
間吉（印》、全山口三右衛門（印）（他6名）、全全郡民野森村地内持
主願人山口与左衛門（印）（他2名）→東村山座長蔵田信殿　青罫
紙。
（若（松）徳兵衛より勘三郎・万助へ之証文、畑替地） （文化元年12月） 横切継紙・1通 5138－43
畑取替証文忌事（下書、字志田畑地）　山家村畑地為取替 文化12年4月 横切紙・1通 5183
人喜八、同親類作兵衛、同断庄吉、組合惣代与助、山家村畑地
為取替人権兵衛、権兵衛親類加印源助、同断佐吉、組合惣代林
兵衛、取持人身七、同断小八
権兵衛借金（借金16両3分）5183と関係。 横切継紙・1通 151糾
10．除地
数量（件数）：6
　特に明治期における若松寺領旧朱印地の取り扱いに関する文書をおさめた。
　朱印地の地引や朱印地の払い下げ願に関するものがある。
（陰々元暦印地伊那取極につき達）山形県権参事薄井龍之 （明治5）壬申11月12日野帳・1冊 4653
印→第三大二二ニノ区戸長　挟込田地彩色絵図1枚あり。
記（二朱印地若松寺分百姓持地・来噂院持地反別書上） 5月31日 竪紙・1通 4648－1
第三大区小二区山元村三等戸長山口三右衛門→山形県村井
大仁殿
差上申御請書之事（社寺地御払の儀につき）山元村若松 明治6年6月 竪紙・1通（2枚） 4648－2
寺、同門前役人惣代鈴木弥内、同戸長山口三右衛門
御尋二丁奉申上候　控（若松寺元朱印地地引帳不行届 明治10年4月10日 竪紙・1通 4652－1
の件）　第一大区＋四小区山元村里正山口格之助（印）→地租
改正御係御中　「山形県管内」名入り青罫紙。
（若松寺領元朱印上地地券状受取方の儀に付達）山形
@県地租改正掛、（第一大群十四小区）戸長→第一大区十四小区山
（明治）10年4月6日 竪紙・1通 4652－2
元村里正、柴野優歓く来噂院住職〉（他3ヶ村里正）　「山形県管
内」名入り青罫紙。
（区内元朱印地除地社寺院上地の内、名受人定まらざ 明治6年12月18日 竪半・1冊 4657
る土地についても貢租を課す丁丁）山形県参事関口隆
吉印→区長副
一30一
2．土地／11．上地
1L上地
数量（件数）：0
12．共有地
数量（件数）：2
　共有地には、火葬場．・墓地等がある。また、山林の一部も山持の共有地であるが、山林の項目に入
れてある。
乍恐以書付奉願上候（雛形、墓所・火葬場取調に付、 明治7年3月 竪紙綴・1綴 4565
絵図等添付）　→山形県権令一殿
（葬式場入用割合覚、天童小路町・一日町・五日町・ 寅9月25日 横切継紙・1通 5281－2
田町・老野森の割当人名書上）
13．地引帳
数量（件数）　1
（山家村屋鋪・田畑等地縦横長さ書上） （明治）9年12月6日 横半半・1冊 5447
14．損地
1．水害・川島
数量（件数）：5
　山家村は若松山の麓、古瀬川に沿って発展した集落である。古瀬川は毎年四月ころから通水が途絶
え、農業用水として利用することができない。しかし、雪解けのころや大雨が降るとにわかに出水し、
山から土砂・石が押し流されてくるので、そのために洪水が頻発したという。
文政七申八月洪水川欠損地引（山家村損地割・高割） （文政9年6月27日） 横長美・1冊 5302
砂利押（洪水にて本紙の内起返り取上地の内砂利置損 嘉永4亥7月7日 横長美・1冊 5466
地の分書上）
明治八年損地取調（山家村田畑）　青罫紙。 明治11年3月 竪半・1冊 4650
覚（川欠年出入金割符） 子7月11日改 横切紙・1通 5440－27
永引寄（川欠・新田） 横長半・1冊 4749・9
15．三田
数量（件数）　1
（当丑田方照続渇水大違作の田地書上断簡） 近世 横折紙・1通 5467－3
16．林野
1．林野
数量（件数）：13
　山家村の百姓持山、山林の反別書上等を中心にまとめてある。
請取申銭轡事（子酒興入草代請取）伊藤権右衛門（印）→山 子ノ9月18日 横切紙・1通 5058－27
親臨や彦左衛門殿
覚（卯ノ入草代請取）　山口藤兵衛（印）→山家彦左衛門殿 卯9月18日 横切紙・1通 5058・49
（山根刈取議定に付覚） 明和2年酉8月 横切紙・1通 5535
ひさもん山（山林持主名前書付） 文政5年10月10日 横切紙・1通 5139－28
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［書状］（下書、当村草野支配の件に付、其御組下の者 文政13年4月19日 横切継紙・1通 5240
心得違なきよう申聞け下されたく）　山家村与頭三四
郎、同甚右衛門→若松寺御役人鈴木嘉吉殿
「たのミノ入二壱ツ…」（栄助咄覚） 丑3月10日 横切紙・1通 5194
（矢野目村字沼田秣場・見取場石盛に付願書）矢野目 辰4月 竪切紙・1逓 4775－88
（字若松樹木植立確証井旧記類鹿絵図面等取調書）羽 竪半・1冊 4688
前国村山郡第三大直証ニノ区山元村
記（茅生地・雑木林・草生地現今姿取調請書、他共有 竪半・1冊 469Q
地取調書雛形）　一心村戸長副→長官宛「山形県管内」名入
り青罫紙。
（中組・上組茅野概略図） 竪紙・1通 5050－17－5
茅野議定為取替一札之事（山口村高志田山茅野秣狩進 竪紙・1通 5050－17｛1
退の件）
（ひかけ山に関する覚書） 横切紙・1通 5553－2
三代（一駄あたり銭計算） 横切紙・1通 5702
2御林
数量（件数）：22
　山家村には御林山が20ヶ所あり（反別137町8畝）、うち7ヶ所は下草刈山、13ヶ所は隔間御払山とし
て隔年に刈り取る。ほか2ヶ所は百姓持山となっていた。御林の管理めために山守が置かれている。
　御林山は、湯野上山、羽黒堂山、権現山、鍋倉山、二野沢山、乱場山、立山（以上下草刈、永上
納）、小鍋倉山、高岡山、一ノ沢山、甲山、這藤山、東いの森山、日向坂山、大豆山、多呑山、後山、
猪野森山、間坂山、小豆山（以上、隔間御払山）である。
　比沙門寺山と日陰山は百姓持の御年貢山である（「山家村差出明細帳」）。
年々御払山之帳　山家村 貞享3年8月7日 横長美・珊（未編綴） 5682－1
乍恐奉願候御事（若松平内病身につき山守役儀御免願） 享保7年7月 横切紙・1通 5440－26
若松願主平内、山家村組頭勘三郎、同七兵衛、同重助、庄
屋三右衛門→村岡丹助様、日野金左衛門様
宝暦十年辰九月御魂反別改（湯上山等山家村御林） （宝暦10年） 横長美・1冊 4927
雪折木付（割木に加工分束数）酒井正右衛門→山家村庄屋 巳ノ3月24日 横切継紙・1通 4778－3
彦左衛門殿
覚（山方衆様御出の節入用銭書上） 辰2月22日 横切継紙・1通 4778．6
口上（御案紙の内容を吟味くだされたく） 9月14日 横切継紙・1通 4778－27
［書状］（一ノ沢山年季利用の相談に付）井関藤次郎（花 2月2日 横切継紙・1通 5894－4
押）、笹嶋六兵衛（花押）→山家村庄屋彦左衛門殿
［書状］（一ノ沢山証文高木村より遣わしの件）伊藤伝右 11月23日 横切紙・1通 5894－5
衛門、高木元右衛門→大庄屋藤兵衛殿
［書状］（高木村へ御陰山之儀に付）井関藤次郎（花押）、笹 3月5日 横切紙・1通 5894－6
嶋六兵衛→山家村庄屋彦左衛門殿
覚（松割木三代銭上納命令）井関藤次郎（花押）、蔵持半左 辰6月 横切紙・1通 5894－7
衛門（花押）→山家村庄屋彦左衛門殿
［差紙］（明日会所へ出向くようにとの旨）笹嶋六兵珍花 2月19日 横切継紙・1通 5894－8
押》、井関藤次郎（花押）→山家村庄屋彦左衛門殿
［書状］（二之沢今日より勝手次第山刈取の旨、山奉行 3月9日 竪紙・1通 5415
より仰せ付けられるに付）中川弥兵衛久慶ヵ（花押）→山
家村庄屋山口彦左衛門様
（山口組御林山山守名前書雛形） 7月22日 横切紙・1通 5057－15
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［書状］（三左衛門山守り三役の件）山家村庄屋三右衛門→ 8月9日 横切紙・1通 5893－11
若松庄屋次郎兵衛様
未木代割、漆木銭請取覚（山家村） 11月28日 横折紙・1通 5588
乍恐以書付御三二二上候（字湯野上二二林内虫付下 丁半・1冊 4684
木・立枯木本数書上）
（松雑木数覚、山家村御蚕・かくま山木数等書上） 横長美・1冊 5602
（山家村山林面積等書上一括）5662全体を一括していた紐 横折紙他）・一括 5662－1
同封。 （7枚）
毘沙門沢通一ノ沢子コバ6（山反別書上） 横半半・1冊 5662－3
（山木数書上、大林・なべくら他） 横長半・1冊 5668－10
寅ノ年御払被成候山之覚（なべくら山他）前欠。 横折紙・1通 5818
大まめ山人員（山家村人足踏日数ヵ） （明治） 横長美・1冊 5694
3．官林
数量（件数）：17
　注目されるのは、士族還禄者への官林払下げに関する史料である。しかし、士族による山林の管理
は困難であり、山家村山林の保有は継続しなかったようで、4662－1・2のように地元山家村の者へ数年
のうちに売り渡してしまう事例もあった。
（羽前国村山郡山町村地内松本重雄他2名受地字若松官 明治9年5月 竪紙・1通 4661－1
林引渡書）山形県第三課（印）
（羽前国村山郡山二村地内松本重雄他2名受地字立山官 明治9年6月 竪紙・1通 4661－2
林引渡書）　山形県第三課（印）→山元村正副戸長
（羽前国村山郡山元三地内元滋賀県士族大野徳蔵受地 （明治11年4月10日）竪紙・1通 4661－3
官林・荒蕪地書上写）
（山元村地内官禄払下地井立木関係書類綴東京警士 （明治10年～11年） 綴・1綴 4661－4
族板垣書信への払下官林等）
御請書（山元村字ランハ山山林、家禄奉還の上請取） 明治11年1月23日 竪半・1冊 4662－1
山形県第壱工区十四区区羽前国村山郡田鶴町払受主茂木直国、
o
同結城判司代冨樫成正、山元村村用掛山口格之助→山形県令三
嶋通庸殿　4662－1・2は綴。「山形県管内」名入り青罫紙。
地所売買御届書（刑場山内山林、山口三右衛門へ売渡） （明治11年1月28日）竪半・1冊 　　　馳S662－2
第壱同区拾四小耳田鶴町士族売主茂木直国、売主結城重有
代冨樫成正、同区山元村寺番地買受人山口三右衛門、村用掛山
口格之助→山形県令三嶋通庸殿
隔間山現反別調　（見聞人格之助他14名） 明治8年4月9日 横長半・1冊 5662．2
地所売買御届書（山元村字ニノ沢山林売買）第一大区小 明治8年11月30日 竪半・1冊 4663
一区香澄町三百八拾九番地居住士族売主大築鎮蔵（印）、同区同
町伍長京極卓爾（印）、第三大区小一区山元村壱番地戸長買主山
口三右衛門（印）、外五拾六人、同区同村五番地伍長山口余六
（印）→山形県権令関口隆吉殿　「山形県管内」名入り青罫紙。
御請書（家禄奉還の上、山元村地内官林払下地請取） 明治9年1月 竪半・1冊 4578
新庄西山村住士族善松造、代印天童田鶴町住士族茂木直国、同
伍長高梨尚賢→山形県参事薄井龍之殿　「山形県管内」名入青罫
r紙。
（区内官有地・還惑者へ払下地賦税納付の件達、山元 明治11年5月15日 竪半・1冊 4564
村分書抜）県令三島通庸代理山形県大書記官薄井龍之→第
一大区区長　「山形県管下第一大区十四小区」名入青罫紙。
（還二者へ払下地地券下付に付、印税金上納に関する 明治11年8月1日 丁半・1冊 4566
達）　山形県→元第一大壁区長
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御請書（控、官山字鍋倉山等五ヶ年季拝借願に付）東 明治11年12月24日竪半・】通 4567
村山郡山元村山口甚吉、保証人山口三右衛門（他4名）、用係山
口格之助→山形県令三罵通庸殿　青罫紙。
（士族へ払下地賦税伺書提出につき達、井山元村地内 （明治）12年6月12日竪半・1冊 4654－1
官林士族払受人書上）山形県→東村山郡役所　「東村
山郡役所」名入り青罫紙。
官有山拝借之儀二付願（晶晶、山元村字若松山拝借の 明治15年2月 竪紙・1冊 5675
件）東村山郡山元村願人鈴木弥内外＋芳名→縣令宛青罫紙
使用。
御請書（官有地小柴刈取検査を受ける二四）東村山郡津 明治22年7月7日 竪紙・1通 4685
山劃一字山元願人山口甚吉印、全全全立会人小笠原小指印、東
一村山郡津山村役場書記山口民蔵印→山形県属奥井寛信殿
記（滋賀県士族大村徳蔵他還禄替地御払下願書指令詮 4月24日 横切紙・1通 4629
議の件）　香澄町役場（印）→東村山郡山元村戸長山口格之助
殿
（小まめ山・大まめ山・一ノ沢山反別計算書） 近代 横切紙・1通 5457
4．木材
数量（件数）　30
　御林山・御年貢山の木払下げや黒木代金上納に関する史料をまとめた。
年々新山御払被弾候帳（表紙のみ）山家村 貞享3年8月7日 横折紙・1通 5683
記（材木代金書上） 近世 横長美・1冊 5544
御届書（元若松寺観音境内御上地・除地分の立木に何 明治7年10月7日 二半・1冊 4682
者か木判を記した件）　第三大区小ニノ区山元村二等副戸
長山口庄兵衛（印）、同山口甚吉（印）、三等戸長山口三右衛門
（印）→山形県華華関口隆吉殿　　「山形県管内」名入学罫紙。
雑木買受約定証（手早金相渡し、木買受）　山元村買受人 明治11年11月5日 竪紙・1冊 4680
山口慶治（爪印）→同村　山口三右衛門殿　「山形県管轄」名入日
罫紙。
証（控、二日蔭山雑木売払代金約定）　山元村売渡人山口 （明治）11年11月28日竪紙・1通 4686
三右衛門→買受人山口慶次殿 ■
損木御下願（山元邨官有地観音旧境内木6本）山形県羽 明治12年3月17日 隠秘・1冊 4683
丁丁東村山郡山元邨二十八番地旧修験観音別当若松二二職柴野
優歓、戸長山口格之助→山形県令三嶋通庸殿　青罫紙。
記（後山杉売代受取覚、他） （明治13年） 綴・1綴 5718
山林立木御調二付御届ケ（他、山元村山立木調類綴、 （明治15年3月） 竪半・1冊 4678
鈴木弥内持山他）青罫紙。
杉立木売渡約定証（津山村大字山元字間坂及日向坂） 明治34年5月24日 竪紙・1通 4689
東村山郡津山村大字山元持主総代約定人山口三右衛門（印）、全
保証人山口長助（印）→全曲天童町大字久の本玉井幸四郎殿　印
紙あり。
覚（御払木代銭上納申付書）石田八左衛門（印）、村岡丹助 午6月 横切継紙弓通 5440．21－1
（印）→山家村庄屋三右衛門殿　5440・1と2は重なっていた。
覚（御払木代銭受取書）村岡丹助（印）、石田八左衛門（印）→ 午7月10日 横切紙・1通 5440．21－2
山家村庄屋三右衛門殿
覚（踏木代金受取）　山方役所（印）→山家村庄屋 戌7月12日 竪切紙・1通 5440－22－2－1
覚（払木代金受取）　山方役所（印）→山家村庄屋三右衛門殿 亥7月10日 竪切紙・1通 5440－22－2－2
覚（御払木代金上納申付書）山方役所→山家村庄屋三右衛 （享保4）亥11月 横切継紙・1通 5440－24－1
門殿　　5440－22・1～3は重なっていた。
覚（なべくら山橋長未請取手形差出命令書）山川五大 亥8月8日 横切継紙・1通 5440－24－2
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夫、真鍋与惣次→山守中、庄屋
覚（天童御茶屋材木切木本数）　山方6→山家村庄や三右衛 亥1月2日 横切紙・1通 5440．24－3
門殿
覚（亥岬町御代割、甚右衛門分） 横切紙・1通 4778・8
御払松木御代銭之覚 寅2月20日 横切紙・1通 4778－9
覚（山家村介惣他3名分木数書上） 寅2月20日 横折紙・1通 4778－10
覚（松木代金上納申付）荒伊左二右衛門、笹嶋六兵衛→山家 6月 横切紙・1通 4778－13
村庄や彦左衛門殿
覚（東井ノ森山他木代銭取立上納申付）酒井正右衛門、 霜月 横切継紙・1通 4778－14
樋口量右衛門→山家村庄や彦左衛門殿
［書状］（上納金銭に相違があるに付出頭申付）笹嶋六兵 11月29日 横切紙・1通 4778－15
衛、井関藤次郎→山家村庄や彦左衛門殿 ，
覚（割木・葉代金上納申付）岡村彦左衛門重勝、大嶋甚兵 6月 横切継紙・1通 4778－16
二二■→山家村庄屋留左衛門殿
未木代之覚（天童小路町分取集依頼）山家村勘三郎→小 丑7月2日 横切紙・1通 4778－26
路町利兵衛様
覚（御悩御払木代銭人別書付）　日野金左衛門印、村岡丹助 酉7月 横切継紙・1通 5057．21
印→山家村牢屋三右衛門殿
乍恐奉願候御事（たのみ山・萱山・小なべくら山細木 申8月 横切紙・1通 5057－24
御払木願）組頭・庄屋裏は、赤塚七右衛門より山口三右
衛門宛書状。
請取申松木代銭之事（銭135文）伊藤伝右衛門（印）、井関寅6月2日 横切紙・1通 4778－15
藤次郎（印｝→山家村庄や彦左衛門殿
覚（御払松木代請取）酒井正兵［衛］、大嶋九［］→山家村庄 午7月10日 竪切紙・1通 5280－29
屋彦左衛門殿地部破損。
御払申請候風折松木之事（立山・羽山他御林山材木申 卯ノ9月 横切紙・1通 5058－35
請）　山守頭たれ、組頭たれ、庄屋→日野、村岡
（若松・山生木数改帳） 戌8月15日改 横半半・1冊 5566
5．入会
数量（件数）　2
（山林原野等の入会権に関する例規取調に付達）津山 明治26年6月21日 竪半・1冊 4557
村長代理助役長井仁助→東村山郡長岩田孫四郎殿
毘沙門寺入会（山入会銭割賦） 横長半・1冊 5622
6．山論
数量（件数）：0
　文政期の若松山出入一件については、24．書状の項参照。
　山口村勝論一件については、24．書状の項ならびに、6．訴訟の項参照。
7．山年貢、諸役
数量（件数）：11
　御払木運上・松茸運上・山代金等。
覚（東根山方役所より御書出しノ写、御払木松茸運上 享保戌12月’ 横切継紙・1通 5057－1
井かくま山代金上納金書上）　山方役所→山家村庄屋三
右衛門殿
（一問既払税・山年貢・他諸税書上）　（山家村）右村富戸 明治8年6月 上半・1冊 4681
一35一
2．土地／16．林野／7．山年貢、諸役
長山口庄兵衛（印）、同山口甚吉（印）、戸長串口三右衛門（印）→
山形県参事薄井龍之殿　「山形県管内」名入青罫紙。
御公儀様6申請候覚（甲山・後山・高岡山山代金力） 卯7月25日 横切紙・1通 5440－20
覚（御払木・かくま山松茸運上代金上納申付書写）　山
方役所→山家村庄屋三右衛門殿　5440－22・1と2は重なってい（戌）12月 横切継紙・1通 5440－22－1
た。
山方万代金請取申事（山家村分金2両3分余）山口大庄屋 戌7月5日 横切紙・1通 5058－79
藤兵衛（印）→山家庄屋彦左衛門殿
（貫津・二子沢・二二運上札渡すに付申付書）酒井正右 正月25日 横切継紙・1通 4778－12
衛門光就ヵ、多賀谷次兵衛三二→山家三三や彦左衛門殿
［書状］（一之沢山二之沢山代金進上に付）高木中川弥 11月14日 横折紙・1通 4811・3
兵衛（花押）→山家村庄屋彦左衛門様
●
［書状］（山立伝令書を受取るも延納の佗び）高木惣代人 11月21日 横切継紙・1通 5432
後藤源吉→元山元三御中　封筒入。
艸代金預 横折紙・1通 4912
覚（去寅断礎割付書写より当確年かくま代米代誓書出 横切継紙・1通 4961－1
し）　4961－1～8までこより紐一括。
山々（山家村山役銭割賦） 横長半・1冊 5623
8．売買
数量（件数）　10
　山林の売買証文の類をまとめた。
［包紙］（「証文三通入」）　53912～9入。 包紙・1通 5391－1
永代売渡山之事（年貢差詰りにつき）山家村山売主甚之 天明3年寅3月 竪切紙・1通 5391－3
介（印）、同村請人清四郎（印）、同村世話人作兵衛（印）→山家村
佐吉殿
［書状］（山5ヶ所分証文に付）明石源三郎→山家村山口三 10月晦日 横切紙・1通 53914
右衛門様
証文之事（年貢差詰り、山敷金2歩にて山売渡）山家村 享和2戌年 竪半・1通 5391．5
百姓蝉吟（印）、文助（印）→若松海音坊様
覚（先年返却の山代金髄に請取）久野本村源三郎（印）→ 天保3辰年9月23日 横切紙・1通 5391石
山口三右衛門様’
譲渡申山之事（たかひら山・たのミ山、年貢差詰りに 天明5年巳3月 竪美・1通 5391－7
つき）　山譲渡人山家村惣兵衛（印）、同村加判清八（印）、同
村取次左吉（印）→明石八兵衛殿
永代売渡山鞘取（貴殿抱地小作の所、不納米あるにつ 文化7午3月 竪美・1通 5391－8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ｫ） 山家村山渡人市郎兵衛（印）、同村受人栄助（印）、取次人
五人頭佐吉（印）→久野本村源三郎殿
［書状］（山代金請取）明石源三郎→山家村山口三右衛門様 9月29日 横切紙・］通 5391－9
名子餌取損証書面事（貴殿島山より取損差金20円渡明治10年12月28日竪紙・1通 4687
し、名子山一ヶ所貴殿勝手支配なさるべき旨、他証
文写）山元二二二人氏家二二、同村世話人斎藤小太郎→同
村武田小作殿　青罫紙。
名子二一損証書工事（名子山一ヶ所今後勝午支配の旨） 明治11年2月6日 竪紙・1通 4679
山元村山渡人山口新六、同村親類証人山口新平、口入人高
橋万太郎、同断武田伊六→当村　氏家栄機殿　青罫紙。
一36一
2土地／16．林野〆9．漆
9漆
数量（件数）：1
　漆は山家村の重要な産物のひとつである。漆一本にたいし決まった金額を漆役銭として納入した。
　『天童市史』中巻によると、幕末期において山家村生産の漆は、越後国岩船郡の荷主を介して江戸
や会津に出荷されていた。
差出し申一札之事（漆木枯木を相払いたき旨）若松寺町 安永10年3月 横切紙・1通 5139－30
代玉泉坊印、同断庄助印、役人久左衛門印→山家村御名主三右
衛門殿、同村組頭作兵衛殿、、同断庄吉殿、百姓代与市殿
10．漆役
数量（件数）　1
（上河原漆役永・山ノ事等書付） 文政11年2月10日 横切継紙・1通 4947
17．売買井貸借
1．土地売買
数量（件数）：24
　山家村における土地売買証文を、仙皇家の家文書とみなされるものを含めてこの項目にまとめた。
添証文二恩（貴殿先祖留兵衛元所持にて当時拙者所持 明和9年2月 横切継紙・1通 5188
の畑地、金2両にて譲渡に付）山家権平→同村武七殿
永代譲渡野羊文之事（年貢米不納に付畑地質入の上金 天明4年閏正月29日 竪紙・1通 4978－1
借用）　山家村金借主久助（印）、同請人多吉（印）→山村勘六
殿4978－1～5までこより紐一括。
永代譲渡畑野文之事（無口年貢米不納井夫食差詰りに 天明5年3月 竪継紙・1通 4978－3
付譲金請取の上、上川原畑地永譲）　山家村畑譲主多吉
（印）、同村証人久助（印）、同村口入兵助（印）→同村三右衛門殿
金子借用証文之事（御年貢米不納に付、利足米として 天明5年3月 竪紙・1通 4978．4
代々所持の新畑字裏組地心野先を渡す）　山家村金壷
り緊緊御作主太吉（印）、同村証人久助（印）、同村証人利助（印）
→同村兵助殿
譲渡申御寺仁方田地之事（下書、宝瞳寺領分、御年貢 寛政9年3月 横切紙・1通 5159
不納に付譲渡）　山家村田地譲り主嘉平、同村親類受人伝八
→同村三四郎殿
差出申一刷子事（下書、不如意に付畑地譲渡し）与蔵 横切継紙・1通 5139－36
［書状］（下荻野村伊右衛門懸り合の一件につき御名主 8月13日 横切継紙・1通 5139－37
三右衛門様へ御申入れ、御済まし下されたく／他）
山かた右遠藤金兵衛→山辺（ママ）高橋佐五兵衛様
差出申一札翁忌（下書、畑地私方へ譲渡しに付）下荻 文化5年10月 横切継紙・1通 5139－38
洞戸村一札渡主伊左衛門、同組頭源四郎→当村与蔵殿
田地質物二相渡シ金子預申事（宝永期～寛政期までの （文化7年午3月） 横切継紙・1通 6005
質地証文写書継、伝三郎より三右衛門方へ譲渡しに
なった山家村地所に付）
譲渡申御田畑些事（剛兵溝前永譲証文下書）若松寺本寿 文政7年3月 横切継紙・1通 5651－6
院、右一高五人組合惣別吉蔵、組合五郎右衛門（他1名）、百姓
代庄兵衛、組頭三四郎（他1名）→同村圓蔵殿
譲渡申畑証文二二（写、年貢不納に付、山家村地内畑 文政9年3月 横切継紙・1通 5146
地墨譲渡）山家片開譲渡主伝三郎、同村親類加印吉蔵、右
同断圓蔵、久野本村右同断与二郎（以下欠）→山家村　（欠）後
欠。
一37一
2．土地ハ7．売買井貸借ノ1．土地売買
譲渡申山畑証文之事（写、御年貢不納に付山畑譲渡） 文政9年3月 横切紙・1通 5148
→山家村林兵衛殿
山形宝橦寺御台田譲渡申添証文之事（写、御年貢不納 文政9年3月 横切紙・1通 5150
に付物譲渡）　山家村田譲渡主伝三郎（他）→山家村圓蔵殿
譲渡申草生畑町文之事（写、御年貢不納に付）山家村畑 文政9年3月 横切継紙・1通 5152
譲渡主伝三郎（他）→山家村圓蔵殿
宝瞳寺領御下畑譲渡団平文之事（下書、年貢不納に付） 文政9年3月 横切紙・1通 5198
→山家村三四郎殿
［書状］（地所取引の金子弐百両国元にて取引の旨） ＜弘化3＞閏5月2日 横折紙・1通 5091
権右衛門→山口三右衛門様、六田東右衛門様
覚（田地証文8通受取）中ノ目今次郎（印）→山家三三右衛門 弘化4年6月7日 横切紙・1通 4714
殿
（天保10年半兵衛前一高譲渡証文を林兵衛紛失に付書 明治8年4月20日 亭亭・1冊（未編綴） 4579
替の旨、井天保10年書類写）　山元村今野弥之助（印）、
親類今野弥五兵衛（印）→同村山口林兵衛殿　　「山形県管内」名
入青罫紙。
地所売買二二券状買受人名面御記入願（山元村字小前 明治17年 竪半・1冊 4666
田畑売渡）東村山郡山元村売人山口太助（印）、全全買人高
橋勘六、戸長山口格之助→東村山郡長町野重世殿　青罫紙。
地所井建物売渡証券（山元村畑地・宅地・家屋・土 明治20年7月1日 綴・1綴 4660
蔵｛その他関係書類綴、建物絵図面共）東村山郡山元
村百五拾三番地売渡人山口貞蔵（印）、全全七拾番地保証人山口
与左衛門（印）、全全七拾壱番地保証人山口千代吉（印）→全村山
口三右衛門殿　青罫紙。
委任状（山形区裁判所天童出張所に買受地登記の手続 明治30年3月4日 竪半・1綴 4575－1
を山口千代吉に委任）東村山郡津山村大字山元壱番地
山口三右衛門　4575－1・2は綴。
地所売渡証券（大字山元字上川原原野）　東村山郡津山村 明治30年3月4日 竪半・1冊 4575－2
大字山元弐拾九番地地所売渡人　山口仁吉（印）→全郡全村大字
　山元　山口三右衛門殿　印紙あり。
土地所有権保存二付登記申請（山元村田地登記に付、
　他山口勇七宛土地売買証券等関係書類写）　東村山郡
　津山村大字山元壱番地山口寿三郎（印）、代人　全面全村大字山
　元四拾六番地山口千代吉（印）→山形区裁判所天童出張所御中
田畑売渡証券習事（山家村内田畑）　後欠。
明治35年10月10日
（明治）
綴・1綴
竪紙・1通
4659
5516
2．質地・書入
数量（件数）：17
　この項には、山家村における質地関係の証文類を挙げた。質入・書入証文、質流証文等である。な
お6080には、山家村の質地慣行が問題にされた明治期の村内争論関係文書がまとまっている。
質流地相渡申畑之事（御年貢不納に付金借用金引）流 天明6年3月 竪紙・1通 4940－2
地主田町徳次郎、五人組頭彦十郎、百姓代伝兵衛、組頭利七→
山家村作兵衛殿
金子借用添証文庶事（田町分業繋金証文去年御年貢米 文政6年3月 竪紙・1通 4940－1
不納に付金2分野5俵借用）山家引金借用主伝三郎、親類
加印伝助→同村三四郎殿　　4940－1と2、紙繕一括。
畑質地仕金子預証文之事（写）皆野森村金預主佐治兵衛、 寛政2年2月 横切紙・1通 5226
五人組頭久左衛門、組頭九右衛門、同仁左衛門→山家村吉蔵殿
質地致金子借用証文之事（写、山形宝田聞酒分田、年 文化15年3月 横切継紙・1通 5166
貢不納に付）　山家村田所質地致金子借用主兵右衛門、同村
親類請人兵吉→若松寺本寿院主
一38一
2．土地ハ7．亮買井貸借／2．質地・書入
覚（宝瞳寺分畑地質流に相渡す二付、本紙証文預証） 天保7年3月29日 横切紙・1通 4732－1
名主三右衛門（印）→同村林兵衛殿、卯吉殿
［封筒］　東京鍛冶橋外五郎兵衛町壱番地貴知法社社員伊東栄五 6月19日 封筒・1通 6080－1
郎→羽前山元村山口三右衛門様　6080・2～6入。
（山元村における質地慣行について書上）羽前国村山郡 明治8年6月 横切継紙・1通 6080－2
　山元村戸長山口三右衛門印、副戸長山口甚吉印、同山口庄兵衛
@印
m書状］（控告の事件、当村従来の質地慣行に付）山元 （明治）8年6月 横切紙・1通 6080－3
村戸長山口三右衛門、副戸長山口甚吉、同山口庄兵衛→東京貴
知法一思社員伊東栄五郎
［書状］（貴知慮社設立の件／御村方林兵衛一件／伊 6月19日 横切継紙・1通 6080．4
達・福島に一等裁判所設立の件／他）伊東栄五郎→山
口三右衛門様、山口甚吉様、山口庄兵衛様
［書状］（三右衛門留守に付、代って従来の慣習認の旨） （明治）8年6月 横切継紙・1通 6080－5
山元村戸長山ロ三右衛門代兼山口甚吉、同山口庄兵衛→東
京貴知法社御社員伊東栄五郎殿
［書状］（東京一等裁判所へ控告の事件、御亭地方慣習 （明治）8年6月19日 横切継紙・1通 6080｛1
法取合の件依頼）東京貴知法社社員伊東栄五郎→羽前村
山郡山元村戸長山口三右衛門殿、副戸長山口甚右衛門殿、同山
口庄兵衛殿　封筒入。
公証取消之義二付願（宅地書入のところ借用金返済に 明治20年1月20日 竪紙・1通 4574
付）　東村山郡山元村元負債主山口三右衛門、同七拾壱番地保
証人山口千代吉→貫津村外四ヶ村戸長安倍親名ヵ殿　青罫紙。
覚（宝橦寺分畑地質流諸借入金方始末に付、本紙証文 申3月29日 横切継紙・1通 4987
預り）　名主三右衛門印→同林兵衛殿、卯吉殿
［書状］（山家村新兵衛前所持高田畑屋敷質取地流地に 4月5日 横切紙・1通 5837
付）　明石八兵衛→山口三右衛門様
［書状］（山口村喜三郎より山口村与左衛門他へ金子貸 12月29日 横長半・1通 4734－11
し渡し利回の件／与左衛門質地の件／他）三右衛門
→山口村名主儀左衛門様
覚（文蔵質地証文／与左衛門利米の件／他） 横折紙・1通 4734－12
古証券紛失之義二出願（雛形、地所書入証文紛失に付） 竪紙・1通 4571
元負債主一、元債主一→貫津村戸長安倍題名ヵ殿　青枯
紙。
a屋敷売買
数量（件数）　3
宅地売渡証券旧事（山元阿字二二）第一三巴＋四三区山元 明治10年8月18日 三半・1冊 4665
村七拾八番地武田万助（印）、親類証人武田万右衛門（印）、里正
山口格之助（印）→崎守高橋惣之助殿
（売渡木屋略図）　山形県下羽前国村山郡山元村弐拾三番地建 明治11年9月30日売渡竪紙・1通 5570
家売主鈴木久左衛門→同区久野本村後藤仁右衛門殿
宅地畑地井二建物売渡約定証（山元村誌在宿宅地・畑 明治20年6月22日 竪半・1冊 4664
地・建物）　東村山郡山元村地二二建物売渡人山口貞蔵
（印）、照明全村保証人山口与左衛門（印）（他保証人2名）→同郡
同村山口三右衛門殿　青罫紙。
4屋敷地貸借
数量（件数）　0
一39一
2土地／18雑
18．雑
数量（件数）：6
（田地跡譲請作人等覚） 文化13子閏8月21日改横長半・1冊 5800
（土地移動覚、文政7年3月一高法家坊へ渡る旨、他） 文政7年3月 横切紙・1通 5138－32
乍恐以書付奉願上候（畑田成・切添切開・屋敷成・起 戌2月 竪半・1冊 4893
返等一筆限取調の件、猶予願）寒河江附村々一同連印
→林伊太郎様寒河江御役所
［書状］（寺の裏の畑に付）兵助→治々様 5月19日 横切継紙・1通 5171
「安永七丑右新兵衛分明石文化十酉十月右喜八二成ル 横切紙・1通 5187
…」（田地移動覚）
子ノ高不足之覚（久四郎分他高不足、百姓持高等書付 横長美（綴）・1綴 5580
綴）抜高。
一40一
3租税ハ．免定・割付
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
3．租税
1．免定・割付
　数量（件数）：3
　　山家村の年貢免定・年貢割付状のうち一番古いものは寛永元年で、元禄5年以降のものはほぼ毎年分
　が残されている。
月齢免定之事（写）市川郷右衛門印、高須弥太夫印→山家村 寛保元年10月 横切継紙・1通 4944－10
庄屋・百姓
宝暦九卯年仮御免定（山家村分御廻米高・川下賃等書 （宝暦9卯年） 横長美（綴〉・1綴 5614
上、他、籾不足覚等書付綴）
子仮免状（写、山口村年貢米高書付） 子 竪切紙・1通 5368
2．御成箇書上
数量（件数）、：6
（仮免状山家村へ年貢三二高等写一括）3通が一緒に巻込 小切紙・3通 4944－1－1
まれていた。　4944・1～11こより一括。
けんみ引改（山家村百姓別検見引分書上） 文政7年10月18日 横切継紙・1通 4944－1－2
申皆済目録（写、山家村分）田五郎左衛門御判→右（山 文政8年7月 横切継紙・1通 4944－1－4
家）村名主・組頭・惣百姓
けんみ引改（山家村百姓別検見引分書上） 文政8年10月14日 横切継紙・1通 4944－1－3
酉御取箇改（写、山家華分、申酉御仮免状写・酉出高 （文政8年） 横切紙・一括（4通） 4944－1－5
飯盛）他3通は巻込み。
山家村母御物成（若松寺よりの調書） （辛未11月5日） 竪半・1冊 4613
3．検見
1．内検見
数量（件数）：2
内様（稲田収穫株数書上） （安政5年8月19日） 横半半・1冊 4752
差上申御請書之事（山家村・山口村田方内見反別の件） 亥9月 竪継紙・1通 4547
こ口村名主儀左衛門、同吉郎兵衛、同権兵衛（他組頭3名・
百姓代3名）、山家村名主三右衛門（他組頭、百姓代）→御役所
2．検見
数量（件数）：0
3．検見願
数量（件数）：0
4．定免
1願書井請書
数量（件数）：3
亥右軸迄三ケ年季御定免御請証文　山家村百姓小六（他35　文化12年7月 横切継紙・1通　　　5238
一41一
3租税／4．定免ハ願書井請書
名連名）、百姓代勘三郎、与頭三四郎、同甚右衛門、名主三右
衛門→宮崎御役所
寅右午迄五ヶ年季御定免御請証文　→〈宮崎役所〉 文政元年7月23日 横切継紙・1通 5237
（七ヶ年定免覚） 横折紙・1通 5615
5．地響
数量（件数）：0
6．免直・引米
数量（件数）　15
（地目別無欠・三代・道代書上）　山家村 延享元年子7月旧改 横長半・1冊 5646
辰御年貢表直し（納俵数の減額） （明和9年） 横長美・1冊 5736
（田畑石頭入引・起返り・本免等書付） 文政7年 横切継紙・1通 5総9－31
覚（年貢米のうち定石・水損手当引等差引） 文政8年12月26日 横切紙・1通 5203
（山家村岡巳遠見引米高） 弘化2年9月 横切紙・1通 4748－3
（享保16年より延享2年まで御用捨引石数覚） 近世 横長美・1冊 5483
皆貰分書（百姓引高ヵ） 近世 横長美・1冊 5668－9
新古永引覚（本新田畑） 丑5月27日 横切紙・1通 4778－38
（大森山近隣川沿略図） 横切紙・1通 4778．39
（二代・道代差引書付） 18日 横折紙・1通 5644
（川欠引・二代・道代書上） 18日 横長美・1冊 5645
（子検見引分米高、山家村小前割合覚） 横長半・1冊 5673
（下田・下畑道代書付） 横切紙・1通 5704
堤代引（二代・道代山家村小前分） 横長美・1冊 5723
（年貢米の二王地引二等計算） 横折紙・1通 5754
7．割付帳
数量（件数）：0
　年貢金納分割賦帳については、宝暦3年～安永10年までの「（納金割賦帳）」と「御年貢金納割賦
帳」を併せれば、宝暦3年以降すべて揃っていることになる。　（その1）参照。
8取立
1．米籾分
数量（件数）：4
津軽様江米御渡し二付摺立ノせツ壱斗弐合ツ・込米取 宝暦6年子5月 横長美・1冊 5486
立（山家村民）
（天保元・2年暮米1俵代若取立分書付） （天保）5年3月20日 横切紙・1通 5281－78
［書状］（孤村庄三郎去子年貢米納入催促）山家村組頭共 丑3月16日 横切継紙・1遺 5993－2
→小路町御蔵方御衆中　　別紙1通あり。
［書状］（龍性坊去子年貢米納入催促）　山家村組頭共→若 3月10日 横切継紙・1通 5993－1
松龍性坊様、同式部様　5993・1・2は重なっていた。
一42一
3．租税／a取立／2金納分
2．金納分
数量（件数）：17
　「御年貢金取立帳」が正徳5年をはじめに98冊残っているのは注目に値する。　（その2）では、矢野
目村藏方から山口三右衛門にあてた年貢・諸役金請求の覚書をこの項目に入れた。これは、山口家が
矢野目村に持っている石高にかかる年貢・諸役であろうと考えられる。
役銭覚（寛政元年山家二三右衛門三分先納・二割等） （寛政2）戌2月 横折紙・1通 4994・7
ヤのめ蔵方（印）→同村金十郎殿，
覚（越後国役金等書付）　やのめ蔵方→山家三右衛門殿 11月4日 横切紙・1通 4994－9
覚（定石代金等書付）やのめ蔵方→山家三右衛門殿 丑9月5日 横切紙・1通 4994－10
覚（御役金額書付）やのめ蔵方→山家三右衛門殿 子10月7日 横切紙・1通 4994・11
覚（小物成等書付）やのめ蔵方→山家内三右衛門殿 12月朔日 横切紙・1通 4994－12
覚（定石二納金書付）やのめ内蔵方→山家二三右衛門殿 子10月4日 横切紙・1通 4994－13
覚（小物成等書付）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 12月15日 横切紙・1通 4994－14
覚（国役割書付）やノ目蔵方→山家村三右衛門殿 亥12月17日 横切紙・1通 4994－15
覚（三右衛門酒勾割金書付） 横切紙・1通 4994－16
覚（極割金書付）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 亥12月17日 横切紙・1通 4994－17
覚（舟場入用まし夫銭書付）やのめ蔵方（印）→山家村三右 閏2月22日 横切紙・1通 4994－18
衛門殿
覚（定石二納書付）やのめ蔵方→山家三右衛門殿別紙1通 丑10月5日 横切紙・1通 4994－19
あり。
覚（半駄賃書付）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 丑12月20B 横切紙・1通 4994－20
（夏取立分年貢金百姓持参覚） 午10月6日 横長美・1冊 5724
酉ノ暮御年貢代取覚（山家村） 酉ノ暮 横折紙・1通 5799
（山口へ持参金百姓より集金書上）持参主七右衛門（印）・ （戌3月） 横長美・1冊（2枚） 5709
勘三郎（印）未編綴。
金納残り陳んや御用方南（百姓銭割賦） 横切紙・1通 5822
9．請取
1．米請取
数量（件数）：8
　ここには、①山家村蔵方における年貢米請取に関する諸帳簿、②山口家が山家村のほか近隣諸村に
所有している小作地の年貢米納入に関わる文書、③上領時代、山口組大庄屋方へ年貢米を納入した際
の請取書、をあつめている。①③は山口三右衛門の名主（庄屋）としての役務により発生した文書で
あり、②は山口家の経営に属する文書といえる。
預申御寝之事（当村御蔵方へ上納に付）山家村庄屋三右 元文4年5月10B 横切継紙・1通 4748－1
衛門（印）→同村杢兵衛殿　4748・1～39まで綴。
記（三二山家村三右衛門三分貢米受取）貫津村郷蔵元 明治5年12月16日 横切紙・1通 4748－21
（印）→山家村甚九郎殿
覚（利助へ米4俵渡したきに付）本（印）→勝五郎殿 （寛政2）戌4月17日 横切継紙・1通 4994－2
覚（子午年貢米3俵2斗請取）三日町坂口太兵衛（印）（最上天 文政5年12月6日 横切継紙・1通 4946
童坂口）→山家佐五兵衛故地清助殿
覚（御年貢・諸夫銭中野目村郷蔵元御出分請取）六田 弘化4年5月26日 横切継紙・1通 4748－5
村東右衛門、山家村三右衛門（印）→高擶村庄右衛門殿
丑ノ高役米請取之事（米2斗3升3合3勺）一日町才兵衛丑12月25日 横切紙・1通 5280－17・3
一43一
3．租税／9．謂取／1．米謂取
（印）→山家村彦左衛門殿
請取申米事（残米）下貫津村勘兵衛（花押）→山家村三左衛門 辰4月10日 横切紙・1通 5058－97
殿
預ヶ籾井米寄（田町・三日町野分）裏は「御年貢辻」（山家 横切継紙・1通 4778．23
村）。
2．金請取
数量（件数）：154
　ここには、山口組大庄屋伊藤権右衛門（藤兵衛）の年貢・諸役金請取書を中心にまとめた。山口村
伊藤家が大庄屋であった寛保期以前までは、山家村の年貢その他は山口家（彦左衛門・留左衛門）方
でまとめて、山口村大庄屋元へ納めていたものと考えられる。
（金請取証一三、「覚」大町村川除御用縄等請取、他） （元禄17年3月10日）綴（横切紙他）・1綴 5280－5
（大町村庄や七兵衛（印））→（山口組山家村彦左衛門殿） （12通）
覚（当塁壁地御年貢金受取）上〆津村地主六右衛門（印）→ 天明7年10月15日 横切紙・1通 5137．34
山家村惣助殿
門前皆済書（物成年貢米大豆代金皆済）三右衛門→門前 文政7年12月28日 横切継紙・1通 5051－2
御庄屋今野権次郎殿
覚（米前金請取）やノめ金＋郎（印）→山家村山口三右衛門様 寛政12年2月9日 横切紙・1通 5051－4
十一年地租諸富出金納通　山野森邨事務所（印）→山元村山 （明治11年） 横折紙・1通 4895－2
口三右衛門殿
明治十一年地租民費受取通　天童郡事務所（印）→山元村山 （明治11年） 横折紙・1通 4895－3
口三右衛門殿
領収之証（地方税・直税等）山形県北村山郡山口村戸長役 明治15年6月 横切紙・1通 4895－4
場（印）→町人　山元村山口三右衛門　青罫紙。
請取申金子事（当芋済金）藤兵衛（印）イ彦左衛門殿 子2月17日 横切継紙・1通 5058－80
請取申銭之事（子ノ春わり代）山口藤兵衛（印）→山家庄屋 子3月7日 横切紙・1逓 5058－83
彦左衛門殿
子ノ春済金請取申事（金3両1分）山口藤兵衛（印）→山家彦 子3月8日 横切紙・1通 5058－86
左衛門殿
子ノ春済金請取申事（金4両2分〉山口藤兵衛（印）→彦左衛 子4月朔日 横切紙・1通 5058－87
三殿
請取申金子聞事（子夏型金請取）山口藤兵衛（印）→山家庄 子6月26日 横切紙・1通 5058－53
や彦左衛門殿
請取申金子事（子再呈金請取）藤兵衛（印）→彦左衛門殿 子7月3日 横切紙・1通 5058－54
請取申金子事（子二二金請取）山口藤兵衛（印）→山家庄屋 子7月8日 横切継紙・1通 5058－55
彦左衛門殿
請取申金子事（子夏済金請取）山口藤兵衛（印）→山家庄屋 子7月12日 横切紙・1通 5058－56
彦左衛門殿
請取申金子事（子壷済金請取）山口藤兵衛（印）→山家村上 子7月24日 横切継紙・1通 5058－57
左衛門殿
請取申金子事（子夏済金請取）山口藤兵衛（印）→山家彦左 子8月3日 横切紙・1通 5058・58
衛門殿
一晩金子請取申事（金子2両1分）下山口村庄や与右衛門 子ノ8月9日 横切紙・1通 5058－60
（印）→山家村庄や彦左衛門殿
夏済金請取申事（金子7両）下山口村庄や与右衛門（印）→山 子ノ8月19日 横切紙・1通 5058－59
家村庄や彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金）伊藤権右衛門（印）→山家村庄屋 子11月25日 横切紙・1通 5058－123
彦左衛門殿
一44一
a租税／9．請取／2．金層取
請取申金銭旧事（小物成銭請取）伊藤権右衛門（印）→山家 子12月7日 横切紙・1通 5058－26
庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金）伊藤権右衛門（印）→山家庄屋彦 子12月9日 横切継紙●樋 5058－122
左衛門殿
子ノ御年貢金請取申事（金10両2分）伊藤権右衛門内喜兵子ノ12月15日 横切継紙・1通 5058－20
衛（印）→山家村彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金請取）伊藤権右衛門（印）→山家彦 子12月15日 横切紙・1通 5058－23
左衛門殿
請取申金子之事（御年貢金請取）血止権右衛門内喜兵衛 子ノ12月22日 横切紙・1通 5058－24
（印）→山家村庄や彦左衛門殿
覚（銭600文請取）藤兵衛（花押）→彦左衛門殿 子12月28日 横切紙・1通 5058－47
請血痕銭函之事（帳紙代、筆取米請取）伊藤権右衛門 子12月29日 竪切紙・1通 5058．18
（印）→彦左衛門殿
請取当直空事（白川入用銭請取）伊藤権右衛門内喜兵衛 丑ノ2月5日 横切紙・1通 5058－19「
（印）→山家村彦左衛門殿
請取申金子当事（御買米代金・夏済金）伊藤権右衛門 丑6月23日 横切紙・1通 5058－115
（印）→山家彦左衛門殿
受取申金子事（春夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛 丑7月朔日 横切紙・1通 5058，118
門殿
請取申金子之事（夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛 丑7月8日 横切紙・1逓 5058－116
門殿
請取申金子山事（洋紙金）伊藤権右衛門（印）→山家庄屋彦 丑7月20日 横切紙・1通 5058－119
左衛門殿
請取申金子事（夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛門殿 丑7月23日 横切紙1湧 5058－111
請取申金子早事（夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛 丑7月28日 横切紙・1通 5058－113
門殿
請取申金子事（夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛門殿 丑8月朔日 横切紙・1通 5058－114
覚（東根甲唄上ケ丑夏済金） 丑8月2日 横切紙・1通 5058－117
請取申金子事（夏済金）伊藤権右衛門→山家庄屋彦左衛門殿 丑8月7日 横切紙・1通 5058－110
請取申金子事（夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛門殿 丑8月11日 横切紙・1通 5058－121
請取申金子家事（悪金替金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左 丑8月18日 横切紙・1通 5058－120
衛門殿
覚（五ヶ村分銭227文請取）下甑津村庄や八兵衛（印）→山家寅ノ3月18日 横切紙・1通 5058－30
村庄や彦左衛門殿
請取申銭之事（入草代他、4貫857文）伊東藤兵衛（印）→寅9月1唄 横切紙・1逓 5058－70
山家庄屋彦左衛門殿
（茶代書上）　山家彦左衛門→伊東藤兵衛様 寅9月18日 横切紙・1通 5058一132
請取申盃事（取立衆明晩其元へ御出の旨、他）山口藤兵 寅10月18日 横切紙・1通 5058．2
衛（花押）→山家彦左衛門殿
請取出銭振事（銭481文請取）伊東藤兵衛（花押）→山家彦左寅11月10日 横切紙・1通 5058－32
衛門殿　別紙1通あり。
請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛（印）→山家彦左潜門 寅11月21日 横切紙・1通 5058－68
殿
請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 寅12月2日 横切紙・1通 5058－66
衛門殿
請取申金銭盛事（山家村小物成金、わり代）伊東藤兵衛 寅12月16日 横切継紙・1通 5058－65
（印）→山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 寅12月19日 横切紙・1通 5058－67
一45一
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衛門殿
請取申金子事（三春済金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 卯2月24日 横切紙・1通 5058－90
衛門殿
請取申金子之事（当学則金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦 卯3月14日 横切紙・1通 5058－91
左衛門殿
請取申金子事（当春野金）伊東藤兵衛（印）→彦左衛門殿 卯3月23日 横切紙・1通 5058－96
請取申銭山事（寅年わり代請取）伊東藤兵衛（印）→彦左衛 卯3月25日 横切紙・1通 5058－37
門殿
請取申金子事（当春済金）伊東藤兵衛（印）→彦左衛門殿 卯4月4日 横切紙・1通 5058．92
請取申金子事（夏済金等請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋 卯7月8日 横切紙・1通 5058－13
彦左衛門殿
請取申金子事（当駅済金請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄や 卯7月22日 横切紙・1通 5058－15
彦左衛門殿
請取申金子事（当夏済金請取）伊東藤兵衛（印）→彦左衛門 卯7月25日 横切紙・1通 5058－14
殿
請取申金子事（御年貢金請取）伊東藤兵衛（印）→山家村庄 卯11月7日 横切紙・1通 5058－41
や彦左衛門殿
請取申金子事（当御年貢金請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄 卯11月28日 横切紙・1通 5058－40
屋彦左衛門殿
請取申金子之事（当御年貢金請取）倖東藤兵衛（印）→山家 卯12月12日 横切紙・1通 5058－38
庄や彦左衛門殿
覚（卯小物成代請取）山口大庄屋伊東藤兵衛（印）→山家庄や 卯ノ12月16日 横切紙・1通 5058－42
彦左衛門殿
請取申金子事（当御年貢金請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄 卯ノ12月17日 横切紙・1通 5058－39
屋彦左衛門殿
辰春出金請取事（金12両）　伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 辰2月25日 横切紙・1通 5058－43
衛門殿
覚（当世済金請取）　山口伊東藤兵衛内市右衛門（印）→山家庄 辰ノ3月11日 横切紙・1通 5058－44
屋体左衛門殿
辰ノ春済金請取事（金11両）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦 辰3月28日 横切紙・1通 5◎58－94
左衛門殿
辰春済金請取事（金6両）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左衛 辰4月8日 横切紙・1通 5058－98
門出
辰春済金請取事（金2分）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左衛 辰4月9日 横切紙・1通 5058－99
門出
請取申金子事（夫食米代金等）伊東藤兵衛（印）→山家村彦 辰6月10日 横切紙・1通 5058－124
左衛門殿
辰ノ夏山金請取事（金19両3分）伊東藤兵衛内市右衛門辰6月26日 横切紙・1通 5058－125
（印）→山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（夏済金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左衛門 辰7月10日 横切紙・1通 5058－126
殿
請取申金子事（御年貢金納請取）伊東藤兵衛（印）→山家村 辰11月10日 横切紙・1通 5058－28
庄屋彦左衛門殿
辰ノ御年貢金請取事（金29両余請取）伊東藤兵衛（印）→辰ノ11月26日 横切紙・1通 5058．29
山家門や彦左衛門殿
辰御年貢金請取事（金7両3分）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋 辰12月3日 横切紙・1通 5058－76
彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 辰極月19日 横切紙・1通 5058－77
衛門殿
一46一
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請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛（印）→山家庄や彦左 辰12月22日 横切紙・1通 5058－74
衛門殿
請取申銭嵩事（辰年わり代銭）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋 巳3月25日 横切紙・1通 5058・131
彦左衛門殿
請取申金子事（心急金請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦 巳6月22日 横切紙・1通 5058－17
左衛門殿
受取申金子事（巳夏済金請取！伊東藤兵衛（印）→山家庄屋 巳7月9日 横切紙・1通 5058－16
彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛→山家村庄屋彦左衛 巳12月11日 横切紙・1通 5058－71
円殿
巳年貢金請取事（金15両3分）山口大庄屋伊東藤兵衛（印）→巳12月20日 横切紙・1通 5058－73
山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金），伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 巳12月24日 横切紙・1通 5058－72
衛門殿
請取申金子事（午春済金）伊東藤兵衛（印）→山家村庄屋彦 午ノ3月28日 横切紙・1通 5058－88
左衛門殿
請取重夫金之事（金4両）伊藤権右衛門（印）→山家庄や彦左 申ノ2月9日 横切紙・1通 5058－5
衛門殿
請取申金子嬉野（夫食金請取）大庄屋伊藤権右衛門（印） 申ノ6月23日 横切継紙・1通 5058－4
→山家庄や彦左衛門殿
請取申金子当事（夫食金請取）大庄屋伊藤権右衛門（印）→ 申ノ6月25日 横切紙・1通 5058－3
山家村庄や彦左衛門殿
請取申金子之事（夫食米代請取）伊藤権右衛門（印）→山家 申ノ7月5日 横切紙・1通 5058－6
二二や彦左衛門殿
請取申金子之事（夫食金請取）伊藤権右衛門（印）→山家村 申ノ7月8日 横切紙・1通 5058－10
庄や彦左衛門殿
請取申金子之事（卒直金請取）　山口伊藤権右衛門（印）→山 申ノ7月13日 横切紙・1通 5058－9
家彦左衛門殿
請取申金子之事（卒直金請取）伊藤権右衛門（印）→山家村 申ノ7月19日 横切紙・1通 5058－8
●
庄や彦左衛門殿
請取申金子事（夫食米代金請取）伊藤権左衛門（印）→山家 申ノ7月28日 横切紙・1通 5058－12
村庄屋彦左衛門殿
請取申金子火事（夏済金請取）伊藤権右衛門（印）→山家村 申ノ8月9日 横切紙・1通 5058－7
庄や彦左衛門殿
請取金子之事（夏空金請取）大庄屋伊藤権右衛門内市右衛 申ノ8月16日 横切紙・1通 5058－11
門（印）→山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子之事（夏済金）　大庄屋伊藤権右衛門（印）→山家 申8月晦日 横切紙・1通 5058－104
村庄屋彦左衛門殿
請取申金子之事（御年貢金）大庄屋伊藤権右衛門（印）→山 申12月3日 横切紙・1通 5058－105
家村庄屋留左衛門殿
請取申金子之事（御年貢金）大庄屋伊藤権右衛門（印）→山． 申12月5日 横切紙・1通 5058－103
家村庄屋留左衛門殿　　，
請取申金子之事（御年貢金）大庄屋伊藤権右衛門（印〉→山 申12月10日 横切紙・1通 5058－106
家庄屋留左衛門殿
請取申金子王事（御年貢金）伊藤権右衛門（印）→山家庄屋 申12月18日 横切紙・1通 5058－101
留左衛門殿
子ノ春済金請取申事（金9両）大庄屋藤兵衛（印）→山家庄や 2月15日 横切継紙・1通 5058－81
彦左衛門殿
（東根弥右衛門殿合力米請取）藤兵衛内市右衛門（印）→山 3月28日 横切紙・1通 5058－93
家庄屋彦左衛門殿
一47一
3．租税／9．請取ノ2，金請取
覚（卯年わり代銭請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左衛門 3月28日 横切紙・1通 5058－95
殿
請取申銭之事（銭1貫文請取）中山口村五兵衛→山家村御役 5月4日 横切紙・1通 5058－33
人衆中
御勘定所日用金請取申事　山口庄屋藤兵衛（印）→山家庄屋 7月7日 横切継紙・1通 5058・78
彦左衛門殿
請取申金子之事（夏済金）伊藤権右衛門（印）→山家彦左衛 7月26日 横切紙・1通 5058－112
門田
野扶持米代銭之覚　山口市右衛門（印）→山家彦左衛門殿 8月7日 横切紙・1通 5058－127
覚（大庄屋金剛川登代銭請取）藤兵衛内市右衛門（印）→彦 10月17日 横切紙・1通 5058－45
左衛門殿
請取平平事（日用銭請取）権右衛門（印）→彦左衛門殿 11月21日 横切紙・1通 5058－21
請取申金子之事（御年貢金）大庄屋伊藤権右衛門（印）→山 11月26日 横切紙・1通 5058－108
家村庄屋留左衛門殿
請取申金子王事（御年貢金）大庄屋伊藤権右衛門（印）→山 12月20日 横切紙・1通 5058－107
家村庄屋留左衛門殿
（金請取画一綴、「請取申金子之事」悪金替金請取、他） （丑4月23日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－8
（権右衛門（印））→（彦左衛門殿） （7通）
（請取書一門、「覚」日用銭請取、他）　（伊藤権右衛門
　（印））→（彦左衛門殿）5280・1～30まで紙紐一括。
請取置銭之事（馬草代銭請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋
　彦左衛門殿
請取申銭之事（御順見入用銭受取）藤兵衛内喜兵衛（印）→
　山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（御年貢金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左
　衛門殿　　　　　　　　　　　　　　　　4
請取申金子事（御年貢金請取）伊東藤兵衛（印）→彦左衛門
　殿
請取申金銭之事（小物成金請取）伊東藤兵衛（印）→山家彦
　左衛門殿
請取申扶持米（米1斗9升）　中山口村喜兵衛（印）→庄屋彦左
　衛門殿
覚（帳かみ代請取）　伊東藤兵衛内喜兵衛（印）→彦左衛門殿
請取申金子事（春画金請取）
　門門
請取申金子事（春済金請取）
　門下
請取申金子事（春思金請取）
　左衛門殿
請取申金子事（春野金請取）
　門殿
請取申金子事（春野金請取）
　群婚
請取申銭之事（藁代銭請取）
　門口
請取申金子事（春済金請取）
　門殿
　藤兵衛（花押）→彦左衛門殿
　　　5280－23－1～6まで重ねて折られていた。
日用銭請取申事（東根会所蝋しめ所入用銭割符）
　　　　　　　　　　　　5280－1～11までは重ねて折りたた
伊東藤兵衛（印）→山家彦左衛
伊東藤兵衛（印）→山家彦左衛
伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦
伊東藤兵衛（印）→山家彦左衛
伊東藤兵衛（印）→山家彦左衛
伊東藤兵衛（印）→山家彦左衛
伊東藤兵衛（印）→山家彦左衛
　　　　　　　　　　　伊藤
一48一
丑6月19日
丑9月18日
丑9月21日
丑12月3日
丑12月15日
丑12月15日
丑12月26日
丑12月
寅2月9日
寅2月23日
寅3月6日
寅3月15日
寅3月24日
寅3月28日
寅4月朔日
寅6月6日
綴（横切紙｝・1綴
（6通）
横切紙・1通
竪切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・樋
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切績・1通
横切紙・1通
5280－1
5280－17－6
5280－17－7
5280－14
5280－13
5280－15
5280－17－5
5280。23－6
5280－23－3
5280－23－2
5280－23－4
5280－23－5
5280－12－11
5280－12－10
5280－23－1
5280－12－1
3．根税／9．講取／2．金請取
まれていた。
請取申金銭之事（夏済金・売延代請取）伊東藤兵衛（印） 寅6月28日 横切紙・1通 5280－128
→山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（夏野金請取）伊東藤兵衛（印）→彦左衛門殿 寅7月5日 横切紙・1通 5280－12－6
請取露顕工事（郷蔵残米代銭請取）伊東藤兵衛（印）→彦左 寅7月5日 横切紙・1通 5280－12－7
衛門殿
請取申金子事（夏済金請取）伊藤藤兵衛（印）→山家彦左衛 寅7月10日 横切紙・1通 5280－12－3
門殿
請取申金子山事（当村利右衛門方へ其御玉千助殿より 寅7月12日 竪紙・1通 5280－6
大豆代金請取）寺津村庄屋九兵衛（印）→山家二心や彦右衛
門殿
請取申金銭之事（夏済金請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋 寅7月28日 横切紙・1通 5280－12－9
彦左衛門殿
覚（帳紙代請取）大庄屋伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦左衛門 卯12月16日 横切紙・1通 5280－17－4
殿
覚（夏済金8両を東根にて藤兵衛へ渡す旨） 午6月晦日 横切紙・1通 5280－20
請取申金子事（夏山金・夫食代請取）伊東藤兵衛（印）→ 午7月9日 横切紙・1通 5280－18
山家庄屋彦左衛門殿
請取申金子事（夏済金請取）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦 午7月20日 横切紙・1通 5280－19
左衛門殿
（金請取証一綴、「請取申金子之事」御年貢金請取、他） （午12月19日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－27
（大庄屋伊藤藤兵衛（印））→（山家庄屋彦左衛門殿）結び付 （7通）
文書2通あり。
（金請取証一盛、「覚」夏済金請取、他）　（伊東藤兵衛 （未7月10日） 綴（横切三二）・1綴 5280－17－1
（印）〉→（山家村庄屋彦左衛門殿） （13通｝
（金請取証一綴、「請取申金子之事」御年貢金請取、他） （未12月26日） 綴（横切二三）・1綴 5280－24
（伊藤権右衛門（印））→（彦左衛門殿） （11通）
請取申金子之事（千古御検見入用請取）大庄屋伊藤権右 申9月2日 竪切紙・1通 5280－3－1
衛門（印）→山家村庄屋彦左衛門殿　5280・3・2を包む。
（金請取証一綴、「請取申金子事」悪金替金請取、他） （3月11日） 綴（横切紙）・1綴 5280－3－2
（藤兵衛（印））→（彦左衛門殿） （7通）
請取申金子之事（夏済金請取）伊藤権右衛門（印）→山家村 申9月29日㌔ 横切紙・1通 5280－2－1
庄屋留左衛門殿　5280－2・2を重ねて巻く。
請取申金子立面（夏済金請取）大庄屋伊藤権右衛門（印）→ 申9月29日 横切紙・1通 5280－2－2
山家村庄屋留左衛門殿
請取わり之代（酉年わりの代請取）伊藤権右衛門（印）→山 酉3月19日 横切紙・1通 5280－10
家村丁丁衛門殿破損。
（金請取証一計、「請取申金子嘉事」春山金請取、他） （酉3月20日） 綴（横切紙他レ1綴 5280－4
（山口大庄屋伊藤権右衛門（印））→（山家村庄屋留左衛門殿） （7通）
（金請取証一滴、「才覚金請取申事」金1歩請取、他） （酉8月朔日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－26
（伊藤権右衛門（印））→（山家村留左衛門殿） （2通）
（金請取証一瞬、「請取申夫金之事」金8両1歩請取、他） （酉10月14日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－28
（伊藤権右衛門（印））→（山家村庄屋彦左衛門殿）　　こより （10通｝
にて捻り封。
（金請取証一山、「請取申金子心事」御年貢金請取、他） （酉12月ll日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－9
（大庄屋伊藤権右衛門（印））→（山家村庄屋彦左衛門殿） （13通）
請取申金子毒血（御年貢金請取）大庄屋伊藤権右衛門（印） 酉12月25日 横切紙・1通 5280－16
→彦左衛門殿
（金請取証一門、「覚」春出金請取、他）　（山口大庄屋藤兵 （〔戌〕いぬの4月） 綴（横切継紙他｝・1 5280－25
衛（印））→（山家村庄屋彦左衛門殿） 綴（10通）　　i
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（金請取証一綴、「請取申銭之事」小物成銭請取、他） （亥12月14日） 綴（横切継紙他）・1 5280－7
（山口藤兵衛（印））→（山家庄屋彦左衛門殿） 綴（19通）
（金請取証一盛、「請取申酉ノ春山金之事」金1両請取、 （閏4月11日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－22
他）　（伊藤権右衛門（印））→（山家村留左衛門殿） （2通｝
（金請取証一綴、「請取申金子之事」金1歩請取、他） （7月21日） 綴（横切紙他）・1綴 5280－11
（中山口村喜兵衛（印））→（山家村留左衛門殿） （10通）
（包紙・紙子り紐、5280全体を包んでいたもの） 包紙・紙繕り紐・1 5280－30
枚・1本
覚（去丁年年貢金納の内請取）三内→式部様 辰4月2日 横切継紙・1通 5738
子壱番金納請取（他、山家村年貢金納関係書類綴） 横長美・1綴 5807
3．請取日記
数量（件数）　0
10過不足、未・不納
数量（件数）：5
丑ノ御年貢米壱人前不納改帳 丑 横長美・1冊 5063－1
去辰御年貢巳春御蔵尻勘定寄（山家村過米・不納書上） 巳春 横長美・1冊 5698
和七不納（不納郷蔵納米金等） 午12月11日 横切継紙・1通 5277
［書状］（御町中継山村善右衛門当村所持高年貢不納に 2月6日 横切継紙・1通 5894－28
付）　楯岡村名主茂右衛門→東根御会所
若松不納 1 横切継紙・1通 5699
11．年貢納入
　米納場帳・庭帳の類をまとめた。
　また、本寿院が野田村に所有している小作地の年貢米割付・皆済書もここに入れた。なぜ、三寿院
の小作経営に関する史料が山口家文書中にあるのか、正確な理由は不明である。
　5334の一連の文書は、天童三日町に所在する山口家の小作地年貢に関する史料であろうと考えられ
る。耕作者をみると天童町の者より久野本村百姓が圧倒的に多い。
1．米納
数量（件数）：87
享保十九年寅ノ場帳（左五兵衛分） 享保19年 横折紙・1通 5757
寒河江米かへ人別（山家村分、俵数・名前） 延享4年卯4月 横長美・1冊 5502
（郷蔵納米刎俵に付請書、前欠）五人組惣代善九郎（印）、
@同佐七（印）、同七郎兵衛（印）、同竹惣（印）、同与惣右衛門
宝暦5年亥6月4日 横折紙・1通 5488
（印）、同半助（印）→名主五右衛門殿、組頭中
宝暦七年丑御年貢納通（不納覚添付）山家村御蔵方（印） （宝暦7年）11月 横長美・1冊 4926
→与左衛門殿
宝暦七年丑御年貢四通　山家村御蔵方（印）→嘉兵衛殿 宝暦7年丑11月 横折紙・1通 5693
覚（御年貢米請取）　山家村郷御蔵（印）→若松常光坊 明和6年丑12月25日横切紙・1通 5705
申御年貢米割（野田村高16訴訟年貢米皆済）　名主新蔵 申11月 横切紙・1通 5138－1
（印）→本寿院　5138－1～4までこより紐一括。
戌御年貢米割（野田村高19石鹸年貢米皆済）名主前田新 戌11月 横切紙・1通 5138－2－1
蔵（印）→若松本寿院
戌御年貢米割（野田村高5石余年貢米皆済）　名主前田新 戌11月 横切紙・1通
@　　　　　1
5138－2－2
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蔵（印）→若松
未御年貢米割（野田村高25石余年貢米皆済の旨）名主 未11月 横切紙・1通 5138－3
前田新蔵（印）→本寿院
覚（無尽端銭・定石・先納金等御遣わし下されたく） 寅10月6日 横切継紙・1通 5138－4
野田前田新蔵（印）→若松本寿院様
申御年貢米割（野田村高25石弓年貢米皆済）名主前田新 申11月 横切紙・1通 5138－5
蔵（印）→本寿院殿
回盲年貢米割（野田村高25石余年貢米皆済）名主前田新 寅11月 横切紙・1通 5138石
蔵（印）→本割院
丑御年貢米割（野田村高5石叩年貢米納仕切）名主新蔵 丑11月 横切紙・1通 5138・7
（印）→本直院
女御年貢米割（野田村高19石余年貢米皆済）　名主新蔵 巳11月 横切紙・1通 5138－8
（印）→本曇院
覚（野田村年貢米作徳仕切）　名主新蔵（印）→本寿院檬 （寅）12月24日 横切継紙・1通 5138－9
巳御年貢米割（野田村御年貢目録之御年貢帳写）　名主 巳11甘 横切紙・1通 5138－10
新蔵（印）→若松
寅御年貢米割（御年貢米納仕切）　名主新蔵（印）→本寿院 寅11月 横切紙・1通 5138－11
亥御年貢米割（野田村高19石余清助支配分年貢米皆済） （安永8）亥11月 横切紙・1通 5138－12
名主新蔵（印）→三寿院
亥御年貢米割（野田村高5石余年貢米皆済）　名主新蔵 （安永8）亥11月 横切紙・1通 5138－13
（印）→支配人新田甚七殿
子御年貢米割（野田村高19二二年貢米皆済）　名主新蔵 子11月 横切紙・1通 5138－14
（印）→至忠院　　ノ
二二年貢米割（野田村高25石門年貢米皆済）名主前田新 （卯）11月 横切紙・1通 5138－15
蔵（印）→本寿院
覚（拙者支配の分諸金納銭受取）野田名主前田新蔵（印）→ 卯7月25日 横切継紙・1通 5138－16
本寿院様
二二年貢米割（藤兵衛分清助分丑野田村御年貢皆済仕 丑11月 横切紙・1通 5138－17
切）名主新蔵（印）→若松清助支配本寿院
午御年貢米割（野田村高25石余年貢米皆済）名主前田新 午11月 横切紙・1通 5138－18
蔵（印）→本寿院
午下年貢米割（野田村高5石余年貢米皆済）　名主新蔵 午11月 横切紙・1通 5138－19－1
（印）→若松
午御年貢米割（野田村高19石余年貢米皆済）　名主新蔵 午11月 横切紙・1通 5138－19－2
（印）→本寿院
巳御年貢米割（野田村高25三余年貢米皆済）名主前田新 巳11月 横切紙・1通 5138－20
蔵（印）→本寿院
子御年貢米割（野田村高19石弓年貢米皆済）名主前田新 子11月 横切抵・1通 5138－24－1
蔵（印）→若松本寿院
子御年貢米割（野田村高5石余年貢米皆済）名主前田新 （寛政4）子11月 横切紙・1通 5138－24－3
蔵（印）→若松分
覚（蔵方代納金につき）　野田蔵方 卯12月11日 横切継紙・1通 5138－25
寅御年貢米割（野田村高16石余年貢米皆済、藤兵衛分 寅12月 横切紙・1通 5138－26
年貢皆済仕切）名主新蔵（印）→若松華寿院役者中
辰御年貢米割（辰御年貢帳写し、野田村御年貢勘定書） 辰11月 横切紙・1通 5138－28－1・1
名主新蔵（印）→若松本邸院　　5138－1－1～5138・4まで帯封一
括。
辰御年貢米割（野田村高5石詰年貢米皆済）　名主新蔵 辰11月 横切紙・1通 5138－28－1－2
（印）→若松
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卯御年貢米割（野田村高19石余年貢米皆済）　名主新蔵卯11月 横切紙・1通 5138．28－2－1
（印）→若松本寿院
卯御年貢米割（野田村高5石高年貢米皆済）　名主新蔵 卯11月 横切紙・1通 5138－28－2－2
（印）→若松
覚（野田村三極割受取書付）野田名主所→聖寿院檬御内松 巳12月24日 横切継紙・1通 5138－28－3
甚殿
丑御年貢米割（野田村高5石余年貢米皆済）　前田新蔵 11月 横切紙・1通 5138－29－1
（印）→若松分
夏芽年貢米割（野田村高19窮余年貢米皆済）　前田新蔵 11月 横切紙・1通 5138－29－2
（印）→若松山盛院
（上〆ツ久助分年貢等書付） 横切紙・1通 5138．39
［書状］（上り米の儀、代金をもって上げる旨／他）東 12月26日 横切継紙・1通 5138－41
兵衛ヵ→本寿院様
寅御年貢米納税（控）小路町蔵方→山家村幸助殿 文化3年12月25日 横切紙・1通 5278
覚（百姓より受取米高） 文政4年12月 横長半・1冊 5671
覚（御年貢米請取）　田町郷蔵元（印〉（天童田町）→山家村三右 文政8年12月16日 横切紙・1通 5273
衛門殿
酉御年貢米上納皆済通　　小路愚臣蔵元→当町弥七殿 文政8年12月23日横折紙・1通 5296
巳十二月二日改（米納入覚） 巳12月2日 横切紙・1通 5281－18
申分小前納改（年貢納入覚） （申～酉） 横切継紙・1通 5281－19
文政十亥分（納米・諸役金書上） 文政10年 横切継紙・1通 5281－27
（納米小前内訳書付、合米39俵2斗9升8合1勺8才） 横切継紙・1通 5281－31
覚（久野本治郎助方小路郷蔵葉分物成米） 天保3年11月 横切紙・1通 5281－32
戌年分轄前納改（米納） 戌年 横切継紙・1通 5281．9
〈山家村百姓別割合米覚） 文政 横長美・1冊 5672
（御検見引・夫食拝借・藤代米・非常籾・口米・夫米 天保4年巳6月 横折紙・1通 5479
等差引）　矢野目一三蔵元→三右衛門殿
（門前・三日町田畑屋敷取米作人等覚）2冊が綴られた形 嘉永3年12月 綴・1綴 5480
をとっているが、内容は連続。
岸壁諸上納通（貢米金）貫津本郷郷蔵元（印）→山口三右衛門 明治6年旧10月 横折紙・1通 4924
殿　貼紙1枚あり。
酉御年貢受納通（貢米金額書上、納入受取証添付）老 明治6年11月日 綴（横長美）・1綴 4921
野森村戸長西沢忠七（印）→山元村山口三右衛門殿
記（年貢米・納米勘定）　山元山口寿三郎（印）→同武田栄七 明治40年1月19日 横長美・1冊 5548
殿
子十二月廿五日改（暮取立米内訳） 子12月25日 横長美・1冊 5764
（藤右衛門高へ納回数差引覚）御蔵方→善四郎殿 丑2月10日 横切継紙・1通 5「95
山家村三右衛門殿分（田畑納米高等書上）やのめ蔵方→ 丑8月12日 横長美（去なし）・ 5557
当村金十郎殿 1冊（2枚）
丑ノ場帳高書貫キ覚（山家村分） 丑 横長美・1冊 56Q5
寅ノ古帳高寄（山家村、並数） 寅 横長美・1冊 5546
（蔵入用・籾立入用籾改賄入用書上札）→（三右衛門） 小切紙・1通 5137－7
覚（納米、飯米等差引）長兵衛→三右衛門様 4月12日 横切継紙・1通 5137－43
覚（御廻米、名主・組頭給米、番代米受取）下貫津村郷 午5月10日 横切紙継・1通 5137－52
周置（印）（最上貫津大津屋）→山家四三右衛門殿
午年六兵衛御年貢米勘定覚　庄屋三右衛門（印）→組頭七郎 未3月 横折紙・1通 4749．5
平殿、五人組頭万助殿
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覚（若松分百姓俵数書上）氏家左門→山口三右衛門様 未12月14日 横切継紙・1通 4778－25
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日二郷蔵元（印）→久ノ本村 酉6月20日 横切紙・1通 5334－1
新八殿
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日半郷蔵元（印）→久野本村 酉6月20日 横切紙・1通 5334－2
三蔵殿
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日町郷蔵元（印）→久ノ本治 酉6月20日 横切紙・1通 5334－3
郎助殿
覚（役銭滞り銭受取）三日町郷蔵元（印）→山家村太郎兵衛殿 酉6月20日 横切紙・1通 5334－4
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日半郷蔵元（印）→矢野目村 酉6月20日 横切紙・1通 5334－5
権七曜
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日同郷蔵元（印）→久野本村 酉6月20日 横切紙・1通 5334－6
孫惣殿
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日町郷蔵元（印）→久ノ本村 酉6月20日 横切紙・1通 5334－7
藤七殿
覚（御年貢米・定石代・諸役銭受取）三日町郷蔵元（印） 酉6月20日 横切紙・1通 5334－8
→矢野目村与右衛門殿
覚（御年貢米・諸役銭受取）三日町郷蔵元（印〉→山家村太 酉6月20日 横切紙・1通 5334－9
郎兵衛代半七殿
覚（御年貢米・諸役銭受取）　三日町郷蔵元（印）→山家村惣 酉6月20日 横切継紙・1通 5334－10
吉代万次郎殿
覚（御年貢米・定石代・諸役銭受取）三日町郷蔵元（印） 酉6月20日 横切紙・1通 5334－11
→山家村喜八殿
三日町蔵方（天童三町豆蒔性別納米、夫銭書上） 横長半・1冊 4775－76
（籾高書上、百姓はこび分）前欠。 横切紙・1通 4778－28
（御伝馬宿入用・願子等事納高書付） 横切紙・1通 5185
（若松百姓・寺坊開方米書上） 横長美（綴紐なし）・ 5604
1冊（2枚）
久の皿盛　山家差分（百姓納俵数） 横長半・1冊 5689
四割（山家村百姓割賦） 横長美・1冊 5690
（山家村百姓米籾割賦） 横長美・1冊 5691
覚（百姓俵数書上） 横長半・1冊 5737
卯二月二二二二場帳へ不載（山家村分、他に「金三二而 横長美・1冊 5740
小野戦メ候覚」等）
2．石代納願井請書
数量（件数）：3
博戦書付奉願上候（夫米石代願願書控）山家・山口・ 文政2年8月 横切継紙・1通 5167
原町三判願→宮崎御役所
上申御請証文聞事（写、違作に付石代金納御下知の 天保4年正月20日 竪紙・1通 4618
総帥請）　東根附郡中村三判
悶悶書付奉願上候（下書、天気不順不作につき田畑 子9月9日 竪紙・1通 4617
米石代納願）
3．曲直
数量（件数）：6
［書状］（三石代等上納金割賦村当金額の連絡）　（下荻野　（文化期）6月5日
　戸村名主）伊左衛門→（山家村御名主）三右衛門様封筒入。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一53一
横切継紙・1通 5351－8
3．粗税／11．年貢納入／3．願石
（願石永割合差引勘定書付） （子6月5日） 横切継紙・1通 5308
沼沢隠居之手控右書抜（享保14年石代願に付） 横切紙・1通 4775－21
（沼沢大隠居手帳写、享保14庭石代願の際の米相場等） 辰5月2日写 横切継紙・1通 4775－71
覚（立石代金、下中入用等書上） 申12月10日 横切継紙・1通 5351－19
（戌十月九日願遷代等書付） （戌10月9日） 横切紙・1通 5211
4．安石代願
数量（件数）：0
5．石持値段
数量（件数）：4
　石代直段の基準となる村山郡の米直段取調場所は、尾花沢村・東根村・天童村・谷地である。
文化二酉年米二段（御料所・織田様分・土浦分） （文化10年） 横切紙・1通 5141
（米大豆二段書上、織田様・土浦七分他） 文化11年10月 横切紙・1通 5213
申御皿石代二段（東根尾花沢市相場壱割下ケ） 申 横切紙・1通 5323
子定石御直段（書付） 横切紙・1通 5139－32
6．金納
数量（件数）：86
　御年貢金納帳のほか、年貢金納一般の文書を集めた。
　5137はおそらく、矢野目村里瞳寺領分の年貢金・諸役金の請取書であろう。
　矢野目村金十郎は、矢野目村宝瞳寺領分名主と見られる。明治8年の立付米調によると、幕領分名主
であった佐藤仁右衛門家よりも多くの立付米を取得する（559俵余）大地主である。
未御年貢石代金度々請取通　下荻野戸村名主伊左衛門 寛政11年未12月 横折紙・1通 5351－11
（印）、組頭胃内（印）、百姓代引兵衛（印）→山家回暦名主三右衛
門殿、組頭百姓代中
覚（百姓割合出銭書上） 近世 横長美・1冊 5668－2
（金納差引等諸覚） 寅閏6月14日 横長半・1冊 5668－8
百姓水呑三夏割之請払覚 （寅） 横長美・1冊 5668－3
（金納役銭請払等書上一括） （明和） 横折紙・一・括（4椥 5668－1
覚（御役金受取）　やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 寛政7年2月 横切紙・1通 5342－4
（年貢口米・高上三役等代永書上）挟込状あり。 （寛政9年3月写） 横折紙・1通 5549
（三右衛門・本寿院定石・小役米・願高等書上） （天保4年12月6日） 横切紙・1通 5281－14
（納金額・眠人名前書付、清兵衛他4名） 2月12日 横切紙・1通 5281－23
（新蔵分年貢割合金勘定覚） （天保13年12月） 横切継紙・1通 4775－2
矢野目役銭覚（先納・夏割等）別紙1通（やのめ蔵方→山家 （子）12月9日 横切継紙・1通 4994－8
三右衛門）あり。
覚（米分金三歩）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 辰5月5日 小切紙・1通 5327
覚（累石・置米代金等役所へ上納依頼）　山家6→佐五兵 （辰）11月10日 横切継紙・1通 5139－20
衛殿
巳水呑方牛割（口際銭割賦） 巳 横長美・1冊 5676
覚（定石代書上）　やのめ基くら方→山家村三右衛門殿 未9月5日 横切抵・1通 4971
（未年定石代山家村百姓割合覚） 凶年 横長美・1冊 5583
覚（下荻野戸村石代金請取）宮崎惣代（印）→山家村三右衛 申2月11日 横切紙・1通 5351－20
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a組税／11．年貢納入／6．金納
門殿
申御年貢金請取通（山田茂左衛門手代内山半平、三右 酉8月2日 横切継紙・1通 5351－2
衛門納分）山家村
（百姓割合金山口村へ持参分書上）持参主五右衛門（印） 戌3月17日 横長美・一括（2枚） 5668－7
（山口へ持参金明細書上、売銭百姓より預り金）指上 戌4月9日 横折紙・1通 5599
主使番重三郎　白紙1枚添。
六納掛（金納入用金山家村割賦） 戌6月26日改 横切継紙・1通 4778－32
（戌二太郎右衛門分役金札）49941～20こ入っていた袋同戌 横切紙・1通 4994．1
封。袋には「矢野目天童諸役銭札入　寛政二年戌六月　山口三
右衛門」とあり。
金子渡方（6月4日より9月8日まで渡し金額） 横切紙・1通 4994－3
（年貢細事関係金山家村百姓割賦覚） 横切継紙・1通 4777－26
（御年貢買納金等為登金額、持運分担等覚） （子5月15日出立） 横切継紙・1通 4777－27
（「越後」、蚕種・金額等書上） 横切継紙・1通 4777－28
指引之覚（年貢・夫食・野扶持等） 横切継紙・1通 4778－24
寅ノ夏済覚（割合金書上） 横長美・1冊 5496
覚（年貢追金納分山家村内割合） 横長美・1冊 5581
覚（御年貢米入替渡し米、細縄代かかり覚等） 横長美（綴）・1綴 5609
六月十日上納郵駅（年貢金納・年賦返納金等差引） 横切継紙・1通 5701
（三右衛門江戸ヵ金納につき諸覚） 竪紙（他）・一括 5713
（4枚〉
（三右衛門江戸ヵ金納にて納金覚） 竪紙・1通 5714
覚（午初納金請取）下荻戸蔵元→山家村三右衛門殿513四午10月8日 横切継紙・1通 5137－1
～54まで5137・55の袋入。
覚（出納、小物成等受取）下貫津村八兵衛（印）→三右衛門 寛政11年10月10日横切紙・1通 5137－10
殿
覚（先納金受取）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 未7月5日 横切紙・1通 5137－8－1
覚（米前金請取）やのめくら方→山家三右衛門殿 未7月5日 横切紙・1通 5137－8－2
覚（定石、国役金受取）やのめ金＋郎→山家村三右衛門殿 未11月10日 横切紙・1通 5137－9
覚（定石早業納金受取）やのめくら方→山家村三右衛門殿 午9月5日 横切紙・1通 5137－12
覚（金納、駄賃入用金）やのめくら方→山家村三右衛門殿 11月6日 横切紙・1通 5137－13
覚（頭割、違罰金）　やのめくら方→山家村三右衛門殿 6月24日 横切紙・1通 5137－14
覚（極割、半夏賃金）矢野目村蔵方→山家村三右衛門殿 酉12月23日 横切紙・1通 5137．16
覚（金納、夏割金）矢野目村くら方→山家村三右衛門殿 6月20日 横切紙・1通 5137．17
覚（米前金）やのめくら方→山家村三右衛門殿 未5月4日 横切紙・1通 5137－18－1
覚（先納金）矢野耳遠くら方→山家村三右衛門殿 未6月5日 横切紙・1通 5137－18－2
覚（金前金）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 4月5日 横切紙・1通 5137－20
覚（余賦金ヵ）やのめ蔵方（印）（御館）→山家村三右衛門殿 （3月5日） 横切紙・1通 5137－21
覚（半駄賃金）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 午12月20日 横切紙・1通 5137－23
覚（先納金請取）矢の目金＋郎（印）→山家村山口三右衛門殿 寛政10年6月2日 横切紙・1通 5137－25
覚（米前金）やのめくら方→山家三右衛門殿 （4月5日） 横切紙・1通 5137－27
覚（先納、米前金）やのめ蔵方→山家三右衛門殿 （午6月2日） 横切紙・1通 5137・28
覚（定石二納金）やのめくら方→山家三右衛門殿 午10月5日 横切紙・1通 5137－30
（国役金書上札）　→（三右衛門） （9日） 小切紙・1通 5137－31
一55一
3．租税／11，年貢納入ノ6．金納
（初納金書上札）　（貫津村6）→（三右衛門） （未10月9日）　　　’ 小切紙・1通 5137－32
覚（米前金）やのめくら方→山家村三右衛門殿 （3月5日） 横切紙・1通 5137－33
覚（先納金）やのめ村くら方→山家村田右衛門殿 （申6月5日） 横切紙・1通 5137－35
覚（米前金）　やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 未2月5日 横切紙・1通 5137．36
未役銭覚（定石代、月割等） （未） 横切紙・1通 5137－37－1
覚（極豆苗）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿 未11月24日 横切紙・1通 5137－37・2
覚（夏割、北江ふしん金）やのめ碧くら方→山家村山右衛 （未7月3日） 横切紙・1通 5137－37－3
門殿
（定石入過、無尽返金書上） 横切紙・1通 5137－39－2
（年貢、小役、三代米書上） 横切紙・1通 5137－39－3
覚（網代、半駄賃等書上）→金＋郎殿 横切紙・1通 5137－39－4
覚（御役金、御役夫）　矢野目蔵方→山家村三右衛門殿 （未正月16日） 横切紙・1通 5137－42
覚（巳暮わり入用、定石代残、御廻米入用等書上）蔵 午8月 横切継紙・1通 5137－44
元→山家三右衛門殿分左三殿
覚（定石代金受取）やのめ金＋郎（印）→山家村山口三右衛門 寛政12年10月29日横切紙・1通 5137．45－1
殿
覚（定石残永）　やのめくら方→山家村三右衛門殿 （10月27日） 横切紙・1通 5137－45－2
覚（御役所普請入用極割共）矢野目村くら方→山家村三右 12月14日 横切紙・1通 513746
衛門殿
覚（夏割、せき上ケ酒代）やのめくら方→山家村三右衛門 （6月5日） 横切紙・1通 5137．47
殿
覚（夏野、郷蔵屋根かへ金）やのめくら方→山家村三右衛 （午6月24日） 横切紙・1通 5137－48
門殿
覚（御検見入用）　やのめ村くら方→山家村三右衛門殿 （亥9月20日） 横切紙・1通 5137－49
覚（米前金）やのめくら方→山家三右衛門殿 午6月16日 横切紙・1通 5137－54
矢野目・下館津・若松・荻野戸所々請取手形通入（袋） 袋・1通 5137－55
　　山口三右衛門　5137－1～54入。
覚（定石・極わり金受取）　野田新蔵（印）→本選院様
覚（先納金・夏割・定石等清助方より納に付）　名主新蔵
　（印）→本寿院様
覚（夏割・定石金書付）
覚（野田村夏役銭・定石書付〉
覚（四口合せ金書付）　野田村蔵方（印）→本辞院牛
追（丑役銭役銭帳書出し、清助支配二分ハ二二年貢帳
　書出、門真房より受取畑）野田名主所前田新蔵（印）→若
　松本寿院檬　後ろに「覚」を貼り継いであり。
申ノ暮金納（納年貢米高、山家村分）544－23・1と2は重
　なっていた。
未ノ暮金納（納年貢米高、山家村分）
覚（先納金受取）やのめ蔵方→山家村三右衛門殿
覚（定石代、先納金）矢野目喚くら方→山家村三右衛門殿
覚（定石代金）やのめ蔵方→山家三三右衛門殿
覚（定石代金）矢野目割くら方→山家村三右衛門殿
（定石金書上）　やのめ蔵方→三右衛門殿
覚（金納、御廻米くれ代、御検見入用日割）矢野目村蔵
　方→山家村三右衛門殿
寅12月
寅12月
辰9月9日
（天明元）丑10月15日
8月5日
（10月5日）
（9月15日）
（9月5日）
（10月5日）
（10月7日）
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
5138－21－1
5138－21－2
5138－22－1
5138－22－2
5138－23
5138－27
5440－23－1
5440。23－2
5137－11
5137－22
5137－24
5137－38
5137－40
5137－50
一56一
3．積税／11．年責納入／7．大豆納
7．大豆納
数量（件数）：2
（大豆取高書上）
文化六巳年分大豆（勘四郎他10名）
8．延納
　数量（件数）：1
（天明3年10月改）
文政7年9月5日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
5139－22
4950
（村山郡尾花沢附宮崎附村々御廻米三代上納難儀未納 文化7年8月 横切継紙・1通 5250
分五ヶ年割合上納の旨請書）羽州村山郡村々連印→川
崎平右衛門様宮崎御役所
9．先日
数量（件数）：6
　矢野目村宝藍鼠領分の山家村百姓所持地にかかる先納金関係文書が主である。寛保期以前の山家村
藩領時代の文書もいくつかある。
酒田先納金上ル覚（山家村・三日町） 宝永4年7月 横切紙・1通 5059－17
覚（夫食先納金三助左衛門・介蔵為登に付指引目録） 享保5年6月9日 横長美・1冊 4747
根上久兵衛（印）（羽州酒田）→山口教春様、同三右衛門様
覚（先納金請取）矢ノ目村金＋郎（印）→山家村山口三右衛門 寛政11年3月9日 横切紙・1通 5137－6
殿
覚（先納金受取）やのめ解くら方→山家村三右衛門殿 8月5日 横切紙・1通 4983
覚（先納金2分）やのめ蔵方→山家三右衛門殿 8月5日 横切紙・1通 5338
口上（先納金、米値段の件、酒田根上久兵衛関係）後 横切継紙・1通 5059－26
欠。
1α年貢年賦
数量（件数）　1
（平田郷中・松山・鶴岡年賦証文数書上） 近世 横切継紙・1通　　　5665
12．年貢辻
数量（件数）：2
（年貢米辻納米書上）矢野目二郷蔵元→山家二三右衛門殿 天保3年10月 横折紙・1通 4749－1
4749・1～13まで綴。
（年貢米辻納米書上）矢野目二郷蔵元→山家村三右衛門殿 天保3年10月 横折紙・1遍 4749－2
13．勘定帳
数量（件数）：0
14．出作
1．百姓
数量（件数）：12
　（その1）には、宝永期から幕末期までの百姓出作勘定帳を集めてある。安永期からほぼ欠年なく、
残っている。
文政八酉出作改　万助手作方（山家村内田畑）
覚（御蔵元へ米上納依頼書、戌出作之覚）若松寺本寿院
文政8年
安永7年12月25日
横切継紙・1通
横長美・1冊
5145
5578－1
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（印）→山家村桂甫殿、同文蔵殿　5578・1と2は綴。
戌年出作（小作人納米高書上）　彦太郎、捨蔵、源八→御蔵 戌11月 横長美・1冊 5578・2
方御役引写衆中
元久野本村作兵衛定入作（下畑反別・取米、山家村甚 文化14年11月 横切継紙・1通 5189
右衛門所持分、小路町分郷蔵右写）
山家村幸助分小路町越石（畑反別・取米覚） 文政7年4月16日 横切継紙・1通 5207
（田畑高反畝歩書上）　未編綴。山家村百姓出作分力 （近世） 横長半・1冊（2枚）5750
覚（老ノ森村・久野本村・乱川村百姓名前書上）　田町 寅10月16日 横切継紙・1通 5405
新二→小路町善行寺内佐五兵衛様
辰出作　宗兵衛分（本寿院小作地納高、立口内訳） 横長美・1冊 5590－2
辰出作違（他） 辰 横長美・1冊 5590－3
［書状］（山家村百姓老野森村田方へ越石の儀取調に付） 未9月6日 横切継紙・1通 6074
河井六兵衛→山家村雨五兵衛殿
小路分　山家二なし分改（田畑畝歩・持主書上） 横長美・1冊 5446
（山家村出作地書上、長井清八・高橋周蔵・与左衛 横折紙・4枚 5454
門・高橋勘三郎分）綴り紐欠。 （元1綴）
2名子・水呑
数量（件数）：0
　1．百姓の項目にまとめた百姓出作勘定帳に対応する名子・水呑出作帳である。
3．（出作）
15．ロ米
数量（件数）　1
覚（蔵増万助分御口米石代・御用金等受取差引） 戌3月29日 横切継紙・1通　　　4775－11
16．年貢小手形
数量（件数）：6
（金納銭書付綴）→三右衛門 （丑12月7日） 綴・1綴（2通） 5341
記（年貢米金請取書綴）　田町郷蔵元（印）（天童田町）→山口三 酉7月25日 綴（小切紙）・1綴 4925
右衛門殿　受取書5枚綴。 （5枚）
（春わり馬銭札綴）　→山家三右衛門 （〔亥〕イ6月26日） 綴（小切紙）・1綴 5306
（6枚）
（金納銭納札綴）　→山家三右衛門 （亥11月7日） 小切紙・1綴（3通） 5330
（金納経書付札綴）　→（南岩右衛門） （12月7日） 小切紙・1綴（4枚） 5318
17．押切帳
数量（件数）　0
18．皆済目録
数量（件数）：0
　山口家文書の年貢皆済目録で一番古いのは貞享3年の文書である。これに続く皆済目録は欠けている
が、山家村が平平となった寛保期以後についてはほぼ完全に揃っているといえる。また、御年貢米永
皆済調帳もここにまとめてある。以上（その1）参照。
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19．廻米
1．定例
数量（件数）：0
　御廻米定例書のほか、廻米納出役の心得方覚書などがある。
2．下シ米
数量（件数）：12
　年貢廻米の最上川川下しの運賃等に関する文書を集めた。
積下申御輿之事（大町舟場より酒田迄、運賃請取証文 （享保19）寅5月26日竪紙・1通 4975
添付）　酒田舟頭長太郎（印）→山家村庄屋三右衛門殿
積下血御米之事（大町舟場より酒田迄、運賃請取証文 （享保19）寅5月26日竪紙・1通 4976
添付）　酒田一頭門十郎（印）→山家村庄屋三右衛門殿
（山家村田麦野村年貢廻米川岸出差配覚）　（川通白岩村 寛政10年午4月 横折紙・1通 5688
彦右衛門、米沢村田右衛門）
（各河岸より最上川川下運賃書上写） （天保15年10月20日）竪半・1冊 4568
記（川下げ船積入米高書上）　山形附川通（印）→山家村御役 （明治5）壬申5月4日 横切紙・1通 4748－35
人中
記（御廻米端操請取）川通（印）→山家村御役人中 （明治5）壬申5月4日 横切紙・1通 4748－36
、
辰三月舟積へ町分（本米・運賃） 辰3月 横切継紙・1通 4778－18
回附下米不納書出し（百姓俵数） 巳11月18日改 横長美・1冊 5641－2
覚（年貢米廻米最上川下船割） 横切継紙・1通 5351－9
覚（年貢米廻米最上川下唇差引等）川通出役 3月5日 横切継紙・1通 5351－10
［書状］（酒田御米川下し中、御地組頭衆と諸事御用等 4月22日 横切紙・1通 5441
申し合いの旨）　山家村左五郎→東根村赤塚七右衛門様
亥仕訳（立中止別七廻心高・願石下・川下賃書上） 横切継紙・1通 5170
3御米町問対
数量（件数）：7
　御米籾二四とは、年貢廻米を最上川の河岸（舟場）
の帳簿である。
まで運ぶ人足とその俵数を把握・管理するため
舟場へ運米覚（天童米・山家米・若松米）改伝兵衛 卯4月18日 横折紙・1通 5063－2
覚（米請取数、劃一河岸へ運び米） 卯4月 綴（横長）・1綴 5062
壱番舟弐番舟寄（年貢廻米百姓運び回数） 辰5月21日 横長美・1冊 5741
舟場へ触覚（百姓運び男数書上） （午正月） 横長半・1冊 5731
籾運寄（乱数・名前書上） 戌7月 横長美・1冊 5501
覚（山家村百姓函数書上） 極月25日 横長美・1冊 5739
三月晦日右可運分（百姓各俵数書上） 横長美・1冊 5561
4．滞り米
数量（件数）：0
5．酒田津出
数量（件数）：1
　酒田湊では、最上川を下した年貢米を一度藏に納めて、改めて廻米船に積み入れる作業を行う。幕
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領郡中の名主・村役人のなかから酒田出役名主を選出して派遣し、酒田での廻米船への積み込みを監
督させた。
［書状］（当一中廻米御用宿酒田越後屋へ用立金返済延
?ﾌ件）小池伝之助、前田寿助→酒田町方御取締衆中
9月14日 横切紙・1通 5895－5
6．江戸、大阪廻米
数量（件数）：3
　酒田から江戸・大坂へ年貢米を運ぶ廻米船には、上乗として直中の名主・村役人が付き添った。こ
の上乗に関する文書や、廻米石数に関する文書等をこの項目においた。
（年貢廻米上乗不覚、東根陣屋附郡中年貢米）御蔵奉行 子 横半半・1冊 5515
松井吉之助。
覚（上乗銭徴収に付）　山家村庄屋三右衛門（花押） 寅6月23日 横切紙・1通 4778－11
丑上乗共右可取立分　兵蔵懸り（金銭） 寅6月改 横切紙・1通 4775・45
7．蔵納
数量（件数）：5
　江戸や大坂に着いた年貢米は水揚げされ、江戸では浅草蔵前の幕府御蔵に納められた。藏納にさい
しては、二二から江戸へ納品役が派遣され、藏納を差配した。　（その1）にいくつか見られる手帳は、
山口三右衛門が江戸訳出役を勤めていた時の覚書である。
壱番秀助野乗戌御年貢亥春眠廻米御蔵水揚内推納方書 文政10年6月16日 横半半・1冊 6059
留　東根附三右衛門
（廻米御蔵納出役手引覚、諸国用捨米書上・提出書類 近世後期 竪半三分一帳・1冊 4772
雛形等）
大坂納不足一件二付懸り（郡中入用組入分書上）尾花 午 横折紙・］通 5613
沢・東根・柴橋・寒河江御役所4陣屋期
（申年物成御廻米の内江戸買納分、一代値段等覚） 横切紙・1通 4777－12
（大坂米金納につき差引覚一括、左吉・与左衛門分） 横折紙・一括（2枚） 5823
8．送状
数量（件数）：0
9．欠米
数量（件数）　13
初メ割　江戸欠代請取覚（江戸欠代割関係書類綴） 明和7年9月 横長半（綴）・1綴 5612
覚（年貢廻米大坂欠代請取）東根会所（印）→溝二村嘉左衛 天保14年8月5日 横切紙・1通 4748・32
門殿組役人中
覚（当譜面廻米欠代納不足金等請取）長瀞村安右衛門 寅11月16日 横切紙・1通 4748－27
（印）→山家二三右衛門殿
御物成御廻米欠米共（百性へ割合） 慶応2年 横折紙・1通 4749・4
覚（羽州村山郡廻米欠米書上）　日向屋藤兵衛（印）（御蔵前中 子6月20日 横切継紙・1通 4749－13
代地）→納人三右衛門殿
（年貢廻米、沢手船中欠減米に関する覚書）代官大貫次 （近世後期） 横長半・1冊 5558
右衛門。
覚（大坂納欠代受取）下荻ノ戸組頭清助（印）→山家村三右衛 寅10月9日 横切継紙・1通 4963
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門殿
（下〆津喜四郎分二代書上）→（三右衛門） 午11月9日 横切紙・1通 5137－4
（村山二二領郡中川東野々欠米・川下賃等書上写） 酉12月3日 横切継紙・1通 5243
（年貢廻米、二手米俵数に関する覚書） 戌（近世後期） 横長半・1冊 5559
江戸欠代取立寄 （9月19日取立） 横切継紙・1通 4778－36
（山家村分欠米・臨時素量代等書上） 横切継紙・1通 4777－2
（年貢廻米、沢手米俵数に関する覚書） 横半半・1冊 5567
10．二二
数量（件数）　7
（石代金買納御免、不足分当年新穀御廻米仰付願書下 弘化3年 竪半・1冊 4881
書）　当御代官所羽州村山郡東根附郡中村々願惣代原町村名主
兵蔵→石井勝之進様御役所　虫損（閲覧不可）。
去々斜脚物成去亥御廻米買納代金仕訳書覚江戸役所→ 子2月 横長美・1冊 5616
東根御役所　会所兵蔵より納名主三右衛門宛奥書あり。
覚（御廻米買納代金請取）宮崎名主市郎兵衛（印）→山家三 卯9月1日 横切紙・1通・ 5351－13
右衛門殿
覚（買納代金受取）東根会所（印）→山家村 午12月19日 横切紙・1通 5553．1
覚（午年越後米買入間金井諸入用分請取）　長谷川大助 未4月13日 竪切紙・1通 4726－1
（印）→山家村納人中
覚（当戌春酒田買米代受取）東根会所（印）→山家村御名主 戌12月25日 横切紙・1通 4725．1
中
［書状追啓］（御買米御用向の件伺い／他）越後屋長次郎 12月11日 横切継紙・1通 4815－6
→阿部三右衛門様
　11．廻米入用
1．舟場入用
数量（件数）　5
覚（舟場御難入用銭請取）山口村五兵衛（印）→山家村庄屋 元禄11年4月14日 横切紙・1通 5058－34
彦左衛門殿
覚卯ノ笑出し大町御賄（食品類買物代金）560＆1と2卯 横長美・1冊 5608－1
画面。
卯ノ津出し出もの　大町御賄入用（町買物他） 卯 横長美・1冊 5608－2
（御廻米入用川岸入用永書上札）→（三右衛門） 小切紙・1通 5137－3
覚（米163俵の竪米書付） 横切紙・1通 5314
2．酒田湊入用
　数量（件数）　6
（酒田出役買物小遣帳） 近世 横半半・1冊 5664
覚（御廻米御用中当湊仮役所御宿料受取）酒田湊浦役人 卯6月 横切継紙・1通 4815．4
小幡嘉兵衛印→東根附酒田扇面役名主仁右衛門殿、与市郎殿
［書状］（当御役所宿料の儀当年より三郡割となるに付 6月25日 横切継紙・1通 4815－5
／他）　小幡嘉兵衛→佐藤仁右衛門様、東根与市郎様
（酒田湊廻米懸り差引覚） 横切紙・1通 4775－14
覚（酒田登入用控、旅中小遣銭等） 子5月4日改 横切継紙・1通 4775－22
（酒田増口銭免除願の件覚） 横切紙・1通 6044
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a江戸廻米入用
　数量（件数）　1
覚（御廻米江戸出役清勘定金受取）東根会所（印）→山家三　子8月18日　　　　　横切紙・1通
　右衛門殿
4．（廻米入用）
　数量（件数）：23
　　廻米入用に関わる文書のうち、1～3の分類にあてはまらないものをこの項目に納めた。
4966
諸入用請取通（年貢廻米入用、年貢金為登入用等）惣 （申7月朔日） 横折紙・1通 5064－1
代庄右衛門、同利兵衛（柴橋会所）→山家村名主中　　貼紙2通
あり。5064－1～10までこより紐一括。
覚（江戸納不足割の内永4貫文請取書等綴）御用達庄右 酉8月27日 綴（横切紙）・1綴 5064－2
衛門（印）→山家村名主中 （5通）
諸入用請取通（年貢廻米入用、年貢金平野入用等）惣 安永3年10月 横折紙・1通 5064－3
代彦次郎（印）、三三兵衛、同庄右衛門（印）→（山家村）・
諸割賦通（年貢廻米入用、年貢金為登入用等）惣代庄右 安永7年2月 横三半・1冊 5064－4
衛門（印）、同五右衛門→山家村名主中
覚（江戸金入用等受取）惣代理右衛門（印）→山家村与頭中 巳4月25日 横切紙・1通 5064－5－1
5064－5－1～4までこより一括。
覚（為御金登請取）惣代伝四郎（印）→山家村名主中 巳10月19日 横切紙・1通 5064－5－2
覚（大坂江戸当春御廻米華押入用済し金受取）柴橋御用 巳3月19日 横切継紙・1通 5064－5－4
達（印）→山家村名田中
御用達済方通（年貢廻米入用、年貢為登入用金）　山家 安永δ年2月 横美半・1通 5064－6
村　「覚」（惣代庄右衛門差出）6通を冊の後ろに綴ってあり。
諸入用請取通（年貢金為登入用、廻米入用等）御用達庄 申10月 横折紙・1通 5064－8
右衛門（印）、同日兵衛→山家村　　別紙書付2通有り。
郡中袴入用割請取通（年貢廻米入用、年貢金為登入用 天明2年10月 横折紙・1通 5064－9
　等）　惣代五右衛門（印）、同理右衛門→山家村名主中
覚（寒河江出役一件入用請取）宮崎会所（印）→山家村三右
　衛門殿
卯辰巳三ヶ年御廻米諸入用三差引兼永割返（山家村分）
辰年分丸写　巳春眠廻米入用割（山家村小前割合）
覚（年貢廻米御本米・入用金書上）
覚（食品・日用雑貨類買物代金）宰料惣吉→御惣代三右衛
　門様
辰高田（高入分廻米入用等山家村百姓割賦）
（御廻米入用書上げ札）　→（三右衛門）
覚（当戌春御心米永入用請取）　柴橋惣代庄右衛門（印）→山
　家村名主中
覚（御廻米清勘定のうち金請取）会所寿助（印）→山家三右
　衛門殿
覚（御廻米入用受取）惣代理右衛門（印）→山家村名引回
（年貢廻米運賃覚・山家回米訳り高之覚、他）
御廻米入用訳ケ高
記（壬申御廻米入費の内請取）　天童会所（印）→山元村戸長
　網掛
（文化5）辰12月24日
（文政4年）
子7月18日
丑12月3日
辰7月
（9日）
戌4月5日
亥7月11日
3月27日
明治6年8月17日
横切紙・1通
横切継紙・1通
横長美・1冊
竪継紙・1通
横切継紙・1通
横長半・1冊
小切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
綴・1綴
横折紙・1通
横切紙・1通
5351－12
5351－17
5755
5440－19
4734－7
5674
5137－26
5137－29
4972
5064－5・3
5586
5668。4
4732－3
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3．税税ハ9趣米／12．御城米
12．御城米
数量（件数）　0
13．日記
数量（件数）　0
14．廻米雑件
数量（件数）　4
金拝借証文旧事（金30両、御廻米納として出府中長逗 嘉永元申年11月 竪紙・1通 5436－4－4
留雑用金其外として借用）羽州東根附原町村兵蔵（印）、
山家村三右衛門（印）→石井勝之進様江戸御役所　包紙入。
乍恐以書付奉和上候（今般御場所替の所、山口村義左 ＜安政3＞辰3月 竪半・1冊 4773
衛門らに御廻米納名主残御用等勤めさせたき旨）　元 （未編綴｝
御支配所羽州村山郡山口村外拾三ヶ村役人惣町山口村年寄儀十
郎（他2名）、右同断同州同郡東根村外拾ヶ村役人三代東根村名
跳腰惣右衛門（他5名）→羽田十左衛門様御役所
覚（御年貢御廻米高・賃米・臨時石置米等書上） 横切紙・1通 4777－3
（伊兵衛船・為次郎下船中不取締に付内済趣意として 小切紙・1通 5340
受取金覚）
20．小物成
1．〈小物成）
数量（件数）　5
覚（御抱夫・小物成・荏燧煙割）矢野目村蔵方→山家内三 卯12月9日 横切紙・1通 5342－1
右衛門殿　5342－1～7まで綴。
覚（未小物成金請取）伊藤権右衛門（印）→山家庄屋彦左衛門 ・未12月16日 横切紙・1通 5058－64
殿
請取申金銭之事（小物成金）伊東藤兵衛（印）→山家庄屋彦 辰12月15日 横切紙・1通 　■T058－75
左衛門殿
（定小物成役永銭書上札）→（山家村三右衛門） 午10月9日 小切紙・1通 5137．5
（皆納小物成丁丁付札）→小八 亥10月8日 小切紙・1通 5324
2糠・藁・紅花・荏油・苧
数量（件数）：0
　この項目の小物成は、ほとんどが藩論時代の小物成である。草代・藁代・幽幽は藩の馬の飼料代と
して取り立てられたものである。青苧三役は青苧作付面積に応じて徴収された。犬代は、鷹の餌とし
て村高千石につき犬二疋の割合で課され、悪銭納した。
3．雑税
数量（件数）　8
丑年七夕御節句御配銭割（漆山へ持参分）　（山家村）名主 （延享2）丑7月5日 横長美・1冊 5487
三右衛門（印）→小走久右衛門殿
（山家村縄取立覚） （万延元） 横長半・珊 5717
子暮御蔵方諸事入用（御用渋代・若松初尾等書上） 子 横切紙・1通 4778．7
（萱・縄等一人宛割合数書付） 卯10月20日 横折紙・1通 5719
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3．租税／21．緒役／3鎧税
覚（午年荷出役永請取）石井勝之進手代柴田幸助（印）→山 未3月28日 竪切紙・1通 4726－2
家村納人弁之助
覚（辰野荷出役永請取）長谷川岱助（印）→山家村納人中 巳2月 竪切紙・1通 4726・3
覚（巳野山家村荷出役永請取）柴田幸助（印） 午2月 竪紙・1通 4727－1
巳春こも（百工差出枚数書上）559（》1～3は綴。 横長美・1冊 5590－1
21．諸役
1．国役
数量（件数）　9
文化十四年丑十月朔日割二日納（控、越後国役金小前 （文化14）丑10月朔日横切継紙・1通 5160
割）
（国役金・大豆方等割合筆）　門前村今野権右衛門→山口三 天保2年11月12日 横切継紙・1通 5281－4
右衛門殿
（国役増割・石代願入用割合、山家村百姓割） 慶応3卯年6月 横長美・1冊 5504
記（御年貢不足・国役金等受取）老ノ森郷蔵元（印）→山 壬申7月9日 横切紙・1通 47「8
家村山口三右衛門殿
（本寿組分国役金書上）　（山家村） 寅正月17日 横切紙・1通 5059－13
覚（越後国役金券）　矢ノめ栄七→山家三右衛門殿 （近世後期） 横切紙・1通 5137－15
覚（越後国役金）やのめ村蔵方→山家村三右衛門殿付箋あ （未2月4日） 横切紙・1通 5137－41
り。
（越後国役銀書付）　矢野目村→山家三三右衛門 12月5日 横切紙・1通 5342－3
（朝鮮人対州来聰惣入用国役金懸りに付覚、山家村分） （近世後期） 横切紙・1通 5245
2．小役米
数量（件数）　0
3．高役金
数量（件数）　6
請取高明祭事（米1表3斗請取）才兵衛（印）→山家村庄屋彦 子ノ12月26日 横切紙・1通 5058－25
左衛門殿
覚（高役米受取）仁兵衛（印）→山家村庄や彦左衛門殿 卯ノ12月23日 横切紙・1通 5058－36
覚（高役米請取）才兵衛（印）→山家村庄や彦左衛門殿 卯12月23日 横切紙・1通 5058－52
寅ノ高役米請取申事（6斗4升）才兵衛（印）→庄屋彦左衛門 寅ノ12月28日 横切紙・1通 5058・61
殿
覚（申歳高役米請取）天童一日町馬形御役取才兵衛（印）→山 12月28B 横切紙・1通 5058－102
家庄屋留左衛門殿
請取申高役米之事（6斗2升）天童一日町才兵衛（印）→山家 辰12月25日 横切紙・1通 5058－128
村庄屋彦左衛門殿
4夫役・金
数量（件数）：10
　山口家文書には御用夫銭極割帳が83冊残っている。幕領の高掛三役に関する文書もここにまとめた。
（手前分夫米・御伝馬宿掛り米掌側） （宝暦7年12月） 横切紙・1通 5153
（階子坊夫米・御呼馬宿入用等書付） 文政3年12月10日 横切紙・1通 5191
（若林坊夫米・御伝馬宿入並等書付） 横切紙・1通 5190
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a租税／21縮役／4．夫役・金
小路郷蔵元寺分天保三年辰五月三日諸夫銭納通 （天保3）辰12月30日横切継紙・1通 5281．3
記（掃除丁場杭井人足日料上納）東村山郡山元村納人山口 明治13年9月24日 竪紙・1通 5947．5
ド格之助（印）→東村山郡長五條為栄殿　青罫紙使用。
三年馬役米請取（米1表8升6合7勺）天童大庄屋加藤久兵衛丑12月25日 横切紙・1通 5280．17－2
（印）→山口組山家村庄屋彦左衛門殿　5280－17－2～7までは528（》
1と一緒にまとまっていた分。
覚（半駄賃）矢野目村蔵方→山家村三右衛門殿 卯12月25日 横切紙・1通 5342．2
回目半駄ちん金）やのめくら方→山家三右衛門殿 未12月 　●｡切紙・1通 5137－37．4
相取（水晶山二件に付人足買揚銭取立、納めるよう） 亥7月 横折紙・1通 4928
門前村蔵元（印）（愛宕門前）→山家村三右衛門殿
［書状］（御蔵方夫金の件） 如月16日 横切継紙・1通 4973
5．浮評
数量（件数）；1
　浮役は小物成の古称であるが、浮野の語を使っているものはここにまとめた。
（金納浮役・御年貢等差引覚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横長美・1冊　　5668－11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
22．上納金
数量（件数）：10
　　献金・上納金の類についての文書をここにおさめた。幕末期の御進発（長州戦争）上納金、寒河江長岡
山への新陣屋建築費用の献金等がある。
覚（取立金書上、長谷川様等に進上等） 〈天保13＞（寅7月6日）横折紙・1通 4777－23
覚（御溝発御用途上納金請取）三宅堕作手代江沢凸助（印） 丑12月23日 竪切紙・1通 4887
→山家村三右衛門、弁之助
御取越志調（上納金）　（三之助預）山家二二近隣村。 酉8月15日 横長美・1冊 5503
（山家村名主題右衛門他上金に付祝儀永書上）　（印）（寒 戌2月20日 横切継紙・1通 4735－20
河会所）
覚（軍費の内再度上納金請取）　山田佐金二役所河野俊八 慶応4年2月20日 竪切紙・1通 4931－1
（印）、小嶋僖一郎、村井侶司（印）→羽州村山郡山家村山口三右
衛門4931・1～4まで綴。
長岡陣屋普請入用差出金之内請取　山田佐金二役所河野 卯12月18日 竪切紙・1通 4931－2
俊八（印）、小嶋信一郎（印）、村井侶司（印）→山家村三右衛門
御進発二二年割上納金請取　山田佐金二役所河野俊八 卯12月 竪切紙・1通 4931－3
（印）、小島僖一郎（印）、村井引写（印）→山家村三右衛門
覚（御町発御用途金上納金請取）山田佐金二御附小嶋僖一 寅12月23日 竪切紙・1通 4931－4
郎（印）→山家村三右衛門
記（凶荒予備寄付金上納）東村山郡山元村戸長山口格之助 明治12年12月26日竪紙・1通 4627
（印）→東村山郡長筒井明俊殿　青罫紙。
御請書（皇典講究所設立資金掲納の件）東村山郡天童町 明治17年6月 竪半・1冊 4892
仮兼務詞掌渡辺綱雄（印）、同心山元村田社熊野神社氏子惣代
山口三右衛門、山口与左衛門、山口間吉、右村戸長山口格之
助→東村山園長町野重世殿　青罫紙。
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a組税／23地租改正．
23．地租改正
1法令・請書・伺書
数量（件数）：1
［差紙］（地租改正に付）　山形県地租改正掛印→第三大区各小
　区正副戸長
（明治）8年11月16日　　竪紙・1通 4558
2地券　　　　　’
数量（件数）：2
　地券は、明治8年の地券が合計417枚もまとまっているのが圧巻である。
記（控、地券状上納）　山形県第壱大区＋四小区羽前国村山郡
　山元村里正山口格之助→山形県地租改正御係御中　青罫紙。
証（地券証印税請取）　（山元村）戸長山口格之助（印）→（東村
　山郡山元村山口三右衛門）
明治10年10月15日
明治13年12月14日
竪半・1冊
横切紙・1通
4590
5947－6
3．地籍取調
数量（件数）　1
記（氏家栄伝所持墓地地番号改願）　第一大区＋四小区山元
　村副村長山口甚吉→山形県地籍御係御中　「山形県管内」名入青
　罫紙。
明治9年12月4日 竪紙・1通 4616
4地租井地価取調
数量（件数）：2
地価引直し之儀配付願（下書、旧山形県は他県に比べ 明治初年 竪半・1冊 5445
地価が高いため）　青罫紙使用。
（地租・県税等金額覚一括） （明治29年） 一括・4通 5056－11
5収穫取調
数量（件数）　0
6．（地租改正その他）
数量（件数）：1
地租金及諸入費受取通　（北村山郡山口村）役場（印）→山元村　山口三右衛門殿 横半半・1冊 4781
24．雑
数量（件数）　2
覚（米金証文反故） 横切紙・1通 5706
9
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4．村ハ，村定
4．村
1．酒事
数量（件数）　4
（出火・火盗用心番廻り番に付議定写）　山家村中 明和6年3月 横切紙・1通 5098
文政四年巳十月十三日契約座へ申渡（村議定、年貢・ 文政4年10月13日 横切紙・1通 5212
御眠・博突等に付）
遊日之覚（月々遊び日） 天保7年5月5日 横切紙・1通 5164
定（村方小走なしに付村方より交代詰御用の者順番書 横切継紙・1通 4944－5
上）　山家村役元
2．村役人
数量（件数）：13
　村方三役のほか、小走・五人組頭に関する文書、明治期の村方公職に関する文書等もここにまとめ
てある。
三月以書付総則上靴御事（組頭退役にて、跡組頭百姓 文化2年3月 横切継紙・1通 4944－6
代任命に付）組頭退役願人源助、五人組頭与六他5名、組
頭甚右衛門、名主三右衛門→宮崎御役所
（三日町村村役人・郡申惣代等名前書） 10日 横切紙・1通 5224
（延宝・宝永年中名主名前等覚書） 横切紙・．1通 5553．3
（山元村心々議員・伍長入札結果書上）「山形県管内」名 明治8年2月15日 竪半・1冊 4591
入門罫紙。
（山元村戸長・副戸長・伍長給料書上綴）青罫紙。 （明治8年～明治9年分）綴・1綴 4675
（里正・保正年給金額取極書）　山元村田代人山口甚吉→戸 明治10年9月14日 竪紙・1通 4637
長御中　「山形県管内」名入青罫紙。
（戸長職務・心得に野口達書）　東村山郡長蔵田信　青罫 明治14年2月15日 爆口・1冊 4786
紙。
身元保証書（天童町渋谷孝之助御調助役に選ばれるに　　　　　　　　　　， 明治28年9月6日 竪紙・1通 4572
付）　東村山郡成生村松浦吉三郎（印）、津山村大字山元高橋惣
右衛門（印）→津山村大字山元山口三右衛門殿
仮証（収入役山口泰三郎預り金の内金1円97銭余受取、 明治29年10月11日綴・1綴（5通） 5056－6
他受取証綴）（津山村長氏家英丸（印））→収入役山口泰三郎
代山口三右衛門殿　「山形縣東村山郡津山村役場」名入紫罫紙使
用。
証（収入役事務引継に付、元利金金90円余を渡す旨） 明治31年8月1日 竪紙・1通 5056－7
津山村元収入役山口泰三郎（印）→津山村長氏家英丸殿、津山村 L
収入役結城太吉殿　印紙あり。
［書状］（履歴書送付願）　（東村山郡役所第二科）前沢郡書記 12月6日 横切紙・1通 6094
（印）（護）→（山元村）山口格之助殿　封筒入。
里正保正印鑑簿（区内里正保正名前書上）　第壱大区拾四 堅手・1冊 4576
小駅　青罫紙。
（明朝召の際の衣服、指上物等書上）何かを包んでいた 横折紙・1通 4902
形跡あり。
3．村方書類
1．留書
数量（件数）　0
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4村／3．村方書類／1．留書
御用留の類をおさめてある。山口氏の御用手控に類する冊子もここに置いている。
2村酒出
数量（件数）　0
　馬指出と村明細はほぼ同じものだが、史料表題で項目をわけてある。
3村明細
数量（件数）　ll
　村明細の項目には、いわゆる村明細帳のほか、里程書上や道・河川に関する調書もまとめた。
家数覚（山家村家数、山家村山野高さ・山廻り書上） 元禄10年8月27日 横切継紙・1通 4953
（山家村地点別川川蝉） （明治） 横折紙・1通 5749
記（山家村高書上）　第三北区小ニノ区山家村三等副戸長山口 〈明治5年〉壬申5月 竪紙・1通 4658
三右衛門→天童御会所
（遊間余業者名前書上） 戌4月25日 横長美・1冊 4750・8
（村高・家数・人数等書付）高852石の村。 横切紙・1通 4775－47
（山家村地今別川画調） 横折紙・1通 5745
（観音道御坂・山道二上） 横折紙・1通 5746
（山家村字犬蔵一書津川川巾調） 横折紙・1通 5747
（山家村地点別大道道巾調） 横折紙・1通 5748
（林伊太郎御支配所出羽国村山郡矢野目村明細帳下書） 竪半・1冊 5564
（小路町本新田一高反別書上） 横折紙・1通 5802
4地誌
数量（件数）　0
5願届書
数量（件数）　22
（畑栽培作物取型深）　山家村組頭七右衛門（印）（他2名）、庄屋 宝永6年8月 横長美・1冊（2枚） 5729
五右衛門、大庄屋伊藤儀左衛門→御勘定所　未編綴。
乍恐以書付御届ヶ奉申上口（蔵増門伝村を長岡村と改 明治5年10月 竪紙・1通 4599
名に付）　第拾六区長岡村二等副長代大内利八、三等副戸
長佐藤善三郎、三等副戸長高橋良禎→山形県御役所
乍恐以書付追願候（同姓同名の者あり不都合に付、利 明治8年2月22日 竪半・1冊 4605
助、弥兵衛と改名願）　第三大王小一区山元村三拾九番屋
敷　鈴木利助印→山形県権令関口隆吉　青罫紙。
以書付奉申上腿（当村今野弥兵衛より山口林兵衛へ土 明治8年5月14日 竪紙・1通 4628
地譲渡証文紛失に付、再作成文書への奥印の件）山
元平冠戸長　山口庄兵衛（印）、同山口甚吉→山形県参事薄井龍
之殿　青罫紙。
（第三大繭小一区山元村地主立附米検査願書）　（山元村） 明治8年10月9日 竪半・1冊 5459
戸長山口三右衛門印
伺書（旧私有田地小作人へ払七分御引直の儀に付）山 明治9年12月16日 竪紙・1通 4596
形県下羽前国村山郡第壱大冊十四小区　柴野優歓、村長山口三 1
右衛門→山形県参事薄井龍之殿　青罫紙。
改名軸側口付願（控、商法取引上の都合により長蔵を 明治10年10月18日竪半・1綴 4606
長四郎と改名したき旨、他2名改名願書綴）　山形県第
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壱大区十四小区羽前国村山郡山元村百三十壱番商　山口長蔵
（印）、里正山口格之助（印）→山形県令三嶋通庸殿　青罫紙。
改名願（控、今回教導職試補申し付けられるに付法名 明治12年3月24日 竪紙・1通 4632
に改）　（如法堂住職長岡宥賢徒弟）斎藤義作、松本伊六、鈴
木運七、山元村如法堂住職師僧試補長岡宥賢、山形柏山寺住職
取締　中講義高志宥端→東村山郡長筒井明俊殿　青罫紙。
（斎藤義作、松本伊六、鈴木運七を教導職試補申付に （明治12年3月） 綴・1綴 4633
．付、東村山郡役所へ御届に関する書類綴）青罫紙。
身代限財産調書（天童村佐藤伊之吉より係る貸金催促 明治12年7月3日 横半・1冊 4704
事件審理中家出に付、身代限償却）山形県羽前国東村
山郡山元村八拾番地平下山口七郎兵衛不在二丁同人妻被告人山
ロエノ（栂印）、（天童村佐藤伊之吉代言人宮城県士族当事山形
十日町寄留遠藤庸治代理）原告人後藤惣兵衛（印）、請証人斎藤
小太郎（印）、（同村）戸長山口格之助（印）青罫紙。
未納無之御届（本村山口七郎兵衛身帯限に付、二二其他 明治12年7月15日 竪紙・1通 4890
諸仏向）　東村山郡山二村戸長山口格之助→東村山郡長筒井
明俊殿　青罫紙。
改名之義二付願（商業取引の都合により与助を卯之助 明治12年9月25日 竪半・1冊 4607
と改名したき旨）　東村山郡山元村願人今野与助（印）、戸
長山口格之助（印）→東村山町長筒井明俊殿　青罫紙。
保証書御下ケ渡之義二付願書（南蔵増村尾形六之助よ 明治12年11月21日竪紙・1通 4674
り係る約定金催促の四型訴上の件、病気に付代人依
頼の旨）　山形県羽前国東村山郡山出村九拾六番地平民農
山口間吉印→東村山郡山元村御戸長中　青罫紙。
身代限財産調書（山野辺村後藤勇吉より山口弥作へ係 明治13年4月10日 綴・1綴 4709
る預大豆催促事件審理の末、身代限償却の申渡二
付、弥作所有品上申書写を綴）山形県羽前国東村山郡
山元邨百拾四番地平民商山口弥作（印）〈不在二面代印〉、同一
同百拾三番地平民農親類財産取調立会人山口卯吉（印）、右潜戸
長山口格之助　青罫紙。
御請書（行衛不明の山元村山口弥作を探索し、天童分 明治14年12月21日綴・1綴 4706
署へ出頭させる旨請書、他、上申書・逃亡人御届
綴）　（山元村山口弥作）右弥作妻キグ、右村戸長山口格之助→
天童分引（胃）詰二等巡査坂倉嘉吉殿　青罫紙。
印鑑届　山元村山口庄吉郎（印）→山元村戸長御中4552－2・3と明治17年1月18日 竪紙・1通 4552－1
綴。
公証差留解除願（一家和熟、養育方として実父へ耕地 明治17年1月21日 竪紙・1通 4552－2
授与に付）東村山郡山元村平民山口太郎吉（印）、全郡全村
全居実子山口太助（印）→東村山郡山元村役場戸長御中
公証之儀二付御願（字五反田田地太郎吉名義に書換に 明治17年1月20日 竪紙・1通 4552－3
付）　東村山郡山元村山口太助（印）、全郡全村全居山口太郎吉
（印）→東村山郡山元村役場戸長御中
後見人御蒲（チヨエ未丁年に付親族佐藤直正を後見人 明治18年8月10日 竪紙・1通 4608
とする旨）東村山郡山元村氏家チヨエ、氏家栄伝、氏家豊
丸、親族氏家保助（他3名）、後見人佐藤直正　　青罫紙。
印鑑証明願（山口三右衛門印鑑）東村山郡津山村大字山元 明治28年12月27日竪紙・1通 4553
壱番地山口三右衛（印）→津山村長代理助役渋谷幸之助殿青罫
紙。
記（屋敷内建物寸法書上）氏家栄伝 亥1月 竪半・1冊 4656
（矢野目村・原町村・久野本村村上書上）未編綴。 横切継紙・1通 5894－14
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4．村／4．村入用／1．郡中入用／1．（郡中入用割合帳・郡中入用賭書類）
4．村入用
1．郡中入用
　（その1）の目録では、山家村における画嚢入用の割合・徴収にかかる文書と、郡中会所で作成さ
れた郡中入用台帳等の書類をまぜてこの項目に載せてある。しかし後者は、山口三右衛門が近世後期
に幕領の町中惣代や最寄惣代を勤めたことにより、　「郡中」という組織の文書が村や家の文書といっ
しょに山口家文書の中に伝来したものであり、本来ならばひとつのサブ＝フォンドを立てるのが適当
な一連の文書群である。しかし、　（その1）での分類に基本的に従うという原則にのっとって、郡中
入用の算用に関する野中（組織》の文書も郡中入用の割合に関する村（組織）の文書もこの441に収めた。
しかしそれでは混乱を招くので、本目録では、1．と2．の下位分類を設定して郡中レベル、村レベルの文
書を分けて配列している。
1．（郡中入用割合帳・直中入用諸書類）
数量（件数）：43
　　この項目に分類されている文書は、山家村ほか幕領村々を包括する「郡中」という組織のもとに作
成された文書である。
　　山家村山口三右衛門は、幕領郡中の郡中堅代・最寄惣代を勤めたために、郡中入用に関する諸帳簿
　や、入用の立て替え、差引勘定等に関する書類が残っている。
明和六丑暮三元（五節句入用・陣屋入用等） 明和6丑暮 横長美・1冊 5552
（御陣屋元入用金山家村分割賦金覚） 文化6年 小切紙・1通 5351－5
覚（月割・廻村入用等請取）　東根会所（印）→溝延村嘉左衛 天保14年8月5日 横切継紙・1通 4748－34
門殿組村役人中
覚（夏割・廻村入用等請取）東根会所（印）→大町下組利兵 天保15年3月10日 横切紙・1通 4748－33
二黒
（検見に付代官一行御三入用等郡中割合覚） 天保15辰9月16日 横長半・1冊 5630
（代官所役人等へ八朔祝儀等覚） 〈天保頃〉 横切継紙・1通 5047－4
覚（東根会所用達金受取）　山口村吉郎兵衛（印）→山家村晋 嘉永元年7月9日 横切紙・1通 4723－1
十郎殿
覚（郡中入用立替金元利勘定）　山口村上組吉郎兵衛→東 安政2年7月 横切継紙・1通 5307
根附会所惣代寿助様
記（会所度割受取）工藤六平（印）（最上天童）→山元村御役元 明治6年7月7日 横切継紙・1通 4732－4
（東根郡中入顎関係覚書綴） （子6月20日） 綴（横切紙他レ1綴 5303
延享四年卯春取立三月二日受取覚（郡中入用、漆山 卯2月2日 横折紙・1通 5814
分・寒河江分）
（郡中入用に出る金銭書付） 辰12月24日 横切紙・1通 5139－8
申年夫銭調（廻米入用・郡中割等） 申 横折紙・1通 4749－10
（村入用・一中入用書上帳雛形）→千種清右衛門様御役所 戌2月 横長美・1冊 5576
覚（夏割金、石播一件入用等請取）誌代庄右衛門（印）→山 戌12月17日 横切継紙・1通 5064－7
家村三右衛門殿
（利兵衛分借用金覚、二二入用関係）利兵衛（印）→三右 亥4月5日 横長半・1冊 5344
衛門殿
（郡中州割割合金等差堅甲）→（山家村三右衛門）別紙書 （11月24日） 横切紙・1通 5064－10
　付1通あり。
覚（金子受取）　一郎兵衛→三右衛門様　　　　　　　　　12月11日
（割引済金、仁い船頭代金等書上）5440－30－1～3は重なつ　極月27日持参
　ていた。
横切紙・1通　　　　5351－15
横切紙・1通　　　　5440－30－1
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（代官所役人・仲間・下女・門番等へ差上金覚） 横折紙・1通 5210
未六月十日上納覚（為登入用他） 横切紙・1通 5351・4
当座取立（沼沢村他、郡中入用ヵ）挟込状1点あり。 横切紙・1通 5363
巳十二月廿八日旦那様方へ御歳暮（金） 横切紙・1通 5413
覚（代官所役人への献金、郡中割合に付） 横切継紙・1通 5537
（華中入用のうち殿様見送入用等書上）4775・1～8gまで戌3月4日 横切継紙・1通 4775・1
綴。
覚（引替元手金上納）吉郎兵衛、三右衛門、仁右衛門→東根 酉正月13日 横切継紙・1通 4775・10
御役所
（仁右衛門他2名上納金書上） （子3月） 横折紙・1通 4775・12
（御代心懸り等書付） 横切紙・1通 4775・23
供長蔵へ露盤分（金銭） 横切継紙・1通 4775－24
（吉郎兵衛分出金書付） 嘉永3年8月26日 横切継紙・1通 4775－33
（役所上納金等書付） 子3月9日 横折紙・1通 4775・35
溝延二分（代官所役人衆・小者等へ御礼金） 横切継紙・1通 4775－62
置捨醒覚（山口村・山家村分代官所役人衆への御礼金） 横切継紙・1通 4775．63
（尾花沢へ御悔に罷り出、・代官所役人衆へ見舞金等差 辰12月13日 横切継紙・1通 4775・72
上覚）
覚（大貫次右衛門手代江澤内蔵八利用駕籠人足賃）清 ＜天保13＞寅5月18日横切紙・1通 4777－1
水御沢問屋粂五郎（印）
覚（賄代金）宿越後屋庄兵衛（印）（山かた［］町）→御惣代様 3月18日 横切紙・1通 4777－15
虫損。
（半十郎・山口・関山等へ割賦金覚） 横切継紙・1通 4777・16
覚（与左衛門・新助等の泊り賄代金）尾花沢勘兵衛→ 辰2月9B 横切継紙・1通 4777－17
上
覚（三右衛門分宿泊賄代金書上） 横切紙・1通 4777－18
（三右衛門・半十郎等宿泊附）虫損。 横折紙・1通 4777－19
御病気見舞井元〆様御出府御差留願二罷出候節入用 （辰2月5日） 横切継紙・1通 4777－20
（三右衛門入用出金書上）
覚（大貫治右衛門手代江沢内蔵八上下宿泊代金）大田 ＜天保13＞寅5月21日横切紙・1通 4777－25
原宿亀甲屋忠次（印）→上
覚（賄代金勘定書張継書）　（露宿論蔵）→（山家村御朝代様）
@　5通の「覚」が貼り継がれている。
（丑6月14日～寅正月4
冝j
横切継紙・1通 4777・30
2．（血中入用山家村割）
　数量（件数）：3
　　山家村分として割り当てられた郡中入用の、 山家村百姓高割にかんする文書。
丑五月五節句御礼銭わり　名主三右衛門（印）→小走久右 ’丑5月 横長半・1冊 5808
衛門殿
丑十一月残金（山家村分解巡見入用・御陣屋入用等書 丑11月 横折紙・1通 5577
上）
（郡中入用・皆済金等山家村割合分書付）封筒入。 横切紙・3通 5351－1
一71一
4村／4．村入用ノ2．村入用帳／1．（郷宿飯代等）
2．村入用帳
1．（郷宿飯代等）
数量（件数）：35
　村入用関連書類のうち 東根村をはじめとする陣屋元曲面宿での支払いにかんする書類をまとめた。
覚（飯・酒代書上）東根門門圓蔵（印）（東根一日町中嶋）→御 文政13年12月3日 横切継紙・1通 5947－4－1
名主山口三右衛門様　594741～4までこより紐一括（こより紐
同封）。
覚（飯代・酒肴代書上）東根温感内蔵（印）（東根一日町中嶋） 丑ノ6月 横切継紙・1通 5947－4．2
→山家二二名主三右衛門様
覚（飯代・酒肴代書上）東根郷宿三蔵（印）（東根一日町中嶋） 文政12年12月 横切継紙・1通 5947－4－3
→山家剛材名主三右衛門様、御役人衆中
覚（飯代・酒肴代書上）東根郷宿園蔵（印）（東根一日町中嶋） 寅6月20日 横切継紙・1通 5947－4－4
→御名主山口三右衛門様
覚（郷三飯代金書上）郷宿三蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家 子6月 横切継紙・1通 5048．1
村御名主三右衛門様　5048・1～8までこより一括。
覚（郷宿飯代金書上）二二二二（印）（東根一日町中嶋）→山家 子12月 横切継紙・1通 5048－2
胡琴名主三右衛門様
覚（郷三飯代金書上）一日町圓蔵→山家村御名三三右衛門様 申極月　　　　　　’ 横切継紙・1通 5048－3
覚（二二飯代金書上）三蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家村御 酉7月 横切継紙・1通 5048－4
名主三右衛門様
覚（二二飯代金書上）郷宿圓蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家 酉12月12日 横切継紙・1通 5048－5
三士名主山口三右衛門様
覚（郷二二代金書上）郷宿圓蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家 戌6月 横切継紙・1通 5048－6
村御名二三右衛門様
覚（二二飯代金書上）郷宿圓蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家 亥12月 横切継紙・1通 5048－7
村御名二三右衛門様
覚（二二飯代金書上）圓蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家村御 亥6月 横切継紙・1通 5048・8
名主三右衛門様
覚（飯代・二代書上）郷宿円蔵（印）（東根一日町中嶋）→山家 戌6月18日 横長半・1冊 5629
村御名二三右衛門様
覚（文助分昼夜三代金受取）郷宿二二（印）（東根一日町）→ 亥12月12日 横切継紙・1通 4777－29
御名主山口三右衛門様
覚（飯代金受取）宮崎三宿善兵衛（印）→山家村組合三右衛門 辰11月29日 横切紙・1通 4729－1
殿
おぼへ（飯代金請取）宮崎宿伊右衛門（印）→山家村御役人中 辰11月29日 横切紙・1通 4729－2
衆
覚（飯代金請取）官崎村郷宿左助（印）→山家村組頭甚右衛門 11月29日 横切紙・1通 4731
様
覚（金請取）庄七（印）→御名主三右衛門殿 丑12月9日 横切紙・1通 4748－22
覚（当寅宿払分請取）庄七（印）→御名主三右衛門殿 寅12月28日 横切継紙・1通 4748－24
覚（金2分請取）東や庄七（印）→名主三右衛門殿 6月29日 横切紙・1通 4748－25
覚（金請取）長瀞宿庄七伜庄六（印）→山家村組頭衆中 寅極月1日 横切継紙・1通 4748・26
覚（陣屋諸入用請取）長瀞村久兵衛（印）→山家村三右衛門殿 8月4日 横切紙・1通 4748－28
御用覚（伝三方、ろうそく代金）5798・1～3まで綴。 子12月大晦日 小横長・1冊 5798－1
覚（孫助方、宿与兵衛方入用銭等）結び付文書1点有り。 明和5子年 横長美・1冊 5798－2
明和五子暮割元（年始御礼金・柴橋宿払） 明和5子暮 横長美・1冊 5798－3
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漆一件間吉方覚（飯代等書上） 天保4年 横長美・1冊 5571
庄右衛門・庄七方（宿泊代金書上） 卯3月 横長半・］冊 4750－3
覚（庄七方他門代金書上）佐介 横長半・1冊 4750－4
（郷宿飯代勘定覚、宮崎御宿治郎吉方） 辰12月26日 横折紙・1通 5139－11
（郷宿飯代勘定覚、灰塚村虎吉一件吟味中） （辰11月9日～） 横折紙・1通 5139－12
覚（出入諸雑用・飯代金請取）郷宿平兵衛（印）→山家村御 辰11月29日 横切紙・1通 4729－3
役人様中
宗七久松御召出被仰付候二相宿払（山家村関係）小三 午11月 横長半・1冊 5636
郎　宗七
覚（飯代金請求書）東根く小池〉伝蔵→山家村山ロ三右衛 酉12月 横切紙・1通 4728
門下受取書を上に貼付。
覚（飯代書上） 横切紙・1通 4735－3
宮崎宿払（状持入用） 横長半・1冊 5634
2．（その他村入用）
　数量（件数）：14
柴橋払・明和五年子暮御用方請取払（郡中入用・村入 明和5年子暮 横長美・1冊 5585－1
用明細書上）5585・1～3は綴。
子暮内証入・子暮内証払（買物覚、年貢金納等） （明和5年）暮 横長美・1冊 5585－2
野芝イ。松治郎分払、万助方無尽出金勘定（他） （明和5年） 横長美・1冊 5585－3
定番給銭割賦帳　山家隔離番人和七紙数10枚目 文化14年丑6月 横長美・1冊 5781
（未編綴）
記（御用達金受取）東村山郡山元村山口貞蔵（印）→同村山 明治20年11月9日 竪紙・1通 4561－2
口三右衛門殿青罫紙。
七月九日御高御礼銭わり（山家村軒割）　名主三右衛門 丑9月5日 横長美・1冊 5677
（印）→小走’久右衛門殿
並塩六月十三日改両年集銭帳〆巨富覚（語草・青苧・ 卯6月14日 横長半・1冊 5696
舟場賄入用・山方賄入用等）
覚（戸〆入用、高札入用等書上） 酋12月25日 横長美・1冊 5756
当丁年入用わり（控）山家村名主三右衛門→若松名主久助殿 10月10日 横切紙・1通 4778－37
（蝋燭代金他書上） 横切紙・1通 4735－7
（辰年～酉年分村入用書上） 横長半・1冊 4749－11
（飯代・筆墨紙代等村入用に関する書付） 横切紙・1通 5216
（山家村村入用・必中入用懸り金高書上） 横長美・1冊 5584
覚（山家村並並銭百姓40人割合、他）大庄屋時代。 横長美・1冊 5670
a御用入用
数量（件数）：0
　（その1）ではこの3．御用入用という項目を設定しているが、ここに収められた文書は4．村／4．村入
用／1．睡中入用／1．，（羽中入用割合帳・郡中入下国書類）にまとめることが可能な文書である。
4役人入用
数量（件数）：5
　検見以外の目的で幕府役人・藩役人の廻村が行われた際の、必要費用の取り調べ、割合に関する文
書をまとめた。
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小荒所御吟味（廻村役人へ礼銭覚） 近世 横折紙・1通 5668－5
覚（川欠二二にて云云入用、食品買物代書上綴）　山家 丑7月18日 横長美・1綴 5809
村三右衛門（印）→天童三日町肴や喜市殿
（足軽入用寄、旱損見分役人賄入用等綴） （卯6月） 綴・1綴 5744
覚（御見分に付藤助新田障子張替其外品々入用等請求） 辰3月20日 横切祇・1通 4735．6
藤豆新田村役人中→惣次郎殿親類中
（電熱御ならし衆母賄のため町買入用等覚） 横長美・1綴 5815
　5検見入用
　数量（件数）：7
嘉永二年酉御検見謝印二分受取（沼澤村・山口村・山
　家村分他、代官家中宛）
嘉永五年子御検見江戸御方江謝印口分覚（代官用人・
　侍・仲間等へ礼金）
亥御検見江戸御方へ謝印之分覚（代官用人・侍・仲間
　等へ礼金）
覚（検見入用受取）組頭清助（印）→当村佐蔵殿
八月十二日右十三日昼迄御記入用（代官様上下9人分）
　三右衛門→東根御役所　虫損。
［書状］（当寅検見謝礼の先例につき尋）東根出先6儀＋郎
　→山家村山口弁之助様
遠見二二入用割（山家村百姓割）
嘉永2年
嘉永5年
（寅）とら10月9日
酉8月
10月21日
横長半・1冊 5374
横切継紙・1通 5356－1
横切紙綴・1緻2椥5356－2
横切紙・1通 4961－2
横折紙・1通 4735－8
横切継紙・1通
｡長美・1冊
5364
怩T511
6．江戸入用
数量（件数）：1　　　　　　　　　　　　　　　　．
　4－4五江戸入用は4．村入用のサブ・フォンドのなかにおかれているが、　（その1）で本項目に配列さ
れた文書は、厳密にみれば村入用に属さないものがほとんどである。山口三右衛門が江戸に登る目的
としては、①廻米・金納御用②訴願関係③裁判関係④旅行・趣味等の私用、と大きく分けられる。よっ
て（その2）では、それぞれの関係項目に江戸での支出関係の文書を分けて配列している。
越前屋旅籠調（宿泊料計算） 亥（近世後期） 横長半・1冊 4922
7．（その剛堅入用割）
数量（件数）：21
　定番給銭、追鳥入用、雨乞入用など。
　（その1）では、山口三右衛門の適中惣代・最寄松代北山中の入用帳面等もここにおいてある。
（百姓割付金高書上、山家村） ．寛延元年辰8月 横長美・1冊 5607
御蔵二二用立（百姓割合銭）　（孫助） 宝暦5年12月5日 綴・1綴 5793
覚（郷蔵普請入用、尾花沢・長瀞出金入用等差引勘定、 ＜文政9＞戌8月 横切継紙・1通 5050－1
弥兵衛無尽勘定写）　市四郎→惣左衛門殿惣村御中
覚（郷蔵斗や普請入用等番代米調帳にて差引の旨）　市 文政9年8月9日 横切紙・1通 5050－14
四郎→村役人惣百姓中
（文化五年辰七月郷蔵斗屋懸り金等差引書付） （文化5年7月） 横切継紙・1通 5050－17－4
（山家村百姓割賦金書上） 明治7年1月18日 横長美・1冊 5830
差引返り銭（百姓割賦） 寅3月 横長半・1冊 5810
山ロニ門門判御簾入用割（家族人数割） 寅6月23日 横長美・1冊 5593
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（御陣屋元井村夫銭諸入用割賦覚）立会人与左衛門、甚右 寅12月5日 横折紙・1通 5668－12
衛門、源助、勝五郎、三右衛門
ぬま受取覚（山家村百姓・番代・名子分） 卯3月 横長半・1冊 5611
覚（入用銭割合） 巳4月5日 横折紙・1通 5478
巳十一月十八日迄納り付（百姓割付金）5641・1と2は巳11月18日 横長美・1冊 5641－1
綴。
役銭懸り（百姓割銭）未編綴。 午7月 横長美・1冊（2枚）5733
（小前へ割合永覚） 未 横長美・1冊 5640
（山家村百姓銭割賦覚）5817・1と2は綴。 横長美・1冊 5817・1
割返し渡方（百姓個別へ） （酉1月） 横長美・1冊 5817・2
利助分（水主米・寺年貢等書上） 横折紙・1通 4916
（百姓割付金高書上） 横長美・1冊 5606
（百姓別内払金等書上） 横長美（綴紐なし）・ 5625
1冊（2枚）
丑四月右四借方引（他、廻り入用） 横長美・1冊 5727
（百姓割賦金書上）　　　　　　　　　　　　　　、 横折紙・1通 5794
8．諸勘定
数量（件数）：6
（山家村百回忌合金受取覚） 近世 横長美・1冊 5547
覚（家別割、状賃書上）　優右衛門、藤左衛門） 寅8月9日 横切紙・1通 4735－5
覚（金受取）同村林兵衛（印）（最上山家）→同村百姓代庄兵衛 戌11月2日 横切紙・1通 4748－38
殿、五人組衆中
（百姓より銭取立差引覚）574討の綴じ紐のところに57姶8月 横長美・1冊 5743－1
1～2が挟み込まれていた。
覚（取立金等）添書1通あり。 横切紙・1通’ 5743－3
覚（差引帳・両直願帳・白川寺等五帳入用差引）　後 横切紙・1通 4778－29
欠。
9．明治民費
数量（件数）　5
（区戸長給料山形県庁三二当り分山家村百姓割賦） 明治5年7月11月 横長美・1冊 5697
記（夏割・郷社・道路修復費請取）第三大区小二区天童会 明治7年6月15日 横切紙・1通 4748－37
所（印）→山元村戸長中
畝町代記（山元村干割） 明治7年12月 横長美・1冊 4750－9
（避病院建築費・協議費徴収簿、山元村戸別）　（新役場） 明治13年6月 竪半・1冊 4677
青罫紙。
（山家村分酒田県営繕入用金受取証）中村権少属（印）→
@（山家村）右村役人中
（巳年～午年分） 竪切紙・1通 4724
5．身分
数量（件数）　1
［書状］（悲人頭当村方差置の件）久野本国井利兵衛→山家　村与頭千左衛門様 2月22日 横切紙・1通 5239
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6．人別割
数量（件数）：0
　　（その1）では、本項目に名子・水呑の年貢割帳面を収めているが、3．租税の項に含めるのが妥当
であろう。
7．議員
数量（件数）　1
（入札に付十四小暇・十五小区名前書上）
　地主名前ヵ。
戸長または、 （明治前期） 横折紙・1通 5792
8．雑
数量（件数）：51
　山家村内外で発生した事件、村方諸書類にかんする文書を最後にまとめた。5139は灰塚村虎吉一件
の一連史料である。
午助高寄覚（山家村百姓名前・俵数） 元文4年未7月7日改 横長美・1冊 5648
（治郎吉家間取図） 文化6巳年 竪紙・1通 5685
借家証文全車（家一軒屋敷共、五ヶ年季）鰐口村借家人 文政11年8月 竪紙・1通 5331
善吉印、田町親類人源内印、三日町口入受人留吉印→三日町茂
愛盛
（米・大豆等作物納数等書付切紙、年齢調、他一括） （文政頃～明治） 小切紙、他・一括 5052
（197点）
（延宝六年より38名書上） 近世 横長美・1冊 5471
記（判取帳御届書）　第三大弓元小二区山元村副子長山口外 明治7年11月20日 竪半・1冊 4594
吉、戸長山口三右衛門→山形県権令関口隆吉殿　青罫紙。
十四ノ五三区合瓶ノ刻建初揃二御祭り出為幡竿入寄付 明治10年 清美・1冊 4692
（山元村金槌）幡
（寺杉代等覚）別紙1通あり。5947－1～6までこより紐一括（こ（明治10年9月） 横切継紙・1通 5947－1
より紐同封）。
差出一一札之事（控、寿三郎・おしけ尊書取換一・条に付） 明治12年3月15日 竪継紙・1通 5947－2－1
山元村一札差出人山口格之助→同村山口林兵衛　　5947－2・
1～3までこより一括（こより同封）。
差出一書之事（拙者若気の粗漏により貴殿妻女おしけ 明治12年3月15日 横切継紙・1通 5947－2－2
へ艶書隠贈につき俺）山元村差出人山口寿三郎、取扱人
氏家三助、同断山口甚吉、同断山口甚右衛門→同村山口林兵衛
さしたし一さつの事（以後十三郎とは文を取交わさな 明治12年3月15日 竪紙・1通 5947－2－3
い旨）　山元村林兵衛さい　しけ代（爪印）、同立会人山口甚
吉（印）→同村山口すま代との　包紙あり。
予審終結言渡書（証券印税規則違犯事件取調に付）山 明治14年12月22日竪半・1冊 4672
形軽罪才官所予審係判事補横山知正、書記最田秀成→山形県羽
前向東村山郡山自村平民農　柴野上山青罫紙。若松寺観音堂
二朱印地に関する状写が綴ってあり。柴野は来二院住職。
（山元村山口弥作御差紙のところ逃亡の旨申上）東村 明治15年2月18日 竪紙・1通 4705・2
山郡山元村役場→便丁石川仁三郎殿　青罫紙。
御受書（山元村山口弥作失踪中に付、所在不明の節は 明治15年4月15日 竪半・1冊 4708
出頭の上上申する旨）右弥作父山口甚九郎（印）、右戸長
山口格之助、右依頼二付全県下全郡北目邨廿一番地戸ヵ長代書
渡辺源司（印）→天童分署詰山形県巡査原子伝治郎殿　青罫紙。
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物件差押目録（被告人山口間吉家宅より記録類押収） 明治15年5月3日 竪紙・1通 4630
天童分署長・山形県警部補寒河江懐治（印）、書記山形県巡査松
下円次（印）、立会人山元村戸長山口格之助（印）「山形県」名入
朱罫紙。
身代限財産調書（生糸催促の訴訟審理の上示談を以身 明治16年3月23日 横半・1冊 4700
代限償却）山形県羽前国東村山郡山元村六拾七番地平民被
告人小笠原栄吉（印）、全県全国南村山郡山形材木町寄留原告人
岩崎蔓質代人、全県全国東村山郡下荻ノ戸村（中略）花輪久兵衛
（印）、全県全国全強山元村戸長山口格之助（印）→山形治安裁判
所御中　青罫紙。
（貫津村結城五郎助代人岩崎附子（ママ）より山元村営 明治16年3月26日 竪紙・1通 4705．1
笠原栄吉へ懸る生糸催促訴訟審理の上身代限済方に
付、同人へ懸る諸取引訴ある者は訴え出るべき旨
達）　山形治安裁判所青罫紙。
（預け生糸催促訴訟審理示談を以山元村小笠原栄吉身 明治16年6月5日 竪半・1冊 4707
代限済方願出に付所持品入札の旨達）山形治安裁判所
青罫紙。
（山元村山口万吉身代限二付財産入札の指令が山形治 明治16年7月17日 横半・1冊 4703
安裁判所より下る二付達）東村山郡長町翠黛世→山元村
役場　青罫紙。
身代限財産調書（貫津村結城権三郎より係る裁判執行 明治16年7月21日 横半・1冊 4701
事件二付身代限償却）山形県羽前国東村山郡山元村＋四
番地平民被告人山口万吉（印）、全県同郡貫津村結城五郎助代人
同居原告人結城権三郎（印）、全県全国全郡山元旦戸長山口格之
助（印）→山形治安裁判所御中　青罫紙。
（山元村山口万吉身代限二付財産公売入札の指令が山 明治16年9月18日 横半・1冊 4702
形治安裁判所より下る二付達）東村山郡役所（印）→山
元村役場青罫紙。
各町村戸長ヨリ引受クヘキ諸帳簿目録（戸籍帳以下） 明治17年7月2日 二半・1冊 4569
（公有財産整理委員選定報告を求める達）東村山郡役所 大正3年8月28日 竪切紙・1通 5554－2
庶務係主査（印）→津山村長殿　「山形県東村山郡役所」名入赤罫
紙使用。
（公有財産整理委員選定につき上申）東村山郡津山村法 大正3年10月23日 竪切紙・1通 5554－1
長山口寿三郎→東村山園長永井秀蔵殿　「山形県東村山郡津山
村役場」名入黒罫紙使用。
山家村肝秤開方控　源助、六兵衛（印）（羽州東根■屋）’ 子8月24日 横長美・1冊 5563
［書状下書］（其三組与惣次伜虎吉塩商金子不返済等不 7月14日 横切継紙・1通 5139－2
法の筋に付／佐五兵衛劃せきを騙し欠落の件）
［書状］（控、御組下虎吉二村にて塩商の所金子不法の 辰10月23日 横切継紙・1通 5139－13
件／虎吉が佐五兵衛娘せきを騙し欠落した件、内々
掛合取り計らい願）　山家村名主三右衛門印→灰塚村御名
主斎藤平兵衛様
［書状］（其単組与惣次伜寅吉塩商金子不法の筋に付／ 10月23日 横切継紙・1通 51394
寅吉、佐五兵衛倒せきを騙し欠落の件に付取計い依
頼）　山家村名主三右衛門→剥製村御名主斎藤平兵衛様
［書状］（其御組下虎吉、当村佐五兵衛伜兵助方へ内済 11月4日 横切継紙・1通 5139－15
金子隠遁、其の上佐五兵衛娘せきを騙し連れ去った
一件に付、御役所へ御出を願い上げた旨）山家村名
主三右衛門→灰塚村御名主平兵衛様　別紙「覚」1通あり。
［書状］（灰塚村虎吉不法一件、佐五兵衛娘せき御糺し 11月8日 横切継紙・1通 5139－39
の件、宮崎役所へ願書差上の旨／他）山家佐五兵衛→
漆山村之笹原杢兵衛様
［書状］（灰塚村虎吉不法一件、虎吉らを三二、三二の 11月14日 横切継紙・1通 5139－40
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上、佐五兵衛伜兵助留守宅より取った金子と佐五兵
衛娘せきの衣類を返すよう、取計らい願）
［書状］（灰塚村虎吉不法一件、天童役所にて虎吉御糺 11月18日 横切継紙・1通 5139－3
の旨／かどわかされた佐五兵衛娘せきの衣類取戻し
の件）山口三右衛門→佐五兵衛殿
［書状下書］（其御組下寅吉不法の筋に付文通の所、返 横切継紙・1通 5139－9
書なきに付御役所へ御糺願い上げの旨）
［書状下書］（灰塚村寅吉一件、御役所に対する寅吉吟 横切継紙・1通 5139－10
味願い筋に付）
（内済証文下書、灰塚村虎吉不法一件に付）　別紙1通あ 横切継紙・1通 5139－16
り。
（せき着物類覚書、灰塚村略地図） 横切紙・1通 5139－18
覚（武七女房柴橋役所へ欠込の事件に付）山家村名主三 12月28日 横切紙・1通 4734－10
右衛門→山口村御名主儀左衛門様
覚（年貢免状8通預り）新名ヵ覚次郎→本家様 午9月7日 横切紙・1通 4901
乍恐（願書下書、三右衛門印鑑紛失に付改印願）　山家 午11月 横切継紙・1通 6072
村名主三右衛門、与頭甚右衛門、百姓代与左衛門→三河口太忠
様御役所
［書状］（御役所様へ土用見舞に付）自田麦野庄司忠左衛門 7月2日 横切紙・1通 5440－17
→山家山口与左衛門様、御組頭衆中
［書状］（村方にて雨乞致したき旨承知）若松寺名主鈴木 7月21日 竪紙・1通 4811－2
久助→山家村御名主山口三右衛門
（擶山村百姓名前等書付） 横切紙・1通 4775－74
布袋請払（布袋を郡中村々、最寄惣代等へ頒布代金） 横長美・1冊 4990
（村方書類冊数等覚）505（｝17を括っていた綴り紐同封。 近世後期 横切継紙・1通 5050－17－1
（2枚）
（田地履歴等に付書付一括） 横切紙・2通 5050－17－2
（上山口五人頭名前等書付） 横切紙・1通 5050．17－3
（上貫津村百姓家並順名前覚） 横切継紙・1通 5139－26
与六掛り合申付寄合生覚 横切紙・1通 5236
（道代書付） 小切紙・1通 5642
覚（村方引継書類目録等一括） 横折紙・一括（5枚） 5819
（人足札3枚貼合せ、権右衛門他） 小切紙・3枚 6031
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標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
5．戸ロ
1．宗門改帳
　山家村の宗門改帳は、寛文12年のものがもっとも古く、享保期以後はほぼ揃っている。
　（その2）には、宗門人別に関する諸書付もまとめた。
数量（件数）：10
寺判持参人（善行寺分他持参人名前）600怨と2は綴。 明和4年 横折紙・1通 6007．1
亥山寺々人数寄（山家村百姓檀那寺）6007・1と2は綴。（明和4年） 横長美・1冊 6007－2
覚（寺院判請け返しに付使者名前書上）5708－1と2は綴。安永7戌4月8日 横長美・1冊 5708－1
寺院判請返シ（近隣寺院への使者名前書上） 安永6酉3月18日 横長美・1冊 5708－2
（山家村百姓家族員数調） 近世 横長半・1冊 4895－1
卯ノ宗門御四二付家内人別〆数井二順番改申帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 卯3月 横長半・1通 4977
御寺院判揃（百姓檀那寺） 未4月14日 横切継紙・1通 4778－2
［書状］（山家村人別帳に願行寺印形の書付差出／他） 5月27日 横切継紙・1通 5987
小松利左衛門→山口三右衛門様
（野川村百性に関する情報速写） 横切紙・1通 4735－17
宗旨永代取替相対証文之事　後欠。 竪切紙・1通 5138－42
r2増減帳
この項目には人別増減帳のほか、病人帳・留守居帳などの諸帳面を収めてある。　（その2）では、増
減帳と病人帳・留守居帳の類は別項目をたてた。
1．（増減帳）
数量（件数）　1
（村方人数覚、納辻書付） 横切継紙・1通　　　5139－21
2．（宗門改曰付病人帳、留守居帳等）
数量（件数）：1
宗門御無二付病人帳控　山口組山家村（庄屋三右衛門）
3．宗門御門入用割
　数量（件数）：1
元文2年3月29日 積長美・1冊 5061
覚（宗門入用等請取）藤兵衛内市右衛門（印）→山家庄屋彦左
　衛門殿
4．人別請払証文
　数量（件数）：4
辰4月8日 横切紙・1通 5058－89
村暇払請取手形之事（写、新六娘はつ、当村佐助に縁 文政9年3月8日 横切継紙・1通 4944－2
付に付）　三右衛門→上東山村御名主権三郎殿
村払手形憂事（写、善行寺留守居として治兵衛其町へ 文政12年2月 横切紙・1通 5281－62
罷り越すに付人別帳除）　五日町名主与左衛門印→小路町
御名主太助殿
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［書状］（御妹子小路町善行寺より暇、向後拙僧旦那に割 戌ノ2月18日 横折紙・1通 卿形の旨）天童中町善行寺臨康（花押）→山家村山口三右衛門
様
覚（村払1通受取、佐兵衛娘ゑん縁付に付）山口村名主 巳正月29日 横切紙・1通 5312
甚兵衛（印）→山家村御名主三右衛門殿
5．五人組
数量（件数）　0
6．切支丹類族
数量（件数）：33
　山家村古切支丹藤次郎の三族調に関する諸書類。
　藤次郎の子孫の者は山家村のほか、山形城下町にも住んでいたので、名主山口三右衛門は類族居住
地の町村役人に問い合わせ、調書を作成して役所に提出した。
［書状］（切支丹類族証文帳の件）名主山口三右衛門（印）→ 亥4月12日 横切継紙・1通 5893－9
山形北新町検断長崎与惣右衛門様（印）、同岡田吉左衛門様
（印）、言下本町検断五十嵐善次郎様（印）、同長岡伝十郎様
口上（古切支丹皇族藤次郎暮方お尋に付／類族届書の 亥9月13日 横切継紙・1通 5893－2
写／他）御料山家村名主山口三右衛門（印）→山形北新町検
断長崎与惣右衛門（印）様（他1名）、同下条町検断五十嵐善次郎
様（印）（他1名）
［書状］（藤次郎臨めこ女子はつ名替の義に付）田上与次 12月17日 横切紙・1通 5057－2
右衛門■■（花押）→庄屋彦左衛門殿
［書状］（山形居住の類喜吉兵衛に伜出生に付帳面書載 正月25日 横切継紙・1通 5057－3
の件）　田上与次右衛門→山家村庄屋彦左衛門殿
［書状］（類族下書帳へ其村居住類族存命死失を書入、 12月22日 横切継紙・1通 5057－4
差出すよう）　田上与次右衛門→山家村庄屋彦左衛門殿
覚（類族預証文村役人役替り・印判替りに付届）　山家 丑2月 横切紙・1通 5057－5
村庄屋三右衛門
（御支配青野村住居の類族御預帳面村役人名替り等覚） 横切継紙・1通 5057－6
裏は、三右衛門より左五兵衛宛山形へ通行証書。
［書状］（東根村古切支丹藤次郎類族の監督に付）→四 横切継紙・1通 5057－7
日町、小橋町、北新町、北出町
［書状］（其町血族権太郎画きち此度類族離れ、公儀帳 巳2月23日 横切継紙・1通 5057－8
面御除御免の旨役所より申付に付）三右衛門→金子新
助様、堀江喜平次様
覚（古切支丹四馬曾孫の女に出生子男子ならば断り申 巳2月 横切紙・1通 5057－9
出るべき旨）
覚（両検断御用に付御状請取）北肴町役人（印）→山家村庄 巳2月29日 横切継紙・1通 5057－10
屋山口三右衛門様
［書状］（東根古切支丹類族にて其町に御預りの次郎助 5月26日 横切継紙・1通 5057－11
病死に付）山家村組頭甚右衛門→山形北新町検断長崎与惣
右衛門様、同佐々木教春様
［書状］（めこ病死に付引取の件）田上与次右衛門（花押）→ 3月20日 横切継紙・1通 5057－12
庄屋彦左衛門殿
［達］（21人に付、新嫁・出生・病死・欠落・引越等の 酉3月 横切紙・1通 5057－13
際は知らせるよう）
［書状］（門門の書付、明日差上げる旨）藤兵衛→山家村 11月2日 横切紙・1通 5057－14
彦左衛門殿
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［書状］（切支丹藤次郎孫吉兵衛伜次郎助勝手不如意に 5月3日 横切紙・1通 5057－16
付山形町内へ奉公いたしたき旨に付承知）田上与次
右衛門（花押）→山家村庄屋彦左衛門殿　別紙1通あり。
［書状］（類族吉兵衛伜山形町内へ奉公いたしたき七山 5月4日 横切継紙・1通 5057－17
手次第たる旨）田上与次右衛門→山家村庄屋彦左衛門殿
［書状］（山形北肴一類族鰯網に付罷り出るよう）田上 12月29日 横切紙・1通 5057－18
与二右衛門（花押）→彦左衛門殿
覚（古切支丹類族存命の者名・年等書付指出すよう、 正月25日 横切継紙・1通 5057一肇9
また他所住居の類族に関する申付の旨、川上角兵衛
より仰付に付）伊藤儀左衛門→三右衛門殿
［書状］（古切支丹藤次郎類比山形小橋町居住はつと申 12月4日　’ 横切継紙・1通 5057－20
女、下総守様兄弟御名と差合に付なつと名替の件）
田上与次右衛門（花押）→山家村庄屋彦左衛門殿
覚（控、東根古切支丹藤次郎孫めこ養娘はる病死の旨 享保5年12月20日 横切紙・1通 5057－22
披露）山口空山家村庄屋三右衛門→（東根役所）
［書状］（控、二村にて御預りの東根古切支丹藤次郎孫 （享保5）子12月20日横切紙・1通 5057－23
めこ習弊はる病死の旨披露の件）山家村庄屋山口三右
衛門→青野村庄屋高橋清三郎様
［書状］（山形北新町権太郎伜三之助座頭仲真へ入二度 卯5月2日 横切継紙・1通 5057－25
願町明に付）　渡辺七ケ衛門→山家村組頭勘三郎殿
［書状］（山形北新町類族吉之助法躰願の件）山家村名主 （子）正月29日 横切継紙・1通 5836
山口三右衛門→漆山御用達矢萩清助様、同那須伝右衛門様
覚（其御蚕後家くめ立ちの縁付払手形請取）土生た村名 卯2月20日 横切紙・1通 4717
主利左衛門（印）→山家村立名主三右衛門殿
覚（山家村人別の内参（土）真宗利助請取）天童一日町名 卯12月16日 横切紙・1通 4722
主権四郎（印）→山家村御名主三右衛門殿
口上（藤次郎ひ孫の妻まん病死に付披露）堀江喜平次、 辰6月12日 横折紙・1通 4929
金子新助→御名失念三右衛門様
［書状］（案文、古切支丹藤次郎州権太郎娘きち類別を 巳4月14日 横切継紙・1通 4623
離れ男子出生の改に付）　山家村庄屋三右衛門→山形北新
町庄屋金子新助様、武田助作様
［書状］（彦右衛門跡役として三右衛門勤役太儀の旨／ 戌3月9日 横切継紙・1通 5844
当直出生・死失を知らせる旨）北新町検断鹿野作左衛
門、北魚町検断武田助作、横ヵ町検断伊片庄左衛門、小橋町検
断佐々木忠兵衛→山家村庄屋山口三右衛門様
［書状］（当町預りの古切支丹藤次郎孫宗佐女房めこ病 2月朔日 横折紙・1通 4930
死に付）　山形四日町検断与兵衛（花押）→松平大和守様御領
山家村庄や彦左衛門様
［書状］（帳面差上）　四日町検断市郎兵衛（花押）→山 2月23日 横折紙・1通 5589
家村御庄屋彦左衛門様
［書状］（類族権太郎娘きち御免の件）金子新助、武田助 2月27日 横折紙・1通 6029
作→三右衛門様
［書状］（古切支丹由緒書の件） 9月13日 横切紙・1通 5894－20
7．戸籍
1，調書
数量（件数）：5
　近代の戸数・人数取調書、入送籍書留帳など。
（山元村送籍・入籍等御心書類綴、鈴木宥常送籍上申
書等）　（里正　山口格之助）→（第一大品＋四二区区務所御
（明治10年8月） 綴・1綴 4631
一81一
5．戸口／7．戸籍ハ調書
中）青罫紙。
死亡無之御届書（拙寺檀家明治13年中死亡人なし）　東明治14年1月 竪紙・1通 4586
村山郡山元村三拾四番地如法堂住職　長岡宥賢→山形県令三嶋
通庸殿　青罫紙。
（犯罪者原籍へ身元照会状、山元村斎藤喜三郎）谷地 明治14年5月18日 竪祇・1通 4573
警察署（印）→（山形県羽前国東村山郡山本村）戸長中　「山形県」
名入黒罫紙。
［はがき］（山口林兵衛次男山口弥則義身元に付）　日本 （明治15年）12月2日はがき・1通 5292
橋区蠣殻町三丁め九番地宮崎華（印）→山形県羽前国東村山郡山
本村戸長役場中
（山家村戸籍関係諸書付）青罫紙使用。 （明治16年） 竪紙・一括（6枚） 5481
2願・届書
数量（件数）　7
願書（戸籍編製の際「厳海」としたが、実名栄伝と御直 明治9年2月17日 竪半・」冊 4609
し下されたく）（第三大山小一区山元村三拾八番地本寿院
父栄歓亡）願人氏家堅甲（印）、伍長氏家栄孝（印）→山形県参事
薄井龍之殿　「山形県管内」名入青罫紙。
死亡御届書（檀家の内明治11年死亡の者御届書綴、山 明治12年1月23日 綴・1綴 4634
二村如法堂・福性福分）　（長岡宥賢、桜井宥善）→東村山
郡御役所御中　「山形県管内」名深青罫紙。桜井は如法堂住職。
死亡無之御届書（檀家の内明治13年死亡の制御届書） 明治14年1月 竪紙・1通 4635
東村山郡山二村三拾五番地福性院住職桜井宥善→山形県令三嶋
通庸殿　青罫紙。
寄留除籍（山元村山口留吉長女トミ、娼妓営業のため 明治16年9月23日 竪紙・1通 4601
最上郡古口町村へ寄留のところ、実家へ引取に付）
　　最上郡古口町村戸長役場（印）→東村山郡山元村戸長役場御
@中
i北村山郡東根村天野善四郎長女イシ、山元村山口甚 （明治）16年10月16日竪紙・1通 4602－1
四郎後妻に送籍の件照会状）北村山郡東根村戸長役場
（印）→東村山郡山本村（ママ）戸長役場御中　青罫紙。
（東根村天野善四郎長女イシ送籍受籍証郵便にて送付 明治16年10月19日竪紙・1通 4602－2
の旨返答書控）　東村山郡山元村役場（印）→北村山郡東根村
戸長役場御中　青罫紙。
寄留届（山元村氏家栄伝記へ北村山郡川原子村矢萩藤 明治17年1月11日 竪紙・1通 4604
吉寄留に付）北村山郡川原子村戸長伊藤惣五郎（印）→東村
山郡山元村戸長役場御中　青罫紙。
8．奉公人
数量（件数）　3
　奉公人関係文書ならびに、馬数帳。
覚（卯年立上層金請取）与兵衛1印）、（天童五藤）→山家長三 元禄10年極月28日 横切紙・1通 5058－50
郎殿
覚（当暮長三郎身うりに付）与兵衛（印）（天童五藤） 卯ノ極月24日 横切紙・1通 5058－51
（山家村惣助女房とめ身代金の内1両消しの旨）原町兵 卯12月22日 横切紙・1通 4720
蔵→惣助殿
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6．訴訟ノ1．（山家村若松地所出入一件）
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
6．訴訟
　1．（山家村若松地所出入一件）
　数■（件数）：1
　　文政期、若松寺ならびに若松寺門前百姓と山家村百姓との間の出入。裁判のため、山口三右衛門は
　出府しており、24．書状にその間の関連書状がある。
極密事（若松山漆野一件若松一統惣寄合の件／同一件
　内済、了謡曲／他）
3月18日 横切継紙・1通 4755－5
2．（最寄替一件）
数量（件数）：2
　文政期以降、山家村が幕領から藩領へ私領渡されるという風聞が何度か立った。そのたびに嘆願運
動を行い、結果として、幕末まで幕領村として残ることになった。
①文政10年の一件
　織田氏が藩庁を高畠から天童へ移すための普請を開始したころ、高畠の六ヵ村を上知して、替地と噛
して天童周辺の五ヵ村（久野本村・山家村・山口村・原町村・矢野目村）が織田氏領になるとの風説
が立った。五ヵ村は久野本村名主兵右衛門を出府させて、代官平岡彦兵衛へ嘆願を行った。
②天保～嘉永期の一件。
　山形藩は、天保11年に起こった三方領知替事件に関連して引き渡した領知の代地として、天保13年
に山形城下周辺に2万石の領知を与えられることになった。その2万石分は村山郡幕領から振り替えら
れることになった。最初、私領渡の対象となった村には山家村も含まれていた。山口三右衛門らは出
府して、代官大貫にたいし、山家村のほか、山口村・矢野目村・原町村を私領渡の対象からはずすよ
う出願を行った。内航が功を奏して、私領渡対象の村は、代官添田一郎次支配の柴橋陣屋附幕領の6力
村に変更となった。
　なお、この私領渡一件については青木美智男氏の研究がある（「天保十三年村山郡門門における『私
領渡し』反対運動」　『地方史研究』125、1973年）。
　また、嘉永元年にも山家村が天童旧領に支配替になるとの風聞が立った。この時は、代官石井勝之
進へ嘆願を行っている。
（五ヶ村一件に付江戸歎願中日記）
（江戸歎願中日記、最寄替に関する歎願）嘉永期。
申8月9日～10月27日
10月28日～酉正月4日
横長半・1冊
横長半・1冊
5631
5633
3．（山口村山論一件）
数量（件数）：3
　弘化3年、山口村上組の百姓が代官石井勝之進へ駕籠訴を行った。願書の内容は、山口村上組の屋
敷裏の原野狐原を開墾することを許可して欲しい、というものだった。
　草原は山口村の御林山野で、山口村三組織入会地であるが、実質上上組の者が占有的に利用してい
るところなので、上組に開墾を許可して欲しい、と願い出たのである。それに対し、中下組名主の伊
藤義左衛門は反対の願書を提出した。願書では、狐原山は中高だけの進退場であるから、上組による
開墾は認められない、また、山口村三組の入会が認められているのは三山と奥山だけで、他は三組に
組分けされており、各組の進退場は定められているとも主張した。こうして山口村では狐原開墾の権
利をめぐって、上組と中下組の間で相争うようになったのである。
　上組名主の阿部吉郎兵衛と山家村名主山口三右衛門は兄弟の間柄であったので、三右衛門は吉郎兵
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6．訴訟／3．（山ロ村山論一件）
衛の上組に助力し、中下組名主の伊藤義左衛門と敵対するような空気に至った。村山郡での和談・内
済では、東根陣屋附郡中の惣代名主や最寄惣代らが扱人となって事態の平静化を試みたが、ともに三
右衛門とも義左衛門とも親しく、郡中の有力者を巻き込んだ争論であるがために内済はいっこうに成
功せず、嘉永3年には、江戸評定所への提訴が決定された。
　評定所での審理は嘉永4年から開始され、国元扱人をはさんだ示談がたびたび命じられたが、不行
届きがちであった。ようやく嘉永7年に示談が成立。結局、一部の入会山のほかは上中下三組の進退
場の組分けを確認して落着した。弘化3年以来、9年間にわたった訴訟事件はようやく終わったので
ある。
　この山口村山颪一件に関する文書は、この6－3．の項のほか、24．書状の項目に配列されている。
差上申御請書之事（山口村一件示談のため出府猶予願 寅閏7月15日 横切紙・1通 5359－2
の件）山口村組頭従助、長百姓久三郎→戸田嘉十郎様御役
所
乍恐以書付奉申上候（山口村一件、三右衛門病気に付 子8月15日 竪紙・1通 4620
出府猶予につき弁之助帰国御届）　山家村名主見習弁之
助、差添人組頭三四郎→東根御役所
乍恐以書付御届奉申上白（山口村一件三右衛門出府取 丑7月5日 竪継紙・1通 5354
扱中、病気につき帰国療養中の旨）山家村名主見習弁
之助（印）、組頭三四郎（印）→東根御役所　朱筆訂正あり。
4．（関山新道開馨一件）
数量（件数）：11
　明治9年、山形県令となった三島通庸は就任当初から道路修繕開竪の土木事業を強行した。そのよう
ななか、関山新道建設経費の負担に反対する動きが村山郡のなかに起こった。
　関山街道は村山強盛根村あたりから東に入り、関山峠を越え、宮城県作並等を抜けて仙台へ至る幹
線道路である。工事費のうち燧道建設費用には国庫金が宛てられたが、関山以西の新道開発は地元に
よる経費負担とされたので、経費の割り当てをめぐって反対運動が起こった。天童町の佐藤伊之吉は、
村山幽幽町村連合会による経費賦課徴収決定の無効を東村山郡長に訴え、宮城上等裁判所に提訴した。
しかし、県・郡・警察署による弾圧が行われ、佐藤伊之吉を支援した戸長らは始末書を提出させられ
た。このような弾圧に遭って幽々は伊之吉への委任を取り消し、宮城上等裁判所への提訴をも取り下
げることとなり、一件は壊滅に終わった。
佐藤伊之吉へ委任状相論候手続御尋二付左二上申仕候 明治14年1月12日 竪紙・1通 4671－2
東村山郡山元村戸長山口格之助→東村山郡長中山高明殿
青罫紙。
始末書（関山新道開竪費賦課徴収に関し、宮城上等裁 明治14年1月18日 丁半・1冊 4580
判所へ天童村人民が出訴の委任状を渡した始末）東　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青村山二大森村戸長高橋玄庵（他戸長11名）→山形警察署御中
罫紙。
始末書（関山新道画一費賦課徴収に付居村人民が宮城 明治14年1月18日 竪半・1冊 4669
上等裁判所へ出訴の委任状を渡した始末申上）東村
R郡大森村戸長高橋玄庵、同郡上東山村戸長石山善蔵、同郡切
畑山戸長鑓水千代松、同郡中里村戸長石山仲四郎、同心十文字
村戸長中村岩太郎、二三山元村戸長山口格之助（他戸長6名）
青罫紙。
委任状（控、関山新道開竪費一件、天童村佐藤伊之吉 明治14年1月 此期・1冊 4668
委任状取戻の儀に付山形香澄町鈴木常太郎ら部理代
人として談判委任）東村山郡山元村山口三右衛門（印）（他
P73名連印）→山形香澄町、漆山村矢萩良助殿、上東山村石山仲
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6．訴訟ノ4．（関山新道開盤一書）
蔵回、陣場村田中伝四郎殿　青罫紙。
始末書（関山新道開竪費賦課徴収に付居村人民が宮城 明治14年 竪半・1冊 4667
上等裁判所へ出訴の委任状を渡した始末申上）　（長
岡村外十七ヶ村）　青罫紙。
広告（関山新道開竪費一件、宮城上等裁判所へ佐藤伊 明治14年 竪半・1冊 4670
之吉出訴の委任状を渡した幽趣委任を受けるに野面
計量書上、他関係書類写）山形県羽前国南山郡（ママ）山
形香澄町五百八番地士族人民惣代理代人鈴木常太郎（他4名）→
漆山村、千手壮瞥、七浦村、長町村（他12ヶ村）右華々戸長用掛
人民野司御中　青罫紙。
新道開切書類（袋）　今野門治郎、滝口昌＋郎、小野山治郎、 明治 袋・1袋 4899
黒田晩稲、森谷銀治郎、松浦与七　．
委任状写シ（新道開竪道路修繕費賦課徴収の件告訴で 竪紙・1通 4582－1
天童村佐藤伊之吉を部理代人とする旨）　山形県羽前
国東村山郡同村何番地平民業之誰　青罫紙。
［書状］（開竪費の儀に付別紙の通委任状差出の件）山 10月26日 横切紙・1通 4582－2
元生戸長山口格之助（印）→貫津村、奈良沢村、原町村、下荻戸
村、上荻戸村、山寺村、荒谷村、右村々戸長御中　4582－1に貼
り付けてある文書。
山形県東村山郡天童村平民佐藤伊之吉村山下郡便道警 丁半・1冊（未編綴） 4671－1
議費云々不服二黒宮城上等裁判所へ出訴之件委任セ
シ手続御尋二軸上申　青罫紙。
忌引以書付奉願上候（観音寺村より宮城県下吉岡駅ま 竪半・1冊 4915
で新道開竪入費拝借願）　「山形県管内」名入青罫紙。
5．（その他）
数量（件数）　13
指上申一札之事（貸金滞一件内済）中山口村名主取扱人新 （延享元）子6月13日 横折紙・1通 5624
蔵印、御用達取扱人庄次郎印（他1名）、金子証文請人原町村兵
蔵印、（他3人）、田麦野村名主金元文左衛門印→漆山御役所
覚（宿代金受取）上総屋内栄助（印）（本銀町四丁目百姓宿上総 7月9日 横切継紙・1通 4777－24
屋権兵衛）→出羽三右衛門様
［書状］（惣代御奉行所へ駕籠訴の件／他）山本屋茂八→ 10月19日 横切継紙・1通 5893－23
小松利左衛門様、同利蔵様
（某村村方騒動訴訟方・相手方名前書上、与頭定右衛 横切継紙・1通 5317
門を相手とする一件）
（権平殿方差引覚・江戸登り両人差引勘定、他） 横長美・1冊 5540
帰国外縁二付御届（写、滅租願として上京中のとこ 明治11年6月18日 竪半・1冊 4581
ろ、帰国、他委任状等写）山形県第一大区願惣代人高
木村後藤新右衛門→地租改正事務局総裁　大隈重信殿　青罫
紙。
裁判申渡書（岩代国渡辺治助へ差出金のうち費用に係 明治12年5月31日 竪紙・1通 4588－5
る金下遣）　（印）（福島裁判所酒田支庁）→山形県羽前国村山
郡山元村平民　山口格之助　朱罫紙。
御呼出二付出頭御届（控）東村山郡山元村山口格之助（印） 明治12年6月24日 竪切紙・1通 4588－1
→福島裁判所山形支庁判事課御中　4588・1～5は綴。
御請書（酒田支庁より回送書類受取）山形県東村山郡山 明治12年6月24日 竪紙・1通 4588－2
元三平民農　山口格之助→福島裁判所長代理　山形支庁詰　判
　事補中山克忠殿
苣ｿ書（渡辺治助へ差出金のうち費用現在金受取）山
　　　　　　　　、@　 　　 　 ）明治12年6月24日
竪紙・1通 4588－3
形県東村山郡山元村山民主　山口格之助→福島裁判所長代理
一85一
●
a訴訟／5．（その他）
山形支庁詰・判事補中山克忠殿
始末書（渡辺信治に野州都賀郡金剛山配札寄付金とし 明治12年12月27日竪紙・1通 4588－4
て金を渡した旨）　山形県村山郡山元村壱番地農　山口格
之助→山形県令三嶋通庸殿　青罫紙。
委任状（東村山郡を廃し、西南北村山郡に分管の件県 明治13年11月1日 竪美・1冊 4614
会議長建議の件に付、天童村佐藤直正を建願部理代
人とする旨）　山形県羽前国東村山郡山元村人民惣代高橋勘
三郎（印）、全山口庄兵衛（印）赤罫紙。
委任状（控、県会議長建議により東村山郡を廃し西南 竪半・1冊 4673
北村山郡に分管するとの決議に対し、部理代理人を
置き建願）　山元村人民惣代高橋勘三郎、全山口庄兵衛青
罫紙。
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●
7．治安ハ．一揆
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
7治安
1．一揆
　数量（件数）　0
2博突
数量（件数）　0
3．喧嘩
数量（件数）　0
4．盗人
数量（件数）　0
5．変死
数量（件数）　2
変死御届（山元村石工高橋善八転落死亡事件書類綴）　1（明治13年9月19日）
　（山形県東村山郡山十村四十番地雇人氏家栄伝、戸長一）→（天
　童分署御中）　青罫紙使用。
水死御届（山元村武田ヤス、武田フチ溺死事件書類綴）1（明治15年9月7日）
　　（東村山郡山元村届人武田作十郎、衛生委員山口良安、戸長1
　山口格之助）→（天童分署御中）青罫紙使用。　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
6．（その他）
　数量（件数）：8
綴・1冊　　　　　．4771
I
I綴・1冊 4770
（山家村番屋聖火盗見廻り組分覚）　山家村役元
「夜番壱番次番　大普請」
（金高差引覚、「廿五両永拾壱文壱分…」）
村方6之下書写し（村方揚番代米勘定差引の件）
文政九年戌八月九日番代米差引写し
東村山郡山野村消防組人名御届（ろ組各掛別）
　「消防正副辞職届書」が綴ってあり。
東村山郡山元村消防組人名御届（イ組各掛別）
（山元村山口忠介呼出達）
　　　文政8年5月　　旨
　　…
　　｛
　　l
　　I（戌）
青罫紙。
　　　　　　　　青罫紙。
天童分署（印）→山元村戸長中
1（明治14年頃）
I
l明治15年3月19日
1明治16年1月24日
横切継紙1通
1小切紙・1通
横切紙・ユ通
I
I横切紙・1通
1横切継紙・1通
l
i竪半・1冊
竪半・1冊
横切紙・1通
14944－3
14944－4
i505σ11
旨5050－10
1
5050－12
旨4791
1
．4792
14735－12
1
一87一
一88一
＆救仙ノ1．貧民書上
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
8．救仙
1．貧民書上
　数量（件数）　4
二人書上二二　本控山家村5682－1に挟み込み。 享保15年 横長美・1冊 5682－2
（未緬綴）
窮民救助人名調（津山村大字貫津、大字山元）「山形県 明治23年7月31日 竪半・1冊（未編綴） 4559
東村山郡津山村役場」名入青罫紙使用。
（米借受できず露命続き難く、罷り出た者17人の名前 （丑7月8日） 横切継紙・1通 4811－12
書）
（夫食拝借願人数取調書）　久野本村名主豊治、矢野目村名 丑7月 竪半・1冊 4636
主見習晋三郎、山家村名主見習弁之助、山口村年寄六十郎、名
主見習数三郎、東根村名主郁太郎、同正作、同与惣右衛門、同
静内→東根御役所
2．救済歎願
数量（件数）　1
　（その1）には、天明の飢謹時の救済嘆願書が2点ある。ほかには、嘉永6年の大旱損救済嘆願書等
がある。
覚（夫食米拝借・延米願書）　山家村庄屋三右衛門 戌正月 横折紙・1通 5343
3．夫食
数量（件数）　4
　宝永期～元文期の夫食拝借関係史料が豊富に残っており〈（その1）〉、特徴的である。
請取申米之事（当村夫食米請取）大庄屋藤兵衛（印）→山家 子ノ5月4日 横切紙・1通 5058－47
村彦左衛門殿
丑ノ夫喰代（37俵借り直段百姓割合） 丑 横長美・1冊 5821
（まし分・切分米量目と名前の書上） 近世 横切紙・1通 5351－7
記（山形県庁よりの第11区颯々へ救助米渡すべき仰せ 明治5年3月26日 竪紙・1通 4622
に付米引渡）　第＋六区山家村名主山口三右衛門（印）→元九 1
羽州十一区妙見寺村名主鈴木六郎殿
4．拝借米金
数量（件数）　3
年目米金（夫食・種籾代等国儀勘定） （天保頃） 横切継紙・1通 4968
（夫食拝借米割合） 酉6月22日 横長半・1冊 4749－6
（五ヶ年賦下米割） 横切継紙・1通 5215
5．施米麦
数量（件数）　2
御手当芋請書（再建の時節、当田方百姓一同米頂戴に 安政6年10月 横切継紙・1通 4716
付） 山家村世話人三右衛門印→山形御役場
覚（当所出立の節貧民共へ投米差出分代金預り） 寒河 寅4月12日 横切紙・1通 4748－19
江二代善兵衛（印）（寒河会所）→山家村御名主弁之助殿
一89一
＆救憧ノ6．種籾
6種籾
数量（件数）：4
（種籾拝借に付請書下書） 嘉永7年3月14日 竪紙・1通 4886
（山家村種籾代拝借願高書上） 寅3月14日 竪紙・1通 4570
（山家村種籾代官拝借金額書上、名主三右衛門・名主 竪紙・1通 4884
見習弁之助）
（山家村御種貸返済俵数書上） 横長美・1冊 5579
一90一
9．貯毅ハ．御●籾
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
9．貯穀
1．御影籾
　数量（件数）　3
口上（蔵元ぺ御囲米籾渡しに付）山家村蔵元6→佐五兵衛 12月13日 横切継紙・1通 5242
殿　裏には、文化5年の借用金「覚」が写してある。
差上申御受書二二（村山一幕領二二籾） 横切紙・1通 5233
巳年御通写シ（御囲籾代納入門、鈴木様・川崎様） 横切継紙・1通 5351－3
2．非常三囲籾
数量（件数）：0
3．百姓貯穀
数量（件数）：2
卯大豆売直段割（他、夫食大豆山家村百姓割合） 享保20年11月27日横長美・1冊 4992
乍二二書付御猶予奉願上候（粟稗の類荒地その他へ蒔 辰3月16日 竪紙・1通 4897
付方見定猶予願）　山口村中下両組年寄庄吉、同村上組組
頭惣八
4．郡中備金
数量（件数）：2
差上申一札之事（柴橋御陣屋附郡中備金の儀に付）郡 文政2年4月 横切紙・1通． 505，．3
中村々連印
差上申一札血忌（元東根御陣屋附郡中備金、幕領・松 ＜安政3＞辰3月12日竪紙・1綴（2枚が張4900
下戸領分引分に付）元東根附郡中村々惣代山口村年寄儀 ■ 合わされている）
十郎、矢野目村名主仁右衛門、後沢村名主幾右衛門他3名→羽
田十左衛門様東根御役所
5．早耳
数■（件数）：3
権太郎分勘定（郷蔵より貸米銭）　（山家三右衛門）→（権 元治元年～明治 横長美・1冊 晒太郎町）
記（郷蔵籾代金請取）　山元村二等副戸長山口甚吉（印）、三等 明治7年3月8日 竪紙・1通 4563－1
戸長山口三右衛門（印）→同村山口庄兵衛殿　「山形県管内」名入
青罫紙。
（下米丁丁割合覚、山家村内百姓高割） 午 横長美・1冊 5510
6．郷蔵
　山家村の郷蔵は①非常貯穀を収納しておくための郷蔵、②廻米河岸出しまで年貢納入米を保管して
おくための郷蔵、と機能が2種に分かれているにもかかわらず、（その1）では両者が混交して配列
されており、注意を要する。
　①の機能については、9．貯穀／1御囲籾～9．貯穀／5．置米を参照されたい。
　②の機能については、3．租税／11．年貢納入の関係史料を参照のこと。
1．蔵米
数量（件数）：3
一91一
9．貯毅／6螂蔵ノ1蔵米
覚（山家村伝兵衛分為替蔵米受取）佐藤宗＋郎（印）（天童　寛政4年12月15日　　横切紙・1通　　　499哺
　佐藤）→金十郎殿
覚（山家村伝兵衛為替蔵米受取）佐藤宗＋郎（印）（天童佐　寛政4年12月18日　　横切紙・1通　　4994’5
　藤）→矢ノ目金十郎殿
覚（山家村為替蔵米受取）佐藤宗＋郎（印）（天童佐藤）→矢　寛政4年12月27日　　横切紙’1通　　4994－4
　野目金十郎殿
　2．蔵米手形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　数量（件数）：0
　3．蔵方入用
　数量（件数）：1
　　　（その1）では、山家村の郷蔵に関する文書と、江戸・大坂の幕府御蔵に関する文書とが誤って混
　合して配列されているので、注意を要する。
門前蔵入用（入用銭割合）
7．払米
　数量（件数）：2
近世 横折紙・1通 5477
請取申御払米之事（蔵米残米御払米請取）　山口藤兵衛 子ノ5月12日 横切紙・1通 5058－48
（印）→峰村彦左衛門殿
請取申金銭之事（払米代金）山口藤兵衛（印）→山家庄屋彦 子5月20日 横切継紙・1通 5058．69
左衛門殿
一92一
10．土木／1．御普鯖
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
10．土木
1．御普請
数量（件数）：0
　　（その1）では、①国役普請の国役金割合関係（→国役）、②村山郡幕領陣屋普請入用関係（→郡
中入用）③郷蔵普請入用関係（→村入用）、④明治期の公共道川工事、⑤村山郡・山家村近隣におけ
　る河川等の御普請関係の文書の五種がまじって配列されているので、注意を要する。
2．自普請
数量（件数）：6
　（その1）では、山家村の道橋川自普請に関する文書のほか、まったく性格の異なる山口家の屋敷
普請関係文書も混じっているので、注意を要する。
覚（大町村川除御普請入用受取）大町村庄屋七兵衛（印）→ （元禄11）寅ノ8月晦日横切紙・1通 5058－63
山家村彦左衛門殿
覚（大町村川除普請入用受取）七兵衛（印）→山家村 元禄11年寅9月1日 横切紙・1通 5058－62
田呑沼普請日用覚（人足出日数） 辰 横長美・1冊 5518
前たの田普請諸控（人足出日数） 申年（3月～4月） 横長半・1冊 5681
（山家村百姓普請場割当書上ヵ）「初杭」。 横半半・1冊 5711
（人数覚）　普請人足の出日数力。 横長美・1冊 5735
一93一
一94
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
11．用水
数量（件数）：3
　　山家村は、鵜沢山の西斜面、若松山から西流する古瀬川の渓谷に沿う山麓の村だが、古瀬川の水量
は少なく、川原子村から山口村を経て西流する松渡戸堰と、貫津村から流れ来る倉津川堰から用水を
取水している。
［書状］（用水通水につき）川原子村両名主惣七、祐七→山 5月17日 横折紙1通 5759
家村御与頭三右衛門様
（百姓割合俵数書上） 横切紙・1通 4778・34
（午年地回別俵数） 横切紙・1通 4778－35
一95一
96
12．災害
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
12．災害
数量（件数）　4
（古瀬川大洪水にて石川原・砂押となる田地注進） 安永8年亥2月 横折紙・1通 5762
［］組頭　与左衛門、同作兵衛、百姓代与市→野田弥市右衛門
様御役所一部欠損。
（宮崎出火類焼人名前書上） 文化6年3月29日 横切継紙・1通 5246
水害御届（字古瀬川・隅田川・倉津川）東村山郡山元村 明治12年7月11日 竪紙・1通 4891－1
戸長山口格之助→東村山郡長筒井明俊殿　青罫紙。
大雨景況御届（洪水耕地損害）東村山郡山元村戸長山口格 明治12年9月17日 竪紙・2通（同文） 4889
之助→東村山郡長筒井明俊殿　青罫紙。
一97一
一98一
13．交通ノ1道中先触
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
13．交通
L道中先触
数量（件数）　1
御先触写し（幕府役人御用通行に関する人馬触3通）　　（文化5年正月、他）　横切継紙・1通　　5202
2伝馬
数量（件数）：5
　山家村は天童宿の助郷村に指定され、人馬を差し出している。
（佐竹播磨守山形より楯岡へ通行に付人馬賃銭・昼飯 慶応4年4月 横長半・1冊 4993
賄入用書上、山家村分）
（馬差出割合）　山家村名主五右衛門印→天童三日町平兵衛殿 午12月 横折紙・1通 5811
［書状］（六郷伊賀守様楯岡御泊に付天童藩役人中より 未9月23日 折紙・1通 4600
人馬差出命令に付）山口村名主儀左衛門印→右翌々御名
主、組頭中
（中町・馬形村役人・馬持名前書付） 横切継紙・1通 5281－70
（馬・人足役札貼合せ一括、増蔵他） 小切紙・一括（10椥 6033
3．通行
1．（御通行・御巡幸）
数量（件数）：1
（御通輩に付沿道奉迎送の心得達）　「東村山郡役所」名入青
　罫紙。
（明治前期） 竪半・1通 4779
2．往来手形
数量（件数）：0
3．旅行　　　　　●
数量（件数）：7
一札留事（天童三日町回兵衛、奥州古川へ商へ罷り越 文政12年12月25日横切紙・1通 5281－13
すに付、病死の際の作法）羽州最上天童小路町西善行寺
印→奥州宿々御検断衆中
（道中買物代金等覚）　病欠。 （近世） 横折紙・1通 5517
（江戸千住より山家村までの道程覚） 子9月6日出発 横折紙・1通 5618
道中小遣覚（村山郡より江戸まで） （巳2月20日） 横折紙・1通 5047．1
登り入用其外庄助書出し覚（江戸まで道中諸掛）庄助 （申）9月16日 横長半・1冊 4750－7
→三右衛門様
江戸6下り入用附覚（教定様分江戸より山家村までの旅 酉2月1日 横長半・1冊 5632
中入用書上、他）　庄助→御惣代山口三右衛門様
覚（旅中買物代金書上） 横切継紙・1通 4735－26
4．駄賃
数量（件数）：0
一99一
13交通／5飛脚
5．飛脚
数量（件数）　2
覚（東根会所へ書物を届ける旨）池田屋止宿門蔵（印）→江 巳10月18日 横切紙・1通 4748－29
戸納御出役御惣代三右衛門殿　未編綴。
（越中富山城下附近中嶋村勝善寺寮内に居る僧侶への 横切継紙・1通 5281－28
書状の件に付覚）
一1∞一
14産業／1産物
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
14産業
1産物
数量（件数）：15
　　近世の山家村の産物には、水漆・紅花・麦・大豆・小豆・荏等がある（慶応4年「明細帳」など）。
　　「問屋場口銭一件」　（5281・6025など）は、山家村の産物荷物を百姓が直売するために街道を送る
際、天童の問屋場で口銭の支払いを求められたことを発端とする争論の一連史料。
　　近代（明治5年）の産物取調書によると、産物として米・大麦・小麦・大豆・小豆・紅花・楮・桑・
藍・漆実・葉煙草等が挙げられている。
請取渋之事（4升4合8勺）川崎半ヵ助（印）→山家庄屋彦左衛8月22日 横切紙・1通 5280－12．4
門殿
（撃手合意の写、一漆黒井百姓直売持出荷物附通しの件） 文政8年正月2日 横切継紙・1通 5281－51
［書状］（指押荷物の件に付取扱人此方へ参り、色々掛 正月晦日 横切継紙・1通 6025石
合の旨）本く寿院〉→佐五兵衛殿
［書状］（山家村より心乱井諸作物百姓持出直売荷物附 2月朔日 横切継紙・1通 5281－54
通しの件、東根表において双方早口証文取替の件／
趣意書写あり）
［書状］（一件内済取計の件（天童土性直売荷物附通しの 2月9日 横切継紙・1通 6075
件）／他）東根出張先三右衛門、甚右衛門→山家佐五兵衛
様
［書状］（山家一件天童方へ破談申入れに付く問屋場口 2月11日 横切継紙・1通 5281－60
銭一件〉）　東根出先6弥藤次→若松寺旦那様、式部卿様
（本数・代金書付） 2月15日 小切紙・1通 5281．45
［書状］（天童一件内済調の旨）三右衛門→本孝院様、佐五 2月16日 横切継紙・1通 6025－2
兵衛様
覚（きのこ1駄山形へ直売に附出しの処、天童町馬形衆 9月19日 横切紙・1通 5281－64
きのこ取押えの件）　山家方助→一・日町文五郎殿
［書状］（村方荷物腰送りの際、天童問屋場へ口銭差出 10月15日 横切継紙・1通 5281－68
に関する一件内済相談に付）右東根三右衛門→甚右衛
門殿、佐五兵衛殿
趣意書（下書、漆実井感作物百姓持出直売荷物附通し 横切継紙・1通 5281－53
差構なし）
［書状］（天童掛り合一件取扱の件、百性直売持出荷物 横切紙・1通 6025－3
め件）
（漆実学百姓持出し直売荷物融通しに付覚） 横切継紙・1通 6025－4
楮桑木二二　山家村百姓代山口庄兵衛、組頭山口甚吉、名主山 明治5年6月6日 横長半・1冊 4789
口三右衛門→山形県天童出張所
御尋二付乍恐以書付全島上候（紅花・煙草・荏胡麻・ 辰6月 横切継紙・1通 5197
漆等作付・売払の状況に付）勘三郎、甚右衛門、三右
衛門、久四郎、源十郎、忠右衛門→宮崎御役所
2．紅花
数量（件数）　9
覚（銭分・花代等差引）綿左→高本様 （文政10）亥8月5日 横切継紙・1通 5229
覚（品物売三代金勘定、紅花ヵ）綿左→高左御下 子6月 横切継紙・1通 5230
覚（紅花売払代金書上）綿左→高左御下 丑7月 横切継紙・1通 5251
一101
14産業／2．紅花
覚（紅花売払代金勘定）綿左→高左様 戌6月 横切継紙・1通 5228
（天保2年6月中紅花売払代金書上）別紙1通あり。 （天保2年6月） 横切継紙・1通 5199
為替印形之事（志戸田吉右衛門方へ渡す紅花代金40両 嘉永元年7月11日 竪切紙・1通 5972
について）落合村佐藤兵右衛門（印）（最上落合）→山家山
口晋重郎様　包紙入。
（忠治郎分・治郎分代金覚、紅花ヵ）4778－1～44まで綴。午10月13日 横切継紙・1通 4778－1
覚（10日から25日まで分量目書上）古山ヵ→高左殿分天保4年7月 横切継紙・1通 52∞
覚（品物売払代金勘定、紅花ヵ）左七→高左様 （文政13）とら6月 横切紙・1通 5231
3．養蚕
数量（件数）：5
　山家村で養蚕業が行われるのは明治になってからのようである。山形県で養蚕・製糸の奨励・指導
が積極的に行われるのも明治5年以降である。明治5年には山元村で5425．2貫の桑葉が生産されていた。
（蚕業作業日誌、桑目方控等書留）
桑葉目方控　横半半帳未編綴。
（桑葉目方控）横半半帳未編綴。
桑葉買請控（桑葉払控）　横半半帳未編綴。
（小桑売渡控）　横半半帳未編綴。
（明治36年）
（明治）39年5月17日
（明治後期）
（明治後期）
（明治後期）
竪紙・一括（15椥 5652
月17日 竪紙・一括（3椥 5653
竪紙・一括（3枚〉 5657
竪紙・一括（4椥 5658
竪紙・一括（15椥 5659
一102一
15商工業／1巌物
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
15商工業
L商業
数量（件数）：ら2
　　15－1商業の項目でまとまっているのは、根上久兵衛・植松との商取引関係史料である。根上につい
ては、24．書状／1．山口家宛書状／7．その他／1．酒田に関連書状がある。根上・植松とも酒田の商人であり、
最上川下し米荷物船の帰りの明き船にのせて酒田から諸国の物産を村山郡に送り、販売したものと思
われる。板屋・越後屋も同様に酒田商人であるとおもわれる。
覚（買物代金等勘定）根上久左衛門（印）→山口三右衛門殿 享保11年午9月2日 横長美・1冊 6004
同義同封。
請払目録（年賦返済米代金）根上久兵衛（印）（羽州酒田）→ 享保12年6月28日 横折紙・1通 5322
コ口三右衛門殿
買目録（荒井塩他諸品買物代金勘定）根上久兵衛（印）（羽 午8月30日 横折紙・1通 5348－2
州酒田）→山口三右衛門様
覚（御米札米俵代金残金引渡）根上久兵衛（印）（羽州酒田） 午8月晦日 横折紙・1通 5348－1
→山口三右衛門様
覚（唐さま代・与左衛門無尽金請取）根上久兵衛（印）→ 酉3月6日 横切継紙・1通 5059－6
山口教春老様
伊勢屋与次右衛門殿取次（元利金書上、米札書替）根 戌正月11日 横切継紙・1通 5059－4
上久兵衛→山口教春様、同三右衛門様
覚（戌ノ納米、本金・利足書上）久兵衛→三春様根上久 亥5月9日 横切継紙・1通 5059－19
兵衛ヵ。
叶や引負聞覚（人別引負金下野高、根上久兵衛等） 横切紙・1通 5059．7
［書状］（米売買の儀／松山米根上久兵衛より預かりの 2月4日 横切継紙・1通 5408
件／他）　植松国三郎→山口三右衛門様
［書状］（米相場よき節に買入仕りたき旨）植松伝兵衛 2月7日 横折紙・1通 5437
（印）→山口教春老様、三三右衛門様
［書状］（紅花・大豆買代金無心の件／他）植松伝兵衛→ 6月6日 横切継紙・1通 5845
山口三右衛門様　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
指引覚（塩買、くし貝・蜴等買物代金書上、返金勘定） 享保元年8月26日 横切継紙・1通 5059－24
板や徳右衛門（印）帰山ロ三右衛門殿
［書状］（金子100両受取／50両分塩買入の件／蔵米・塩6月28日 横切継紙・1通 5059－18
等相場、紅花切へりの件／他）板や徳右衛門（印）→山
ロ教春様、同三右衛門様
［書状］（金10両受取／返金の件）板や徳右衛門→山口教春7月4日 横切紙・1通 5059－23
様
覚（生掛代金引合）越後屋長次郎（印）尋阿部吉郎兵衛様 子8月10日 横切継紙・1通 4985
覚（品物代金残金勘定書）　越後屋長次郎→山口三右衛門様 子10月 横切紙・1通 5313
買目録（砂払他代金）越後屋長次郎（印）→佐藤仁右衛門殿 子12月 横折紙・1通 4986
覚（此度差登せ御引替金）越後屋長次郎（印）（庄内酒田）→ 丑閏正月 横切継紙・1通 4775－36
山口三右衛門殿
（御金箱・送掛り書上）越後屋長次郎（印）→金八様前欠， 丑3月8日 横切紙・1通 4775－26
覚（造塩（ヵ）引当金30両受取）越後屋長次郎代又吉（印）→ 酉4月7日 横切紙・1通 4719
山口三右衛門様
覚（酒代金勘定書）松山中山屋留治（印）→東根伊四郎様 子12月20B 横切継紙・1通 4775－3
覚（四型酒代金勘定書）　まつ山中山屋留治→東根伊四郎様 子12月20日 横切紙・1通　　　　　　　14775－4
一103一
15．商工業／1産物
覚（豆代、柴代等貸し分代金）5139－1～40までこより一 横折紙・1通 5139－1
括。
覚（酒代金等請求書）　天童三日町さのや儀助→山家村小助 文化5年12月23日 横折紙・1通 5139－27
殿・清蔵殿
覚（代金受取）天童三日町さのや儀助（印）（■問屋）→山家村 辰極月 横切紙・1通 5139－6
小南殿、清蔵殿　別紙1通あり。
請取申運賃米之事（蒔付米と差引）大石田舟頭長八（印）→ 宝永2年4月9日 横切紙・1通 5058－85
山家村庄屋彦左衛門殿
覚（小豆売上代金請取）天童日野屋清一・郎代儀蔵（印）（天童 天保8年6月19日 横切継紙・1通 4775－81
三日町）→山家村佐七殿取次
越後や方（元手金残金勘定） 子4月26日 横切紙・1通 4775－13
覚（小判にて16両請取、歩判引替の旨）山家村山口松次寅3月10日 横切紙・1通 5059－14
郎（印）→天童田町伊勢屋彦兵衛殿、同甚兵衛殿
（小判・米渡し、取次人・切賃等覚）5059－1～27までこよ（正月21日） 横切紙・1通 5059－1
り紐一括。
（鶴岡二五年賦米代金町） 酉2月19日 横切紙・1通 5059－2
［書状］（御役所にて小判引替の件／他）仙家右）山口三右 寅3月12日 横切紙・1通 i50591ひ1
衛門→田町御小屋　浦城喜兵衛様、彦兵衛様
［書状］（当年（米）萱番直段、御家中富納金証文、庄内 横切継紙・1通 15059－8
郷夫食先納枝証文の件／他）虫損（閲覧不可）。50597と
関係。
［書状］（小判御引替下され、代り歩判金請取）喜兵衛方 寅3月12日 横切継紙・1通 5059－11
浦城彦兵衛→山家山口三右衛門様、松治郎様　最上天童いせや
i印）あり。
「十四〆六百め…」（物の量目書上）
m書状］（田地の儀、いせや取組然るべき旨）星野嘉兵衛 3月16日
横切継紙・1通
｡切紙・1通
5059－12P5059－20
→山　松治郎様
［書状］（米川下しの件／払方金子の件／他）梅村六右衛 6月19日 横切継紙・1通 5059－21
門」敏（花押）→山口王春様
［書状］（追而書、先納米上ケの件／他）後欠。 横切継紙・1通 5059－22
（金銭勘定覚）孫兵衛→教春様 4月17日 横切紙・1通 5059－25
［書状］（新庄五ヶ一米の件、書付を国井利兵衛方へ御 2月22日 横折紙・1通 5059－27
届下さるよう）藤右衛門事皆川平内紀■（花押）→山口教春
様、同三右衛門様
覚（新たばこ代金勘定）　観音寺村く岡田〉久右衛門（印）→山 辰12月28日 横切紙・1通 4735－1
家村三右衛門様　4735・1～34まで綴。
（松山米買入諸覚一括）577（》1と2は一括されていた。 横折紙・一括（6枚） 5770－1
（酒田蔵より出米・山の辺より渡米・松山米受取覚） 酉4月～5月 横半半・1冊 5770．2
（松山米切石等覚）
［書状］（古米新米を矢嶋町米屋徳右衛門方等へ御附け
　下されたく）河村宇右衛門→春木屋藤太様
馬代金請払仕訳（坪山村伊沢専吉関係）
覚（木綿縞5反代金）近江屋太兵衛（印）（結城大町）→伊沢専
　吉様
覚（前代取調金28両余預り）佐藤兵左衛門（印）（最上落合）
　→寺津　山口久右衛門ヵ殿　包紙入。
（生諸白量目改）
［書状］（手問につき古米白米融通願）馬脚δ＋右衛門→山
留5月22日
酉11月11日
亥正月改
亥6月19日
亥9月11日
2月29日
10月16日
横折紙・1通
横切紙・1通
横長半・1冊
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
5767
5328
5617
4710－1
5310
5311
5409
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15．商コ己業／1産物
家二而三右衛門様
覚（村山郡内商人より大豆・二等買入代金総計） 横長半〔綴紐なし）・ 5597
1冊（2椥
（為替分米俵数・さし取米覚） 横折紙・1通 5769
2．商人・職人
数量（件数）　15
鑑札二野調（山元村営業人兼業人、牛馬売買渡世等） 明治9年16月12日 竪半・1冊 4548
第三灘区小一区山元村山ロ三右衛門→山形県参事薄（ママ）龍之
殿　青罫紙。
絞油営業御鑑札御下渡之義二馬煙（他、山元村営軍戸 明治10年2月8日 竪半・1冊 4549
唐画写）　第壱大区拾四小区山元村四拾弐番地氏家栄孝（他
2名）→山形県令三嶋通念内代理山形県大書記官薄井龍之殿　青
罫紙使用。栄孝は法泉坊。
記（高議3個送付に付）平清水村耕龍寺住鈴木峯仙→山元村 明治12年4月21日 横切継紙・1通 5418
山口三右衛門様
銃猟雛形（鳥獣猟免状写、鳥獣猟規則写）東村山郡役所 明治13年11月5日 竪半・1冊 4551
印→山形県平民　羽前国東村山郡山元村八拾五番地住　山口兵
右衛門　青罫紙使用。 1
御届（控、伯楽と唱え牛馬治療に従事する者取調に付） 明治14年1月 竪紙・1通 4587
東村山郡山二村戸長山口格之助→東村山郡長中山高明殿
青罫紙。
職猟銃譲受之儀二付願（和銃、大石田村須藤新次郎よ　明治14年12月
　り譲受）　東村山郡山野村四拾七番地氏家保輔→山形県三嶋
　通雨殿　青罫紙。
職幽幽譲受之儀二付願（控、大石（ママ）村須藤十三所　明治14年11月11日
　持の猟砲譲受に付汁）　山形県羽前国東村山郡山元村四＋
　七番地　氏家保工、右村戸長代理用係山口千代吉→山形警察署
　御中　青罫紙使用。
猟銃譲受之儀脇付願（大石田村須藤新次郎所持の猟銃　明治15年2月6日
　譲受に付）東村山郡山元村四拾七番地氏家五二、戸長山口
　格之助→山形県令三嶋通日殿代理山形県大書記官深津無一半
　青罫紙使用。4550－1・2は綴。
覚（紅染10反代金書付）　近江屋林兵衛→油屋兵左衛門様　　子11月4日
覚（花染10反代金）市村屋五郎右衛門（印）、（司刃州山形）→ヤマ吉　7月4日
　御印様
覚（手間賃、利足銭請取）寅吉→山家村兵助殿　　　　　辰11月24日
覚（本金大杉戸他代金受取）　青梅や九兵衛（印）（通塩町青梅　2月晦日
　屋）→長願寺様
覚（真鍮花瓶代金受取）鋳物師金＋郎（印）（最上山形佐藤）→　11月12日
　善通寺様御台所
覚（木綿染代金）染屋太郎右衛門→山家内五右衛門様　　　12月
今蔵へ準準控（渡し金書上）
竪紙・1通
竪紙・1通
竪紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
4555
4550－2
4550－1
4775－50
4775－51
5139－5
4735－25
4712
4775－69
4775－37
3．酒造
数量（件数）　6
（酒造方半数等覚）　綴ってはいないが一括の史料。
o（酒荷物返却願雛形）荷主たれ、三回衛門→黒沢口御役所
近世
､8月
横折紙・一括（5通）
｡切継紙・1通
5482
T351－3
一105一
15．商工業／3．酒造
覚（酒造桶数改） 10月朔日 横折紙・1通 5752
覚（酒造高三分一造仰付に付桶類御改書上） 横切紙・1通 5319
覚（酒造諸入用書上）　別紙1通有り。 横切継紙・1通 5321
覚（酒造道具書上） 横長半・1冊 5635
一106一
16，金融／1．金融・貸借ハ．両智・銀行
16金融
L金融・貸借
1．両替・銀行
数量（件数）　1
覚（金5両3分受取、御用二四、五日中売に付）矢野伝助　12月5日　　　　　　　横切紙’1通　　　5058冒1
　（印）→山口留左衛門殿
　2．大名借
　数量（件数）：0
　　　（その1）に本項目該当文書があるが、大名貸というより年貢米金の金納に関する文書であろう。
　3借金証文
　数量（件数）：51
　　　（その2）では、山家村本寿院にたいする山口家の借用証文や借用金精算関係文書が多い。
覚（貸金元利受取）若本納所（印）→山家山口三右衛門殿 安政4年7月8日 横切継紙・1通 4748－11
覚（旭寺分元金受取）若本納所（印）→山家山口三右衛門殿 安政4年7月8日 横切継紙・1通 4748－12
覚（山寺県単院隠居三明院取次貸元利金請取）若本納所 安政5年7月16日 ．横切継紙・1通 4748－14
（印）→山家村山口三右衛門殿
覚（貸金元利請取）若本納所（印）→山家村山口三右衛門殿 安政7年3月23日 横切継紙・1通 4748－16
@　　τ当申年用達金之内請取通　若本納所（印）→山家村山口三右 万延元年8月 横折紙・1通 4748－18
衛門殿
覚（貸金元利勘定）　即く寿院〉→山家山口三右衛門殿 慶応3年11月6日 横切継紙・1通 4748－17
覚（御年貢上納金に取替金、請取）山家村名主（ヵ）五右衛 延享3年6月13日 横切紙・1通 4748－2
門印→同村五次右衛門
覚（貸金元利受取）貞二（印）→山三様 安政5年正月20日 横切継紙・1通 4748－13
覚（貸金元利勘定）　貞治（印）→山口三右衛門殿 安政6年6月12日 横切継紙・1通 4748－15
覚（貸金元利・米大豆高等指引）平松・宮城両人→山家 亥12月 横切継紙・1通 4748－39
晋十郎様
金借用通　谷満旧く山口三右衛門〉→（若松寺本寿院主） 文久2年4月 横美半・1冊 4696
金借用通　谷満参く山口三右衛門〉→（若松寺本寿院主） 文久3年11月 横美半・1冊 4697
金子借用通　（山家村金借用人三右衛門（印））→（若松寺本寿院 慶応2年3月 横美半・1冊 4698
主）
［封筒］（「請取証書入」）氏家栄伝→山口寿三郎様542（＞2～ 封簡・1通 5420－1
7入。
記（金20円受取）山元邨氏家栄伝（印）→同村山口三右衛門様 明治14年4月4日 横切紙・1通 5420－3
記（金35円受取）　山元邨氏家栄伝（印）→同村山口三右衛門様 明治14年12月3日 横切紙・1通 5420－4
記（金42円余受取）山元二三家栄伝（印）→同村山口三右衛門 明治15年2月15日 横切紙・1通 5420－2
様
記（金20円受取）　山元村氏家栄伝出納所（印）→同村山口三右 （明治）17年7月21日横切紙・1通 5420．7
衛門殿
記（金200円受取）氏家栄伝（印）→山口三右衛門殿 明治18年1月22日 横切継紙・1通・ 5420．5
金子借用通　（借用人三右衛門）→（本寿院主） 安政7年3月 横美半・1冊 4695
金子借用証（金200円）　東村山郡山元村金借用人山口三右衛明治20年7月1日 竪紙・1通 5056－1．1
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門（印）→北村山郡原方村岡田おまつ殿　5056・1～3包紙入。
5056－1－1包紙あり。印紙有。5056・1～13こより一括。「証」（貸付
金返済金請取書、岡田マツ他1名より山口三右衛門宛）同封。
5056・1～13まで包紙入。
預り申金子之事（金80円）東村山郡津山村大字山元金預り 明治23年旧12月2日竪紙・1通 5056・1－4
人山口泰三郎（印）、全高全村全字並　保証人森谷八蔵（印）→全
郡全村一字全　山口源作殿
金子借用証（金20円、他金子借用証綴）東村山郡津山村 明治29年12月21日綴（竪紙）・1綴（285056－10
大字山元金子借用人山口三右衛門（印）→同郡同村高橋惣右衛門 通）
殿　印紙有。青罫紙使用。
証（貸金の内金100円受取）　阿部定次（印）→山口寿三郎様 明治23年1月1日 横切紙・1通 5056－1－3
記（貸金元利書付）阿部定次→山口寿三郎様 明治23年8月20日 5056－1－2
金子借用証（金100円）東村山郡津山村大字山元金借用人明治22年7月8日 竪紙・1通 6022－2
山口三右衛門（印）、全線天童町大字天童保証人猪倉頼徳（印）→
北村山郡野川村井刈大身殿　青罫紙使用。印紙あり。
証（金12円受取）北村山郡東郷村大字野川井刈大慮（印）→ 明治31年1月30日 竪紙・1通 6022－3
東村山郡津山村大字山元　山口三右衛門殿
証（元利の内金4円受取）東郷村大字野川　井刈大堺（印）→
　津山村大字山元　山口三右衛門殿’
［封筒］　東郷村大字野川　井刈大慮→津山村大字山元　山口三
　右衛門様　6022・2～6まで封筒入。
［書状］（貸金利子金、贈物頂戴の礼）井料大慮→山口三
　右衛門殿
［書状］（元金・利子を届ける件）　（天童町野田鶴町）猪倉
　（頼徳〉→（津山村大字山元）山口寿三郎様　封筒入。
借用申金子之事（金1両2分借用、御代官帰府の上返金
　申す旨）　野沢源七（印）→三右衛門遅退紙入。添書状
　（4856・2）同封。
［書状］（昨晩借用金子証文差上／金子無心／他）源七
　→三右衛門様
借用金請取通　宝橦寺役僧月山寺（印≧→山家村晋＋郎削
回（当村与蔵方への貸金受取）下荻ノ戸村右金子受取伊
　左衛門（印）→山家村三右衛門殿
覚（御用立金55両受取）田麦野源重郎（印）→山家村晋重郎様
預り申金子之事（要用之儀につき）山口村吉郎兵衛（印）→
　山家村三右衛門殿
［書状］（金子借用願）　（山口）阿部吉郎兵衛→（山家村）山口三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’右衛門様 封紙入。雲紙に5387－1～2が入る。
（金子借用証文写、御年貢不足に付金1両1分）借り主
　才兵衛→山家村伊三郎殿
記（別紙証券面の内金200円受取）　東村山郡山元村高橋吉
　蔵（印）、立会人山口千代吉→全村山口三右衛門殿　青罫紙。印
　紙あり。
借用申金子証文之事（写、金200両）若松寺かり島本寿
　院、請人庄右衛門、口入庄吉→湯の沢村孫助殿
［封筒］　山寺村字川原町より　山寺村高砂屋松次郎（印）→東村
　山郡山元村　山口三左衛門様　5431－2と3入。
金子借用証文之事（金160両借用、山家村物成を担保）
　　宝橦寺内徳性院印、平松昇印、箆野省吾印、加印三右衛門
　印→本寿院主席　畠山（閲覧不可）。
明治31年5月3日
5月3日
5月3日
5月4日
天保9年10月29日
10月29日
嘉永5年4月
午8月8日
戌11月7日
酉2月21日
2月21日
享保4年12月15日（天保
4年写）
明治17年12月31日
享和2年戌7月
明治18年旧12月18日
（文化）14年5月
竪切紙・1通
封筒・1通
竪切紙・1通1
｛横切紙’1通
竪紙・1通
横切紙・1通
横美半・1冊
横切紙・1通
横切紙・1通
竪美・1通
6022－4
6022－1
6022－5
6022－6
4845－1
4856－2
4694
4962
4775－7
5387－2
横切継紙・1通　　　5387－1
横切継紙・1通
竪紙・1通
横切継紙・1通
封筒・1通
竪継紙・1通
4954
4711
5893－24
5431－1
4776－21
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借用申金子証文事（金3両借用）佐々木一角→山口左五兵 天保2年6月 横切紙・1通 5262
衛殿
金円借用証券（米6俵代金10円借用）東村山郡山寺村八拾明治18年旧12月18日竪紙・1通 5431－2
三番地半沢松次郎（印）→同郡山元村　山口三左（ママ）衛門殿
覚（元利金受取）本納所→山家村権兵衛殿 申11月9日 横切継紙・1通 5275
［書状］（米6俵、もち米1俵代金の件）東村山郡山寺村高 明治18年旧12月18日横切紙・1通 5431－3
砂屋松治郎（印）→同郡山全村　山口三左衛門様　封筒添。
覚（金10両受取）三宝王代金五郎（印）（最上天童）→貝ノ上庄 6月8日 横切継紙・1通 5297
兵衛殿
（金高書上、「一、金五拾円也…」）青罫紙使用。 横切継紙・1通 5420－6
金子借用証（金200円、他金子借用証綴）東村山郡津山村明治23年8月20日 綴（竪紙）・1綴（6通）5056－8
大字山元金借用人山口寿三郎（印）、同郡同村保証人山口格之助
（印）→一子天童村鈴木春助殿　印紙有り。抹消線あり。
覚（金8両受取）吉郎兵衛（印）→晋＋郎殿 嘉永7年5月22日 横切紙・1通 4964
4（貸付金勘定）
数量（件数）：31
覚（貸金元利勘定）本寿院→山家山口氏様
山家村兵助内かしかり覚
権兵衛借金改（無尽方共）
覚（貸金元利差引勘定）山家村三右衛門（印）→同村久兵衛殿
覚（貸金差引勘定、山口家貸金）
（高木三太借用金元利差引書上）
九郎兵衛方（貸金米元利勘定）
覚（江戸表借用金等勘定）管兵衛→山三様
覚（江戸入用借用金差引勘定）江戸表二而管兵衛→三右衛
　下様
［書状封筒］　山口伊藤義左衛門→山家山口三右衛門様5411－
　2～5入。
覚（御用達金の内請取）　山口儀左衛門（印）→山家村三右衛門
　殿
金借用証文之事（要用につき金13両余借用）山家村金借
　用人三右衛門（印）→山口村儀左衛門殿
覚（山口三右衛門借用金元利計算書）
（元利金勘定覚）
（貸米金元利勘定帳）　前欠。
知行様ぺ貸方（金書上）
（山口儀左衛門へかし金等書上）’
覚（貸金元利勘定）貞治→山口三右衛門殿
覚（貸金元利差引勘定、法泉坊への貸金分）大淀村奥山
　甚三郎（印）→山家　山口三右衛門殿
覚（貸金元利差引勘定）大淀村奥山甚三郎（印）→山家村山口
　三右衛門殿
覚（貸金元利差引勘定）大淀村一→山家村一4965参照。
記（貸金子差出組書上）
覚　勘六借金同
文化5年12月25日 横切継紙・1通 4748－30
文化9年 横切継紙・1通 5143
文政6年3月29日 横切継紙・1通 5217
文政11年12月21日
天保2年10月23日
天保5年3月13日
天保5年3月
天保11年2月
亥8月16日
横切紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
横折紙・1通
横切継紙・1通
封筒・1通
4978－5
5247
5281－16
5281－12
4961－5
4961－7
5411。1
天保13寅年11月4日　　横切継紙・1通　　5411－2
天保14年卯3月3日
（慶応）
（天保～弘化）
弘化～嘉永期
（嘉永3年）
安政2年8月25日
安政3年4月17日
安政5年4月
安政5年4月
明治8年11月
中12月朔日
竪紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横長美・1冊
横折紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横折紙・1通
横切継紙・1通
5411－4
5411－3
4775。34
5497
4735－2
4735－4
4748－9
4969
4965
4967
5538
5276
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16．金融／1．金融・貸借／4．（貸付金勘定）
預金覚（岩根沢心浄院より金400両他） 子2月19日 横切継紙・1通 5265
与左衛門方勘定（貸金元利） 酉12月27日 横切継紙・1通 4970
［書状］（先年御老父君へ差上げの金子返済願）伊藤義左 4月24日 横切継紙・1通 5411－5
衛門→山口三右衛門様
（取かへ金・柳かうり・帷子代等返済覚）加藤七右衛門 7月4日 横切紙・1通 5059－5
→山口教春様　前回。
（貸金元利の内一部受取書）　前欠。 横切紙・1通 4906
「子七月二日出金…」（金利計算書付） 横切継紙・1通 5263
壱両弐分かり（借用金・借用人書上）
，
横切継紙・1通 5281－6
寒川江済金之内かり（借金元利勘定） 横折紙・1通 5500
2無尽・頼母子
1．（無尽・頼母子）
数量（件数）：62
　無尽・頼母子には、’講の主催者・参加者の違い・講参囲者の居住地の範囲（地域、村、村内小集落
等）・掛金郎等によっていくつか種類がある。16・2－1．（無尽・頼母子）には、十二日講をのぞく講関係
文書をあつめた。
済義金願書舌面文之事（上山権蔵発起頼母子講金扇引 文化元年7月2日 i横切紙・1通 5268
取）講金預主佐五兵衛、山口村請人儀左衛門→権蔵頼母子惣
御連衆中
上ノ山無尽七番め出金寄（講加入者名前・掛金） 文化2年12月10日 横切紙・1通 5220
中親方様口上ノ山無尽勘定（元利金） 文化3年6月 横切継紙・1通 5269
（佐々木一自他8名名前書上、頼母子講会出席者名前 天保3年12月19日横切紙・1通 5281－41
カ）
上山無尽四番め子九月二日会覚 子7月2日 横切紙・1通 5176
上山金七金拾両無尽子七月二日四番め出金覚佐五兵衛 子7月2日 横切継紙・1通 5254
→儀左衛門様方
［書状］（上ノ山法煙寺且中金子相済むなら私方へ勘定 丑12月17日 横切継紙・1通 5218
金御渡し下されたく）　自山口伊藤儀左衛門→山家村高
橋佐五兵衛様
覚（上山無尽九番目廻心覚） 寅12月10日 横切継紙・1通 5174
［書状］（上山無尽の件／法円寺貸金の件）山口村伊介→ （巳）極月6日 横切継紙・1通 5222
山家村高橋佐五兵衛様　別紙「覚」1通あり。
佐五兵衛二上ノ山無尽（差引勘定）儀左衛門→佐五兵衛殿 11月6日 横切紙・1通 5255
上山金七子七月二日四番目出金覚 横切紙・1通 5173
上山無尽丑七月五日会勘定六はんめ 横切紙・1通 5179
上ノ山無尽勘定（山口方勘定、享和2年初番以来の分） 横切継紙・1通 5271
泰三郎無尽同人引取出金調帳 （明治）30年6月 横半半・1冊 5056－12
金子借用証（金160円、山口泰三郎発起有志貯金会所有明治29年4月9日 竪紙・1通 5056－13－1
株を抵当）津山村大字山元借用人山口泰三郎（印）→全村全
氏家英丸殿　印紙あり。青罫紙使用。5056－13－1～4まで包紙
　入。
金子借用証（金160円）　東村山郡津山村大字山元金子借用人　明治29年4月10日
　山口寿三郎（印）、立会人氏家英丸、保証人高橋惣右衛門（印）→
　同郡同村氏家栄田殿　青罫紙使用。
預り分（借用金覚、伊藤義左衛門他3名6の借用分）青
竪紙・1通
竪紙・1通
5056－13－2
5056－13－3
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16．金融／2無尽・頼母子／1．（無尽・頼母子）
罫紙使用。
証（山口泰三郎より拙者宛の金160円借用証書の債券は明治29年4月10日 竪紙・1通 5056－13－4
貴殿のものの旨確認）　東村山郡津山村大字山元差出人氏
家英丸（印）、高橋惣右衛門（印）→全村山口寿三郎殿　　　　　　　　　　　　　　’
（無尽引取人置等一括） 享和2戌12月29日 横心経・一括（2枚） 5790
回申金子盛事（拙者貴殿引取の内金6両預り）山家村金 享和3年6月28日 竪紙・1通 4978・2
預主与六（印）→久兵衛殿
（万助加入無尽に関する覚） 文政4年11月28日 横切継紙・1通 5193
天保六年未刊七月佐七無尽十二番め（出金書上） （天保6）未閏7月11日横切継紙・1通 4961－8
（山家村頼母子講十四番目出金額書上） 未8月7日 横切継紙・1通 4961－3
（金銭勘定覚、頼母子関係ヵ） 横切紙・1通 4961・4
覚（弘化3年山形宝瞳寺御代官衆無尽引取金差引）山家 安政3年8月 横長半・1冊 4750－5
帰馬十郎（印）→同　勘四郎殿
拾九番会出会寄（山家村無尽出金高） 万延元申年11月21日横長半・1冊 5638．1
（無尽講金等覚） （明治）37年～39年 小切紙・1通 5655
［書状］（無尽金取立猶予願）　（天童町）門池良…眠→（村山郡 （明治38年）12月17日横切継紙・1通 5417
津山村大字山元）山口泰三郎　年代は消印から。封筒入。
（報恩講関係諸入用等覚） （明治） 横折紙・1通 5654
覚（利兵衛頼母子講金受取）東根伊兵衛（印）→山家山 2月20日 横切紙・1通 5973－1
口三右衛門様　5973－1・2は重なっていた。虫食。
覚（大町村利兵衛頼母子講御出金取替金受取）東根伊 子2月23日 横切紙・1通 5973－2
兵衛（印）→山口三右衛門様　虫損。
覚（仁田出金立替差引勘定）左五兵衛→弥助方 子7月8日 横切継紙・1通 5272
覚（大町村利蔵頼母子出金受取）伊兵衛（印）（羽州東根［］ 丑正月5日 横切紙・1通 5365
屋）→山口三右衛門様
覚（仁田村儀左衛門勘定覚、留金過不足勘定） 丑10月5日 横切継紙・1通 5177
覚（無尽講金引取願）　（6上山）江戸屋金七→山家村高橋佐五 （寅）とら極月12日 横折紙・1通 5772
兵衛様
後藤氏結城氏勘定（無尽掛金・席料等差引） 未11月 横切継紙・1通 4775－5
道満貫津勘定（無尽金差引） 未11月3日 横切紙・1通 4775－6
．（山口三右衛門手分出金額、座料等書上） 竪切紙・1通 4775－20
（講i十三番会席料等出金額書付） 辰11月28日 横切紙・1通 4775－25
五月廿日会合講銭預り分（善行寺他5ヶ寺銭高書上）矢 未10月15日 横切紙・1通 4775－46
期目　伝蔵座
覚（山の辺無尽金勘定） 竪紙・1通 4775－77
上桂（善行寺の喋る無尽金） 竪継紙・1通 4775－78
新蔵坊月無尽覚 横折紙・1通 4775－79
覚（無尽金勘定）新蔵坊→山口三右衛門様 戌5月 横切紙・1通 4775－80
［書状］（髪結金七発起頼母子会合に付）　自上山つた屋 巳ノ12月3日 横切継紙・1通 5219
清助（印）（上山二日町）→山家村高橋畔五兵衛様
覚（宝瞳寺無尽大楽頼母子金受取）山形宝橦寺内三条五郎 酉2月27日 横切紙・1通 4748－31
兵衛（印）、小白川門面面ヵ山路庄二右衛門→山家山口三右衛門
様、同林兵衛様
乍恐口上（御発起の年賦講金預り人の儀）陣場武左衛 戌正月26日 横切継紙・1通 5107
門→天童御出役平松尊君様（大黒山御山内平松御主介様）封紙
入。
子七月二日四番目出金寄 戌11月10日 横切紙・1通 5175
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16．金融／2．無尽・頼母子／1．（無尽・頼母子）
覚（本寿院他11名へ割合銭） 戌極月23日 横切紙・1通 5138．44・1
無尽引取懸合覚（左五兵衛他3名） 戌極月23日 横切紙・1通 5138－44－2
（亥年正月より11月まで入金書上、法恩講関係） （亥年） 横切紙・1通 5281－47
覚（伊藤儀左衛門・高橋佐五兵衛より三番目金受取） 亥10月29日 横切紙・1通 5264
金七（印）→伊藤儀左衛門
口演（七月の通り無尽興行に付）三沢宗＋郎→本寿院様、 2月18日 横切紙・1通 5138－31
高橋佐五兵衛様、山口三右衛門様
［書状］（慈恩寺無尽出金の件／他）小野理右衛門→山口五 霜月5日 横切継紙・1通 5410
右衛門様
（長目寺様分講寄付金覚） 横切継紙・1通 4734－4
（単願寺様御法化金等寄付金覚） 横切継紙・1通 4734－5
（寺・講中出金覚）
覚（織田様無尽金差引勘定）　後欠。
（十年頼母子講元利金書上）
弥助平門（頼母子講金差引）
「四両弐分…」（頼母子講自覚）
山口吉郎兵衛方（月々無尽出金額書上）
横折紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
4734石
4776－17
5039
5260
5274
5320
2．十二日講
数■（件数）：13
　十二日講は、小路善行寺の檀徒を中心として形成された講である。本来は、浄土真宗の門徒が月に
一度寺に集まって法話を聴聞したり、本山への懇志を上納して仏恩報謝する機会を持つという宗教的
な講であったが、この十二日講は金子融通講として運営されているようである。・しかしながら講の利
益金の一部は寺への寄付に充てられたようで、宗教的な面も残している。
　十二日講の構成員としては、芳賀村久蔵、久野本村利右衛門、蔵増村義三郎、窪ノ目玉長六、天童
小路町善行寺、蟹沢村要助、山家村甚吉、要害村林兵衛、野田村与兵衛、栃沢村仁八、玄庭藤、矢野
目村伝蔵、嶋村茂平治、山家村山口良安、山家村山口三右衛門、野田村常福寺が確認される。
（十二日丁丁金高書上） 天保15辰年 横長半・1冊 5828
十二日函嶺（妾盲官書上）　善行寺・長願寺。 嘉永4年10月 横長半・1冊 5661
三右衛門御座二而取立（百姓割合銭取立）要害村・大堀 安政4巳年10月朔日 横長美・1冊 5569
村百姓・善行寺等名前あり。
三右衛門御座二階取立（百姓割合銭取立）蔵増村・大堀 安政5年午10月朔日 横長美・1冊 5568
村百姓・善行寺田名前あり。
（十二日講取立覚） 子10月18日， 横折紙・1通 5596
十二日講御奏銭取立（善行寺・長願寺関係） 丑10月10日 横折紙・1通 5656
（京都へ院劇界諸雑用手伝金割合・一一銭講之内取覚） （辰） 横長美・1冊 5591－4
亥年端覚（十二日講ヵ、天童近郷の村方百姓より差出） 亥年 横長美・1冊 5591－3
申十月廿日十二日講散物取立 申10月20日 横長半・1冊 5726
去々戌亥二ヶ年分（十二日町出金額） 横切継紙・1通 4775－18
（十二日講論日書上、子七月朔日～10月朔日分） 横切紙・1通 5281－8
（寺院献納頼母子講出金高書上） 横長半・1冊 5620
覚（十二日日銭預人、寺方へ饗銭書上） 横長美・1冊 5827
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16．金融／a質物
3．質物
数量（件数）：2
請取申金子事（孟春質物代金）藤兵衛（印）→山家庄屋彦左 子3月7日 横切継紙・1通 5058－84
衛門殿
請取申金子之事（質物金）藤兵衛（印）→庄や彦左衛門殿 3月朔日 横切紙・1通 5058－82
4．綿繰手形
数量（件数）：0
5．金融その他
数■（件数）：27
　この項目は（その2）にのみ設定した。
　金融関係のことがらではあるが、　（その1）に設定されていた分類におさめがたいものをここに入
れた。
源内勘定（他、源内金納分・かり金等） （延享ヵ）寅12月2日 横長美・1綴 5695
乍恐以口上書奉願上奇事（下書、荻野戸村角兵衛を相 享和2年戌8月 竪紙・1通 5784
手とする貸金滞出入）山家村願人三右衛門、若松寺願人 1
本寿院→鈴木喜左衛門様宮崎御役所
為替金手形之事（野州上坪山村御名主専吉より江戸表 天保12年6月17日 竪紙・1通 14811－4
において為替取組金請取）江戸納名主兵蔵（印）→羽州村
山郡東根附御惣代前田新蔵殿
覚（代官大貫次右衛門・久留三助等への貸金高） （天保） 横切継紙・1通 5539
記（年貢米代金受取）山元山口寿村三郎（印）→同今野弥 明治20年9月13日 横切紙・1通 5668－13
日時
若松一件二付借用賄方（天童三日談林兵衛他よりの金 子4月18日改 横折紙・1通 4937
額等書上）
山の辺金返済訳（元〆様、寿助等へ返金額） 横切紙・1通 4775－16
［書状］（二子沢善蔵薬代・路用金返済に付） （巳12月5日） 横切継紙・1通 4775－42
覚（郡中村役人へ貸金書上）利兵衛→御会所 3月4日 横切継紙・1通 4775－44
つたや（貸金元利書上） 横切継紙・1通 4775－84
つたや勘定（貸金元利書上） 横切継紙・1通 4775－85
覚（伝蔵へ貸金・立替金書上） 横切紙・1通 4775－86
覚（貸金元利勘定） 横切継紙・1通 4775－87
（金借用覚） 横切紙・1通 4898
［書状］（金銭貸借願）本四院（印）→山家村山口勝五郎殿前 申7月7日 横切紙・1通 5059－3
欠。
覚（銭請取・払）青柳伝助（印）→山口留左衛門様 申12月10日 横切紙・1通 5058－100
口上（天童一件借入の先に返金の旨／80両御取替御待 正月28日 横切継紙・1通 5031
ち下されたき旨／他）別紙1通あり。
覚（米差引）源内→若松ノ玉泉坊 2月27日 横切紙・1通 5440－30－2
覚（米差引、反故） 横切紙・1通 5440－30－3
［書状］（金子をこの者に御渡し下されたく）なら沢弥嘉 3月25日 横切紙・1通 5094－1
久（印）→若松式部言様
［書状］（金子10両この者へ御渡し下されたく）式部（印） 3月25日 横切紙・1通 5094－2
→山口三右衛門様
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16．金融／5．金融その他
覚（金1両御渡し願）相川（印） 5月7日 小切紙・1通 5777
［書状］（鍋鉄代御貸し願） 極月3日 竪紙・1通 4974
［書状］（金子の無心）権平→山口三右衛門殿 極月20日 横切紙・1通 5894－30
［書状］（仏光寺より借用の10両利足返済の件）三日町＋ 12月21日 横切紙・1通（3椥 5281－67
兵衛→万助様
［書状］（此方にては左様なる儀一向なき段挨拶下され 24日 横切紙・1通 5281－66
たき旨）＋兵衛→万助様5281の別紙力。
（弐百五拾六匁代金書付札） 小切紙・1通 5281－7
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17．寺社ノ1．寺・由緒
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
17．寺社
1．寺・由緒
数量（件数）：0
2．寺領
山家村の村高970石余のうち、118石余は寺社領であった（「旧高旧領取調帳」）。
1．（宝憧寺領）
数量（件数）：13
　山形地蔵町にあった摩即事難山宝珠院宝田寺は、天童北目の愛宕神社の別当寺であり、寺領も天童
町周辺に最も多くあった。
　宝瞳寺は奈良時代、行基によって創立されたと伝えられている。最初・滝平というところにあった
が、最上氏の祖斯波氏が山形入部後、山形城下町に移し、鎮護国家の祈願寺とした。戦国期には最上
義光の信頼が厚く、義光は天童城を陥落させると、舞鶴山頂の城跡に愛宕神社を創建し、指話寺を別
当とした。
　江戸時代になると目減寺には1370石の寺領が与えられたが、寺領は二十数ヵ村に分散していた。最
も寺領がまとまっているのは北目村の322三余で、続いて、奈良沢村の177石余、矢野目村の136石余で
ある。山家村には8石下の三巴寺領があった。北目村の東部、宝瞳寺領分は愛宕門前村と呼ばれてい
た。
　寺領の代官は平松氏と佐藤氏で、年貢収納の役を担った。各村に散在している寺領の年貢を収納す
るために地頭が置かれていたが、山家村の地頭は山口三右衛門であった（『天童市史編集資料』34）。
［書状］（宝瞳寺領・天童領武七持高御糺しの件）熊谷 12月5日 横切継紙・1通 4815－16
五右衛門→山口三右衛門様
［書状］（当村武七欠落に付持高の件）山家村名主三右衛 9月16日 横切継紙・1通 5358
門→門前村御庄屋圓助様
［書状］（山家村武七欠落の件）山家村名主三右衛門→天童 丑9月16日 横切継紙・1通 5396
小路町御名主源太郎様
［書状］（欠落の武七、御寺領分所持地に付き）山家村名 丑9月16日 横折紙・1通 5397
主三右衛門→門前村御庄屋園助様
［書状］（山家村武七欠落に付合領分持高の件照会）門 丑9月22日 横切継紙・1通 5434－1
前村庄屋三助（印）→山家村御名主三右衛門様　5434全体を一括
していたこより紐同封。封紙入。
［包紙］　天童小路町名主源七郎→山家村名主三右衛門様 包紙・1通 5434－2－1
5434・2－2～4入。
［書状］（山家村武七寺領分耕作地について）名主源七郎 丑9月22日 横折紙・1通 5434－2－2
→御名主三右衛門様
覚（一子年武七納入年貢米高）天童小路町名主源七郎（印） 丑9月22日 横切紙・1通 5434－2－3
→山家村名主三右衛門殿
定八作　山家村七郎兵衛（耕作地二歩・取米書上）小 丑9月 横切紙・1通 5434－2－4
路町蔵方
［触書写］（諸国川々国役普請金国役割に付、他門前割 寅11月 横折紙・1通 5294
元会所差出廻状写）　（門前割元会所）
触書（御朱印御渡に付、門前村役元へ恐悦罷り出るべ 巳正月 横切継紙・1通 5337
き旨、宝瞳寺地方役場より門前村役人中他へ仰せ出
に付）　門前村役元→在中支配方衆中
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17寺社／2．寺領／1．（宝幡寺領）
［差紙］（写、本寿院間吉・林兵衛他高持小前一同、御朱
　印地高所持の儀にて達に付）愛宕門前村役場→山家村
　三右衛門殿
触書（写、寺領代官役・近所役等任免につき）　門前会所
　→五郎兵衛、次郎兵衛、明覚坊、三右衛門、佐之助、惣助
　5051・1～6まで帯紐一括。
1月21日
P月27日
横切継紙・1通
｡切継紙・1通
4988
T051－1
2．（若松寺領）
数量（件数）：5
　鈴立山若松寺は天台宗の古刹で、和銅元年に行基が東国巡行のおり開創したと伝える。戦国期には
最上氏が帰依して堂社の修復を行い、230石の寺領を寄進した。慶安元年には最上氏の寄進した観音堂
・領の朱印状の発給を江戸幕府から受けている。寺領は山家村（109月余）のほか、矢野目村・窪野目
村・山口村・老野森村・貫津村・久野本村・成生村・小関村・高木村・天童村の11ヵ村に散在してい
た。寺領230石は、役僧の如法堂と丁丁院に仏供燈明丁丁役料として23丁丁、ほかの寺坊に御供料とし
て2石宛配分し、残りの182石は別当の来噂院が差配した。
　近世の若松観音は、清僧2ヵ寺と妻帯衆徒llヵ坊とからなっていた。妻帯衆徒は、実乗坊、玉泉坊、
実藏坊、東光坊、芸林坊、龍性坊、常孝坊、善性坊、宝泉坊。実乗坊は享保11年、上野寛永寺より三
寿院の院号を下賜された。
［書状］（諸国御朱印取調に付入会高調書差出すべき旨） （天保3）辰2月10日 横切継紙・1通 5335－3
天童六ヶ町惣代小路町名主弥次右衛門→下〆つ、上〆つ、
若松御役場、山家村、宝橦寺御役場、北目村二村々御役人中様
覚（宮崎役所よりの御用状受取）若松寺役人鈴木庄助（印》 子10月26日 横切紙・1通 5351－16
→山邊（ママ）村御名主三右衛門殿
覚（御触書写請取）若松来眸院（印）→山家村山口三右衛門殿 寅正月9日 横切紙・1通 5059－10－2
乍恐以書付御届奉申上候（若松観音堂領御朱印改につ （天保以後） 横折紙・1通 5367
き、願書下書）　山家村反別に関する写もあり。
若松観音堂内高弐百三拾石訳（天童村・矢野目村・山 横長美・1冊 5444
口村・窪野二村・成生村・貫津村に分散）
3．寺領年貢
　（その1）では寺領年貢の項目に善行寺分と本丁丁丁も入れているが、善行寺の寺領ならびに所持
地は天童村内にある。本寿院の寺領は若松寺領より分けられたごくわずか（2石）のみであるが、それ
とは別に膨大な所持地があった。
1．（若松寺領）
数量（件数）：7
四域成箇（若松分） 宝暦5年内12月 横切紙・1通 5806
覚（御年貢米受取）本寿院（印）→山家村惣助殿 寛政元年4月7日 横切紙・1通 5137－19
覚（当午餐年貢受取）若松寺役人鈴木庄助（印）→山家村三右 寛政10年11月9日 横切紙・1通 5137－2
衛門殿
覚（臨御年貢大豆受取）若松寺役人鈴木庄助（印）→山家村三 享和2年11月26日 横切紙・1通 5282
右衛門殿
覚（買物代、年貢等勘定）来眸院結び付文書あり。 丑5月4日 横長美・1冊 5499
コ口越後国御普請入用金割賦金請取）若松寺内久助（印） 正月26日 横切継紙・］通 5351－18
→山家村三右衛門殿
若（松）高役米（割賦高書上） 横切紙・1通 5805
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17．寺社／3寿領年貢／2．（宝憧寺領）
2．（宝橦寺領）
数量（件数）　14
覚（晋十郎方より御台所へ御用達金受取）山口村吉郎兵 嘉永5年12月24日 横切紙・1通 4723－2
衛（印）→山形毘野謹司様
寛延元下階宝町寺御年貢勘定（裏は小野理右衛門から （寛延元年） 横切継紙・1通 5106
山口三右衛門宛書状、庖瘡に付／他）
享和元年酉宝瞳寺様御分御物成米大豆納辻（小前内訳） 享和元年 横切継紙・1通 5162
文政二卯収納帳写（永代常灯明料、他）5α39－1と2は綴。文政2卯 横長美・1冊 5639－1
安永八亥右天明八幽幽帳外文政二卯分（米大豆収納高、 横長美・1冊 5639－2
永代常灯明二分）
（宝瞳寺分田畑取米覚）　別紙1通あり。 文政7年9月8日 横切継紙・1通 5300
覚（山形宝橦寺分御物成大豆蔦納金受取）山家村世話人 天保2年12月7日 横切継紙・1通 4923
山口三右衛門（印）→同村佐五郎殿
覚（一日町長兵衛差引書、宝橦寺分納金・先納・定石 丑12月 横切継紙・1通 5290
代等書上）　設楽長兵衛（印）→山口三右衛門様
［書状］（高唱取立上納の旨御願）門前村蔵元→山家村三右 6月14日 横切継紙・1通 5097
衛門殿
当御物成大豆金納通　門前村郷蔵元（印）→山家村間吉殿 嘉永3年12月 横折紙・1通 4748－6
覚（当亥御物成大豆金納皆済受取）門前村郷蔵元（印）→山 嘉永4年12月27日 横切紙・1通 4748－7
家村問吉殿
●
覚（山雨国役銭受取）門前村郷蔵元（印）→山家村三右衛門殿 嘉永6年10月9日 横切継紙・1通 4748－8
覚（国役銭受取）門前蔵元（印）→山家村三右衛門殿 未10月12日 横切継紙・1通 4748－20
（当未大豆石代金額）門前村役元（印）（愛宕門前）→山家村三 （未） 横切紙・1通 4748－4
右衛門
4．寺僧・檀家
数量（件数）：4
　（その1）では、天童善行寺の寺僧・寺格に関する史料をこの項目にも配列しているが、　（その2）・
では17．寺社／7．寺社雑／1．（天童小路町善行寺関係）にまとめた。
（宝瞳寺役僧徳性院・養子心心前書） 文化12年10月 横切紙・1通 5139－25
御届書（写、明治6年山元村如法堂住職長岡宥賢徒弟 明治12年3月24日 竪紙・1通 4585
となり得度した旨、他）　羽前国村山郡山二村平民雑番外
斎藤儀作→東村山郡長筒井明俊殿　青罫紙。
聴流寺住職之儀二付願（二流寺無住となるに付北垣村 明治12年4月25日 竪紙・1冊 4584
正福寺徒弟を住職に仰せ付け下されたき旨）羽前国
東村山郡山元村聴流寺旦中書代　武田万助、同高橋惣作、同寺
法類龍源寺尾形峰雲、本寺一、戸長山口格之助→山形県令三嶋
通庸殿代理　少書記官石巻清隆殿　青罫紙。付紙2通あり。
歎願書（霜融如法堂に於て得度の手続について御尋を 明治12年5月13日 竪紙・1通 4583
受けるに付）東村山郡山元村番外義作、三七、伊六→東
村山郡長筒井明広殿　　青罫紙。
5．堂塔造営・修理
数■（件数）：1
真価以書付男囚候（観音鐘楼堂大破に付、観音堂除地
　内樫木を再建用材と致したき旨）　第三丁丁小一区山元
明治8年28日（ママ）　竪紙・1通 4597
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17．寺社／5．堂塔造営・修理
村来畔院住職柴野優歓→山形県権令関口隆吉殿　青罫紙。貼紙1通あり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
6．寄進
　（その2）では、寄進と勧化を分けた。山口家では、善行寺・築地御坊その他浄土真宗寺院、面白
寺などの仏寺に寄進を行っている。勧化では、紀州高野山の寺院勧化が見られるのが特徴的である。
1．（寄進）
数量（件数）：5
　（その1）では築地御坊上納金関係史料が目立つ。
覚（愛宕山へ奉納金受納）　門前村今野権次右衛門（印）→山 天保10年7月 横切紙・1通 4775－48
家村山口三右衛門様
（御本山御鉢米改覚） 丑2月23日 横切継紙・1通 5281．46
（照願寺御使僧への志金等覚）夷隅郡大原町照願寺ヵ。 （卯） 横切紙・1通 5281－42
覚（村方より寄進銭受取）丁丁寺祖ヵ尚（花押）→山口三右 丑極月7日 横切紙・1通 6138
衛門様
御用僧阿弥陀寺様御下り（山家村分献納金割合）　　　i 　　　　　　」｡長美・1冊 15594
2．（勧化）
数量（件数）：5
（高野山へ納金覚、百姓別出金書上） 慶応元丑年11月 横長半・1冊 5601
口演（当山北宝院代理禅明院と偽称し、御地各面を巡 明治16年12月 二半・1冊 4780
・回する者の件）　高野山上之町東根院印→町村各戸長役場御
衆中　青罫紙。
覚（嵯峨法輪寺勧化金請取）長瀞久兵衛（印）→山家村五 午6月29日 横切継紙・1通 4748－23
右衛門殿
覚（高野松群雀への初尾受取）佐藤卯七（印）→山家村山口 未8月24日 横切継紙・1通 4982
三右衛門殿
［書状］（山家村分高野山札・初尾納に付）高野山松二二 9月26日 横長美・1冊 5591－2
使僧→山口五右衛門様 1
7．寺社雑
　1．（天童小路町善行寺関係）
数量（件数）：15
　山口三右衛門家は天童小路町善行寺の檀家であるだけでなく、檀徒惣代ともなっていたため、寺檀関
係を越えた善行寺寺僧との深い関係を見出すことができる。
　善行寺は浄土真宗本願寺派末で、本尊は阿弥陀如来。明治20年に檀徒が258戸、1290人あった（『天童
市史編集資料』33）。
　善行寺は天童市近郊山寺付近の「善行寺原」に存したという一堂宇が前身で、北畠顕家一門の北畠観
融が、文正元年（1466）に天童城主天童頼基の菩提所として堂宇を再興。第七世明善（1588～1630）の
代に天台宗から浄土真宗に帰属し、寛保4年（1744）に現在地に寺を移転したという。
　寺領、あるいは寺所有地の年貢勘定関係帳簿が山口家声書中に残されていることから、山口三右衛門
は善行寺の台所向にも関与していたことがわかる。
　近世後期には最上地方の表方（真宗本願寺派）の寺院と裏方（真宗大谷派）寺院との間で勢力争いが
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17．寺社／7，寺社雑／1．（天重小路町薔行寺●係）
発生し、善行寺は京都の門跡の助力を仰いで勢力の回復をはかろうとした。その際、三右衛門は善行寺
にたいし全面的な協力を行っていることがわかる。山口三右衛門と善行寺のかかわりは、24．書状の項に
収められた文書からも知ることができる。
宮様江　御目見江之控（献上金等書上）　（二恩代） 文化元年子4月朔日 横切継紙・1通 5791
（万助持小路分田畑取米畝引書付） 文政8年2月 横切継紙・1通 5299
（文政十亥正月～十二月払金書上、小路寺台所） （文政10年） 横切三品1通 5281－61
借用申御年貢金証文国事（写）小じ町借用人源助、組合受 天保3年12月 横切継紙・1通 5281－40
人太蔵→小路町善行出御納所
覚（山家村山口三右衛門登金、落合兵左衛門より請取） 天保11年10月9日 竪紙・1通 4727．2
善行寺（印）→落合村兵左衛門殿
御勝手向渡帳（御門母様融通金拝借等）熊井戸応助、長 嘉永6年2月（17日》 横半半・1冊 4753
村喜右衛門、吉田彦右衛門→西　善行寺様
（御門跡様へ冥加金2分進上に付神妙の旨被仰出書） 子9月13日 横切紙・1通 4777－22
（印）→山口弁之助
寅八月廿二日南部右出立最上天童迄小遣附（願教寺関 （寅8月） 横長半・1冊 4750－6
係）
御手当遠見　米六俵也（御手当米札）　（印）→山家村三右 寅9月 竪切紙・1通 5326．1
衛門　包紙入。
（善行寺・寺侍渡し米俵数書上） 3月5日 横切継紙・1通 5137－39－1
覚（道中買物帳、漆山～仙台～盛岡、奥様御供につき） 3月21日 横長美・1冊 5722
勝次→天童奥様御取次衆中様
覚（道中金拝借）　山家村庄吉（爪印）→御院主様 9月23日 竪切紙・1通 5053－8
［書状］（本坊より頂戴手当札の義、とんと失念の詫） 9月27日 横切紙・1通 5326．2
草匠ヵ6→山口格之助様　　5326－1と同封。
覚（御免御和母御礼金受取）善行寺（印）→佐藤兵助殿 竪切紙・1通 4775．89
（当派20ヶ寺より最上御裏方百ヶ寺の勢い強いため、 横切継紙・1通 4888
仏陀寺様を差向て在家に御請待御免下されたき願
書、下書）
2．（その他）
数量（件数）　15
覚（山寺御駅家分取次用達元金受取）若本納所（印）→山 安政4年3月9日 横切紙・1通 4748－10
家村山口三右衛門殿
山形県真宗大谷派戦死者追弔大法会（「祝凱旋法話」冊 （明治29年） 一括・1冊・1通 4959
子、印刷和歌等一括）　（羽前国山形市七日町本山事務山
形取扱所（印）（真宗大谷派追弔会事務扱所印）→〈津山村）帯封
共。
［書状］（彼岸中聴流寺にて説法執行に付御留掛け御参 （正月） 竪紙・1通 6024－2
詣下されたく）　（高橋兵助）→（島崎与市平様）包紙のよう
に6024－3以下を巻いてあり。
［包紙］　山家村山ロ庄三郎→江戸福井町二丁目越前屋平兵衛様 2月 包紙・1通’ 5423－1
御止宿山口三右衛門様　5423－2～7を包む。
［包紙］山家村山口庄三郎→京西六二御前通り近江屋太郎兵衛 2月11日 包紙・1通 5423－2－1
様5423－2－1～5を包む。
［書状］（未開封）羽州最上山家山口庄三郎→京新町通り錦小 2月11日 横切紙か1通 5423－2．2
路上ル吉原晋吉様
［書状］（西岸寺様御頼金子差し登せたき旨、他）羽州 卯2月11日 横切継紙・1通 5423－2－3
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17．寺社／7．寺社雑12．（その他）
村山郡山家村山口庄三郎→京西六條御前通　近江屋太郎兵衛様
［書状］（私病気の件／吉原普吉方へ証文入の件／他） 2月11日 横切継紙・1通 5423－2－4
山口庄三郎→京西六條近江屋おうめ様、近江屋為三郎様
［書状］（西岸寺様済金等勘定差引に付）羽州村山郡山家 2月11日 横切継紙・1通 5423－2－5
村6山口庄三郎→京六條通り西当院御前通り上ル　御苗為三郎
様
覚（上京の寺院・僧侶へ為登金書上） 横切紙・1通 4734－9
［書状］（会津浄光寺拙寺へお越しの件）後欠。 横切紙・1通 5281－33
［書状下書］（唱導寺御宿下されたき旨） 横切紙・1通 5281－36
（秋田湯沢町・平鹿郡横手町等寺院名書付、湯沢町影 横切継紙・1通 5335－1
現寺20ヶ寺他）　別紙1通あり。
（神祇名書上） 横切継紙・1通 5335－2
［書状］（長崎圓同寺和尚遷化に付／他）　　　　　　1 折紙・1通 5399
8．神社
数量（件数）：5
　　（その1）には、神社初穂・勧化等に関する史料、山家村の神社調がまとめてある。
つしま御初穂集直覚 文政4年6月 横切継紙・1通 4944－7
証（神殿再建費として寄附金領収）東置賜郡上小松村皇大 明治15年7月4日 小切紙・1通 4730－1
神宮祠掌蔵田国直（印）→東村山郡山元村山口格之助殿
証（神殿再建費として寄附金領収）東置賜郡上小松村皇大 明治15年7月4日 小切紙・1通 4730－2
神宮祠掌蔵田国直（印）→東村山郡山元村山口三右衛門殿
証（神官給料請取）　当村社詞掌渡辺綱雄（印）→山元村戸長 明治17年6月9日 竪紙・1通 4625－1
役場御中　青罫紙。
覚（初穂金収納）三日市太夫次目名代宇野兵治（印）→山家村 子12月29日 横切紙・1通 4721
御名主三右衛門様　木版。
9．境内絵図
数量（件数）　0
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18．学制／1．学制
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
18．学制
1．学制
数量（件数）　3
乍恐以書付奉願上候（入校願書）　（第三大区小ニノ区山元 明治7年3月14日 竪紙・1通 4646
村山口良安長男山口左門、右父願人山口良安→天童西学校担当
学区取締御中　青罫紙。
（学校運営についての意見書、体操所建設の件・学資 （明治）14年2月15日竪半・1冊 4644
金の件）　「東村山郡役所」名入り青罫紙。
体操所出建設二付献金願（本県師範学校体操所）東村 明治14年2月17日 竪紙・1通 4645
山郡山元村戸長山口格之助→山形県令三嶋通庸殿　青罫紙。
2．山元学校
数量（件数）：12．
　山元学校は明治7年5月、村内の曹洞宗聴流心を仮校舎として開校した。明治13年、山元村の郷蔵を
増改築して貫津村との連合小学校が開設された。
記（山元村887人分委託金を渡す旨）学区取締（印）→山元明治8年4月17日 竪紙・1通 4647
学校事務取扱中　「山形県管内」名入り青罫紙。
乍恐以書付奉願上町（山元学校仮教師依頼に付他校兼 明治8年10月24日 竪紙・1通 4641
務御免願）　（第三大急小一区天童東学校・久野本本学校事
務取扱兼）願人平塚六兵衛、天童東学校事務取扱大石浩哉、青
柳清兵衛→山形県令関口隆吉殿　青罫紙。
記（高机・腰掛代金受取）老の森村若木利助（印）→山元学 明治9年4月24日 竪紙・1通 4732－2
校事務取扱山口三右衛門殿　印紙あり。
学校資本金利子請払通 明治10年1月ヨリ 横半半・1冊 4782
書籍代価調簿 明治10年1月 横半半・1冊 4784
学校資本金利子書籍器械調其外翼 明治11年3月ヨリ 横半半・1冊 4783
祝辞（山元学校開業式に際し）　山元学校訓導猪倉頼徳 明治16年5月20日 竪紙・1通 4640－2
4640・1の間に挟まっていた。
（山元尋常小学校修繕費寄付奇特に付木盃下賜）　山形 明治22年3月26日 竪紙・1通 4640－1
県知事正四位勲三等柴原和（印）→山形県羽前国東村山郡山二村
明治廿二年度山元学校経費三ヶ月分予算標準　「山形県 （明治22年度） 竪半・1冊 4639
東村山郡貫津村外四ヶ村戸長役場」名入青罫紙。
（岡岬・授業料等書付） 近代 竪紙・1通 5056－5
［書状］（学校御役場経費支払金、唐木屋へ支払の件） 近代 横切継紙・1通 5056－9－1
氏家→山口様
［書状］（唐木屋へ金50円御遣わし下されたく／他） 26日 横切継紙・1通 5056－9－2
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19．軍事・徽兵
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
19．軍事・徴兵
数量（件数）：2
　　幕末期の農兵関係史料も本頁にまとめてある。
（常備歩兵入営之儀達に付）区務所（印）（山形県第一大区＋ 明治11年4月18日 竪半・1冊 6023
四小区々務所印）→山元村用掛中　　「山形県下第一大区十四小
区」名入青罫紙使用。封筒入。
酉年十九才物調（山家村男女19歳以下年齢調、徴兵関 （戌2月） 横長半・1冊 4638
係力）
一123一
一124一
20絵図／1．町村絵図
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
20．絵図
1．町村絵図
　数量（件数）　1
（村絵図、未完）　705×1030cm。彩色あり。 絵図（竪継紙）・1鋪　5513
2．耕地絵図
数■（件数）：2
助右衛門前元屋敷之内畑計り略分見麓絵図
（字下窪、字蓮田耕地測量絵図）
文政6年3月6日 絵図・1鋪
絵図・1鋪
4624－1
4624－2
一125一
126一
21家ノ1．家・書置
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
21．家
1．家・書置
　数量（件数）：3
遺物覚（形見の品配分、本寿院・山口村吉郎兵衛他へ） 文久元年4月13日 横長半・1冊 5742
（先祖没年月日書付）朝臣・教春など。 横切紙・1通 5139－24
協議決定書（写、氏家栄称家政上改革）山形県東村山郡 明治18年8月8日 竪半・1冊 4615
山元村氏家栄伝、氏家豊丸、氏家千代重（他11名）青罫紙。氏
家豊丸は海瓜坊。
2．相続・縁組
数量（件数）：2
振袖もの（婚礼衣装等注文覚）　　（長谷川） 近世後期 開脚・1冊 4699
受取証（結納金受取）西村山郡白岩村奥山忠吉（印）→山口三 明治20年6月5日 竪紙・1通 4713
右衛門殿
3．吉凶・贈答
1．（冠婚葬祭）
数量（件数）：5
今月廿二日献立（料理献立） 文政11年2月22日 横切継紙・1通 5281－48
（山家村久兵衛事法名釈顕養香典覚） 天保6年4月28日 横長半・1冊 5669
甚右衛門出家二付見舞貰（見舞品覚） 慶応3年6月2日夜 横折紙・1通 5494
教貞死去之節遺物所々へ遣し候覚 丑10月 横長半・1冊 5730
（献立、ひらめ酢の物他） 横切継紙・1通 5192
2（贈答）
数量（件数）：14
　山口家の個別的な贈答関係史料をここにおさめた。代官所役人への贈答関係史料がまとまっている。
土産物覚（江戸の宿・代官所役人等へぜんまい他） （天保以降） 横折紙・1通 5804
［書状］（かも1羽差上） ＜弘化3＞午10月28日横切継紙・1通 4776－6
巳潮岬年始（代官所役人家族への年始御祝儀銭） 巳正月3日 横折紙・1通 5687
江戸右之進物（大貫様内内山亘・松沢様・貝塚様他） 戌12月25日便にて 横切継紙・1通 5941－2
土用見舞（代官所役人へ） 横切継紙・1通 5047－5
（江戸の代官所役人等へ見舞金覚） 横切継紙・1通 5047－6
（江戸の代官所役人御廻米方役人等へ見舞のぜんまい 横切継紙・1遍 5047－7
覚）
未年頭（江戸の代官所役人等へ見舞金品覚）権吉他3名 未 横切継紙・1通 5047－8
より山口参右衛門宛書状の裏を使用。
（江戸の代官所手指・手代・宿方等へ見舞金品覚）（三 （巳2月9日） 横切継紙・1通 5047－10
右衛門、義左衛門、門三郎、新次）
甚右衛門出府之西土産調覚（江戸御役人衆他宛） 亥8月21日 横切継紙・1通 6060
惣助二陣ス（代官所役人等へ鴨進上覚） 亥11月19日 横切継紙・1通 5919
（尾花沢代官所役人へ上金等覚） 11月13日 横折紙・1通 5660
一127一
21．家／3．吉凶・贈答／2．（贈答）
（江戸逗留中代官所役人等諸所見舞入用・品物書上）
i代官所役人等へ高進物覚）
横長半・1冊
｡折紙・1通
4938
T725
4．賞状・辞令
数量（件数）　7
申渡（軍費再度上納につき褒美として其身一代苗字御 慶応3年12月 横切紙・1通 5347
免仰付）　山田佐金二（印）→羽州村山郡山家村名主三右衛門
包紙入。
（二障大品十四小区山元村里二二付書）区長→山口格之 明治9月12月 竪紙・1冊 4577
助　青罫紙。
御請書（山元村戸長申付に付）　東村山郡山元村山口格之 明治12月1月4日 竪紙・1通 4561－1
助印→山形県令三嶋通庸殿　青罫紙。
履歴書（山口格之助役職）　山形県羽前国東村山郡山元村番 明治19ヵ年6月3日 竪半・1冊 4891－2
外平民山口格之助　青罫紙。
御請書（教育上尽力につき賞誉）東村山郡津山村山口三右 明治26年3月27日 竪紙・1通 4642
　衛門→山形県知事長谷部辰連殿　青罫紙。
苣ｿ書（教育上尽力につき賞誉）東村山郡津山村山口三右
@衛門→山形県知事長谷部辰連銭　青罫紙。4642と同内容。
明治26年3月27日 4643
記（賞誉受領履歴取調書）東村山郡津山村大字山元　山口 明治30年12月11日竪半・1冊 4560
三右衛門→津山村長氏家英丸殿 、　　　　　1
5農業
（その1）では、21－5．農業の下位項目に1．小作と2．立附しか置いていないが、　（その2）では、21－5－3．
（日雇・手伝》と21－5－4．（本寿院田地管理）を追加した。
1．小作
数量（件数）：84
　山口三右衛門家の小作農業経営に関わる文書を納めた。
　小作と立附は容易に分類できないので、立附と明記されている文書のみ、2．立附にまとめてある。
（万助・勘三郎より取米覚） 横切紙・1通 5151
蔵増分馬助代り重郎兵衛支配井左内分米請取方（小作 横長半・1冊 5628
地）
（間吉渡し籾数等書上）200俵以上。 戌10月 綴・1綴 5720
敷田地小前帳　　　　　　　　高木村（高木村指南清三郎（印）、同村組頭九右
@衛門（印）、同藤兵衛（印）、同村庄屋拾右衛門（印））→（山家村三
元禄12年2月29日 横長美・1冊 5046－1
右衛門殿〉
持高之内敷金質物二相渡し申田之事（年貢米不足に付 元禄12年2月29日 竪継紙・1通 5046－5
金15両受請取、田地質物に渡す）高木村田諸相伊右
q門（印）、勘兵衛（印）他2名、同村五人与頭清三郎（印）他3
名、組頭茂兵衛（印）他1名、庄屋拾右衛門（印）、同村指南清三
郎（印）→山家村三右衛門殿
控作り申田地之事（本年貢米の外御蔵米にて15俵山立元禄12年2月29日 竪紙・1通 5046－9
上米天童へ持ち届け渡す旨）高木三二主伊右衛門（印）
ｼ3名、同村五人与頭清三郎（印）他3名、同村組頭九右衛門他
1名、同村庄屋拾右衛門（印）、同村指南清三郎（印）、山家村取
次三五郎（印）→山家村三右衛門殿
（控田地御蔵米15俵宛立上米に定めるに付、霜月中取 元禄13年2月27日 竪紙・1通 5046－8
二相渡すべき旨）高木村組頭茂兵衛（印）、同九右衛門
一128一
21．家／5．農業／t小作
（印）、同村庄屋拾右衛門（印）→山家村三右衛門殿
請負申手形之事（元金15両の立上米のかかり、年貢不 元禄14年2月3日 竪紙・1通 5046．7
納にて済み兼ねるに付）　高木村五人与頭新助（印）他3
名、組頭九右衛門他1名、庄屋拾右衛門（印）→山家村三右衛門
殿
手形之事（高木村伊右衛門他3名持高田地の内右敷金に 正徳2年2月 竪紙・】通 5046－4
て貫譲の処、今度山口村庄屋十右衛門を頼み年賦に
わひ事なさるにつき、上米9俵宛にて田地預りの旨）
山家三五右衛門→高木村組頭十蔵殿、同茂右衛門殿、同清
三郎殿
田地耕地二致相渡置三二付年賦相添証文之事（当村伊 正徳2年2月 竪紙・1通 5046－6
右衛門他3名持高田地、前々貫譲の所今度上山口村
十右衛門を頼み上米9俵宛にて年賦の旨）高木村組頭
請合たれ一（他）→山家村五右衛門殿　大庄屋中川弥兵衛奥書あ
り。
高木敷田請取事 巳ノ3月19日 横折紙・1通 5046－2
高木田立直覚（午年・巳年立上米） （巳ノ6月8日） 綴（横長｝・1綴 5146－3
享和元酉始杢兵衛前　伝三郎引受（田畑俵数作人書上） （享和元年） 横切継紙・1通 5139－34
覚（喜八借地小作米書付） 子10月27日 横切継紙・1通 5139－33
小路町方（田地取米書付、山家関ノ上喜助他2名分） 横切継紙・1通 5139－35
（久兵衛前字別トc畑取米書付） （享和3年正月6日） 横切継紙・1通 5138－36
覚（藤助新田より出始改、小作地作子3立附米等書付） 文化10年4月18日 横切継紙・1通 513846
　　別紙1通あり。
（由兵衛分質流地金・永地金額書付、山家中）
文政七申年期　藤助新田（弥左衛門前・権十郎前年貢
　米・諸役米等書付）
（作右衛門分田畑取米書付）
（田畑訳高書上）
（立書取米、名取村荒地田畑成分書上、山寺村高書上
　等一括）
（字日光下畑略絵図、小路町分甚右衛門懸り）字日光は
　道山村、山家村にあり。
（小作地立附記・作子名前書付）’
蔵方辰十一月三日改（小前より取米書上）
午十月四日印（米俵数・名前書付）
覚（取米俵数・定石・米敷金・御手当）
（山家村井近隣村百姓より取立米書上）
（蔵増村上畑畝歩・作人書上）　蔵増村内の山口家小作
　地力。
（佐五兵衛高射、田畑反別・取米・夫米・小役米・世
　話料等）　支配人力。
（畑反別作人書上）字宮田・前野など。
土屋礼四郎6来ル差引書写　礼四郎は田地支配人ヵ。
覚（一日町長兵衛作徳米差引書）喜兵衛（印）（天童町佐藤）
　→山家村三右衛門殿
下堅作兵衛方利米
請合申手形之事（三右衛門より借用金利米相生熟ね、
　わび仕る所、貴殿頼みにより返済期限延ばしの旨）
文化11年3月
文政8年3月18日
（文化頃）
文政7年春
文政12年正月28日
辰11月3日
午6月4日
天保元年12月
万延元申年11月21日
近世
近世
（明治）
丑12月
（未）
卯12月28日
横切継紙・1通　　　5138－37
横切継紙・1通　　　5138－30
横切紙・1通　　　　5138－38
横切継紙・1通　　　5138－45
横折紙・一一括（4枚）5785
横切継紙・1通　　　5163
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横長半・1冊
横長半・1冊
横長美・1冊
5281－17
5281－30
5281－74
5281－49
5803
5638－2
5474
横長美・1冊　　　　5484
横折紙・1通　　　　5721
横切継紙・1通　　　5137－53
横切紙・1通
竪紙・1通
5137－51
5046－10
一129一
21．家15農業ノ1．小作
高木村五人組三次兵衛（印）他3名、組頭茂兵衛（印）他1名→
山家村三五二二
寅年作子検見引 寅 横折紙・1通 5342－5
卯御年貢米仕訳（矢野目、士官米） 卯 横長半・1冊 5342．6
覚（米俵数書上）左七、高左代印 午6月 横切継紙・1通 5140
（蔵増村内小作地高反別夫米等書上）　蔵増中組郷蔵元 未4月 横切継紙・1通 4749．12
（印）
金十郎方（小作地収支勘定力）　金＋郎は支配人力。 申・酉年分 横長美・1冊 5506
（三右衛門納米の内小作人出二分書上） 申年分 横長美・1冊 5507
申涯分竹三分（小作地立附引米高ヵ） 申年 横長半・1冊 5776
［書状］（小作支配二手回り兼ねるにつき今般返還に付） 5月24日 横切継紙・1通 4733－3
矢吊目村奥山金十郎→山元村山口三右衛門様
杢兵衛前貢納記（天保9年～嘉永元年支配人人名書 竪紙・1通 4611
上力）　「山形県管内」名耳印罫紙。
左五兵衛作場印（小作地・立附米俵高）　ちんもん→御蔵 横切紙・1通 4778－21
本
（田畑取米書上、小作分ヵ）4939～4958こより一括。 横長半・1冊 4939
（山家村田畑反別総計、三右衛門家小作地分ヵ） 横切継紙・1通 4941
（山口村他平之助・三右衛門持田畑取米納高書上） 横切継紙・1通 4943－1
4943・1～13までこより紐一括。
（寺領矢野目村酒右衛門前左之助両人持田畑取米書上） 横切継紙・1通 4943－2
（山口村他田畑弥十郎分庄治郎田畑取米書上） 横切継紙・1通 4943・3
（山口村他田畑より石山豊肥立米書上） 横切継紙・1通 4943－4
（山口村他田畑より惣之助立米書上）貼紙あり。 横切継紙・1通 4943－5
（山口村他田畑より惣左衛門立米書上）貼紙あり。 横切継紙・1通 4943－6
（十右衛門分孝之助持田畑取範囲上） 横切継紙・1通 4943－7
（源助他人名書付） 小切紙・一括（2枚） 4943－8
十右衛門一高（山口村他田畑反畝作人書上） 横切継紙・1通 4943－11
（山口村他田畑より半次郎・松田半十郎取米書上）付 横長美・1冊 4943－12
憾あり。
（山口村他田畑四郎兵衛・吉郎兵衛抱地陳米書上） 横長美・1冊 4943－13
（上〆つ平吉分取米等書付） （寛政8年3月） 横切継紙・1通 4945
（下貫津喜四郎前取米他書付） 横切紙・1通 4951
（上・下貫津分山家持分田畑反畝書付） 横切継紙・一括 4952
（2通）
（佐吉前山家村田畑取米書上） 横切継紙・1通 4958－1
（作右衛門前山家村関ノ上田取米等作人書上） 横切継紙・1通 4958－2
（文蔵前山家村田畑二二書上） 横切継紙・1通 4958－3
（田畑取米等に二二、久野本分・山家請分） 横折紙・1通 4984
（久野本・老野森田畑取米・畝引覚） 横切継紙・1通 5154
（田畑取米覚） 横折紙・1通 5178
（喜四郎訳キ米書付札） 小切紙・1通 5283
天童三日町分名寄写し（三日町分理兵衛前　三日町小 横切継紙・1通 5309
作に譲ル）
高木村（入二人名前書上、他） 横折紙・1通 5541
國一 P30一
21．家／5農鑑ハノ」、作
（山家村田地俵数作人書上） 横長美・1冊 5595
（小作米の内御蔵納分・取分書上） 横長美・1冊 5598
訳畑覚（与三郎分附新畑書上） 横長半・1冊 5627
覚（一筆切田畑俵数作人書上） 横半半・1冊 5679
三太ヵ（置数・名前書付） 横切紙・1通 5707
（山口家小作地関係書類一括、立附米覚・小作地概略 横折紙・一・括（6枚） 5716
図他）
三日町分　山家［　］改（出作地・出作人ヵ） 横切継紙・1通 5732
（小路町・矢野目村等より取白米銭書上、他一括） 横折紙・一括（13枚） 5778
（小作地関係諸書付一括、小作地略図等） 横折紙・一括（6枚） 5779
（小作地関係書付、小作地略図、寺方懸銭書上等一括） 横折紙・一括（8椥 5780
（小前持田畑、支配人別小作地等書付一括） 横折紙・一撤8枚》 5788
（百姓より米取立覚） 横長半・1冊 5796
（未編綴｝
覚（田畑取米点、’老心森村他出）
i山家村田地反別・持主・作子書付）
■
横折紙・1通
｡折紙・1通
5797
T824
2．立附
数量（件数）：62
清次郎立口（田畑取高） （寛政） 横折紙・1通 4944－8
下貫津治郎古前田畑立論帳　甚右衛門 文化4年12月 横長美・1冊 5060
（久野本六兵衛分上貫津村六右衛門分林兵衛立附米覚） （文化5年～6年） 横切継紙・1通 5161
七郎兵衛前立口勘定帳（山家村小作地本膳米）若松左門 文化7年午2月晦日 横長美・1冊 5787
へ控　紙数7枚。 （未編綴）
定次郎跡分立附（山家村地内田畑山） 文化7年3月30日 横切紙・1通 5279
（佐吉前立附米より諸役米差引覚） 文化9年11月分 横切継紙・1通 5205
（丁丁米取立帳）　別紙2通あり。 文化10年10月27日横長半・1冊 4979
（林兵衛分文化三寅年立附覚、他）後欠。 （文化） 横切継紙・1通 5139－7
文政三辰二月改立附寄（村別立附米大豆高） （文政3年2月） 横切継紙・1通 5138－33
文政四年巳三月立附（字小畑・神明壇他田畑） 文政4年3月 横長半・1冊 5638－3
佐吉前勘三郎持参（佐吉前立附）別紙1通あり。 文政8年3月5日 横切継紙・1通 5147
文政十年亥十二月二日立附覚（字中町寺浦・小畑等天 文政10年12月2日 横切継紙・1通 5281．1
童町地内）
覚（蔵増雨漏田地弥右衛門口立附米書上） 文政12年3月29日 横切紙・1通 5329
文政十二丑十一月廿五日内払（山家村誌田畑取米郷蔵 文政12年11月25日横切継紙・1通 5281－29
納米内訳書上、「外内取納方」を張継）
文政十二年丑十一月郷蔵へ立附納人数（佐吉前郷蔵回 文政12年11月 横切継紙・1通 5225
納り立附）
天保旺盛十月可取立分（取立米） 天保2年10月 横切継紙・1通 5281－38
覚（立町米書上） 嘉永6年9月18日 横切継紙・1通 4735－13
（文久元年～3年惣立附米噸等覚） 文久期 横長美・1冊 5573
（取立立付金覚）近隣手分含む。 近世 横長美・1冊 5498
覚（山家村内小作立蒔米収納高覚） 近世 横長美・1冊 5550
（山家村田干反別立糟米収入高書上） 明治前期 横長美・1冊 5475
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子分三直勘定（立附米） 子 横長半・1冊 5775
源太郎前一高　仁兵衛・勘六持立附（田畑立附米書 横切継紙・1通 5050－2
上）
仁兵衛・勘六（田畑取米書上） 横切継紙・1通 5050・3
（土地面積書付、「申　弐丁弐反弐畝十八分…」） 小切紙・1通 5050・4
（勘五郎分ノ内吉郎兵衛・四郎兵衛持田立附米書上） 横切継紙・1通 5050－5
仁兵衛前立附改（山口村内田畑） 横切継紙・1通 5050－6
勘五郎分勘五郎持立附（山口村内田畑） 横切継紙・1通 5050．7
（字まっかくほ他畑斗米書上） 横切継紙・1通 5050・8
（下山口より取米井井に小前内訳） 横切継紙・1通 5050－9
勘五郎分田畑立言（山口村内田畑） 戌6月16日 横長半・1冊 5050・15－1
勘五郎前・源太郎前　吉郎兵衛・四郎兵衛両人塾側 文政9年5月 横長半・1冊 5050－15－2
臨書出印　下山口組印
勘五郎・源太郎分田畑立附改帳（山口村内田畑） 寅12月 横半半・1冊
（作右衛門前・九郎左衛門前立付鼻）六右衛門 寅ノ12月 横長美・1冊 1558・
卯田立附覚 卯 横折紙・1通 5342－7
辰春本方（立附米収納俵数、支配人別） 辰春 横折紙・1通 5768
覚（貫津村他、字別田畑取米立田米書上）地主利作 申2月 横切継紙・1通 5055－3
宝瞳寺分立附（人別・回附撃高） 酉9月5日 横切継紙・1通 5667
戌十一月準則佐吉前（山家村内田畑立附ヵ） 戌11月 横切継紙・1通 5149
田畑鳶口（米俵高・作人名前） 11月 横切紙・1通 5139－23
蔵増分金納（他、佐平方立附米等書上） 横長半・1冊 4749・3
（たのミ田田数・立盛業書上） 横折紙・1通 4749－8
（米向方覚）
（勘五郎分ノ内田回米立附米書上）
（立計理取立帳、七右衛門前）
（立附米取立帳、鉄次・喜右衛門・藤右衛門）
覚（田畑立附米書上、貫津村地内他）
（奈良沢村与惣兵衛組立附米書付）
（立廻米、作徳米高書付）
貫津村喜四郎前立口（立附米）　後妻。
（清助作り分取米書付）
（取米覚、立附加・手作分）
八右衛門跡権平支配田畑立附之覚（明和か安永之聖断
　と見へ幸助6写）
草生下々畑直し（山家村内立付米・持主書上）
（封事米より年貢・小役米等差引覚）立附133俵。
子分無印直勘定（立通米納画数）
（立建米高覚）
（立田米書上一括、支配人口別）
横切紙・1通
横切継紙・1通
横長半・1冊
横長半・1冊
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
　横切紙・1通
　小切紙・1通
　横切継紙・1通
♂
　横美半・1冊
横長半・1冊
立折紙・1通
横折紙・1通
横折紙・1通
横折紙・一括（2枚｝
4778－30
4957
4980
4981
5055・1
5055－2
5165
5196
5281’35
5281－44
5301
5458・1
5556
5766
5789
5826
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3．（日雇・手伝）
数量（件数）：7
手点出調（農作業） 慶応2年 横折紙・1通 4775－32
（山家村貞治口米・雑用銭書上） 午閏10月4日～3月19日竪半・1冊 5647
分
［書状］（農事仕事後れに付雇人を頼みたき旨）→何回御 5月 竪紙・1通 6024－1
苗失念誰様　包紙のように6024－3以下を巻いてあり。
（貸金・雇い銭勘定覚）別紙1通あり。 横切紙・1通 5139－19
（雇人賃銭勘定覚一括、山家村芳松・新蔵坊分） 竪帳・3冊 5514
（山家村貞治日雇白米雑用銭轡） 竪紙・1通 5680－1
（山家村新蔵坊日雇白米雑用田下） 竪紙・1通 5680－2
4．（山鼠院田地管理）
数量（件数）：21
　本寿院の年貢納入関係文書。
　本寿院は明治8年に立付米2683俵余を取得する山家村第一の地主であり、村山郡全体としてみても
屈指の大地主である。立付米2683俵は山家村の他の立付米総計を上回る数字である。
　広い本寿院所有地の年貢納入にあたり、山家村村役人である山口甚右衛門と高橋佐五兵衛とを関与
させていたことが当項目の文書から推測される。
（若本分、小作人名前書上力） 天保4年10月 横切紙・1通 5139－29
小路分　藤島前若本分（田畑心血・夫米・赤米等書上） 天保4年12月15日 横切継紙・1通 5281－24
覚（本編院掛り覚、二番ノ高話と若松取米代共） 丑7月12日 横長美・1冊 5728
覚（上納金差引）本寿院納所→山口三右衛門様 （寅）とら7月29日 横長半・1冊 5678
覚（本主く本寿院〉米山差引勘定）佐五兵衛 卯8月21日 横切継紙・1通 5305
覚（預血）若本納所（印）→山家甚右衛門殿、佐五兵衛殿 申11月23日 横切紙・1通 5325－7
覚（預米、帳合頼み入る旨）本納所（印）→山家六右衛門殿 申11月24日 横切紙・1通 5325－5
覚（小三郎方へ間米）甚吉（印）→郷御蔵元 申11月25日 横切紙・1通 5325－8
覚（預言、帳合頼み入る旨）本納所（印）→山家御役木甚右 申11月25日 横切紙・1通 5325－9
衛門殿　　　　　　　　　　　　　　　　　、
覚（預米、帳合頼み入る旨）若本納所（印）→山家村御役人 申11月27日 横切継紙・1通 5325－6
甚右衛門殿、佐五兵衛殿
覚（細米、帳合頼み入る旨）　若本納所（印）→山家村御役人 申11月27日 横切紙・1通 5325－13
甚右衛門殿、佐五兵衛殿
覚（預米、帳合頼み入る旨）若本納所（印）→佐五兵衛殿、 申12月3日 横切紙・1通 5325－10
甚右衛門殿
覚（預証、帳合頼み入る旨）若本納所（印）→甚右衛門殿、 申12月5日 横切紙・1通 5325－1
佐五兵衛殿　5325・1～14まで入った袋あり。　「申諸方預手形
入　文政七年十一月　山家村郷御蔵元」
覚（預米、帳合頼み入る旨）本納所（印）→甚右衛門殿、佐 申12月13日 横切紙・1通 5325－3
五兵衛殿
覚（預米、帳合頼み入る旨）　本納所（印〉→甚右衛門殿、佐 申12月17日 横切紙・1通 5325－2
五兵衛殿
覚（預米、帳合頼み入る旨）本納所（印）→甚右衛門殿、佐 申12月17日 横切紙・1通 5325．11
五兵衛殿
覚（白米、帳合頼み入る旨）本納所（印）→十右衛門殿、佐 申12月20日 横切紙’1通@15325－4
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五兵衛殿
覚（預米、帳合頼み入る旨）本納所（印）→甚右衛門殿、佐 申12月20日 横切継紙・1通 5325．12
五兵衛殿
（法泉坊検見引、残上高書付） 横切紙・1通 5325－14
覚（網子高内より年貢引取につき）本寿院（印）→山口三 申12月29日 横切継紙・1通 4778－22
右衛門殿
本寺暮方直勘定（願石米渡） 横切紙・1通 4778－20
6．家計
　家計直配の史料は2141．（金銭出入・差引）、2142．（買物・小遣帳）、21尋3．（通帳等）に分けた。
　（その1）では、家計の項目に小作関係史料もまじっているので注意されたい。
1．（金銭出入・差引）
数量（件数）：45
書留覚（無尽置金勘定、山中惣代らへの立替金、等） 文政4年6月3日 横半半・1冊 5049・1
5049－1～8までこより一括。
諸事書留内覚帳（無尽金等金銭出納覚）佐五兵衛紙数 文政9年戌10月 横長半・1冊 5782
9枚。 （未編綴｝
（受取米金書上一括）紙数10枚。 （文政頃） 横長美・1冊 5783
（未編綴）
覚（金118両余請取）　山口儀左衛門（印）→山家村三右衛門殿天保11幽幽6月7日 横切継紙・1通 5393
嘉永四年亥十月朔日取立（山家村三右衛門預り金） 嘉永4年亥10月 横長半・1冊 5649
覚（貸金元利差引）本→晋＋郎殿　50541～8こより一括。嘉永7年閏7月11日 横切継紙・1通 5054－1
午九月改三右衛門勘定（貸金元利） 午9月 横切継紙・1通 5054－2
（貸金元利書付） （辰9月6） 横切紙・1通 5054－3
辰九月改三右衛門勘定（貸金米元利） 辰9月 横切継紙・1通 5054－6
未十二月改三右衛門勘定（貸金元利） 未12月 横切継紙・1通 5054－7
覚（三右衛門分貸金元利差引勘定）寿山く本途院〉→晋＋ 嘉永6年正月 横切継紙・1通 5054－8
郎様
覚（勝治出府の醐持参金請取）善行寺内宝（印）→羽州山家
@村山口三右衛門殿　5053・1～8まで包紙入（善行寺より山口三右
安政3年12月12日 横切継紙・1通 5053．1
衛門宛書状包紙）。くくり紐。
法円寺殿東洋英柄取金拾五両用達（元利金差引に付覚） 横切継紙・1通 5053－2
五月一日為登金扇五両内訳ケ（諸所より借用金返済の 横切紙・1通 5053－3
ため）
泰三郎山形行として家出（借用金・買物諸入用金等書 （明治29年10月6日）横折紙・1通 5056－4－1
上）
（金高書付） 丑9月20日記 横切紙・1通 4775－40
（請取金園） 卯11月3日清 横切紙・1通 4775－15
覚（山本山、輪袈裟代金勘定）来隠居→山口貞治殿
覚（金高書付500両種別）
（入金書付）
（金額・名前書付、「壱両壱分ノ内…」）
（金額・名前書付札、「弐分壱朱…」）
（金額・名前書付、「一弐朱　磯ニ…」）
（若本　金子差引勘定書付）
閏7月28日
（卯12月）
午6月
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
小切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
4775－82
4775。39
5281－52
5281－20
5281－21
5281－22
5281－50
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（三右衛門方金銭差引勘定書付） 午7月10B 横切紙・1通 5248
覚（立替貸金・無尽金等差引勘定） 午7月10日 横切継紙・1通 5249
（貸金元利勘定） 午7月11日改 横切紙・1通 5813　　　（
儀左衛門小差引（代官所節句入用・見舞金等） 未4月19日改 横長美・1冊 5637
覚（下屋敷未年御取替金書上）三方 申2月 横長半・1冊 5825
覚（延年勘定残り銭請取）田麦野源＋郎（印）（画論野村東 酉3月5日 横切紙・1通 5692
海林）→山家村三右衛門様
佐七大小方（渡し金書上） （酉） 横切紙・1通 4735－18
覚（為登金10両請取）佐藤兵介（印）→山口三右衛門様 戌10月22日 横切継紙・1通 4710－2
亥四月三日改（本主より届出書付、注文物入用等） 亥4月3日 横切紙・1通 5289
覚（金銭受取書）本（印）→山回様 亥5月5日 横切紙・1通 5346
覚（受取金の内過金15両御返し）本く寿院〉→山三様 6月25日 横切継紙・1通 4733．2
覚（金3両落手）　巨峯寺（印）→山口三右衛門様 12月13日 横切紙・1通 4733．1
預金覚（百姓預金） 7月14日 横折紙・1通 5812
（金銭出入書上、買物等覚）47341～13まで綴。 横切継紙・1通 4734－1
（蔵増村左内出金覚） 7日 横切継紙・1通 4734－2
（源助出金覚） 7日 横切紙・1通 4734．3
覚（金銭元利勘定） 横切継紙・1通 4734－13
（正月26日三右衛門持出し金等覚） 横切紙・1通 5047－11
（小遣・差替金覚、郡中・御用勤中）虫損（閲覧不剛。 横長美（綴紐欠）・一 5508
括（1冊
覚（金貸借勘定、三右衛門・権平間）年貢廻米関係ヵ「清 横長美・1冊 5512
助船」。
（取立上納冥加金一年分総計、他山差引） 横長美・1冊 5765
2．（買物・小遣帳）
数量（件数）：98
覚（買物代、駄賃書上）市作 文化8年 横長半・1冊 4750－2
家内へ差下し買もの調（江戸二而買物ヵ）4750－1～gまで 横長半・】冊 4750－1
綴。
覚（買物代金等差引勘定）　土屋→山三様 （天保11）子2月 横切継紙・1通 4961－6
覚（棒鱈等代金）越後屋長治郎（印）（庄内酒田［］屋）→仁右 ＜嘉永2＞酉閏4月21日横切紙・1通 5975
衛門様
キ（鞍買入注文御頼）　落合村佐藤兵左衛門（印）→山家村山口 （明治8年）6月6日 横切紙・1通 4725－2
三右衛門様
（山口家買物息出金融） （明治） 横折紙・1通 5795
覚（瀧嶋木綿他品物代金差引）利兵衛→晋三郎様 子5月 横切継紙・1通 4854
覚（古松印品物代金受取）東根台北富源兵衛（印）（塩屋｝→ 寅5月19日 横切紙・1通 5970　・
山家山口様　包紙入。
覚（反物・太物類買物通帳），角店→御茶間様 寅極月 横長美・1冊 5753
覚（搾代金仕切書）大丸屋又四郎力（印）（江戸大伝馬町三丁目 卯5月晦日 横切継紙・1通 5968－4
大むら）→山口三右衛門様
覚（山中山等買物代金書上）惣吉→三右衛門様 卯8月 横切紙・1通 4778－42
覚（御弁当代金請求）越前屋平兵衛→三右衛門様 （巳）11月23日 横切継紙・1通 4989
有酒改（門門・焼酎等） 未2月29日 横折紙・1通 5304
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覚（松や分きせる本数書上） 未3月24日 横切継紙・1通 5054－4
在府中受取（在府中受取金井品物受取分控、代料勘定 4月 横切継紙・1通 5054－5
御頼の旨）　本→山三様
本主分買もの覚（きせん、唐紙他） （戌5月23日） 横折紙・1通 4936
中山口分買もの覚（結城紺地単物反物他） （戌5月～亥3月） 横折紙・1通 4933
矢野目分買もの覚（雪踏、真岡単物反物他） （戌5月～亥4月） 横折紙・1通 4935
（元〆様・善行寺他3名分買物覚） （戌） 横折紙・1通 4934
口上（魚類取扱に付、他魚買物代金書上等）　（天劃五日 （亥）い9月20日 横長美・1冊 5591一、
町与三郎（印）→山家村松次郎様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
口上（塩の無心）　山家村三右衛門→田町金兵衛様
覚（『親鶯御一代記』等購入代金）　出雲寺（印）→上
宿（たが・小かまり代金等）
覚（反物代金、仕立代金）嶋や徳九郎→前田新蔵様反物
　に付いていた（と思われる札）6点あり。
覚（盃・花入等品物代金請取）越後屋幸右衛門（印〉（日本橋
　室町三丁目萬［］）→山口三右衛門様　汚損。5421－1と2は重ね
　て巻込み。
羽織仕立懸り〆（仕立代金受取）　よしのや嘉兵衛（印）→山
　口三右衛門筆
記（着物・下下代金請取）瀬戸田吉治（印）→山元村山口三
　右衛門様
覚（黒塗り下駄等代金）田町升屋甚右衛門→山家御名主三右
　衛門酔
覚（かれい他魚代金）　（田町伊之吉分）
覚（反物・小胆物類買物代金勘定）嶋や卯八→山口三右衛
　門様
覚（更紗縮緬振袖比翼代金等受取）秩父屋重次郎（印）（両
　国印竪町）→御講　三右衛門様
記（酒肴代等勘定綴）　大文字や（印）（天童）→上
覚（ふし・かながしら・すじ子等食物代金）源助内使丁
　太裏にも記載あり。
上山口吉郎兵衛分買もの調（元結・髪付他）
覚（古着代金受取）　（印）（浅草東仲町古着店長岡屋四郎左衛
　門）→三右衛門様
覚（注文のきりたばこ差上）義左衛門→山家様
覚（魚類代金）三河や紋治郎→上
（松平河内彰彰公用人等名前覚、江戸にて腰懸茶代等
　覚）
覚（買物注文書、真鍮花瓶・書籍・真鍮香炉等）
次郎吉方之分・擶山分（板・酒代金勘定）
覚（白川附子・辰砂等代金）
買物（代金書上、たこ・いしかれい他）
町かへ覚（食品買物代金書上、ふし・くらげ代金）
町かへ覚（食品買物代金書上、ふし・くらげ他）
（茶道具代金書上）
（鯨代金書上）　茂兵衛
亥11月5日
正月18日
（4月2日）
5月
6月4日
6月11日
8月
閏8月24日
閏8月．23日
9月
10月2日
10月9日
10月27日
（11月6日）
11月晦日
28日
横切紙・1通
1横切継紙・1通
1横切紙．1通
1
横切紙・1通
5373
5921
5281。26
6069
横切継紙・1通　　5421－1
横切継紙・1通
，横長半・1冊
横切継紙・1通
5968－3
5829
5505－1
横切紙・1通　　　　5505－2
横切継紙・1通　　　5390
横切継紙・1通 4868
綴・1綴　　　　　5056－4－2
横切継紙・1通　　5440－28
横折紙・1通　　　　4932
横切継紙・1通　　　5404
横切継紙・1通
横切紙・1通
横折紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横折紙・1通
横長美・1冊
横長美・1冊
横長半・1冊
横切紙・1通
5920
4734－8
5047－9
5234
5266
5281－10
5587
5591－5
5592
5710
5974
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覚（生酒代金勘定）矢野目酒屋（印）（最上矢野目佐藤）→山家 天保14年霜月12日 横切紙・1通 4775－8
村晋十郎様
惣吉・庄助へ注文（「雪の梅」・「山本山」・おしろい等） 丑7月4日 横切紙・1通 4775－19
（源八登りに付粉茶・半股引等注文書） 辰10月11日 横切紙・1通 4775－27
覚（悪寒・川根山等代金算入書）源八→山口様御取次衆中 辰12月 横切継紙・1通 4775－28
久次郎帰便下しもの（直し時計、扇子、小火三等）江 未8月9日 横切継紙・1通 4775－31
戸6三右衛門→晋十郎殿
覚（革文庫の鍵直し代、山本山、しら二等買物代金書 辰7月11日 横切継紙・1通 4775二41
上）　門三郎→山家様
覚（丸盆・八丈嶋木綿等買物荷物書上）三右衛門→晋＋ 未12月16日 横切継紙・1通 4775．43
毛様、弁之助様
覚（花の山・仙粉等御調物代金差引）庄助→山家様 申7月13日 横切紙・1通 4775．49
覚（静唐戸筆・袴・恥曝代金書上）源八→山口惣代様 3月28日 横切継紙・1通 4775－52
覚（御羽織紐代金）越後屋八郎右衛門（印）（日本橋室町三丁 2月21日 竪切紙・1通 4775－53
目）→上
覚（白紬売上代金請取）加島屋吉右衛門（印）（福島本町）→上 卯2月18日 横切継紙・1通 4775．54
覚（黒耕袴代金請取）藤木喜兵衛（印）旧本橋南二町目）→上 2月26日 横切継紙・1通 4775－55
覚（鼠張星代金請取）松屋銀蔵（印）（大伝馬町ヵ大門通）→源 2月30日 横切継紙・1通 4775－56
八様
覚（針代金請取）静寿堂義兵衛（印）（下谷御成道）→上 3月2日 横切紙・1通 4775－57
覚（笠代金受取）松屋幸助（印）（横山町三丁目）→上 3月5日 横切継紙・1通 4775－58
源八へ注文覚（白革・小筆・きせる等）
覚（山本山・はっかゑん・筆等調物代金勘定）源八→山
　口様
覚（乃卜形・小性張・小形墨水等代金請取）村田八郎兵
　衛（印）→三右衛門様
（重硯箱仕切書紛失に付書付）
重硯注文寸法酔
覚（白地本金錦代金書上）大丸屋惣四郎（印）（江戸大伝馬町
　三丁目大丸屋下むら）→庄吉様
（かんちきとふ紙・唐紙・引手釘隠等買物書上）
覚（川たや藤蔵口残金勘定）
（染代等勘定覚）
覚（染もの2反代金）→御惣代様
覚（反物読代金請取）大丸［　］（印）（江戸大伝馬町三丁目
　大丸屋）→山口三右衛門様
覚（山中山、鰹節代金等勘定）　久次郎→山家御惣代様
覚（うなぎ・鶏子代金）円蔵→御惣代三右衛門様
覚（飯米代金勘定）
覚（間仁合紙代金受取〉噛足利二七右衛門（印〉（山形）→上
覚（金はく代金等受取）高田屋（印）（山形七日町）→若松の常
　二様
覚（反物読代金請取）澤屋定八、彦七（印）（「杓泉」藤井）→三
　右衛門様
覚（反物読代金）雁金屋専助（印）（神田鍋町）→山家村三右衛
　門様
（卯2月15日出立）
8月18日
正月21日
6月23日
6月24日
3月27日
申7月
子6月4日
6月6日
10月4日
7月26日
横切紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
横折紙・1通
横切継紙・1通
横折紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
4775－59
4775－60
4775－65
4775－66
4775－67
4775－68
4775－73
4775－83
4777－4
4777－5
4777－6
4777－7
4777－8
4777－9
4777－10
4777－11
4777－13
4778－44
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江戸注文物覚（山仲山粉茶等） 横切紙・1通 4778．43
覚（仕切表、反物代金請求）吉郎兵衛→晋＋郎様 子11月25日 横切紙・1通 4735－9
覚（嶋木綿反物他代金） 横切継紙・1通 4735．10
（買物代金覚、衣装・食品等）　（惣吉） 横切紙・1通 4735－16
覚（染物代金請求）天童染や茂七→山家村山口五右衛門様 巳12月 横切紙・1通 4735－23
覚（唐紙代金）入江作兵衛（印）（竹川町唐紙屋）→上 2月24日 横切紙・1通 4735－24
覚（食品買物代金）彦次郎→三右衛門様 8月5日 横切継紙・1通 4735－27
覚（酒代金）田町市作→山家村惣兵衛殿 寅9月19日 横切紙・1通 4735－28
覚（肴代受取）小野彦一→山家村山口三右衛門様 10月7日 横切紙・1通 4735．29
覚（食品類買物代金）　（彦市） 横切継紙・1通 4735－30
覚（紙代金）〈カド三〉店→山口三右衛門様 8月ll日 横切紙・1通 4735－31
覚（すだれ他雑貨類代金） 横切継紙・1通 4735－32
（たまり他食品買物代金覚） 横切紅・1通 4735－33
覚（下駄等雑貨類代金）青柳店（印）（天童）→山口三右衛門様 巳9月16日 横切継紙・1通 4735－34
（薬代銭請取）　下山口村庄屋与衛門（印）→山家村庄や彦左衛 子ノ8月26日 横切紙・1通 5058－22
門殿
覚（山口より廻り申うすへり代請取）下貫津村庄や八兵 寅4月26日 横切紙・1通 5058－31
衛（印）→山家村庄や彦左衛門殿
覚（880文受取）久ノ本村酒屋利兵衛（印）→山家村七右衛門辰6月10日 横切紙・1通 5058－130
殿、勘三郎殿
覚（かみ・すみ・筆代金請取）いせや七兵衛（印）→山家村 申12月29日 横切継紙・1通 5058－109
彦左衛門殿
（紙代請取書）　天童与兵衛（印）→山家村彦左衛門殿 6月1日 横切継紙・1通 5058－129
3．（通帳等）
数量（件数）　0
7．諸道具
1．（家内諸道具）
数量（件数）：3
（山口三右衛門様分食器台所用具書上）青罫紙。 竪紙・1通 4619
可直分（家屋調度につき） 横折紙・1通 5712
管兵衛分（貸道具類覚、食器・床飾り等） 横長美・1冊 5734
2、日記
数量（件数）　0
8雑
1、（山手家学芸・教養）
数量（件数）：37
　山口三右衛門の修めた学芸・教養に関する文書をいれた。三右衛門は、黒田友直の最上流算術を学
んでいたことが、数々の算術問答の写から推測される。また、和歌や雅楽といった雅の分野にも造詣
が深かったと思われる。雅楽は笙を「北山先生」に学び、多くの楽譜が残されている。
開平開立法（面積容積計算法）
i天元活法一門流算法問題・解法）黒田友直
享和2年10月吉日
ｶ政6年7月吉日
横四半・1冊
｡切継紙・1通
4787
T051－5
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（天元活法一引流算術問題解法覚）黒田友直 文政6年7月吉日 横切継紙・1通 5332　　ノ
（天元活法一引流算術問解法覚）黒田友直 文政6年7月吉日 横切継紙・1通 5339
開立法（面積容積計算法） 横美半・1冊 4788
（組立法・三色三組、算法関係の書物） 横切継紙・1通 5049－2
（元利合二分之法、算法書物） 横切継紙・1通 5049－3
（欠所見出法、也面積算出法に関する覚書一括）3枚 横切継紙・一括 5049－4
巻込み。 （3枚）
位附　最上流（算法書物一括） 横切継紙・一括 5049－5
（2通）
開平法（面積算法書物） 横切紙・一括（2通） 5049｛1
（円の直径算出法問題とその術く解答〉）　土壁1通あ 横切継紙・1通 5049－7
り。
開平法（図解の書付） 横切継紙・1通 5049－8
位附　最上流 横切紙・1通 5214
（零約ノ術　薄舞算法上ノ巻、他和算に関する覚）2通 横切継紙・2通 5286
は一緒に巻込まれていた。
森谷（米相場・紅花代金・青苧・たばこ代金等につい 竪美半・1冊 5509
ての算術問答）
（和歌・俳句等書付「長命で只はたらくにこそしくそな 近世 横切継紙・1通 5542
き　ながく水のくさらぬとみよ…」）
（村山郡の地名を詠み込んだ連歌と江戸吉原狂歌） 横切継紙・1通 4815－8
今様歌「親ノ形見ノ中ニシモ…」 横切継紙・1通 5575－3
［書状］（追出付替えに付）仙台北渓→勝五郎様 8月8日 横切紙・1通 5574
（「青海波」楽譜） 横切継紙・1通 5490
（「林歌」楽譜） 横折紙・1通 5491
（「陪腫」楽譜） 横折紙・1通 5492
（笙ノ孤竹） 横切継紙・1通 5493
（雅楽楽譜「錫鼓譜」他） 横折紙・1通 5562－1
（雅楽楽譜「巌頭」他一括） 横切継紙・10通 5562－2
（鳳画譜「幽幽急」） 横折紙・1通 5562－3
（雅楽楽譜「蘇愚者」他） 横折紙・横切継紙・ 5575－1
2通
吹止貯法（雅楽演奏法） 横折紙・1通 5575－2
（雅楽の小楽譜） 小切紙・6通 5575－6
北山先生江（雅楽免許料・謝礼金等覚） 横折紙・1通 5626
（影斎という人物について綴った文章と歌）美さこ 近世 横切紙・1通 5551
（買物覚、数学筆記、山下取立調、戦国期の人物伝記 大正 竪紙・一括 5666
写等一括）　（花輪忠三郎ヵ）学校での学習ノートカ。
手本写（書状文例） 横切紙・1通 4735－11
（日本古代の歴史に関する覚書、太上天皇尊号の始 横折紙・1通 5172
り・火葬の始り等に付）
（漢文「真死姓泣畜事…」） 竪紙・1通 5495
（単語札一括、「払衣」他）袋入。 小切紙・一括 6032
（単語札一括、「可憐」他） 小切紙・一括 6034
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2．（書籍・版本）
数量（件数）：5
　書籍・版本の数が文書に比して少ないのは、文書群出所の山口家に残されたためである。
料理目録（八百善様料理名伝授）　小林倉吉 横切継紙・1通 4735・19
（武鑑）涼雨。 竪帳（小帳）・1冊 4894
（江戸名所記写） 竪紙・一括 5663
山形新聞（904号～907号）山形七日町＋九番地山形新聞社（明治15年8月9日～14竪折紙・4通 4610
活版印刷。 日）
陸軍刑法　（東京博聞社印行）表紙別紙。活字印刷。 竪半・1冊 5066
3．（風説留・聞書）
数量（件数）：9
差上申一札之事（東海道川崎宿において民部卿様御徒 天保7年5月19日 横切継紙・1通 5315
士中嶋吉太郎外回人松平肥前守様御関札抜取り乱妨
に及ぶ一件吟味の上仰渡書受書）中村八太夫支配所東
海道川崎宿本陣兵庫、兵旗下男伊之助、九兵衛、問屋平十郎
（他5名）二代庄左衛門、五郎右衛門、百姓代善蔵、定使久左衛
門、百姓四七、平旅篭屋忠右衛門、同源太郎→道中御奉行所
焼場方角場所三二（江戸大火にて類焼の町名）木版刷。 安政5年11月 横長半・1冊 5565
［書状］（生麦事件についての聞書）　　　　し 文久2年8月 横切継紙・1通 6024－3
（御改書写、播州兵庫高田屋と申す問屋異国へ米積送 巳9月 横切継紙・1通 5281－15
り売買に付家内閥所の次第）
（幕府へ大名家来露虫書画写、堀田摂津守家来下谷広 （幕末期3月19日～） 横長半・1冊 4991
小路辻番廻り場内で乱妨の件、他）
（某藩職名書上） 横切紙・1通 5316
評判記覚書（浅草観世音御開帳珍敷宝物之次第） 横半半・1冊 5440－2
浅草観世音御開帳二宝物共一見二付覚書井米高直故出 竪紙・1通 5440－3
来候悪口共左二御覧二入墨候
［書状］（浅草観世音開帳・宝物の次第／芝居・見世物 横切継紙・1通 5440・4
の件／近日米高値の件）　別紙と思われる状を重ねて巻 （2枚｝
込。
4（信仰）
数量（件数）　5
長歌（念仏仏道歌） 竪美半・1冊　　　・ 4785
蓮如上人御詠（写）西岸寺→晋＋郎様 横切継紙・1通 4811－10
（心学に関する教諭の覚）太兵衛可福（花押） 横切継紙・1通 5333
扇乃五常（敬父母の教訓書） 横切継紙・1通 5575－4
（数え歌、仏教の教えを歌にしたもの）　山口千代吉（印） 横折紙・1通 5575－5
5．（その他）
数量（件数）　20
（家族・親族名前書上） 享和3年 横折紙・1通 5684
（出陣の際入用道具等書上） 近世 竪美（綴紐なし）・ 5543
1冊（12枚）
証（杏林堂病室寄付金領収）東村山国画津村外四ケ村戸長 明治19年6月26日 小切紙・1通 4730－3
役場（印）→山元村山口三右衛門
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21．家〆8瓢ノ5．（その他）
証（位兵部へ寄贈井従軍者家族扶助金として寄付金領 明治27年9月 横切紙・1通 4730－5
収）津山村長代理助役長井仁助（印）→山口三右衛門殿
証（尚武会会費等寄付金領収）津山村長山口三右衛門代理 明治27年10月 横切紙・1通 4730－4
助役長井仁助（印）→山口三右衛門殿
「三薬願　意業つのり…」 （子4月7日） 小切紙・1通 5281－37
（書名書上、「帰命本願抄」「父子相迎」等） 午2月20日 横切紙・1通 5281－34
午年玉（年玉渡し金覚） 午 横切紙・1通 5047－3
容躰書（病人血疾毒の状態に付）（天童）高橋正渓清（花押） 2月9日 横切継紙・1通 5423・3
→庄兵衛殿（山口三右衛門様）封紙入。
（仁右衛門方へ遣わしの品書上） 4月21日 横切紙・1通 4735－14
覚（買物代金書上）庄助→山家御惣代様虫損。 横切紙・1通 4735－15
［書状］（明後日草餅をするので御子息同道お出で下さ 4月 横折紙・1通 5256
るよう）　高橋誰→何野誰様
（矢野目より玉市綿一本の配分） 9月20日 横切継紙・1通 4775－38
口上（医書により酒を禁ずる旨に付）　桂甫→山晋様 18日 横切紙・1通 4775－17
［書状］（貴躰之眼疾にたいし丸薬処方差上の件）順貞 神無月4日 横切継紙・1通 5846
→山口三右衛門様
春大豆ノしけとうふ（豆腐作りのレシピ） 横切紙・1通 5261
（名前札「山家　山口宣弘」）雲母刷り。 小切紙・1通 5489
武家方奉公人井又もの者諸国人数之内除き候事（諸国 横長半・1冊 5560
人数総計書上）
神仙寿命酒（製法と薬の由緒）太田氏 横切継紙・1通 5957－2
（俵数計算覚） 横切紙・1通 5703
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22離ハ．（山家村山ロ家文書雑）
22雑
　1．（山家村山口家文書雑）
　数量（件数）：11
　　山口家文書ではあるが、文書の性質をまったく判別できない文書をここに入れた。
［くくり紐］4776・1～74を一括。 ひも・1本 4776－75
［断簡］（年賦売渡に付覚）　前・後欠。 断簡（冊）・1通 4885
「カリシテハロ　■中陣ス　生コス…」罫紙使用。 小切紙・1通 5281－43
（明日、丈夫な人足を遣わし下されたき旨書付） 横切紙・1通 5281－59
（絹の三角巾）　ミシン縫い 三角巾・1点 5349
（整理札、「山口家文書未整理分」） （昭和） 針金付札・1通
一5350
［くくり紐］［紙札］（「山口家文書雑綴」と記す）　くくり ひも・札・1枚・1 5443
紐は、5443～5649迄を括っていた。 本
大叶烈々（第壱号から第五十四号までの日付） 横長美・1冊 5533
（月雪、「山口家文書雑綴」紙張）　麻紐は5651～5706をく 級・紙札・2点 5651
くっていたもの。
［付箋］（義左衛門関係） 小切紙・2通 6097
［くくり紐］ ひも・1点 61・疎D
2．（混入分）
数量（件数）：38
　山家村山口番文書ではない文書が山口家文書の中に混入していた。当館所蔵文書の一部であり、目
録（その1）の史料整理・編成作業中に混入したものと考えられる。
［書状］（口銭割合につき伺の件）縫殿（松木源八）→八田喜 6月26日 横切紙・1通 6137
兵衛殿 ●
八軒前伝吉取（ほ・ち引か井道さらひ人足入用等書上） 丑7月8日 横長美・1冊 5530
孫市→半左衛門様　尾張国中埜半左衛門家文書の混入力。
三年納米（小作米書上他）　（尾州成岩竹内）佐次右衛門→半 寅ノ10月25日 横長美・1冊 5532
田中三半左衛門様　尾張国中埜半左衛門家文書の混入力。
覚（小作地上り納高、他）　乙川村組頭藤右衛門（印）→下半 卯極月 横長美・1冊 5525
田村新兵衛殿　尾張国中心半左衛門家文書の混入力。
（ほ・ち引かへ・浜山止金等書上）乙川孫市→半田 辰7月15日 横長美・1冊 5531
中の半左衛門様　尾張必中埜半左衛門家文書の混入力。
座作徳金・金利足曲輪入用覚　乙川孫市→中の半左衛門 辰12月 横長美・i冊 5528
様　尾張下中埜半左衛門家文書の混入力。
巳二月三軒前ほ・ち引かへ入用　乙川孫市→下高村中野 巳7月15日 横長美・1冊 5529
半左衛門様　尾張国事月半左衛門家文書の混入力。
（小作地掟米高腰年勘定）　乙川孫市→中野半左衛門様 午 横長美・1冊 5527
尾張西中丁半左衛門家文書の混入力。
新兵衛名前分（小作地掟米寸寸）孫市→中の半左衛門様 申2月 横長美・1冊 5522
尾張国中埜半左衛門家文書の混入力。
（八軒前ほち三つむね直し入用・水徳金受取覚）　尾張 酉極月 横長美・1冊 5526
国中埜半左衛門家文書の混入力。
二七月水徳金覚（集金高）　乙孫市→中野半左衛門様尾 戌7月15日 横折紙・1通 5524
国国中埜半左衛門家文書の混入力。
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22雑／2．〈混入分）
戌極月出入勘定（水徳寄金他）　乙孫市→中野半左衛門様
　　尾張国中埜半左衛門家文書の混入力。
（村方取米・未進・井領米等覚）　尾張心中累累左衛門家嫡
　書の混入。
覚（乙川村小作地取立米高勘定）　尾張国中埜半左衛門家文
　書の混入力。
請（積金拝借利足等請取／納入同等に付）上ミセ西山右
　一（印）（朱印）→崎村小倉兵作様　伊勢国多気郡斎宮村母家文書
　の可能性。
覚（二会目御掛金請取）　田丸金元（印）→小倉和市殿伊勢
　国多気郡斎宮村乾家文書の可能性。
［書状］（御立用御利下ヶ金を文吾殿へ相渡した旨）
　柳吉→芳輔様　伊勢国多気郡斎宮気乾家文書の可能性。
日誌（飯田氏・倉林氏との問答書留、倉林氏所有の金
　庫・檜板槻木に関する件）55731と2は綴。
［触書］（前記、みだりに公事出入・三筋等を起さぬよ
　う、穏やかに小前を治めるべき旨）郡代所→大麻生村
　（印）、永田村（印）、用弓村両組（印）、今泉村（印）、後榛沢村
　（印）、栗崎村両組（印）、沼和田村（印）、都嶋村（印）、鵜森村
　（印）、駒衣村（印）、廣木村（印）、秋山村（印）、藤谷淵村（印）、
　右村々名主　武蔵国古沢家文書の一部力。
［書状］（杉浦伝左衛門様御冠の百五拾郎（ママ）村割に
　付）　甲賀・志嶋庄や→畔名村名田村御庄屋衆中様　志摩国名
　田村文書の一部力。
乍恐山書付御歎願二丁上候（池名村地内掘割御普請潰
　地代米上納猶予願下書、略絵図綴）志摩国名田村文書
　の一部力。
借用申金子之事（追送金に差詰り）横谷［　　　］元こ〕
　→長野金主和［　］　虫損（閲覧不可）。
為高金井下物覚（江戸買物代金下等）　山口家文書ではな
　い。
（郡割・組割等金子受取）　増田専蔵（印）→庄屋中
（幕府役人役職任免・殿中真心・褒美拝領に付日記、
　3月19日目晦日）
萬受払（旅中小遣）栗灰ヵ　山口家文書ではないと思われ
　る。
（誓書・証明書下書）
（藤代宿田畑売買取金見合利益之歩合書上）相馬郡藤代
　村→柴原印旛県権県令殿　ほぼ同内容の文書2通。
宝瞳寺分正米納（山家村分、他①江戸城殿中二二渡日
　記、②酒田より秋田まで旅中小遣控、綴）後半は山
　王家文書ではない（混入）。
御尋申上篇口上（年頭欠席の件に付）　何村山何ノ誰→塩
　谷専蔵殿
［書状］（風雨による諸損耗に付取調べ、古里村留井三
　郎右衛門手前まで指出すべき旨）組にて→庄屋中
細川幅諸士江之諭書（写、公辺より浦賀防禦仰せ付け
　られるに付）　団右（写）→周蔵殿
（塩魚印地田畑反別寄、山口三右衛門諸上通、山家村
　割合米覚、御築地内御固く京都御所警護諸大名分担
　〉、江戸城殿中被平町日記、一群）後半は山口家文書
戌極月大晦日
申11月25日
亥12月
6月12日
明治
酉5月15日
9月23日
文政5年11月
嘉永4年9月
安政2年7月
（幕末）
明治6年正月
明治
（明治）
（子12月）
卯12月
7月．22日
11月27日
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横長美・1冊
横長美・1冊
【横長美・1冊
横切紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
竪半（綴｝・1冊
｝横切継紙・1通
1
i
l横切継紙・1通
i
｝竪紙（綴）・1綴
竪紙・1通
町半半・1冊
横切紙・1通
横長半・1冊
横三分一帳・1冊
竪半（綴）・1冊
竪紙・2通
綴・1綴
小切紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
綴・1綴
5523
5520
5534
4908
4896
4907
5572－1
5982
4905
4914
4920
6036
4904
5285
6035
5572－2
5801
4693
4918－1
4917
4910
4691
22．雑／2．（混入分）
ではない（混入）。
（田中村山字書、九郎左衛門持山等） 横切継紙・1通 4909
宗門送案書（包紙、西組幸内妬いま下書）　自和田殿村 包紙・1通 4911
（岩蔵他2名金額書上） 小切紙・1通 4918－2
（土鍋村会所・原村割当金銭書上）羽尾村・刀石村・三山 横長美・1冊 5519
村力
i道中小遣銭等覚、上州長野原より武州細井までの道
｝横長美．1冊
5521
中）
一145一
146一
23遡加
標題・作成等 年代 形態・数量　整理番号
23．追加
　数量（件数）：0
一147一
1一148一
24．書状ハ．山ロ家宛書状／1．山ロ家ノ1．山ロ唇十邨・弁之動・千代松
標題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
24書状
1．山口家宛書状
　1．山口家
1．山雨三十郎・弁之助・『P代松
　数量（件数）：56
　　晋十郎は三右衛門（田畑）の弟、弁之助・千代松は山口三右衛門の子供たちである。弁之助はのち、
　三右衛門を名乗る。千代松はのちに格之助と名乗り、本寿院栄諄の娘を妻にもらっている。文久元年
　当時、三右衛門62歳、晋十郎51歳、弁之助39歳、千代吉（格之助）36歳であった。
　　三右衛門より晋十郎・弁之助・千代松宛の書状が文政～弘化期を中心に残り、嘉永期以後の書状が
　あまり見られないのは、三右衛門が病気のため、安政期になると活動を縮小していることによるとこ
　ろが大きい。
［書状］（千代松帰宅の件／折手本・封タナ買い求め下
　されたき旨）　内千代松→江戸二而　山口三右衛門様
［書状］（折手本御下しの礼／文選字引御求め下された
　き旨）　（千代松）
［書状］（今般山形御領分渡に付、漆門役証言方の件／
　他）　山家晋＋郎→山口三右衛門黒虫損。
［書状］（初納金後れの件／山形渡四ヶ村一条／他）東
　根二而晋十郎→山口三右衛門様
［書状］（岩根沢御院主へ貴公様より金子御貸し下され
　たき旨／郡中備金井西丸炎上冥加金、長谷川岱助と
　三右衛門にて勝手侭にしているとの風聞の件／右金
　子吉返金受け帰国下さるよう／他）弁之助、晋＋郎、
　貞治→山口三右衛門様　前欠。4880と関係ヵ
［書状］（前山、山形領引渡四ヶ村除外の件／為登金の
　件／他）　晋＋郎→山口三右衛門様虫損欄覧不可）。
［書状］（万両植木鉢道中にて破損の旨／山家村他3ヶ村
　天童領高畑と替地風評に付／他）　（山家）晋＋郎、弁之
　助→（御在府）山口三右衛門様　封筒入。5943－7－1に挟み込まれ
　ていた文書。
［書状］（刀2門外差上／四ヶ一条／印肉御調依頼／他）
　　（羽州山家村）晋十郎→（浅草御蔵前越前屋平兵衛様御止宿）
　山口三右衛門別封馬入。
［書状］（初納金為替金の件／四ヶ村寄合の件／天童御
領分御用金の件／四ヶ村一条に付殿様・元〆様へ加
筆願／他）　（羽州山家村）晋＋郎→（御在府）山口三右衛門様
　封紙入。
［書状］（当年も昨年同様旱魑／三四郎再勤難しき件／
　山形国替城引渡／湯呑所理助無事着／他）晋＋郎、
　弁之助→山口三右衛門様
［書状］（奉行所へ駆込訴の件／麦作／紅花／長崎伝四
郎家内弁吉一作不和一件／天童領割替の風評の件／
　他）　晋＋郎→山口三右衛門様別紙1通あり。
［書状］（山口村狐原三組進退・入会の争論に付／大貫
　様御心町筋の件／他）　晋＋郎、弁之助（山家宅占）→山口
　三右衛門様
［書状］（当御廻米江戸納貴君引受の件／長谷川様と郡
＜文政10＞亥正月12日
＜文政10＞亥3月
10月2日
10月24日
10月28日
11月2日
11月22日
11月16日
11月24日
＜弘化3＞閏5月12日
＜弘化3＞閏5月26日
＜弘化3＞（午）11月15
日
（巳）3月2日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
4766－5
4766－6
6043
6048
4882
6050
5943。7－2
6056。3
6056－8
5081
5101
5943・7－1
横切撫1通ド謝
一149一
24．書状バ．山ロ家宛書状／1．山ロ家ノ1．山ロ晋十郎・弁之助・千代松
中金子差引きの件／旦那方出府饅別内訳／他）晋＋
郎→（江戸浅草御蔵前越前屋御止宿）山口三右衛門様　封紙入。
4850・2同封。
［書状］（去月桑原様お下り、買血の儀歎願の件／三右 （午）12月2日 横切継紙・1通 5945－2
衛門帰郷願／『白川夜話』御調願／山口村一件／報恩
講／他）　晋＋郎→山ロ三右衛門様
［書状］（耕地面割・黒豆（旱魑）の件／舟町孫市江戸出 6月6日　　　　　’横切継紙・1通 5857
立の件／他）晋＋郎→山内三右衛門協動欠。
［書状］（大貫様心願一条御沙汰の件／紅花売捌状況に 6月24日 横切継紙・1通 5867
付／田方豊作の件／他）晋＋郎、弁之助→山口三右衛門
様
［書状］（皆済金浜延願の件／水晶山一件にて毘野氏等 （巳）6月26日 横切継紙・1通 4776－69
出府の件／赤湯菓子屋売り広めの茶の件／他）晋＋
郎→山口三右衛門様　虫損（閲覧不可）。
［書状］（水晶山一件／廻米船着船の件／荻野戸村にて 7月21日 横切継紙・1通 5877
芝居興行の件／内願一条／他）　晋＋郎、弁之助→山口
三右衛門様　　別啓1通あり。
［書状］（去巳物成・廻米・二代不都合の件く大貫一条 4月21日 横切継紙・1通
〉／当御廻米の件／宝瞳寺貸金の儀当惑、御院主へ i
精々申上下され度／長崎伝四郎借入金片付のため若
ｼへ借金申入の件／他）晋＋郎→山口三右衛門様
1
［書状］（斜脚廻米御蔵納、郡中より頼により三右衛門 4月27日 横切継紙・1通 4776－58
取計の件／両公（若木・山口）出府に関する風評の件
／長谷川仙助へ饒別の儀／他）晋＋郎、勝五郎→山口
三右衛門様　前世。包紙あり（別文書の封紙）。虫損（閲覧不
可）。
［書状］（年貢上納皆済金日延の件／水晶山一件取扱に 7月朔日 横切継紙・1通 4776－65
て宝瞳寺代官出府の旨／尾花沢・寒河江にて芝居興
行に付取締の件／他）晋＋郎、弁之助→山口三右衛門様
［書状］（当年作柄悪く、夫食の外余米なき旨／内願一 8月29日 横切継紙・1通 4776．71
条／水晶山一件取扱のため定右衛門出府の件／東根
郡中村々破免願出の件／他）　晋＋郎→山口三右衛門様
虫唾（閲覧不可）。 1
［書状］（村山郡大凶作の旨／反物類調え物依頼）
　助→御選父様
［書状］（三右衛門帰国の件／御検見の件／貝塚様注文
　の大豆の件／村山郡作況／他）　弁之助→山口三右衛門
　様
［書状］（水晶山一件に付／馬喰伜出府の件／検見の件
　／他）　晋＋郎→山口三右衛門様
［書状］（田方仮免状頂戴／仮免状写／内蔵助一件／他）
　　晋十郎、弁之助→山口三右衛門様　虫損。
［書状］（新町村一件、前田親司着次第帰国下されたき
　旨／当三石代直下に付／他）　晋＋郎、弁之助→山口三
　右衛門様　前欠。虫損。
［書状］（殿様一件成就の件）　山口愚弟→江府先御両兄様
［書状］（猪野沢・観音寺等より金子返金催促を受けた
　旨（長谷川関係）／岩根沢法印帰国の件／他）　晋＋
　郎、弁之助→山口三右衛門様
［書状］（天童最寄替風評の件／大貫様御内願筋の件／
　小路善行寺にて修学中の麻布光照寺二男に帰召する
　ようにとの書状の件／他）　（羽州山家村）晋＋郎、弁之助
　→（江戸浅草御蔵前瓦町越前屋平兵衛様御止宿）山口三右衛門様
弁之19月5日
　　1
9月21日
10月2日朝
10月5日
「11月22日
11月25日
12月22日
12月12日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
4776－70
4776－52
5861
5868
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6076－2
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封紙入。
［書状］（山口狐原一件御吟味の件／五ヶ村一条、御院 12月22日 横切継紙・1通 6076－1
主様を通じ重役より内聞の件／中野目へ金子催促の
件／三右衛門江戸出立の件／他）　（羽州山家村）晋＋
郎、弁之助→（江戸浅草御蔵前瓦町越前屋平兵衛様御止宿）山口
三右衛門様　封紙入。別紙2通（1通は12月28日付）あり。6076・
1～4までこより紐一括（こより同封）。
［書状］（開運寺へ貸金返済滞につき、若松より融通の百 正月2日 横切継紙・1通 4776－12
両弁金の件／借用金の調書写／他）晋＋郎→山二三右 ‘，
衛門様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「m書状］（宝瞳寺へ貸金、’若松へ返済の件／山家村定番 2月13日 横切継紙・1通 4776－47
交代／笙の金具の件／他）弁之助→山口三右衛門様前
欠。四隅。
［書状］（中野目掛倒次郎は金子用達兼ねる旨／与三郎 2月22日 横切継紙・1通 4776－8
死去／他）晋＋郎、弁之助→山口三右衛門様前欠。
（年貢上納不足分新穀御廻米仰せ付け願書下書）虫損 竪紙・1通 4776－57
層（閲覧不可）。
（注文物書上、椎茸・元結他）　晋＋郎→山三様 戌10月25日 横切継紙・1通 5114－4
［書状］（祖父の年忌法会と婚礼につき帰郷願）晋＋郎→ 正月24日 横切継紙・1通 5381
コ口三右衛門様　別紙一枚あり。封紙入。
［書状］（水野山山形所論二藍会津専福寺様一目論見の 正月25日 横切継紙・1通 5077
旨／東派く小路善行寺〉大混雑一件、13ヶ寺替派の
企てに付／他）　晋＋郎→山口三右衛門様専門寺は浄土真
宗本願寺派。会津若松市。
［書状］（会津専門寺出府の件（東派転派の騒）／宝瞳寺 2月2日 横切継紙・1通 5079
一件／先年久留様より頂戴の茶の件／他）晋＋郎、
弁之助→山口三右衛門様
［書状］（中ノ目へ用達の義才覚出来兼ねる旨）（羽州）晋 3月7日 横切継紙・1通 5076
十郎→（御在府）山口三右衛門様　封筒入。
［書状］（廻米酒田買替米不叶の旨／三四郎一件に付／ 4月2日 横切継紙・1通 5412
他）　晋＋郎→山口三右衛門様
［書状］（買上米代金不足の件／長太郎南部馬買受の件 4月28日 横切継紙・1通 6078
／他）　晋＋郎→三右衛門様
［書状］（御廻米・江戸買納の件／丸印一条の件／他） 5月2日 横切継紙・1通 5879
晋十郎→山ロ三右衛門様　前欠。
［書状］（江戸着届聞済の旨）　（在府）弁之助→（羽州山家）山 6月12日 横切継紙・1通 5903「
口三右衛門様　封紙入（虫損閲覧不可）。
［書状］（如来様給仕の事／兄松治郎事／代官山替りの 6月22日 横切継紙・1通 6135
件／他）　千代松→山口三右衛門様
［書状］（中野目金子の儀／他）　（山家6）晋＋郎→山三様（御 6月26日 横切継紙・1通 5858
在府山口三右衛門様）封筒入り。
［書状］（延着にて江戸着の件／道中にてかくらんの件） 7月6日 横切継紙・1通 5898
　　（江戸馬喰町占）弁之助→（羽州山家村）山口三右衛門様　封紙
　入。
［書状］（貝塚様他へ見舞の件／築地御坊所へ参詣、真
光寺様へ面会の件／他）　（馬喰町四丁目6）弁之助→山口
　三右衛門様皆々様へ　封紙入。
［書状］（田方豊作の件／丸印一条の件／支配御割替の
件／検見廻村の件／他）　（東根宿二陣）晋＋郎→山口三右
　衛門様　虫損。
［書状］（金田上げ／兵助杣出府諸入用の件／江川藤蔵
7月9日
8月2日
8月8日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
5899
5866
4746
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方駒売買代金の件／他）晋＋郎→江戸浅草瓦町越前屋平
兵衛様御旅宿山口三右衛門様　追啓1通あり。封紙糊付。
［書状］（宝瞳寺門古金一条／国元時候／長崎伝四郎始 8月12日 横切継紙・1通 5078
末／他）晋＋郎→山口三右衛門様前欠。虫損。
［書状］（重く寿院〉当住方へ祝儀の件／秋葉重蔵買入 8月22日 横切継紙・1通 5115
駒差立の件／田畑作況／他）晋＋郎→山口三右衛門様
［書状］（丸印御勘定申請、御持参下されたく／小路院 12月7日 横切継紙・1通 4876
主様明年出国の件／当地金子不融通の旨／他）　晋＋
郎、弁之助→山口三右衛門様　二二。
［書状］（村方干花売払の件／観音寺権蔵貸金の件／築 三月9日 横切継紙・1通 5875
地御坊御頼金の件／他）弁之助→山口三右衛門様虫
損。
［書状］（半次郎と同道にて出府の勘四郎帰国の旨）晋 14日 横切継紙・1通 5911
十郎→山三様
［書状］（折手本御調くだされたき旨）山家村千代松→江 横切継紙・1通 4768－3
戸山口三右衛門様
2．高橋佐五兵衛
　数量（件数）：29
　　宗門人別帳によると、佐五兵衛家は持高19石2斗3升3合（文久元年）で、山家村でも上層に属する家
　である。
　　高橋佐五兵衛は、山口家の執事のような役目を果たしていた。　「山家内より」と書状の差出に書か
　れているのは、山口家を預かる佐五兵衛の立場を物語るものであると考えられる。
［書状］（矢野寒村金十郎妻急死の件／幸助為登の件／ ＜文政10＞2月2日 横切継紙・1通 4763・5
代官田口様御場所替の件／他）内6佐五兵衛→江戸
二十山口三右衛門様　　別紙「内用」1通あり。
［書状］（若松一件取扱破談に付山寺へ押付願書の件／ ＜文政10＞3月14日横切継紙・1通 4763－6
斎藤様等御役人様へ添心を仰ぎ下さるよう／観音境
内にて松脂掻き取の事件に付／他）内右佐五兵衛→
江戸二而山口三右衛門様
［書状］（若松一件内済破談の件／御廻米河岸出の件／ ＜文政10＞（亥）3月21横切継紙・1通 4763－3
御使僧様仙台より御用金申し付けられるに付／松脂． 日
山の件／夫米石代願の儀／他）　内6佐五兵衛→江戸
二而山口三右衛門様
［別啓内用書状］（与左衛門妻となるはずだった「じゅ ＜文政10＞3月21日横切継紙・1通 4763．7
ん」病死の件／上山ロー件／伊四郎入用金の件／他）
佐五兵衛→山口親二様
［書状］（若松一件長逗留心配の件／仙台御使僧より善 ＜文政10＞亥3月28日横切継紙・1通 4763－2
行寺へ更に金融通依頼のこと／御廻米河岸出の件／
衣類送付／他）　内6佐五兵衛→江戸二三山口三右衛門様
［書状］（御廻米河岸出の件／若松一件／若松一件に付 ＜文政10＞4月12日横切継紙・1通 4763－4
村寄合にて相談の旨／東根惣代御袋様病死の件／
他）　内6佐五兵衛→江戸二二山口三右衛門様
［書状］（庄兵衛死去／小路御寺相続のため上山奥山玄 ＜文政10＞亥4月21日横切継紙・1通 4763－1
育法円寺旦家無尽の件／若松謬論一件／他）　内右
佐五兵衛→江戸二二山口三右衛門様　三二1回忌り。
［書状］（夫米・石代願書差上の件／長崎御婚礼の件／ ＜文政10＞5月18日横切継紙・1通 4764－2
やね二二三文しまい所の件／山寺三組名主、祭礼白
張人足のことで東根来訪の件／他）内6佐五兵衛→江
戸御出張先二千山口三右衛門様　別幅1通、別紙「覚」1通あり。
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［書状］（若松一件、三四郎下り、物語様子承るに付／ ＜文政10＞閏6月10日横切継紙・1通 4768－5
花染反物調の件／惣吉親子にかかる金銭出入の件／
入用金村方割賦の件／他）　内右佐五兵衛→江戸二二山口
三右衛門様　「四幅内用」1通あり。
［書状］（．鼻紙入等送付／落合之御話晶晶花買受に光来 ＜文政10＞閏6月11日横切継紙・1通 4768－2
の件／他）　内憂佐五兵衛→江戸二二山口三右衛門様
［書状］（若松一件、萱野屋敷売買のこと／村寄合にて 5月6日 横切継紙・1通 4760
金子才覚の件／屋三山境内漆かきの件／二野証拠書
類の件ノ他）　内右佐五兵衛→江戸二而山口三右衛門様
［書状］（若松一件、若松衆山家村一村ではなき心得に 11月28日 横切継紙・1通 4769－2
付／自讃講済みの件／若松一件関係諸書物取調べ、
差上げの旨／差紙にて伊四郎出府の件／他）　山家村
内三佐軍兵衛ら御出府御用先二三山口三右衛門様
［書状］（諸書物差上／若松一件本主へ御書御下しくだ 12月20日 横切継紙・1通 4769－8
されたく／一件今度の掛合にて済すよう賢慮願／
他）　内6佐五兵衛→江戸二下山口三右衛門様
［書状］（小鴨送付の件／徳蔵無尽の件／郷蔵籾取立の 12月22B 横切継紙・1通 4769－4
件／他）　佐五兵衛→山口三右衛門様
［書状］（籾摺立代金の件／家内等の様子に付／小林旦 （子）7月17日 横切継紙・1通 6125
那様遠州引越／年貢米上納の件／他）佐五兵衛、千代
松→山口三右衛門様
［書状］（御普請役様東根着の旨／年貢米納不足の件／ 7月20日 横切継紙・1通 6116－1
弥之助惣助発起無尽の件／干花売買の件／他）　（羽
州最上）佐五兵衛、千代松→（江戸浅草瓦町越前屋平兵衛止宿山
口）三右衛門様　封紙入。6116－2・3同封。
（弥之助・惣助発起無尽調書） （子7月7日） 横切継紙・1通 6116－2
r［書状］（一一件御町の件／上ノ山無尽の件／長崎御定妻 5月2日 横切継紙・1通 6015
婚礼の件／他）羽州山家村内6佐五兵衛→江戸二期山口三
右衛門様
別幅内用（村方へ金子為登面様御申付の件／他）（佐五 5月2日 横切継紙・1通 6016
兵衛）6015の別紙ヵ。
［書状］（田畑作方／村方無尽の状況／訴訟入用金の件 7月4日 横切継紙・1通 5044－1
／他）．内記佐五兵衛→江戸二而山口三右衛門様袖幅内用
1通あり。包紙入（5044・1～3まで）。
［書状］（右一件二付糺なく心配／干花払方型付／無尽 7月10日 横切継紙・1通 5371．3
方引取人二付／他）　山部内右佐五兵衛→江戸二而山口三 （2枚）
右衛門様　別啓あり。
［書状］（若松一件／御場所替御引渡し済の旨／七兵衛 3月2日 横切継紙・1通 4769－1
へ金催促の件／上山ロー一件／晶晶親父帰宅の件／
他）　羽州山家村内δ佐五兵衛→江戸二而山口三右衛門様
4769・1～10こより一括。
［別心内用］（金差上／文蔵娘ら病死の件）佐五兵衛→山 正月20日 横切継紙・1通 4769－3
三様
［書状］（若松一件／御場所替の件／当春山家村御廻米 （亥）正月11日 横切継紙・1通 4769－5　．
の件／京都善智識様遷化の件／入用金匠登せの件／
他）　内6佐五兵衛→江戸二而山口三右衛門様「別言内用」
1通あり。
［書状］（若松一件、為登霞用金・為登人人選の件／一 正月20日 横切継紙・1通 4769－6－1
件伐木場所・殺害事件の事訳申答えの件に付／他）
（山家村内占）佐五兵衛→（江戸二二）山口三右衛門様　4769｛ト
2・3が巻込まれてあり。
［書状］（出版村山駐米値段／原崎無尽／他）佐五兵衛→ 11月18日 横切継紙・1通 4769－7
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山口三右衛門様
［書状］（夫米石代願、差紙に付／郷蔵方勘定の件／無 （戌）11月9日 横切継紙・1通 4769－9
宿・長脇差の者取締に関する幕府触についての廻状
／他）　内右佐五兵衛→御出府御用先二而山口三右衛門様
［書状］（若松一件内済の内容詳細／村寄合にて諸事相 3月9日 横切継紙・1通 4769－10
談の件、小走・定番役退役の件／小林公へ宜しく頼
む旨／他）　内δ佐五兵衛→江戸御出張先二而山口三右衛門
様　「別啓」1通あり。
口上（五人頭与六宮崎へは差控の件／明日佐五兵衛東 11月11日 横切継紙・1通 6012
根へ出張の件／他）内δ佐五兵衛→宮崎二而三右衛門様
2．山家村
1。山家村村役人
数量（件数）　5
［書状］（村方博通取締の件／金子才覚、さし為登せの 文政10年正月13日 横切継紙・1通 4754－9
件）五人畠中→山口三右衛門様、山口甚右衛門様、土屋文蔵
@様
m書状］（御見舞）庄兵衛、三四郎、五人頭中→（江戸浅草伊勢 （文政10）亥正月20日横切継紙・1通 4754－10
　屋甚兵衛御宿二而）山口三右衛門様、同甚右衛門様、土屋文蔵
@様
m書状］（御村方の者一夜通水願の件承知の旨）山口村役 6月20日 横切継紙・1通 4998－1
人共→山家村山口三右衛門様　別紙1通あり（伊助→三右衛
門）。
［書状］（貝塚御親父様の儀／当方作方／白砂降りの件 7月11日 横折紙・1通 5440－18
／他）　土屋文蔵→山口三右衛門様
［書状］（道中苦労にて遅着の旨聞き込みに付／他）山 11月17日 横切継紙・1通 4754－11
家村百姓代、惣五人組→江戸表二二山口三右衛門様、山口甚右
衛門様、土屋文蔵様
2．山口家一統
　数量（件数）：32
　　山口三右衛門家の分家等の家筋と考えられる、山口良安、山口甚右衛門、山口間吉、山口伯撰、山
　口勝五郎などからの書状。甚右衛門は山口村の組頭を勤め、良安は医者である。
［書状］（与左衛門、二月中婚礼執結たき旨に付伺）　（最 ＜文政10＞正月12日横切紙・1通 4766－12
上）山家村山口惣吉→（江戸表二而胴村山口三右衛門様
［書状］（江戸着悦の旨／秋田道行事、山家村へ来村の 11月22日 横切継紙・1通 4766－13
件／御相続講繁昌の旨／他）　良安、林兵衛、甚吉、卯
吉、三吉、庄兵衛、佐五兵衛、伯撰→三右衛門様
［書状］（御門跡様遷化の件、仙台御使僧様へ調達金の ＜文政10＞（亥）正月20横切継紙・1通 4766－14
件／相続講、留守中の御法義・参詣人の様子／他） 日
山家村伯撰→江戸詰二而同村山口三右衛門様
［書状］（若松一件記事の旨／相続講の件／他）山口伯撰 ＜文政10＞4月12日横切継紙・1通 4766－11
→山口三右衛門様、山口甚右衛門様
［書状］（若松一件、江戸よりの帰国を待ちわびる旨／ ＜文政10＞4月13日横切継紙・1通 4766－10
　自作和歌／他）　山口良安→山口甚右衛門様、山ロ三右衛門
@様
m書状］（庄兵衛死去の件／当御門跡様御書写再調の旨 ＜文政10＞5月13日横切継紙・1通 4765
／谷地長願寺思召立にて最上中組同行会合の件／
他）　（良安）別紙1通あり。 1
［包紙］　最上山家同苗伯撰→江戸派右衛門町二而山口三右衛門 ＜文政10＞5月18日包紙・1通 14764－1
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様4764・2～9入。
［書状］（紅花売払の件／当派の同行会始、初会谷地長 ＜文政10＞閏6月20日横切継紙・1通 4852
願寺／盆中より甚吉ら上京の旨／他）　山家村山伯撰→
同村山口三右衛門様
［書状］（山家村山伐木場所に付争論の件／常林坊かん （亥）9月15日 横切継紙・1通 6063
一件に付寺社奉行所へ願書提出の件／蔵増常一義継
目の件／御町講講名「十二日男」御免し願／他）　山口
甚右衛門→山口三右衛門様
［書状］（山家村山出入一件／御門主様の件、寺法改に （亥）9月15日 横切継紙・1通 6068－3
て苦労／吟味懸り恩田様との問答／他）　（浅草平右衛
門町代旨いセ屋甚兵衛右）江戸　山口甚右衛門→羽州最上山家
村高橋佐五兵衛様
［書状］（蔵増常得寺継目の件／私共一件（山木伐木一 （亥）10月28日 横切継紙・1通 6065－1
件）／大窪一件吟味／宿甚兵衛病気の件／伊藤主医御町書物唐詩選の件／他）同甚右衛門→山口三右衛門様
6065－1～7までこより紐一括（紐同封）。
［書状］（山家村山出入一件／築地御坊所普請の件／御 10月3日 横切継紙・1通 6065－7－2
使僧法談名人にて参詣人彩しき旨／他）　山口甚右衛
門→山口三右衛門様
［書状］（山家村山出入、変死一件・伐木一件吟味の件 10月24日 横切継紙・1通 6065－3
／宿甚兵衛病状／若松寺山中由緒に付尋の件／大窪
山ロー件／他）　（浅草平右衛門町代地いせや甚兵衛宅江戸
春雪）同甚右衛門）→（羽州最上山家村）山口三右衛門様　封紙
入。別紙1通あり。
［書状］（作柄／御坊普請の件／十二日講繁昌の旨／郷 7月21日 横切継紙・1通 6116－3
蔵普請／村内バグエキの件／山口村久七一件／小路
寺御免状の件／他）山口甚右衛門→山口三右衛門様別
紙1通あり。 9
［書状］（山家村伐木出入、吟味召出の者出府延引の旨 9月22日 横切継紙・1通 6068－4
／他）　山口甚右衛門→山口三右衛門様別紙1通あり。
［書状］（山家村出入一件、常林坊娘かん一件、山家村
における若松の扱いについて／天童替地に付願書提 11月9日 横切継紙・1通 6066
出の件／一一乗院内済破談／他）　（浅草平右衛門町代地い
野屋甚兵衛宿6）山口甚右衛門→（羽州最上山家村）山ロ三右衛
門田　封紙入。
［書状］（御院主様へ用達金の件／出羽御法中様追々上 9月23日 横切継紙・1通 4738
京の件／院主様盆前諸払の件／山ロー件／他）在京
山口勝二→江戸越前や御止宿山口三右衛門様
［書状］（大地震にて江戸焼失の模様／門徒惣霜眉願書 （安政2卯）10月7日 横切継紙・1通 4737
岡本様役人へ差上の件／他）　在京勝二→（江戸止先二
而）山口三右衛門様
［書状］（夫米願の件／吉蔵養子サ蔵離縁の件／当年作 （子）6月晦日 横切継紙・1通 6104．1
柄／十二講／他）　（羽州）山家甚右衛門→（江戸浅草御蔵
前瓦町越前や平兵衛止宿二陣）山口三右衛門様　封紙入。6104・
2同封。
［書状］（江戸着の旨／甚吉らより路用金子無心を受け （亥）8月晦日 横切継紙・1通 6067
る旨／山家村山出入、出府呼出の件／他）（浅草平右
衛門町代地伊勢屋甚兵衛宅6山口）甚右衛門→（羽州最上山家
村）山口三右衛門様、高橋佐五兵衛様　封紙入。別紙1通あり。
覚（江戸山口甚右衛門よりの封書届書）山村屋茂八（印） 亥10月22日 竪切紙・1通 6065－6
（羽州山形取次所山村屋）→山口三右衛門様
［包紙］浅草柳はしいセや甚兵衛宅山口甚右衛門→羽州山家村 10月4日 包紙・1通 6065－7－1
山口三右衛門様　6065－7・2～4入。
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口上（貴公衣類・書状荷物等差下しの件）江戸6山口甚 10月4日 横切継紙・1通 6065・7－3
右衛門→羽州山家村山口三右衛門様
［書状］（京近江屋太郎兵衛方等にての入用金勘定に 2月11日 横切継紙・1通 5423－7
付、他）　山家村庄三郎→江戸福井町二丁目越前屋平兵衛様
御止宿山口三右衛門様
［書状］（山家曲調庭訓無住につき、良安住持にて再建 5月17日 横切継紙・1通 4764－7
の計画に付）　（良安）
［書状］（新門様御染筆の写拝聴、本願招喚の御勅命と 5月18日 横折紙・1通 4764－6
聴順する旨）　山家野飼撰→同村山口三右衛門様
［書状］（田畑作柄／吉蔵家内聾サ蔵不和一件／他）甚 6月22日 横切継紙・1通 6121
右衛門、佐五兵衛→山口三右衛門様　「副申上jl羽あり。
［書状］（送り下された仏具受納／十二日講で聴聞の言 林鐘（6月）18日 横切継紙・1通 6119
葉に付／他）　（良安）
［書状］（村方田植／紅花作況／年貢金納の件／来噂院 7月2日 横切継紙・1通 5440－14
主死去の件、他）　山口与左衛門、同勝五郎→山口三右衛
門様
［書状］（残銭自用に付、返金御待ち下されたき旨）同
　甚八→当所　山口三右衛門様
［書状］（廻米船入津の件／紅花・田方作柄／野田様御
　見舞の件）　（山家村高）甚右衛門→（江戸浅草瓦町越前屋平兵
　予告止宿二世）山口三右衛門様
［包紙］　（浅草平右衛門町代地伊勢屋甚兵衛宅6仙口甚右衛門
　→羽州最上山家村山ロ三右衛門様　6068－2～4入。
12月19日
7月17日
横切継紙・1通　　　5440－29
横切継紙・1通　　　6126
包紙・1通 6068－1
a若松
L若松観音（別当来二院）
　数量（件数）：4
［書状］（若松一件吟味、若松の者一部帰国の件／善五 ＜文政10＞（亥）正月10横切継紙・1通 4766－16
等悪者共召し捕え、吟味の件／他）　若ノ隠居（来畔 日
院ヵ）→山口三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（若松一件、江戸よりの道中の件／田口代官へ ＜文政10＞霜月16日横切継紙・1通 4766－2
の見舞の件／他）　亜型く来畔院〉→山口三右衛門様、同
甚右衛門
［書状］（若松境内伐木一件、代官手代ら見分に付／他） 11月24日 横切継紙・1通 5116
宣典く来聴院〉→山口氏様
［書状］（親方引返しに付、山口へ知らせの件）式部→高 2月3日 横切継紙・1通 5281－72
橋御隠居様 1
2．本寿院（氏家）
　数量（件数）：36
　　本寿院は、もと実乗坊といったが、享保11年に上野寛永寺より院号を下賜されて本寿院と改称し、
　若松寺の妻帯仲間の上座に列せられた。
　　嘉永6年の人別帳によると、本寿院住職は氏家栄惇であり、家内14人（内奉公人4人）であった（『天
　童市史』）。明治5年には、栄惇の千栄歓の代となっている。栄歓の子は厳海である。三寿院に嫁いだ
　幕府代官手応長谷川露助の娘は明治5年にはおらず、山形明善寺から後妻が迎えられている。
［書状］（修行廻国中の岩根沢日月寺へ金を御貸し下さ 巳8月19日 横切継紙・1通 4880
れたく／当地気候／他）　式部→長谷川御尊父様 虫損 1
（閲覧不可）。 1
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［書状］（左門方より願石人井俵数差出に付）本寿院（印） 未12月15日 横切継紙・1通 5893－7
→山口三右衛門様
（御年貢滞代金覚）　5893－7の別紙。 12月15日 横切紙・1通 5893℃
［書状］（新年の賀状／三右衛門の帰国を待ち居る旨他） 正月13日 横切継紙・1通 5361
（羽州）本譜院→（東都）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（米値段上昇の件／岩根沢旦那様へ送金の件／ 2月2日 横切継紙・1通’ 5848
他）　虚血院式部→山口三右衛門様参人々御中虫損。
［書状］（吉郎兵衛・自分・伊助三人にて上ノ山へ手紙 2月2日 横切継紙・1通 6025－1
差遣わしの旨）　若本→山家佐五兵衛殿602肘～6はま
とまって重なっていた。
［書状］（上納金不足の件／他）本→佐五兵衛殿 2月10日 横切継紙・1通 5014
［書状］（銭受取）若本→山家佐五兵衛殿 2月11日 横切紙・1通 6073
［書状］（御朱印地取調方此方にて取調、恭けなき旨頼） 2月12日 横切紙・1通 5156
若松　隠居→山家　佐五兵衛殿
［書状］（慎性向始末の儀に付諸所相談の件）若本→小路 2月17日 横切継紙・1通 5257
御寺二而高橋御隠居
［書状］（御頼みの衣と書物の件／他）三寿院→山口三右 4月12日 横切継紙・1通 4776－2
衛門様、伊藤義左衛門様　前前。
［書状］（一件出入に付、証拠書類与せ下されたく）若 4月12日 横切紙・1通 4821
本→佐五兵衛殿
［書状］（江戸よりの書状相届に付）若本→高橋御隠居 4月29日 横切紙・1通 6017
［書状］（一件につき願書差登せの件／小路御院主無尽 5月朔日 横切継紙・1通 6013
の件／他）　本寿院→山口三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（サヤト与左衛門罷登り、貴家の用向引受の件 閏5月 横切継紙・1通 5853
／紅花値段の件／海音坊伜勤学の件、他）　（羽州）本
寿院→（東都二而）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（田方・紅花作況／田口様へ目通りの旨／廻米 6月3日 横切継紙・1通 6133－3
船入津なき件／他）本寿院→山口三右衛門様別紙1通あ
り。
［書状］（山家村・山口村稲苗植付状況）本寿院→山口三 6月5日 横切継紙・1通 4776－56
右衛門様、伊藤義左衛門様
［書状］（作方仕付に付／来噂院死去の件／嘉右衛門へ 6月29日 横切継紙・1通 5440－16
翻せ金に付／他）　〈氏家〉栄通→山口三右衛門様
［書状］（茶注文依頼）本→山口晋重郎様 6月晦日 横切紙・1通 5893－27
［書状］（ぼうぐへ（傍杭ヵ）立て所の件）若本→山家山 7月14日 横切継紙・1通 5138．35
口三右衛門様
［書状］（江戸訴訟に関し、文蔵帰村願の件／惣内唖蝉 7月17日 横切継紙・1通 5839
人の件／他）羽州本寿院→（御在府）山口三右衛門様、同
甚右衛門様
［書状］（野田村無尽の件／他）本論院→山口三右衛門様 11月4日． 横切継紙・1通 5893－25
［書状］（両家普請の件／御下しの釘隠し引手の件／注 11月23日 横切継紙・1通 5114－1
文物リスト）栄伝→山回様5114・1～5綴。別紙1通あり6
［書状］（当金納小判にて差遣わしに付）本訴院→山口三 12月2日 横切継紙・1通 即右衛門様
［書状］（隠居栄淳（カ）死去に付葬式・相続のこと等） 臓月25日 横切継紙・1通 5433
（若本）寿山→山口三右衛門様
口上（金子2両2朱、痴者に持たせ差上げる旨）本より→ 9日 横切継紙・1通 5030
山口三右衛門様
［書状］（喜八方行き立申さざるに付2両で御済まし下さ 文化6年12月25日 横切紙・1通 4998－2
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24書状／1．山ロ家宛書状／2．山家村／3．若松／2．本簿院（氏家）
るよう）　本寿院（印）→山ロ三右衛門様
［書状］（若松一件、彦蔵登せの件／奉行所へ差し登せ ＜文政9＞亥11月28日横切継紙・1通 4767－1
の受書「若松村」文言の件／他）知足院、本寿院、伊藤
伊助→山口三右衛門様、同苗甚右衛門様　4767－1～5までこよ
り一括。
［書状］（煙草進上／若松一件、若松衆納得の様子に付 （亥）正月20日 横切継紙・1通 4767－2
／他）　本寿院→山口三右衛門様
［書状］（若松一件御糺しなき旨／御廻米御用にて出府 （亥）3月15日 横切継紙・1通 4767－5
の原町（兵蔵）と吊し合うよう／他）本寿院→山口三右
衛門様、同甚右衛門様、伊四郎殿
［書状］（野牛代兼として龍性坊江戸へ登りの件／門院 10月25日 横切継紙・1通 4767－3
より山寺へ指上げた願書の件／他）知足院、本寿院→
山口三右衛門様、同甚右衛門様参人々御中　別啓1通あり。
［書状］（若松一件、隠居が案じ居る旨／他）本門院→山 11月17日 横切継紙・1通 4767－4
口三右衛門様、同和右衛門様
［書状］（若松地網一件如何様に相成るとも別心なき旨 ＜文政10＞5月19日横切継紙・1通 4764－3
／見舞金樹上／他）　本寿院→山口三右衛門様、同野壷衛
門様
［書状］（作方の儀／前田様一件／小林様御機嫌／山口 6月2日 横切継紙・1通 6133－4
久七一件／郷蔵普請の件／偽金持事件の件／他）
口演（御入用ならば金子融通の旨）氏家（島伝）→山口（寿 （近代）8月29日 横切紙・1通 6011－2
三郎）様　封筒入。罫紙使用。
口演（御入用ならば金子融通の旨）　（氏家）栄伝→仙口）寿 （近代）9月10日 横切紙・1通 6011－1
三寸寸　封筒入（6011－1と2入）。
3．その他若松寺塔頭
　数量（件数）：13
　　若松寺の塔頭には、如法堂・福性院・本寿院・新蔵坊・竜性坊・法泉坊・玉泉坊・海音坊・東光坊・
　常光坊・善性坊・若林坊・常林坊がある。
［書状］（脇差の儀に付）　海音坊→山口三右衛門様
［書状］（若松海音頭より質に取った脇指楯岡吉五郎方
　へ払の件）三右衛門忠廣
［書状］（当国悪党共4、50人召し捕え、吟味の件／他）
　　法泉坊→三右衛門様、甚右衛門様　4766－1～16までこより一
　括。
［書状］（きせる下され物の礼／馬仙台馬喰へ売払代金
　の件／他）　若松右松治郎→山口三右衛門様別紙1通あり。
［書状］（早年貢上納の件）玉泉坊→山口三右衛門様
［書状］（上山ロー件取扱に付／山家無尽／野田前田氏
　へ年始の件／縫の浬繋像当山にて諸人拝礼の件／
　他）　知足院→山口三右衛門殿、同甚右衛門殿
［書状包紙］如法堂、福性院→山下三右衛門様537傷2～プま
　でを包む。舐緩り紐同封。
覚（田畑御年貢米高書上）
［書状］（下書、冬下し米村台割に付／若松寺子院年貢
　上納につき／他）　山家村庄屋三右衛門→若松福性急様、
　同船法堂様
［書状］（玉泉坊へ年貢上納催促の件）福二院（二二、如
　法堂（花押）→山口三右衛門様
文化5年4月14日
＜文政10＞正月18日
子6月朔日
巳9月19日
7月5日
9月19日
9月29日・9月晦日
9月29日
横切紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
包紙・1通
横切紙・1通
横切継紙・1通
折紙・1通
4997－2
4997－1
4766－1
6133－5
5379－5
6027
5379・1
5379－7
5379－2
5379－4
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24書状ハ．山ロ家宛書状／2山家村ノ3着松／3．その他若松寺堪頭
［書状］（早年貢上納の件〉如法堂（花押）、福性院（花押）→ 10月朔日 横折紙・1通 5379－3
山口三右衛門様
［書状］（早年貢納入申付依頼）山家村庄屋三右衛門（花押） 10月2日 横切継紙・1遍 5379－6
→若松福性院生、同如法堂様
［書状］（兵助皆様へ詫に付貴様立腹御免下されたき旨） 極月18日 横切継紙・1通 5345
若松法泉坊→山家村山口三右衛門様
4．その他
　数量（件数）　28
［書状］（御法義繁昌／御年貢蔵詰の件／他）仁助→山口 （文政10亥）正月13日横切継紙・1通 4754－8
三右衛門様、山口甚右衛門様　　　’
［書状］（私義も今度出入困り居る旨／他）仁助→山口三 （文政10）亥正月20日横切継紙・1通 4754－6
右衛門様、同甚右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（勘六下男藤蔵の面倒を頼みたき旨）仁助→山口 （文政10亥）正月20日横切紙・1通 4754－7
三右衛門様
［書状］（若松山一葦葺印地・添野の訳／伐木一条／他） （文政10）3月10日 横切継紙・1通 4754－3
三四郎→山口三右衛門様、山口甚右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（若松山一件入用金の件／屋ね山井観音堂境内 （文政10）亥3月14日横切継紙・1通 4754－4
（漆）掻き請負の義／他）三四郎→山口三右衛門様、五山
右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（若松山一件入用心配／御廻米川岸場へ運送／ （文政10）亥3月28日横切継紙・1通 4754－5
屋ね山の義五人組申合／他）　仁助→山口三右衛門様、
同甚右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（御廻米河岸積出しの件／若松寺役人代権平、， （文政10）亥4月12日横切継紙・1通 4754－2
同年行事常光坊からの書状（境内地松木売払）の件／
惣村寄合にて小走状番役の相談の件／利助細評願の
件／他）　（三四郎内）仁助→（江戸御出張御三家様）山口三右
衛門様、同甚右衛門様、土屋文蔵様　別紙1通あり。若松寺役
人代権平らの書状が中に貼り継がれている。
［書状］（若松山一件、若松方変心の件／他）羽州最上山 （文政10）亥4月13日横切継紙・1通 4754－12
家村幸助、勘三郎、林兵衛、喜八、惣吉→（江戸御出臨急（マ
マ））三右衛門様、甚右衛門様、文蔵様「
［書状］（山家村法松山出入一件／観音堂境内後山他村 （文政10）亥4月21日横切継紙・1遍 4754－1
方見分の旨／庄兵衛病死／他）　仁助→山口三右衛門
様、同甚右衛門様、土屋文蔵様　4754－1～12までこより紐一
括。
［書状］（当方悪党共通し捕えの様子に付）武田万助→江 ＜文政10＞亥正月20日横切継紙・1通 4766－7
戸二而山口三右衛門様、山口甚右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（若松一件吟味なき旨に付／屋祢山かかせのこ ＜文政10＞亥5月6日横切継紙・1通 4762
とに付／村方寄合にて入用金為登のこと相談に付／
他）　仁助→山口三右衛門様、同罪右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（若松一件吟味なき義／廻米願書差上の件／郡 亥5月12日 横切継紙・1通 4759
中出入多き旨／入用金才覚の件／他）仁助→皆々様
（山口三右衛門様、山口甚右衛門様）
［書状］（若松一件、若松方にて新たに願書の件／若松 ＜文政10＞5月18日横切継紙・1通 4764－8
衆北方杯へ子心の風聞の件／他）　土屋管兵衛→山口三
右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（若松一件吟味なき件／山家松次郎母不機嫌／ 亥5月18日 横切継紙・1通 4764－4
他）　（定四郎）→山口三右衛門様
［書状］（若松一・件／入用金村方割合困難に付／他）仁 亥5月18日 横切継紙・1通 4764－5
助→皆々様
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24．書状／1．山ロ家宛書状／2．山家村／4．その他
［書状］（若松一件入用金村方割賦、年貢上納の件／紅 ＜文政10＞閏6月10日横切継紙・1通 4768－6
花作況／他）　（山家村）仁助→皆々様く山口三右衛門様、同
甚右衛門様）　別紙1通あり。
［書状］（一件吟味なき旨心配／江戸表にて義助より金 ＜文政10＞閏6月20日横切継紙・1通 4866
子借用に関する件／他）仁助→山口三右衛門様、同甚右
衛門様、土屋文蔵様
［書状］（御廻米江戸着／御代官輪島場所替の件／紅 文政11年子7月17日横切継紙・1通 6128
花・田方作柄）　仁助→山口三右衛門様
［書状］（入用金村方割合にて山登せの旨／若松内見分 5月2日 横切継紙・1通 6014
の件／他）　仁助→皆々様
［書状］（京近江守太郎兵衛方へ着の旨／道中にて大地 ＜安政元＞11月14日横切継紙・1通 6102
震に遭った件／御院主様病気見舞の件／他）　京6庄 、
三郎→出羽最上山口三右衛門様
［書状］（江戸地震大変、諸被害の件／山ロー件／西岸 卯10月26日 横切継紙・1通 5959－2
寺様京着の件／他）　（在京）正吉→御在府御旦那様
［書状包紙］羽列仙家村三四郎→江戸浅草平右衛門町代地伊勢
@屋甚兵衛様旅宿二而羽州山家村山口三右衛門様　5371－2～5ま
亥7月12日 包紙・1枚 5371－1p
でを包む。 1
［書状］（夫米願書の儀／当年作方の儀）羽州山家村小笠 亥7月12日 横切継紙・1通 5371－4
原仁助→山口三右衛門様、同甚右衛門様、土屋文蔵様　別紙あ
り。
［書状］（京近江屋太郎兵衛方着の旨／両御門跡様の件 2月8日 横切継紙・1通 5423－4
／原町村兵蔵京着の件／他）正吉→御旦那様
［書状］（一件吟味延の件／紅花田畑作況／若松にて縫 7月4日 横切継紙・1通 5044－3
の御釈迦様掛物開帳／他）羽州山家村仁助→山口三右衛
此様、同喜右衛門様、土屋文蔵様（江戸浅草平右衛門町代地伊
　勢屋甚兵衛旅宿二而皆々様）
［書状］（未開封書状）羽州山家村仁助→江戸浅草平右衛門町
　伊勢屋甚兵衛様御宿二十山口甚右衛門様
［書状］（御院主様が大地震にあった旨）京西六月御前通
　り庄三郎→江戸馬喰町四丁目山口三右衛門様　封筒入。
［書状］（内々思召御尋下された件）与吉→三右衛門様
極月16日
極月19日
横切継紙・1通　　　5044’2
横切継紙・1通　　　6101
横切紙・1通 5893－16
3．領主役人
1．代官
数量（件数）　1
［書状］（紫蕨・温品・鴨御贈りの礼）　内山亘→三右衛門
　様内山は大貫次右衛門家来。
極月13日 横切継紙・1通 5941－4
2．高詠・手代
1．長谷川岱助・仙助
　数量（件数）：23
　　長谷川岱助・仙助は、幕府代官所手附。仙助は岱助の子。
　　長谷川岱助は、天保2年から弘化2年まで代官大貫次右衛門のもとで東根陣屋詰。そののち代官高木
　清左衛門の手附となり、信州中野陣屋や江戸役所に詰めた。万延元年からは代官鈴木源内に従い、文
　久2年には大和国五条陣屋詰元〆となったが、文久3年、五条で天諌組の変に遭い、代官所を襲撃され
　て死亡した。71歳没（茎田佳寿子『幕末日本の法意識』）。
　　長谷川仙助は、天保期に羽州柴橋代官添田一郎次の下にあり、天保13年には寒河江詰手附であった。
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24．書状〆1．山ロ家宛書状／3．領主役人／2．手晴・手代／1．長谷川岱助・仙助
そののち大竹左馬太郎に従い、奥州塙陣屋手附等を勤める。文久元年からは代官桜井久之助のもとで
備中倉敷陣屋詰であったが、慶応2年、長州藩の奇兵隊の一派が倉敷代官所を襲撃。仙助は鉄炮により
傷を負い、それが原因で亡くなった。
　長谷川岱助が亡くなったのち、妻さく（一葉）は村山郡本飯田村に隠居した。娘の一人が若松本寿
院に嫁しているなど、村山郡に縁者がいたためであろう。明治2年に山口村伊藤義左衛門は長谷川夫妻
の墓誌を建立した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
［書状］（新春の慶賀／金請取）長谷川仙助□光（花押）→山 正月5日 横切継紙・1通 4815．18
口三右衛門様
［書状］（寿助・伝之助・理兵衛願書元〆一同へ取り持 3月11日 横切継紙・1通 5352－1－3－1
ちの件）　多福町（長谷川岱助）→三右衛門様　包紙あり
（5352・1・3全体を包む）。
［書状］（山ロー件取扱に付／私領渡一条／信州大地震 4月4日 横切継紙・1通 5352－1－4
の風聞／他）　多福く長谷川岱助〉→三右衛門様封筒入。
［書状］（長谷川古史よりの書状新橋より届に付） 8月2日 横切継紙・1通 5402－1
［書状］（御救直興野のため惣代出府の件／小子病気の 10月15日 横切継紙・1通 5950－3
件／他）　岱助→三右衛門様
［書状］（当年定免切替の村検見の件／御転場一条／廻 9月22日 横切継紙・1通 5950－4
米一条／他）　岱助→三右衛門様
［包紙］　東根長谷川露助→越前屋二而三右衛門様5950－2 包紙・1通 5950－1
～5入。
口上（鴨御恵の礼）下谷く長谷川岱助〉→三右衛門様 12月12日 横切紙・1通 5941－11
［書状］（場所替一条／伜眼病世話の礼／天童足軽一条 6月21日 横切継紙・1通 5951
／伊東氏盗難の件／他）　（長谷川）岱助→三右衛門様封
紙入。
［書状］（酒田にて米買入の件／江戸廻米納の件／娘お 5月8日 横切継紙・1通 5952
ふさ本寿院へ縁組の件／他）（東根長谷川）岱助→（越前
屋二而）三右衛門様　別記1通あり。封紙入。
［書状］（おふさ縁組の件／江戸買物依頼／他）（東根長 5月24日 横切継紙・1通 5953
谷川）岱助→（かや町二丁山家）三右衛門様　封紙入。
［書状］（本寿院より縁組の衣類請取／長谷川尾花沢詰 8月22日 横切継紙・1通 5948
の件／当地出水にて我地出来の件／他）竹斎（長谷川
岱助）→山口主人（三右衛門様）封紙入。
［書状］（本甲院聾と長谷川女婚礼の儀）　（長谷川）岱助→ 10月22日 横切継紙・1通 5949
三右衛門様　包紙入。
［書状］（代官より内入用として金35両融通依頼に付） 7月20日 横切継紙・1通 5402－2
（長谷川）甚助→三右衛門様　5402－1に包まれてあり。封紙あ
り。
［書状］（銅山永吉と稼方に付相談、元手金融資の件） 閏9月17日 横切謎紙・i通 4815－10
〈長谷川〉露助→三右衛門檬、寿助様、伝之助様
［書状］（大貫家心願一条／代官高木清左衛門方に出勤 2月24日 横切継紙・1通 5352－2－4
の件）　多福〈長谷川岱助〉→三右衛門様封筒入。
［書状］（東根附備金一条取計方に付助言）長谷川岱助→ 3月5日 横切継紙・1通 6082－6－2
（東根会所）寿助、三右衛門、兵蔵、伝之助、吉郎兵衛、与左衛
門、理兵衛、義左衛門、憎憎　封紙入。
［書状］（備金一条／東根籾一条拝借願書戸田公へ差上 3月6日 横切継紙・1通 6082－6－1
の件／他）於福町（長谷川岱助）→（会所）三右衛門様封紙
入。別紙1通あり。6082－2同封。
（願書下書、東根陣屋附郡中大貫次右衛門様支配三三 横切継紙・1通 6082－5
常御手当積金仕聞方に付）→石原様・嶋田様御役所宛
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［書状］（新庄絹落手の旨／石井殿盆前頃江戸出立の旨） 6月23日 横切継紙・1通 ㎜下谷（長谷川岱助）→（三代）三右衛門様　封筒入。
口上（一条に付寿助・伝之助より下願の件／大貫家心 7月8日 横切継紙・1通 5438－3
待の件）　下谷（はせ川）〈長谷川岱助〉→山家甲介（三右衛門
様）封筒入。
［書状］（場所替一条、岱助江戸借宅を見つけ貰いたき 7月8日 横切継紙・1通 5950－5
旨／酒田地船出帆／他）　野晒→三右衛門様
［書状］（年貢納不足分の措置に付／貴所江戸詰合の件） 12月28日 横切継紙・1通 5950－2
岱助→三右衛門様
2．吉田鎌五郎
　数量（件数）：17
　　吉田鎌五郎は、天保期に代官大貫次右衛門の下で東根陣屋詰手代を勤めた。　「県令集覧」からは、
　天保13年・14年に東根陣屋詰であったことが確認される。
　　大貫が死去により村山郡幕領代官の任を終えても、山口三右衛門と吉田一五郎は親交があったこと
　が書状からわかる。吉田は嘉永4年には陸奥国塙代官嶋田帯刀のもとで江戸詰手代、安政5年には石
　見国大森代官加藤余十郎のもとで江戸詰手代を勤めている。
［書状］（迎えとして久次郎差立の旨）鎌五郎→三右衛門
@様
m書状］（甚八へ頼んだ染物の件／当地（村山郡）気候／
正月26日
X月2日
横切継紙・1通
｡切継紙・1通
6030－2
T089
廻米船延着の件／他）　（吉田）鎌五郎→三右衛門様封筒
入。
［包紙］小石川午天神喜吉田翁五郎→羽州山家村三右衛門様 包紙・1通 5436－2－1
5436・2・2と3入。
金拝借証文之事（江戸長逗留につき雑費・帰国路用金 嘉永元申年12月21日竪紙・1通 5436－2－3
差支に付拝借）羽州山家村三右衛門（印）、加印原町村兵蔵
（印）→吉田鎌五郎殿
［書状］（寿助出府の件／御用達金請取の件／小子師匠 3月4日 横切継紙・1通 5436－2－2
番代官世話にて鈴木大太三方へ出勤の件／他）小石
川七軒町→山家様
［書状］（丸印一条／山形所替の件／源八長谷川供にて 5月朔日 横切継紙・1通 4883
出府の所、弥作より預った熊胆を荒川質入の件）鎌
五郎→三右衛門様
［書状］（代官所引渡し済、残務処理中の所、新役人よ 5月8日 横切継紙・1通 4842
り頼みにて東根居続となる旨）〈吉田〉鎌五郎→三右
衛門様　包紙あり（別の書状の三二）。
［書状］（当地二二／吉田出府の積の所当所詰申し付け 6月10日 横切継紙・1通 4776－67
られるに付／郡中備金一条評判の件／伊東氏病状／
（足軽）甚八赤口の件／他）　よし田く鎌五郎〉→三右衛門
様　　　　　　　　’
［書状］（田方植付の件／破免潰れ五ヶ村石代願の件／ 8月22日 横切継紙・1通 5876
幸生銅山見込違いの件／内蔵之助・藤左衛門欠込訴
の件／他）　よし田→三右衛門様
［書状］（江戸廻米江戸買納一条／金談一条、一ト先帰 ＜弘化3＞閏5月26日横切継紙・1通 4834
益すべき旨／新町一条／他）　よした（三五郎）→三右衛
門様封筒入。
［書状］（新町一件／廻米、安石代願の件／注文二代等 正月12日 横切継紙・1通 5090
差引の件／大坂買納代金等長暗屋より借受金の件／
他）　〈吉田〉鎌五郎→三右衛門様虫損（閲覧不可）。
［書状］（三右衛門の病状伺／小子いまだ手明きの旨） 閏2月3日 横切紙・1通 5922
吉田く鎌五郎〉→三右衛門様　封筒入。
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［書状］（新規代官出来につき出勤を心願する旨／大貫 3月6日 横切継紙・1通 5932
内願筋の件／江戸町中へ救い米の件／山ロー件／
他）　小石川（江戸小石川吉田鎌五郎）→山家様（羽州山家村三
右衛門様）封紙入。
［書状］（跡支配石井方へ引渡しの後出府の積ながら、 3月11日 横切継紙・1通 4848
別れおしき旨／当春草廻米納方の件／見立の位牌・
仏具の件／他）　よし田く鎌五郎〉→三右衛門様包紙入り
（若松寺式部より東都新橋長谷川岱助宛書状封紙）。虫損。
［書状］（小子手明にて新規代官出来の節は切組たき旨 5月15日 横切継紙・1通 5961．2
／御用達置いた金子、越前屋より受取の旨）七軒町
（吉田）→山家様（三右衛門様）・封筒入。
［書状］（小子島田方へ出勤の件／大貫跡の様子に付／ 7月19日 横切継紙・1通 5929
松沢江戸出府の事情／他）　（小石川牛明神後吉田）鎌五郎
→（羽州山家村）三右衛門様　封紙入。
［書状］（鴨恵投の礼／米高値につき安石代願の件／駿 腫月11日 横切継紙・1通 5941－7
河台へ鴨差送りの件／山ロー件／他）吉（田）鎌（五郎）
→山三様　封紙入。
3．酒井量平
　数量（件数）：9
　　酒井量平は書状の内容から推して代官所手代であると思われるが、
　確認できない。
T県令集覧」からはその名前が
［書状］（東根附石代金納の件／出羽国内私領渡の件／ 2月20日 横切継紙・1通 5352－2－6
他）　元飯田町く酒井量平〉→（東根村）三右衛門様封紙入
り。
［書状］（東根附買納一条／私領渡一件／尾花沢野高一 3月12日 横切継紙・1通 5352－2－2
件／他）　飯田町く酒井量平〉→（山家村山口圧右衛門様
封紙あり。
［書状］（柴橋新規御代官に付／紅花一件吟味に付、他） 5月13日 横切継紙・1通 5429
酒井量平→（羽州山家村）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（金2両借用願／吉田亭蔵江戸着の旨）酒井量平 7月6日 横切継紙・1通 5102
（元飯田町6）→三右衛門様
［書状］（金子借用願／大坂新穀廻し船破船にて米残ら 7月13日 横切継紙・1通 5110
ず沈の旨知らせ）酒井量平（印）（元飯田町）→浅草茅三越
前屋平兵衛方二而　羽州三右衛門様
［書状］（明日八朔に付金子3両2分借用願）酒井量平（印） 7月30日　　　　　　　　　　　覧横切紙・1通 5111
→三右衛門様　別紙1通あり。
［書状］（金子1両2分借用願）酒井→三右衛門様 10月8日 横切紙・1通 5109
［書状］（幕領場所替の情報／量平手明にて困窮に付金 11月22日 横切継紙・1通 6082－7
子無心／大貫家内人預かりの件／他）酒井量平→（羽
遠山家村）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（酒屋味噌醤油代として金子3両借用願）酒井量 12月2日 横切継紙・1通 5108
平（印）→（越前屋二二）三右衛門様
4その他
　数量（件数）：29
　　田中熊三郎は、代官石井勝之進の元〆手跡（江戸詰）。
　があっただろうと推測される。
　　松沢繁右衛門は、代官林伊太郎の元〆手前（江戸詰）。
山口村山論一一件中は特に三右衛門との接触
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　大熊昇三は、天保期、代官大貫次右衛門のもとで江戸詰手附だった。
　飯沼直助は天保期、代官大貫次右衛門のもとで手代を勤めた。天保6年～11年ごろは尾花沢陣屋詰、
その後江戸詰となる。大貫死去ののちも村山郡盤領支配に関与し、大貫の後任である代官戸田嘉十郎
の江戸詰手代を勤めた。
　本間来助は嘉永4年当時、信州中野代官高木清右衛門の江戸詰手代で、長谷川岱助の同僚。
［書状］（廻米地雇船の義難渋の件／端米用捨の件／他） 戌6月26日 横切継紙・1通 4816
伊東庄十郎・→三右衛門殿
［書状］（彼一条吉左右出る見込みにつき）向柳原（本間来 3月10日 横切継紙・1通 5352－1－3’2
助）→山家三右衛門様　封紙あり。
［書状］（貴所様此度郡中惣代仰せ付けられる由大慶／
蛹F井私両人にて恩借の○印返済の件／他）　（佐蘭
3月28日 横切継紙・1通　　　尋 4858
半平→（山家村）三右衛門様　封筒入。江戸より。
［書状］（写、当地着陣の旨／出立の節見送りの礼／他） 6月11日 横切継紙・1通 5013－2
（遠藤芳次郎）→（山口三右衛門様）
［書状］（身分転じの祝金受領の旨／勘次郎浪人の件）
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封　（江戸本間）来助→半三両公（羽州半十郎様、三右衛門様）
11月25日 横切継紙・1通 5384
こ入。
［書状］（今夕方まで一時貸金願、大熊様へ御渡し下さ 12月5日 横切継紙・1通 4859
れたく）　〈野沢〉源七→三右衛門様
［書状］（小鴨恵贈の礼）奈良丈介→（山家村）三右衛門様封 12月10日 横切紙・1通 5924
筒入。
［書状］（検地検見挨拶の礼）竹中貞次郎→三右衛門様封 正月6日 横切継紙・1通 5392
筒入。
［書状］（例の一条成就の礼痛み入る旨、乗後れ廻米船 3月4日 横切継紙・1通 5436・4－3
米賄方の儀に付、他）熊三郎→三右衛門様、兵蔵様別
紙1盲あり（出立前借用の金子受取）。
口上（麓茶・書状等進上）熊三郎→三右衛門様、兵蔵様 3月5日 横切紙・1通 5436－4－2
［書状］（元御役所借用証文落手下され候哉の旨／他） 7月4日 横切継紙・1通 5438－2
〈田中〉熊三郎→三右衛門様　封筒入。
［書状］（小子誕生日祝の会に付懇意の礼／他）〈田中〉 12月6日 横切紙・1通 5923
熊三郎→三右衛門様　封筒入。
［書状］（真鴨二羽御恵の礼／山ロー件に付）〈田中〉熊
@三郎→三右衛門様　封筒入。5941－1～11までこより紐一括（こ
12月12日 横切継紙・1通 5941－1－1
より紐同封）。
口上（茶・鰹節進上）　田中く熊三郎〉→三右衛門様5941－1一12月12日 横切紙・1通 5941－1－2
1を巻き付けていた文書。
［包紙］〈田中〉熊三郎→三右衛門様、兵蔵様　543642～5 包紙・1通 5436－4－1
入。
［書状］（自分病気／郡中一統出訴の一件に付／他）（松 閏2月朔日 横切継紙・1通 5916
沢）繁右衛門→三右衛門様　封紙入。
［書状］（江戸へ引越しの件／新町村一件落着の件／山 7月7日 横切継紙・1通 5928
口村一件）　（松沢）繁右衛門→三右衛門様封筒入。
［書状］（長調御重の礼／山口村一件）　（松沢）繁右衛門→ 7月17日 横切継紙・1通 5926
三右衛門転封潮入。
［書状］（三右衛門体不随の件／繁右衛門役所にて怪我 十月10日 横切継紙・1通 5941－5
の件／小鴨恵の礼）　（松沢）三右衛門→三右衛門様封筒
入。
［書状］（金子借用の件、いまだ来駕なきに付）大熊昇三 11月8日 横切継紙・1通 4860
→三右衛門様
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［書状］（金子融通願）大熊→三右衛門様 11月8日 横切継紙・1通 4861
［書状］（金子時借願）大熊昇三→三右衛門様封筒入。 11月8日 横切継紙・1通 4862
［書状］（兼而の一件に付申越の儀承知）高木郡司→三右 7月21日 横切継紙・1通 5893－21
衛門様、半十郎様
［書状］（真筆贈りの礼）（高木）郡司→（羽州）三右衛門冊封 腫月9日 横切紙・1通 5941－9
筒入。
［書状］（大貫家内実の次第に付）高木郡司→三右衛門様 12月12日 横切継紙・1通 5893－19
［書状］（訪問の礼／機嫌伺／他）即く内層惣次〉→（奥州） 12月6日 横切継紙・1通 5918
三右衛門様封筒入。
口上（三右衛門病状伺／せんまい恵贈の礼）原く与惣次 横切継紙・1通 5927
〉　内→三右衛門様　　封筒入。女性文字。
［書状］（新法にて船方願廻米川下後れは如何直鎖／他） 7月9日置 横切継紙・1通 5438－4
（飯沼）直助→（羽州）三右衛門様　封紙入。
［書状］（ぜんまいの礼／米値段の件／他）直助→三右衛 7月21日 横切継紙・1遍 5917
門様
3，旗本・御家人
1．久留平輔・鍋吉
　数量（件数）：31
　　久留平輔は禄高400石の旗本で、知行地は下野国に所在。　「旧高旧領取調帳」によると、知行地は下
　野山河内郡上坪山村（400石）と新雨山村（0．7石）にまとまっている。
　　久留平輔は久留家の養子で、実は村山郡代官を勤めた大貫次右衛門光証の弟である。拝領屋敷は、
　小石川築地御掃除町。久留平輔は天保6年に家督を継ぎ、小普請入した。安政3年においても小普請で
　あった。
　　久留は大貫の弟という間柄ゆえ、大貫への上納金返還願に関する嘆願、大貫錠之助の代官襲職願の
　際は、この久留鹿討を通じて大貫家への働きかけがなされた。　　　　　　　　　　　レ
　　本項目には、久留の知行所下野国河内郡上坪山村からの書状もまとめた。上坪山村は寛政2年以降旗
　本横田氏と久留氏の相給で、村高426石瓦のうち400石が久留氏知行分だった。家数28軒（天保14年）。
　伊沢専吉1仙吉）は文政期以前から真綿紬縞商費を行い、天保期には雑穀商才、酒造業ならびに居酒
　屋・荒物瀬戸物小間物小売店を営む、村内屈指の富裕家である。天保期には名主も勤めている。
　　嘉永期に伊沢家は、久留氏の御勝手方を勤めていた。久留氏は財政窮乏のため、知行所にて積縄仕
　法（御用縄を人別にて上納させ、年貢収入の足しにしようとした）を実施する。しかし、小前から反
　発が起こって騒動が発生し、伊沢氏は批判を受けた。
　　なお、用水出入と書かれているのは、天保11年～12年にかけて、都賀郡司原村・船戸村、河内郡船
　戸村との間で発生した出入のことではないかと考えられる。
［書状］（船町孫市一条に付／御普請一条／専吉馬代金 5月19日 横切継紙・1通 4815－2
の件／他）　〈久留〉平輔→三右衛門様
［包紙］「小石川より来書」5g44・2～20入。 包紙・1通 5944－1
［書状］（先頃よりの一条に付相談のため御出願） 5月24日 横切継紙・1通 5944－2
［書状］（御内談一条に付桑山方へ御出の件／名主の赤 3月9日 横切継紙・1通 5944－3
心御代官様へ申立候様御談じなさるべく／他）
［書状］（金子融通願） 8月13日 横切紙・1通 5944．5
［書状］（某との面会の件／御検見出立の日取の件／長 8月4日 横切継紙・1通 5944｛1
谷川よりの内状の件／「新橋」との相談の件／他）
（御掃除町）→三右衛門様　封筒入。
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24，書状／1．山ロ家宛書状／3．領主役人／3旗本・御家人／1．久留平輔・鍋吉
［書状］（書状御届願）御掃除町 9月23日 横切継紙・1通 5944－7
［書状］（明日または明後日来宅願／上下読取扱の件） 8月5日 横切継紙・1通 5944－8
（御掃除町）封紙入。
［書状］（例の一条の件同席の者へ申し出面ね、画餅と 2月20日 横切継紙・1通 5944－9
なる旨／伝奏引き移り前に内談の旨／他）御掃除町
（小石川）→三右衛門様　封筒入。
口上（今日駿河面様留守につき取計致しかねる旨）小 横切紙・1通 5944－11
石川→山口三右衛門様
［書状］（長谷川よりの手紙落手／先達て内咄の儀尾花 7月5日 横切継紙・1通 5944－15
沢兼帯とのことに付／他）　礫川→山家　山口様封筒
入。
［書状］（明日出立に付、絵図面持参下されたき旨／他） 9月2日 横切継紙・1通 6087－1
六番町（久留鍋吉）→（浅草瓦町越前屋二一）三右衛門様　封
筒耳。6087・2同封。
［書状］（田口へ新庄絹届の件／西丸炎上につき懸り仰 9月11日 横切継紙・1通 5957
せ付けられる件／他）　虫干（閲覧不可）。
［書状］（馬当方へ御下し願いたき旨／茶・掛物の件） 9月17日 横切継紙・1通 6089
小川町二而　御掃除町く久留平輔〉→三右衛門様
［書状］（本所柳本方にて明日より（取調）取掛かりの件 9月22日 横切継紙・1通 6086
／他）　（六番町）〈久留〉鍋吉→三右衛門殿封筒入。
［書状］（愚直抹茶進上の件／新蔵掛物の件）　（御宿除町 10月29日 横切継紙・1通 6085
久留）平輔→三右衛門様　封筒入。
［書状］（支配堀金十郎御役御免逼塞仰せ付けられる旨 11月24日 横切継紙・1通 6047
／宅へお出で願）小石川→三右衛門様封筒入。
［書状］（四ヶ村天童織田領へ村替の風聞の件、村替回 12月20日 横切継紙・1通 6083
避のため本所役所方手配の旨／拙者家督願の件／
他）　久留甲子（六番町）→（矢野帥仁右衛門さま、（山家）三右
衛門さま　封紙入。
［書状］（御鷹匠頭巾のこと） 12月23日 横切継紙・1通 6088－2
［書状］（長谷川と相談すべき旨／教諭・取扱の助言／ 12月24日 横切継紙・1通 6088－1
他）　包紙入（6088－2も同封）。
［書状］（為替金の儀／貴兄様手元金拝借願）小石河→山 23日 横切継紙・1通 4776－26
口三右衛門様
［書状］（善行寺詣での帰途、拙方を伊藤義左衛門が訪 横切継紙・1通 4776－68
ねた件／新町一件／他）　小石河→山口三右衛門様
［書状］（屋敷へお出でを待っている旨）小石川右→三右衛 横切継紙・1通 4877
門様　封筒入。女性の書状。
［書状］（上坪山村専吉より相即一条に付／江戸町十組 2月30日 横切継紙・1通 4815－1
問屋さし止めの件／船町一条に関する意見／他）小
石川御掃除町〈久留平輔〉→三右衛門様　4815－1～20まで綴。
［書状］（地頭所向改革の件／馬代金の件／他）　［久留 6月14日 横切継紙・1通 4812
鍋ヵ］吉→山口三右衛門様　虫干（閲覧不可）。前欠。
［書状］（当年作柄上作の旨／此方売出しの馬送り依頼 8月25日 横切継紙・1通 6090
　の件／当方の紬木綿注文受付の件／他）　（従野州上坪
　山村）伊沢専吉　代直吉→（羽州）御苗三右衛門様　封紙入。
［書状］（地頭所向改革必至に付）　〈上坪山村伊沢専吉〉　　天保以降
　虫損。
［書状］（知行所用水出入に付／「駿河台」様への相談向
の件／知行所取締、勝手向立直し助力願／他）　礫川
　奥→三右衛門様　前平。
横切継紙・1通
横切継紙・1通
4811。7
4811－13
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24．書状／1．山ロ家宛書状／3．領主役人／3讃本・御家人／1．久留平輔・鍋吉
［書状］（今夕六番町屋敷台所へ御越し下されたく）市 9月23日 横切継紙・1通 6087－2
蔵→三右衛門様
［書状］（馬代延引の儀、知行所より連絡等なきに付／ 11月24日 横切継紙・1通 6091－1
御頼みの茶の件／他）江戸小川町より野田巳之助→山家
村三右衛門様　封紙入。6091－2は巻込まれていた。
［書状］（旦那より常喜撰・玉山吹（茶）差上）　（久留平輔 霜月24日 横切継紙・1通 6091．2
内）須藤七蔵→三右衛門様　別紙「覚」1通あり。
2．（久留家内）小湊仁助
　数量（件数）：9
　　山口三右衛門と小石川の久留家との連絡には、この小湊仁助という人物が中心的に関与している。
　他にも用人はいるはずだが、なぜ、この小湊という人物が主要な役割を担っているのかは不明。
［書状］（金子融通願／拙者心願一条／他）　（御掃除町）小 正月23日 横切継紙・1通 5944－10
湊仁助→山家村三右衛門様　封筒入。
口演（28日・29日に御出を待ち居る旨）額面（小湊仁助）6月25日 横切継紙・1通 5944・12
→山口（三右衛門）様　封筒入。
［書状］（此封し物長谷川へ御届願）礫川（小湊仁助）→山口 7月21日 横切継紙・1通 5944－14
氏（三右衛門様）封筒入。
［書状］（駿河台と内談、来17日に御出願）小石川（小湊仁 8月14日 横切継紙・1通 5944－13
助）→山口三右衛門様　封筒入。
［書状］（心願の儀に付／妻へ品物贈与の礼）御掃除町 9月26日 横切継紙・1通 5944－16
（久留平輔内小湊仁助）→（山口）三右衛門様　別紙1通あり。
［書状］（明日または明後日御出願の伝達）小石川御掃除 12月13日 横切継紙・1通 5944－4
町小湊仁助→浅草瓦町越前屋二而出羽国歩家村三右衛門様
［書状］（新蔵持参の面頬・鎧甲の鑑定の結果に付）御 12月20日 横切継紙・1通 5944－20
掃除町（小湊仁助）→（山家村）三右衛門様　封筒入。
［書状］（相談に付甲賀町へ来宅下されたき旨）小石川 11月24日 横切継紙・1通 6041
小湊仁助→羽州村山郡山家村山口三右衛門様　封紙入。・
［書状］（屋敷譲渡、抱屋敷へ引移りの件／飯沼へ相 12月朔日 横切継紙・1通 6056－2
談、奥野へ内談の件／他）小湊仁助→山口三右衛門様
封筒入。小湊名前だが、久留の直書ヵ。
3．貝塚庄次郎
　数量（件数）：11
　　貝塚庄次郎は御目見以下、150俵取の御家人である。
　　　「湿地地面取調書」によると拝領屋敷は目白関口大久保加賀守上地にあるが、そこには地守を置い
　て、実際には神田佐久間町一丁目佐竹右京太夫中屋敷に借地住宅していた。安政4年武鑑には、駿河台
池田坂下に屋敷があるとかかれている。
　　貝塚は嘉永から安政期にかけて広敷用達の役にあった。Nα5232にある手附貝塚正吉郎は庄次郎（あ
　るいはその父）のことで、もと幕府代官所回附であったと見られるが、「県令集覧」などから手附と
　して村山郡に赴任していた等の事実は確認できない。
［書状包紙］貝塚庄次郎→羽州山家村山口三右衛門様 （子9月29日） 包紙・1通 5957－1
［書状］（三右衛門への書状御届下されたき旨）貝塚庄次 9月12日 横切紙・1通 5957－3
郎→羽州山口吉郎兵衛様
［書状］（田口様へ叫喚のきぬの件）貝塚→吉郎兵衛様封 9月□日 横切紙・1通 5955－2
筒入。虫損（閲覧不可）。
［包紙］　庄次郎→三右衛門様5436全体を括っていたこより同 包紙・1通 5436－1－1
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24．書状／1．山ロ家宛書状／3．領主役人／3旗本・御家人／3．貝塚庄次郎
封。5436－2～4入。
［書状］（出立前に世話した40両の利金余分につき返上） 3月7日 横切継紙・1通 5436－1・2
〈貝塚〉庄次郎→三右衛門様
覚（返却金勘定書、5436－1－2の件） 酉3月 横切継紙・1通 5436，1－3
金拝借証文之事（御廻米納として出府のところ金子差 嘉永元申年11月 竪紙・1通 5436－1・4
支に付）　石井勝之進元支配所羽州村山郡原町村兵蔵（印）、
山家三三右衛門（印）→貝塚庄次郎様御内森田喜八郎殿　包紙
入。
［書状］（総革・熊の胆の件／御預りの刀焼直しの件／ 6月12日 横切継紙・1通 5893－29
他）　庄次郎→三右衛門様
［書状］（尾花沢附名主才領へ参るよう伝言下されたく） 7月朔日 横切継紙・1通 6129
貝塚（庄治郎）→（浅草かや丁越前屋平兵衛方二二山家村）三
右衛門様封筒入。
［書状］（当春差し上げた紅毛水仙の手入方法に付）庄 7月8日 横切継紙・1通 5438．1
次郎→三右衛門様　5438・1～4までこより一括。こより同封。
［書状］（真鴨・干鯉鈍恵投の礼／納不足買納一条にて 12月8日 横切継紙・1通 5941．3
原町長逗留の件）　（貝塚）庄次郎→（山口）三右衛門様封
筒入。
4．その他
　　Nα5933丹野は白河藩時代の藩役人であろう。
　数量（件数）：2
［書状］（此度公儀御用につき白川御登の件）丹野平兵衛 3月13日 横折紙・1通 5933
（花押）→山家村庄屋三右衛門様
［書状］（山手金の旨承知）中川弥兵衛→山家村庄屋彦左衛 11月12日 横切紙・1通 48羽一8
門様
4．村山郡（川東地域）
1．天童
1．花輪九蔵
　数量（件数）：6
　　この花輪九蔵という人物は山口三右衛門の子であり、花輪家に養子に入ったものと考えられる。明
　治8年の立付米調査によると、花輪九蔵は天童一日町居住で、立付米150俵余を取得する地主であった。
　　花輪九蔵の一連の書簡で取り上げられている長岡村は近世には蔵増門伝村といった。明和4年から織
　田氏領。明治6年に長岡村と改称された。
［書状］（長岡村田地に関し各債主へ金済の件）花輪九蔵 1月29日 横切継紙・1通 5042
→山口二尊父様
［書状］（借用金償却の件、長岡村所有地売渡片付まで 2月1日 横切継紙・1通 5043
猶予下されたき旨）　花輪九蔵→（山元村）山口二尊父様
封筒入。
［書状］（庫次一遍金取極の件／親戚協議の上返済償方 4月14日 横切紙・1通 5032－1
申入の件／他）花輪九蔵→山口二尊父様
［書状］（奥山喜左衛門不在に付、帰宅迄猶予願）花輪 （明治）9年5月3日 竪紙・1通 5946
九蔵→山口御尊父様　封筒入。
［書状］（借用金の件、奥山喜左衛門へ貸付金耕地抵当 5月8日 横切紙・1通 5032・2
証券名義書替にて返金の旨／他）花輪九蔵→山口御事
父様
［書状］（長岡村田地公売取一二こ付金済の件）花輪九蔵→ 8月24日 横切紙・1通 5029
山口御暦父様
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24．書状／1．山ロ家宛書状／4．村山郡（川東地域）ハ．天童／2その他
2．その他
　数量（件数）：8
　　天童町は羽州街道に沿った町場で、明和4年から織田氏領となって陣屋が置かれ、天保元年からは織
　晶晶の城下町となった。天童町は、一B町・五日町・三日町・田町・中町・小路町の6町からなり、高
　4722石。天保9年には家数425軒、人数2013人だった。
　　坂口太兵衛は天童三日町の居住で、天童六ヵ町を統括する大庄屋を天保期に勤めだ（文久期には佐
　藤氏に代わっている）。佐藤伊兵衛は天童五日町居住。
　　4736の相沢愚老は、天童の問屋の三日町相沢家の隠居かとも考えられる。
［書状］（地震見舞の菓子料進上／他）　（天童）相沢愚老→ （安政2年）霜月20日 横切継紙・1通 4736
山　三右衛門様
［書状］（欠落の武七持高の件回答）天童小路町名主源七郎 丑11月16日 横折紙・1通 4811－14
（印）→山家村御名三三右衛門様　4811の綴りから外れていたも
の。
［書状］（中野目村今次平門用金一条に付）湯殿山出先6 3月17日 横切継紙・1通 6092
天童阪口太兵衛→山家山口三右衛門様
［書状］（船町孫市紅花川下目論見の件／当郡稲作／高 8月6日 横切継紙・1通 4776－3
擶村より中野目村に懸る一件／他）坂口太兵衛→山口
三右衛門様
［書状］（裏町で出火の際見舞受納の礼）従天童丹野三兵 文月26日 横切継紙・1通 5893．18
衛→山家村二而山口三右衛門様
［書状］（脇差等御調頼の件／沢畑村吉兵衛伝吉一条に 11月13日 横切継紙・1通 5943－8
付／当地相場／他）　（羽州天童）ふしゃ（冨士屋）七郎兵衛
（印）→（江府浅草御蔵前瓦町越前屋平兵衛旅宿二而羽州村山郡
山家村）山家三右衛門様　封紙入。「覚」2通（書状請取覚、南館
村立蔵、漆山村善左衛門差出）あり。他、別紙1通あり。
［書状］（北目御役所より拝借金勘定／森十一件／他） 18日 横切継紙・1通 5182
天童　佐藤伊兵衛、丸三治助→本寿院御内高橋左五兵衛様
［封紙］　（小路町6）源太郎→山家村三右衛門様 封紙・1通 5440－3、
2．門前村（帯解寺領）
　数量（件数）：7
　　北目村のうち三三寺領分は愛宕神社の門前に集中してあり、愛宕門前村と呼ばれた。門前村の名主
　は幕末期には今野権次郎で、大庄屋を兼帯している。宝橦寺では、門前村の主な百姓を譜代の家臣ζ
　し、扶持米を与えて諸役に任じていた。天保期には、今野権次右衛門が天童譜代頭取、稲葉泰八が天
　童目代、今野善兵衛が徒士上席、岩井耕造が徒士頭であった。
　　この項目には、山形の宝瞳下役人差出の書状もいっしょにまとめた。平松氏・曽根氏は宝町寺の役
　人で、年貢収納を担当し、代官とよばれている。
　　宝瞳寺では、朱印地からの年貢収納だけでは運営財源に不十分で、山家村山口三右衛門をはじめ、
　周辺の上層農民や山形の商人から借金し、無尽頼母子や本山からも借金をして財政を賄った（『山形
県史』）。
［書状］（老中へ次郎吉駕籠訴の件／参宮の者江戸にて 2月15日 横切継紙・1通 5895－6
金子差支に付／他）三野謹司→山口晋＋己様
［書状］（野川村訴訟一件／猪野沢村次郎吉を相手とす 3月5日 横切継紙・1通 5895－8
る一件に付／他）毘野謹司（江戸深川亀戸村雨宝院内）→
山口晋十郎様　封紙入（虫損）。
［書状］（山口村一件で江戸出府の気構えに付／矢野目 、2月15日 横切継紙・1通 5925
金十郎伜改心の旨）　（従江戸）大黒山朝海く山形宝下寺住
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職〉→（山家村）山口三右衛門殿　封筒入。朝海は、天保14年～
安政6年まで宝橦寺住職。
［書状］（大豆御年貢金納の希望につき）門前高橋半兵 後10月16日 横切紙・1通 5847
衛→山家村山二五右衛門様
［書状］（献木の槻此節挽かせたきに付）門前村今野忠吉 10月21日 横切継紙・1通 5439
→山家村山口三右衛門様
［書状］（先般江戸出府の件／中山口村一件江戸吟味の 11月16日 横切継紙・1通 6026－1
件／他）　山かた6曽根運次郎→山家村二而山口貞次様、同
晋十郎様、同弁之助様　包紙入。6026－2も同封。
［書状］（拝借金申入の件／他）濫訴寺内曽根勝平、宮城 巳12月27日 横切継紙・1通 6077
利久次→山家村山口三右衛門様
3．東根会所
　数量（件数）：12
　　東根陣屋付属の郡町会所に集まった郡中惣代、最寄惣代連名の書状をここに集めた。
　　なお、弘化4年当時の東根附郡中書代は、野田村前田寿助・山口三右衛門。最寄惣代は、沢渡村安達
　栄蔵、猪野沢村小山田理兵衛、矢野目村佐藤晋三郎、原町村佐藤兵蔵、大町村利兵衛、東根村小池伝
　之助、山口村阿部吉郎兵衛である。
口上（代官在陣のため陣屋普請、郡中備金不足にて当 4月朔日 横切継紙・1通 4776－36
年は出来兼ねる旨）　寿助、最寄中→三右衛門様
［書状］（江戸大坂廻米買納に付／山内上郷村々買米研 ＜弘化3＞（午）閏5月2横切継紙・1通 5083
受人の義／山形御引渡しの件／他）前田寿助（会所）→ 日
山口三右衛門様
［書状］（内曇一条成就大悦の旨／代官石井東根御役所 4月朔日 横切継紙・1通 4776－34
詰合役人の件／当御廻米納額の件／冥加金（大貫へ
御用立金）の件／牢屋入用井引替金入用御下ヶの件
／他）東根寿助（印）、伝之助（印）、兵蔵（印）、新助（印）、
久右衛門（印）、与左衛門、晋三郎（印）、吉郎兵衛→江戸御出役
山家村三右衛門様
［書状］（石代願の儀／御内願一条（大貫用立金）／船町 6月2日 横切継紙・1通 5112
一件、長崎の手寄より内聞のこと／大旱魑／金子
300両外100両皆済金才覚いたし呉候様申越の件困り
入る旨／他）　寿助（会所）→三右衛門野虫損。
［書状］（銅山入用金調達の件）〈小池〉伝之助、〈前田〉 閏9月21日 横切継紙・1通 5894－10
寿助→山口三右衛門様　未編綴。
［書状］（御廻米減石願に付江戸訴訟の件／国替一件風 午3月11日夜 横切継紙・1通 5849
説）東根詰合義左衛門、吉郎兵衛、兵蔵、晋三郎、平門、
伝之助→前田寿助様、曲打三右衛門様　虫損。
［書状］（大坂廻米多分の刎米のこと／年貢米買納につ 午10月2日 横切継紙・1通 5375
き／出直段書上／他）大坂出役（名主）弥兵衛→江戸納御
町役様御名主三右衛門様、同新三郎様、同半兵衛様　包紙
?B
［書状］（江戸大火にて奉行所等焼失の件／○印一条／ 2月13日 横切継紙・1通 4873
安二代歎願の件、歎願中の尾花沢気中の行状に付／
他）東根→三右衛門様
［書状］（石代願歎願方法に付／置米の件／藤助新田一 （天保）2月14日 横切継紙・1通 4776－1
件／江戸大火／他）辰司、伝之助、最寄中→寿助様、三
右衛門様、与左衛門様、勇右衛門様　前記。
［書状追書］（ぜんまい調達依頼の件／斎藤様一件落着 4月朔日 横切継紙・1通 4776－35
大悦／他）寿助→三右衛門様　　　　　　　’
［書状］（凶年につき救助願のため出府の郡三代を頼む 閏7月11日 横切紙・1通 5359－1
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旨）郡中村々→御旦那様上
［書状］（出府見舞）、（羽州東根会所権右衛門）→山口旦那様（浅 11月24日 横切紙・1通 6056－6
草鹿町越前屋平兵衛方二而山口三右衛門様）封紙入。地部虫
損（閲覧不可）。
4宮崎会所
　数量（件数）：4
　　宮崎陣屋は、東根村に西接する宮崎村に寛政10年～文政2年まで設置された陣屋。尾花沢代官所の出
　張陣屋であった。
［書状］（小前上納滞金差替に付）（宮崎）冨樫宗助→（山家） 2月11日 横切継紙・1通 5388
山口三右衛門様封紙入。
［書状］（印鑑を差遣わすよう）宮崎会所（印）→山家村御名 6月27日 横切紙・1通 5258
二二
［書状］（御日延願書預り、御役所へ差上る旨）宮崎市 7月25日 横切継紙・1通 4867
郎兵衛→山家　山口三右衛門様
［書状］（御引渡し日取等に付／書物お貸し下されたく） 8月18日 横切継紙・1通 5259
市郎兵衛→三右衛門様
5．山口村
　　山口村は寛保2年より幕末まで幕領。村高は『天保郷帳』で2183石。慶応4年には家数243軒、人数
　1456人。産業は農業のほか、炭・薪の生産が主で、稼のため村東部の入会山は重要な天然資源であっ
　た。
　　村内は上組・中組・下組の三組に分かれ、それぞれに名主を立てている。
1伊藤家（儀左衛門・義左衛門・伊助）
　数量（件数）：60
　　寛保2年、山口村は幕府直轄領となった。それまでの藩三下、伊藤家は山口組大庄屋であった。山口
　組の組下に山家村も入っていた。
　　幕領移管ののちは伊藤新蔵家が山口村の名主を勤めていたが、安永期に名主新蔵の甥儀左衛門が本
　家の家系を継ぎ、名主となる。以下の系譜は、
　伊助（＝・儀左衛門）。この人物は江戸で死亡。
　儀左衛門定行（作右衛門）天保14年10月死亡。
　義左衛門元善・義陳（東兵衛）天保15年5月に儀左衛門から義左衛門に改名。
　伊助（義左衛門）
　と続く。
　　義左衛門元善は、天保14年に名主となり（当時31歳）、山口村山論一件を経験するなかで独自の政
　治意識を確立した人物である。天保15年には名前を儀左衛門から義左衛門に改めている。
　　義左衛門は、代官大貫次右衛門が天保15年3月に死亡すると、嫡子錠之助の襲職を願い、山口三右衛
　門らとともに江戸で嘆願運動を行った。同時に、代官大貫に対する郡中上納金（備金）300両の貸金返
　金問題についても、江戸で大貫方との交渉を行った。子息錠之助の代官襲職問題と身中上納金の返還
　問題とは根はつながっており、書状史料では「内願一条」と記され、遠隔地間で連絡がとられている
　のがわかる。
　　慶応3年、義左衛門元善は名主を嫡子伊助（＝義左衛門元良）に譲り、自身は隠居して東兵衛と称す
　が、明治元年に元良が死去したため名主に復帰。明治期には戸長を勤めた。
［書状］（本間壮助様へ借用金の件応対について／他） 正月22日 横切継紙・1通 5389－1
伊藤儀左衛門→山口三右衛門様
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［書状］（東根尾花沢附村々場所替の件／隣家吉蔵家内 子6月22日 横切継紙・1通 6122
もつれ、1弄蔵東根会所へ駆込訴の件／若松村方入用
の件／他）　伊藤伊助→山口三右衛門様
［書状］（御籾中札、御船籾の儀に付）伊藤伊助→山家村 2月18日 横切継紙・1通 5138－40
高橋佐五兵衛様
［書状］（伊四郎代人として御村方庄蔵為登に付／伊四 閏6月19日 横切継紙・1通 5395
郎江戸にて兵蔵より金借用に付／他）伊藤伊助→＜江
戸〉山口三右衛門様、同甚右衛門様　別啓あり。
［書状］（後沢村一件にて後沢新開場出張の旨／長崎不 9月25日 横切継紙・1通 5122
幸の件／他）　山口　伊助→山家高橋佐五兵衛様
［書状］（廻米皆着、格別欠減もなく安心／当丁丁成箇 10月27日 横切継紙・1通 5088
の内五分通御廻米に付難澁／新町一件差紙の件／
他）義左衛門→山口三右衛門様
［書状］（御役所より御廻状の一件内済に付き）山口村伊 11月朔日 横切継紙・1通 5398
助→山家村山口三右衛門様
（注文物書上、千草裏もの2反、他）伊助→山口三右衛門 戌11月24日 横切紙・1通 5114－2
様　前主。
［書状］（親方く三右衛門ヵ〉より借用金返済の件）（新 4月22日 横切継紙・1通 5180
庄6｝儀左衛門→佐五兵衛様
［書状］（金子御調達の礼／サ助落命の件）山口儀左衛
　門→山家村　佐五兵衛様
［書状］（山蛭一件、来眸院隠居の絵図面願書下目論見
の内容について／一件に付若松法主へ密書の件／伊
　四郎出府入用の儀／他）伊藤伊助→山口三右衛門様、同
　甚右衛門様
［書状］（上組一件一大事の場になるに付）若松右伊助
　→山家山ロ三右衛門様
［書状］（御廻米の件、21日出帆の予定の旨他／当地作
　柄／他）　酒田湊出役義左衛門→江戸御出役山口三右衛門様
　　二二（閲覧不可）。
［書状］（祖先二百回忌法要作善につき）　伊藤芳之助→山
　口弁之助様
［書状］（若松一件呼出の件／山口村上組の一件吟味／
　他）伊藤伊助、阿部仙四郎→山ロ三右衛門様、出自右衛門様
［書状別紙］（私差料脇差拒注文を頼みたき旨）羽州山口
　　伊藤伊助→浅草平右衛門町御旅宿　山口三右衛門様
［書状］（若松地論一件／無宿善五・花車と申す悪党等
　召捕の件／拙者脇差細工代金送付／他）伊藤伊助→
　山口三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（当地にて悪党召し捕えの旨／当殿様御場所
　替、東根陣屋にて御手切取一門の件／他）若松6伊藤
　伊助→山口三右衛門様、同甚右衛門様、伊四郎殿　別紙1通あ
　り。
［書状］（御褒美銀二丁配布の件／褒美銀額村高割覚）
　山口村伊助→山家村高橋佐五兵衛様　別紙「覚」1通あり。
（村山郡78か村の者、水難鷺流の際手当拝借を冥加に
　存じ、文化6年差出金上げ切、井村中挙げて荒地起
　返し等奇特に付褒美銀を下し置く旨達書、写）田口
　五郎左衛門　御判→羽州村山郡山家村名主、組頭、惣百姓
［書状］（若松地論一件／郡中御記替、東根陣屋詰合衆
　人事の件／脇差の件／他）東根右伊藤伊助→三右衛門様
　　別紙1通あり。
正月9日
4月20日
8月13日
午7月21日
正月
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
竪半・1冊
5181
6018
5120
4879
横切継紙・1通　　5378
＜文政9＞11月18日　　横切継紙’1通
＜文政9＞戌11月29日　横切継績’1通
＜文政9＞（戌）12月13横切継紙・1通
日
＜文政10＞（亥）正月9横切継紙・1通
日
（亥）正月14日
文政9年12月
横切継紙・1通
竪継紙・1通
＜文政10＞（亥）正月19横切継紙・1通
日
4756－6
4756－7
4756－8
4756－3
4769－6－2
4769－6－3
4756－9
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［書状］（若松寺境内・漆野一件、若松側の寺中範囲の ＜文政10＞3月4日 横切継紙・1通 4756・5
認識に付／一件、無益の出入に付熟談下さるよう／
伊四郎介抱入用の件／御場所替／他）山家占伊助→山
口三右衛門様、同甚右衛門様　別紙（「三春御廻米賦役」）1通あ
り。
［書状］（一件出入取扱の件、本寺聞済なきに付破談の ＜文政10＞（亥）3月12横切継紙・1通 4756－2－2
旨）役人代鈴木庄助、年行事浄光坊→伊藤伊助様47脆2－1日
の封紙に同封。
［書状］（若松寺山家村一件取扱、山寺御院家様承知こ ＜文政10＞（亥）3月14横切継紙・1通 4756－2－1
れなく破談の旨／御懇意の旦那様へ心底打明け、御 日
添慮申し請けるよう／他）　（村山郡）伊藤伊助→（江府御
旅宿）山口三右衛門様、同甚右衛門様　封紙あり。添書1通あ
り。
［書状］（若松星野・寺中地謡一件扱いの件／三右衛門 ＜文政10＞（亥）3月28横切継紙・1通 4756－1
帰国のこと／伊四郎諸入用の義／東根圓蔵方無尽の 日
件／他）伊藤伊助→山口三右衛門様4756・1～9までこより
一括。
［書状］（若松地境争論一件証拠書類の件／若松観音境 ＜文政10＞4月12日横切継紙・1通 4756－4
内範囲の件／観音地内松脂掻き一件／他）知足院、
本寿院、伊藤伊助→山口三右衛門様、口早右衛門様
［書状］（夫米・小物成・石代願の件／拙者差料脇差持 ＜文政10＞5月18日横切継紙・1通 4764－9
の件／梅四郎義この頃駿河台旦那様の世話になって
いる由に付／若松一件内済の件／宮崎陣屋長屋の件 9
／他）　伊藤伊助→山ロ三右衛門様
［書状］（若松一件、若松方出府人人選の件／一件証拠 ＜文政10＞閏6月9日，横切継紙・1通 4768－4
書類の件／旦那三方への挨拶の品の件／他）伊藤伊
助→山口三右衛門様、同日右衛門様
［書状］（貫津村一件、宮崎旦那様寒河江へ御越しの上 7月22日 横切継紙・1通 6021
御取計下さるに付）儀左衛門→三右衛門様
1
［書状］（本間壮助殿へ可返状、先年宮崎において御用 横切紙・1通 5389－2
立金返済催促）三右衛門印→本間壮助様5389－1に巻込
まれていたもの。
［書状］（新暦の挨拶／山家村武七と山口村喜三郎の間 正月18日 横切継紙・1通 4815－13
の御年貢・質地利米滞り事件経緯）伊藤儀左衛門→山
口三右衛門様　雲門が貼り継がれている。
［書状］（武七と当村喜三郎一件、長瀞御役所へ願出の 正月21日 横切継紙・1通 4815－12
件）　山口村伊藤儀左衛門→山家村山口九八様
［書状］（金子調達の件／大山無尽取組の件）山口伊藤 2月6日 横切継紙・1通 5157
儀左衛門→山家　高橋佐五兵衛様
［書状］（其村武七二村喜三郎方にて居座りに付其元方 3月20日 横切継紙・1通 4815－11
へ召連れ下されたく）儀左衛門→三右衛門様
［書状］（藤助新田一件弥済みの旨／上組久七質地の儀 4月12日 横切継紙・1通 5100
／久四郎引請、作の儀私方支配の旨評議／他）伊藤
儀左衛門→山家村山口三右衛門様
［書状］（久七質地金につき）　山口村伊藤儀左衛門→山家村 丑12月17日 横切継紙・1通 5832
山口三右衛門様
［書状］（久七質地請判の義、久四郎に引負わせの旨／ 4月15日 竪紙・1通 5117
貫遺行の義）　伊藤儀左衛門→三右衛門様
［書状］（与左衛門に関わる金子才覚の件／十兵衛分証 7月8日 横切継紙・1通 5894－17
文紛失の件／他）伊藤儀左衛門→山口三右衛門様未編
綴。
［書状］（写、金納願の件他書状3通）伊藤儀左衛門→（三右 11月14日 横長美・1冊 5603
衛門他）
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24書状／1．山口家宛書状／4村山郡（川東地域）／5山口村／1伊藤家（儀左衛門・纏左衛門・伊勘）
［書状］（其元様一件、惣代様を頼み早々片づけるよう 11月20日 横切継紙・1通 5139．14
／先日の借用金の件／他）新庄6儀左衛門→山家村佐五
兵衛様
［書状］（彼一条に付若木武田馳駆廻りの件／山家御宅 11月25日 横切継紙・1通 6056－9
へ仲間集会、御用い200両調達の件／船町一件駕籠
訴の件／他）儀左衛門、吉郎兵衛、晋＋郎、仁左衛門、兵
蔵→（浅草御蔵前瓦町越前屋平兵衛殿御旅宿）山口三右衛門様
封紙入。
乍檸口上（御詠石代願、惣代出府の件／三右衛門へ見 12月22日 横切継紙・1通 5104
舞の小鴨の件／他）義左衛門→山口三右衛門様、和田利
兵衛様
乍恐奉願候御事（高木村伊右衛門他3回持地貫地に請取 寅月 横折紙・1通 5105
の件、他面川村七兵衛年貢不足にて金子取替に関す
る願書も写してあり）三右衛門→伊藤儀左衛門
［書状］（山家村与左衛門・武七他2名より山口村喜三郎 12月24日 横切継紙・1通 4815－15
方へ持高田畑質入、右利米催促の件）儀左衛門→三右
衛門様
［書状］（山口村喜三郎と山家村武七間の御年貢質地利 　　　　・P2月28日 横切継紙・1通 5894－21
米滞一件に付）　儀左衛門→三右衛門様
［書状］（松木代、村方・貴様双方より寺へ寄附の件／ 12月30日 横切継紙・1通 5291
　大晦日の挨拶）山口儀左衛門（印）→山家村山口三右衛門
@様
o（与左衛門・武七他2名借米高）山口村名主儀左衛門→ 子12月 横切継紙・1通 4815－14
三右衛門様　4815－15の別紙。
［書状］（御救納願の義／山口・前田宅の事／両所様機 ＜弘化3＞午3月12日横切継紙・1通 5113
嫌伺／他）義左衛門→山口三右衛門様、前田寿助様
［書状］（多福町（長谷川岱助）への書状認めの件）山口 3月21日 横切継紙・1通 5893－20
義左衛門→山家御宅二階山口三右衛門様
［書状］（割勘支配（代官）について悪様に流言致させる 6月12日 横切継紙・1通 4776－60
者がある旨／伊東様出府に付挨拶の件／他）　咄羽
山口）義左衛門→（浅草御旅宿）山ロ三右衛門様　包紙入。
［書状］（大貫錠之助家督の件／不熟安石代等未納の件 7月3日 竪笛・1通 4776－59
／伊東様へ見舞状の件／他）　（出羽）義左衛門→（江戸浅
草越前屋御旅宿）山口三右衛門様　封孔あり。
［書状］（御廻米大いに回米の旨／野田賢司病死・正作 8月22日 横切継紙・1通 5863
退役の件／母善光寺詣に出立の件／内願一件／他）
義左衛門→山口三右衛門様　誌面。
［書状］（御廻米江戸着後御取計願／船町孫市一条／紅 8月11日 横切継紙・1通 4776－16
花駄送一条／当方御検見／御心願一件／他）義左衛
門→山口三右衛門様　前欠。
［書状］（半十郎方金子の義／他）義左衛門→山口三右衛門 9月22日 横切継紙・1通 4776－41
様虫損（閲覧不可）。
［書状］（私領渡り総々評議の件／他）伊介（出羽山口村伊 10月朔日 横切継紙・1通 6040
藤伊助）→山口親司様（［］在府山口三右衛門様）　封筒入。
［書状］（私領渡の義踏留まりの旨／一件内済取計の件 10月2日 横切継紙・1通 6045
／半十郎留守宅見廻の件／他）　（出羽山口）伊介→（江戸
?衰｢町越前屋平兵衛御旅宿）山口親司（三右衛門）様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封紙
入。
［書状］（買納分新穀引操井大坂欠場同所廻米御免願等 11月24日 横切継紙・1通 5943－1「
の儀に付／当年御取箇之儀／天童領へ私領渡しの件
　／他）　義左衛門→山口三右衛門様
［包紙］　出羽山ロ村伊助→江戸二而山ロ三右衛門様、武田半十 11月25日 包紙・1通 6056－13－1
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24，書状／1．山口家宛書状／4．村山郡（川東地域）／5．山口村／1．伊藤家（儀左衛門・義左衛門・伊助）
郎様 6056・2～4入。
［書状］（母井御内儀の様子に付／他） 伊介→山口大介前 11月25日 横切継紙・1通 6056－13－3
［書状］（内郷一件成就の件／金子200両差遣わしの件／11月25日 横切継紙・1通 6056－13－2
火鉢等差送りの件／殿様御首尾の義／他） 伊介→山
口三右衛門様、武田半十郎様
2．阿部家（吉郎兵衛・数三郎）
　数量（件数）：36
　　阿部家は山口村上組の名主をつとめ、山口村では伊藤家に継ぐ影響力を持つ家である。
　　吉郎兵衛は安政4年に死亡し、子の数三郎が跡を嗣ぐ。山口三右衛門と吉郎兵衛は実の兄弟である。
［書状］（愚老回復／親方様東根出張願）山口吉郎兵衛 2月2日 横切継紙・1通 6025．5
→山家　高橋佐五部門様
［書状］（安石代願一件に付／鴨味噌等差上）阿部吉郎兵 2月14日 横切継紙・1通 4841
衛→山口三右衛門様
［書状］（郡中金子御役所差引書の内容に付／元〆様よ （巳）3月朔日 横切継紙・1通 4850－2
り若松へ縁組の砺江戸買代金の件／代官所役人衆へ
饒別金額取極覚／他）吉郎兵衛→山口三右衛門様別紙
1通あり。封筒入。
［書状］（大丸屋にて読物の件／奈良沢荻野戸一件濟の 3月4日 横切継紙・重通 5401
件／他）　（馬喰町山形尉江戸出面吉郎兵衛→（羽州山家村御
名主）山ロ三右衛門様　封紙入。
［書状］（当国田方紅花作方の件／七兵衛方馬代金の件 子6月2日 横切継紙・1通 6133－2
／当組祐作始末／注文物の件／他）阿部吉郎兵衛→山
口三右衛門様
［書状］（田方・紅花作況／代官場所替の件／小子・谷 子6月23日 横切継紙・1通 6134
地利兵衛印形調依頼／景教院きせる差替の件／他）
吉郎兵衛→山口三右衛門様　　　　　　　　　　　　、
［書状］（与左衛門買納方石代へ繰替願の件／大風雨に 6月26日 横切継紙・1通 5891
て乱川筋堤押破の件／帰郡願／他）吉郎兵衛→山口三
右衛門様　別紙1点有り。
［書状］（照続大旱魑の所大雨、田方・紅花作況／大坂 7月2日 横切継紙・1通 5086
源十郎歎書の件／廻米川下し船破船弁代金等の件／
舟町河岸一条／水晶山一件／大将天引戻の件／他）
吉郎兵衛→山口三右衛門様　別紙1通あり。追啓1通あり。
［書状］（宮本臨きせるの儀／御代官様お下り、畑川面
　御改の件／田村重一郎東根陣屋受取の件／他）吉郎
　兵衛→山口三右衛門様
［書状］（親方様天童へ弓懸合願書認めの件）山口阿部吉
　郎兵衛→山家御留守居高橋佐五兵衛様
［書状］（御廻米納品にて江戸滞留の件／大坂源十郎
　永々一件／当巳御物米来午春廻米一件、安石代願評
　議の旨／他）　吉郎兵衛→山口三右衛門様
［書状］（先達ての一件内済にて安堵）　山口吉郎兵衛→山
　家村高橋佐五兵衛様
［書状］（引田畑違作に付下救石代願出の件／野川一件
他御中諸出入の件／東根詰柴田様御吟味の件／他）
　　（羽州山口阿部）吉郎兵衛→（江戸御在府）山口三右衛門様
　封紙入。
［書状］（異論一件証拠書類の件／貝塚様よりの書状の
件／他）　（従江戸）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口弁之助様
　封紙入。別紙1通あり。虫損。
8月10日
10月16日
10月28日
11月晦日
12月20日
（子）9月16日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
6114
5281－58
5082
5139－17
4776－66
5956
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24，書状／1．山ロ家宛書状／4．村山郡（川東地域）／5．山ロ村／2．阿部家（吉郎兵衛・数三郎）
［書状］（改春の挨拶／山ロー件扱人の件／松前渡しの 正月 横切継紙・1通 4742
件／他）　吉郎兵衛親子（在府占数三郎）→（羽州山家村山口両
伯父）山口貞次様、同晋十郎様、同弁之助様　封筒入。
［書状］（山口村一件呼出／御尊父様病気の件／他）（従 8月24日 横切継紙・1通 5904
江戸）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口弁之助様　封筒入。別紙有
り。
［書状］（山口村一件三右衛門呼出の件／吉郎兵衛宅に 8月24日 横切継紙・1通 5905
て半次郎の噂をせぬよう申し聞かせ下されたき旨）
吉郎兵衛→（山家村）山口晋十郎様　封筒入。
［書状］（山口村一件／貝塚様よりの書状送付）吉郎兵衛 9月11日 横切継紙・1通 5955－1
→（羽州山家村）山口弁之助様　封紙入。5955－2同封。
［書状］（山口村一件呼出なき旨／晋十郎伯父病気の件） 10月11日 横切継紙・1通 5907
吉郎兵衛→山口弁之助様
［書状］（検見入用の件／平麦野村田高反別報告の件） 11月10日 横切継紙・1通 5357
山口村数三郎→猪野沢村小山田理兵衛様
［書状］（山口村一件日延中の旨／国許曖月露寄の件／ 12月6日 横切継紙・1通 5910
開十郎全快の趣／他）　（江戸町銀町四丁目止宿）吉郎兵衛
→（羽州山家村）山口弁之助様　封筒入。別啓有り。
［書状］（山口村一件三右衛門・国許曖人江戸へ呼出の 極月12日夜 横切継紙・1通 5908
件／他）　（従江戸阿部）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口弁之助
様、同晋十郎様、同貞二様　封筒入。別啓2通有り。
［書状］（山口村一件国許取扱人衆呼寄に付／他）　（従本 子極月21日 横切継紙・1通 5913
銀町）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口三右衛門様　封筒入。
（注文物書上、白砂糖2斤、他、山吉分） 横切紙・1通 51．4－3
［書状］（被仰聞の旨承知）吉郎兵衛→高橋御隠居、山口晋 横切継紙・1通 5129
十郎様　前輿。
［書状］（ひとまず御帰郡下されたき旨／華中不取締、 ＜弘化3＞閏5月27日横切継紙・1通 4878
擶山村小前騒立一件等に付／酒田出役の者の件／
他）吉郎兵衛→山口三右衛門訓導欠。
［書状］（山口村一件扱人呼寄中に付／三右衛門病状の 2月朔日 横切継紙・1通 5912
件）　（従江戸）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口弁之助様封筒
入。
［書状］（御役所より会所へ金子差引の義、冥加金差引 3月朔日 横切継紙・1通 4776－40
の義／銅山大直りの件／（大貫へ用立金一条）大貫次
右衛門墓所建立の義／御廻米納出雲人選の件／他）
吉郎兵衛→伊藤義左衛門様、山口三右衛門様　別紙1通あ
り。前打。
［書状］（山口村一件吉郎兵衛入牢の件／並木町右金借用 6月6日 横切継紙・1通 5914－1
の件）　（従江戸）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口晋＋郎門訴
紙入。罫紙に5914－2も同封。
［書状］（三右衛門代人出府を頼む旨）江戸詰吉6→山三様 6月6日 横切継紙・1通 5914－2
封筒入。別啓有り。
［書状］（山口村一件三右衛門呼出の件／弁之助着届の 7月10日 横切継紙・1通 5900
件）　（従江戸）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口晋＋郎様封紙
入。虫損（閲覧不可）。
［書状］（内願（大貫家関係）一条／舟町孫市目論（見）の 7月21日 横切継紙・1通 5864
件／舟町河岸本河岸へ改の儀／支配引渡しの件／
他）　吉郎兵衛→山口三右衛門様
［書状］（山口村一件数三郎始末書の件／御尊父様病気 11月9日 横切継紙・1通 5906－1
の件／他）　（本銀町四丁目δ）吉郎兵衛→（羽州山家村）山口
弁之助様　封紙入（5906－1～3入）。
［書状別紙］（御廻米船着の件／他）吉郎兵衛→山口弁之助 11月9日 横切継紙・1通 5906－2
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24．書状／1．山ロ家宛書状ノ4．村山都（川東地域）／5山口村／2阿部家（吉飾兵衛・数三郎）
様　封紙入（5906－1～3入）。
［書状別紙］（山口村一件、三右衛門病気の旨にても強 11月9日 横切継紙・1通 5906－3
て罷り出るべき旨仰せ聞かせ、受書差出に付）吉郎
兵衛→山口弁之助様
［書状］（去月2日大地震に付／山ロー件帰村願の件／運 ＜安政2＞11月3日 横切継紙・1通 6026－2
太郎出府の事／他）　（在府占吉郎兵衛）、数三郎→（羽州山
家村）山口貞次様、同軸十郎様　封紙入。
3．阿部市四郎
数量（件数）　9
［書状］（若松一件御手指吟味にて逗留心配の件／山口 ＜文政10＞亥正月19日横切継紙・1通 4766－3
村上福治野壺性市四郎富商性人語／他）市四郎→山
口三右衛門様
［書状］（若松一件吟味呼び出しなき旨／当組一件野尻 ＜文政10＞3月15日横切継紙・1通 4766－4
半蔵ら取扱破談の旨／上組名主役・添役の件／他）
（市四郎）
［書状］御一件吟味なき旨に付／江戸旦那様への差上 ＜文政10＞閏6月20日横切継紙・1通 4851
物の件／作柄／他）　市四郎→山口三右衛門様
［書状］（東根表御用向引請、伊藤氏より下拙差控然る 正月16日 横切継紙・1通 5125
べきの旨仰せ聞かされの件／東根へ正札入用訳ケ差
上の件）　山口　市四郎→山家村高橋御隠居様
［書状］（東根年始入用調書の義紛失の旨）山口市四郎→ 正月19日 横切紙・1通 5119
山家村高橋御隠居様
［書状］（天童問屋場一件内済の件）山口阿部市四郎→山 2月9日 横切継紙・1通 5012
家　高橋佐五兵衛様
［書状］（名寄帳・田畑取二二を此ものへ差遣わし下さ 3月23日 横切紙・1通 5128
れたく）　山口市四郎→山家　高橋佐五兵衛様
［書状］（江戸よりの書状拝見、伊藤氏へも御覧に入れ 9日 横切継紙・1通 5127
る旨）　山口市四郎→山家佐五兵衛様
［書状］（田畑取米小前類寄帳等皆済勘定に付）山口市 8月17日 横切紙・1通 512零
四郎→山家村高橋御隠居様
4．村山伊四郎
数量（件数）　10
［書状］（参宮の帰り、厄介に預った礼／小鴨差上げの 2月13日 横切継紙・1通 4839
旨／貝塚様へ猪胆差上の旨）　原崎余四郎→山口三右
衛門様
［書状包紙］最上山口村村山伊四郎→江戸浅艸平右衛門代地 3月10日 包紙・1通 4768－1
伊勢屋甚兵衛旅宿　御名主山口三右衛門様　4768－2～7入。
［書状］（田作・紅花の件／御暇の節山口御隠居墓所へ 6月2日 横切継紙・1通 6133－6
参詣下されたく／他）　（原崎）伊四郎→（江戸御出役御名
主）山口三右衛門様
｛書状］（新十方書物捜索の件／十四郎代として惣内登 6月10日 横切継紙・1通 4768．7
りの件／伊四郎江戸滞在中入用の件／若松にて縫い
の浬岨面開帳の件／他）伊四郎→山口三右衛門様、同甚
右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（江戸より無事帰国の旨）　（羽州最上山口村村山）伊 6月21日 横切継紙・1通 5414
四郎→（江戸浅草平右衛門町伊勢屋甚兵衛旅宿）佐藤兵蔵様、山
口三右衛門様、同甚右衛門様　封紙入。
［書状］（御内々仰せ含まれの一件内済に付／小子諸入 閏6月朔日 横切継紙・1通 5424
用金の義／山家村田方等近況に付／三四郎の件／
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他）伊四郎→山口三右衛門様、同甚右衛門様、土屋文蔵様
［書状］（若松一件出府人のこと／若松開帳の件／原町 ＜文政10＞閏6月19日横切継紙・1通 4827
様・貴公様より恩借の金子返済の件／林兵衛一件／
惣内宿替の件／他）．伊四郎→山口三右衛門様、同学右衛
門様、土屋文蔵様
［書状］（山ロー件／貴公様他より恩借金の件／若松開 7月3日 横切継紙・1通 6028
帳／小子衣装差送り依頼／他）　（出羽）伊四郎→（江戸二
而）山雪三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（若松寺開帳の件／上山ロー件につき猪野沢観 （亥）7月11日 横切継紙・1通 5371－5
事様等取計の件／他）伊四郎→山口三右衛門様、同甚右
衛門様、土や文蔵様
［書状］（訴訟差添人の件／小子恩借金の件／早い帰国 7月16日 横切継紙・1通 5842
を望む旨／他）伊四郎→山口三右衛門様、同甚右衛門様
三右衛門は在江戸。
5その他
数量（件数）　2
差上崩御請書盛事（山口村一件吟味に付三右衛門を江 子5月24日 横切継紙・1通 5896－2
戸に呼び寄せる旨）　（戸田嘉＋郎御代官所羽州村山郡）山
口村上組名主吉郎兵衛差添入組頭惣八、右宿謡扇町四丁目上総
屋権兵衛→御奉行所様　封紙入。
［書状］（山南一件、掛役人より吉郎兵衛へ理解の次第 子5月25日 横切継紙・1通 5896－1
／義左衛門の様子／他）本銀町四丁目上総屋権兵衛方二
而山口村組頭惣八（印）→山家村田名主三右衛門様（外御役人中
様）封紙入。
6．田麦野村（東海林源十郎、忠左衛門）
　数量（件数）　9
源十郎右書丸写（行沢村初太郎欠落の件／奉行所宛口上 巳7月11日（弘化2年ヵ）1竪継紙・1通 4847
書写）　田麦源＋号外三人→前田寿助様虫損。
［書状］（先頃御掛渡が首尾能く済んだことの礼）田島 4月16日 横切継紙・1通 5372
野村庄司忠左衛門→山家村山名主山口三右衛門様
［書状］（長逗留にて雑用金不足難渋に付金子お送り下 5月4日 横切継紙・1通 4831
されたく／兼而一件沙汰なき旨）　従大坂田麦野源＋
郎→前田寿助様、山口三右衛門様
’
［書状］（長逗留にて諸雑用払方金子差詰りに寸寸登願 6月9日 横切継紙・1通 4836
／東根附大坂御廻米積船兵庫湊着船の旨／他）従大
坂　田麦源十郎→前田寿助様、山口三右衛門様
［書状］（初太郎宿欠落の件／我々共一件落着の噂に付 巳7月11日 横切継紙・1通 4833
／他）　田富　源十郎→山家三右衛門様　虫損（閲覧不可）。
［書状］（東根野中へ対し金子調達の上町押金願の件／ 8月24日 横切継紙・1通 4830
他）　田麦粉＋郎→江戸表二而山家三右衛門様虫損。前
欠。
［書状］（大坂御廻米納不足買納、竹垣様役所より拝借 9月7日 横切継紙・1通 4837
の内訳／我々共一件、大坂にて初太郎欠落に付／大
坂出役諸雑用金援助願／他）田麦源＋郎→山家三右衛
門様　　前欠。虫損（閲覧不可）。
［書状］（当金納宿下願書の件／代官廻村に付見舞の件） 9月25日 横切継紙・1通 5893－14
田麦野　庄司忠左衛門→山家村御名主山口三右衛門様
［書状］（拙筆御見舞暇乞に罷越すにつき）田麦野村名主 横切紙・1通 5421－2
庄司忠左衛門→山家縛網名主山ロ三右衛門様　途中断絶。
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24．書状／1．山ロ家宛書状／4．村山郡（川東地域）ノ7．東根村ノ1績尾家（正作）
Z東根村
　東根は中世から里見氏の城館が構えられ、地域経済の中核となった在町のひとつである。近世には最
上盤領を経て、元和8年から山形戯曲。その後支配替えを経て、寛保元年から幕府領となった。安政2年
以降は松前藩領となり、維新を迎える。　「旧高旧領取調帳」によると、村高7730幽幽。天明8年に家数588
軒、人数2505人。
1．横尾家（正作）
　数量（件数）：12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　’
　　東根村東方組の名主を勤める横尾氏は近世中期より代々名主を勤める東根の名士である。しかし、
　5887にあるように弘化元年ころ、正作は名主役退役を余儀なくされ、東方組は組頭持となった。
［書状］（若松一件呼出なく無駄の費心配／陣屋引渡し ＜文政10＞（亥）3月2日横切継紙・1通 4761－1
相済む旨／東根陣屋手切取扱願の件／他）東根附惣
代正作→在江戸山家村御名主三右衛門様
4761・1～5までこより一括。
［書状］（代官所御手切取扱願の件／若松一件熟談のた ＜文政10＞亥3月18日横切継紙・1通 4761－2
め、野田新蔵を若松へ差向けの旨／他）東根惣代正
作→御名主三右衛門様
［書状］（若松地塁一件、野田新蔵差向け納得の所、山 ＜文政10＞亥3月28日横切継紙・1通 4761－3
寺聞き済まず破談の件／金子差為登／陣屋長屋普請
の件／他）　東根附惣代正作→在々戸山家村御名主三右衛門
l
［書状］（かん一件上首尾、かん入牢の旨／重司へ書物 11月22日 横切継紙・1通 4761－4
の儀申遣わしの件）惣代正作→御名主三右衛門様
［書状］（若木御林御払、改見分役人下向御免歎願の件） 子6月12日 横切継紙・1通 6136
（従羽州村山郡）東根附熟覧正作、の川村名主善右衛門→（江
戸浅草かや町越前屋平兵衛殿旅宿）御名主三右衛門様、同新蔵
様　封紙入。
［書状］（御支配替の件／新蔵様一件内済／下郷3ヶ村附 子6月22日 横切継紙・1通 6105－1
属陣屋の件／牢屋建築一件／他）　（従羽州村山郡東根 7
附郡中）惣代正作→（江戸浅草かや町越前や平兵衛殿於宿）御名
主三右衛門様、同新蔵様　封紙入。6105－2同封。
口上書を以申上襟（今般尾花沢附の沙汰のところ、今 亥8月 竪継紙・1通 6105－2
まで通り東根附となりたき旨）湯野沢村百姓代新助、
同組頭三右衛門、同名主孫助（他、擶山村三役、名取村三役連
名）→東根附劇中鼻薬市郎兵衛殿、同正作殿
［書状］（廻米船出船の件／御支配替の件／野田村一件 子6月晦日 横切継紙・1通 6104－2
内済の件／下馬一件／他）　東根惣代正作→山家村御名
主三右衛門
［書状］（酒田積残り御廻米東尾柴三郡積合分、空船湊 子7月11日 横切継紙・1通 6115－1
内にて破船に付米町払御願申上げるべき旨／御場所
替一件／畑方不作／他）　（東根附郡中直代名主）正作→
　（江戸浅羽茅町越前屋平兵衛殿旅宿御廻米納出役）御名主三右衛
　門様　封紙入。6115・2も同封。別紙1通あり。
［書状］（跡御支配御旦那様来陣にて御引渡相済む旨／
役人御山御見分の件／他）　（東根附郡中惣代名主）正作→
　（江戸浅草御蔵前茅町越前屋平兵衛殿旅宿東根附納名主〉三右衛
　門様　封紙入。
［書状］（廻米由比大慶の件／陣屋御引渡の件）《従羽州
　村山郡）東根附町中惣代正作→（江戸浅艸かや町越前や平兵衛殿
　旅宿納御名主）東根附山家村御名主三右衛門様　封紙入。6106・
　2同封。
子8月15日
子8月22日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
6113
6106－1
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［書状］（源八熊胆質入に付、尊公方にて金子立替質受
願の件）　横尾弥作→山口三右衛門様
午5月朔日 横切継紙・1通 4776・18
2．小池家（伝之助・郁太郎・賢司）
　数量（件数）：8
　　東根村南方組名主。酒造業も営んでいる。
［書状］（三右衛門帰国の件／他）伝之助→山口三右衛門様 ＜弘化3＞閏5月26日横切継紙・1通 4776－48
虫損。
［書状］（当年柄郡中混雑に付会所留守詰の件／石代願 12月6日 横切継紙・1通 4776－74
の件／他）　辰司、伝之助→山口三右衛門様封紙入。
［書状］（年貢米刎米につき子中歎息の事／田方用水／ 5月16日 横切継紙・1通 5336
アメリカ鼠の鼠害の件／他）郁太郎→三右衛門様裏
はぜんまい配方（代官所役回中他宛）。
［書状］（私一条に付前田様山口様別而心切取計らいの 9月12日 横切継紙・1通 5133
礼／当田方御検見の義／大坂納不足新穀廻しの件）
（小池）賢司→山口三右衛門様
口上（金2両恩借にて首尾よく帰国の礼）　（東根）久次郎、 11月25日 横切継紙・1通 5943－5
賢司→山家御惣代様（御在府山口三右衛門様）
［書状］（江戸底抜新穀繰替廻し願の件／八鍬赤門三郎 ll月25日 横切継紙・1通 5943－6
娘夫婦除帳の件／他）　（羽州東根小池）賢司→（江戸御蔵前
越前屋御止宿）山口親司（三右衛門）様　封紙入。
［書状］（山ロー件一旦帰村聞済の件／御物成御廻米納 11月27日 横切継紙・1通 4741
不足分の件／他）　（小池）郁太郎→山口三右衛門様
［書状］（大坂表源十郎より50両為登依頼の件最寄中に 12月6日 横切継紙・1通 4875
て相談の所、大違作にて村々差支に付／他）　（従羽
州村山郡漆山）辰口、伝之助→（東都二三茅町御宿詰）山口三右
衛門様、前田寿助様　封紙入。
3．二二（圓蔵）
　数量（件数）　3
　　中島家。
［書状］（江戸長逗留の見舞）中嶋圓蔵内→山口三右衛門様 10月28日 横切継紙・1通 4776－13
（注文物願、龍文上下）山骨蔵噛江戸御用先山口三右衛門様 11月25日 横切紙・1通 5114－5
［書状］（三右衛門帰国の風聞につき伺）郷宿珍蔵→御町 □月22日 横切継紙・1通 4832
代山口三右衛門様
4その他
　数量（件数）：13
　　板垣氏は東根村北方組名主。
［書状］（路用として借用金返済／次吉御役場へ浪人届 （子）8月22日 横長美・1冊 6106－2
の件／他）　（東根）岡崎南昇ヵ→（江戸浅草御廻米四方）山家
三右衛門様封紙入。
［書状］（勇蔵紅花売捌代金、為替とするか、又は御惣 巳10月5日 横切継紙・1通 4846
代様封印の上嶋里方へ下し金頼み下されたく／他）
工藤画定内（印〉（最上東根〉→御忌代山口三右衛門様　前
欠。
［袋］　東根ヨリ柏屋孫兵衛→江戸山口三右衛門様6030－2～5未2月6日 包紙・1通 6030－1
入。
［書状］（愚子源八御厚情に与るの礼）　（羽州東根柏屋）孫 正月26日 横切継紙・1通 6020
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兵衛内→（江戸）山家三右衛門様　封筒入。
［書状］（藤助新田一条無宿久蔵吟味の件／他）辰司→前 2月15日 横切継紙・1通 4776－46
田様、山家様　前欠。虫損。
［書状］（伊勢参詣上方見物旅行中霧乱病身となるに付 8月9日 横切継紙・1通 6108
／他）　玄内→御名主三右衛門様、同利兵衛様、同万次郎
様、同新蔵様、平右衛門町甚兵衛様、瓦町平兵衛様
［書状］（差控仰せ付けられる旨／引渡しの件／他）（村 11月23日 横切継紙・1通 6056－10
山郡東根栄司）→山口三右衛門様　封紙入。虫損（閲覧不可）。
［書状］（板垣玄貞方熊胆代金御頼の件／奥野・鎌様へ 11月25日 横折紙・1通 6056－11
御用達金の件／他）楢下宿二而栄司→江戸山口三右衛門
様封紙入。
［書状］（山ロー件矢野目村喜一郎出府入用として金歯 閏5月2日 横切継紙・1通 5383
出願）　（東根板垣）玄内→（山家山口）三右衛門様、弁之助様
金受取日1通同封。封筒入。
［書状］（野川村百姓70人余蓑笠にて郷宿伝蔵方へ詰掛 7月28日 横切継紙・1通 5869
けた事件に付（年貢清勘定等についての訴）／新町一
条／他）　〈板垣〉辰司→山口三右衛門様
［書状］（ご心配の一条に付／村山郡場所体の評判の件 11月23日 横切継紙・1通 5943－4
／大坂納不足、買鳴瀬新穀廻願の件／他）　（従東吉
田）東根→（江府浅草越前屋平兵衛方御旅宿）三右衛門様　白紙
入。別紙1通あり。
［書状］（江戸買納巴鴨に付／御廻米酒田湊引請取組の 11月24日 横切継紙・1通 5943－3
儀／唐山一条／大坂納不足一条／他）（羽州東根板垣）
辰司→（江戸浅草御蔵前瓦町越前屋平兵衛様御止宿）山口親父
（三右衛門）様封紙入。
口上（先達て栄蔵様へ御立替下された御恩金、20日中 12月12日 横切継紙・1通 6046
に貴君様へ差上の旨）（四丁板垣）玄貞→（越前屋平兵衛
様御宿二型）山口三右衛門様　封筒入。
8．貫津村（結城六右衛門、他）
　数量（件数）：6
　　貫津村は山家村に南接する村。寛保元年より幕府領であったが、天保13年に山形藩領となり、弘化
　2年からは上野国館林藩学となって幕末を迎える。
［書状］（道議惣助よりかかる貸金一件に付）結城六右衛 3月25日 横切継紙・1通 4815－7
門→伊藤儀左衛門　鉱山（閲覧不可）。
［書状］（二村久助より山家村万助に質地に渡った田地 3月29B 横切継紙・1通 5894－22
の年貢米不納に付）　（貫津村名主結城）六右衛門→（山家村
御名主山口）三右衛門様
［書状］（温州久助より山家村万助に質地に渡った田地 3月晦日 横切継紙・1通 5894－23
の年貢米不納廻米川下げ差支に付）　（上貫津村名主）六
右衛門→（山家村名主）三右衛門様
［書状］（貫津村久助より山家村万助に質地に渡った田 3月晦日 横切継紙・1通 5894－24
地年貢米不納の件）　山家村名主三右衛門→貫津村御名主
六右衛門様
［書状］（山家村万助質地年貢米不納の件を漆山役所へ 4月朔日 横切継紙・1通 5894－26
申上げる旨）　（上貫津村名主）六右衛門→（山家村名主）三右
衛門様
［書状］（久助より山家村万助へ質地田地年貢米不納の 4月2日 横切継紙・1通 5894－25
件吟味の御報）山家名主三右衛門→上貫津御名主六右衛門
様
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24書状／1．山ロ家宛書状ノ4．村山郡（川東地域）／9．六田村（山ロ東右衛門）
9．六田村（山ロ東右衛門）
　数量（件数）：13
［書状］（山口村一件子息弁之助出府の件／新升の件／ 子7月10日 横切継紙・1通 5902
廻米船江戸入船の状況／他）東右衛門→御惣代三右衛
門様
［書状］（山口村一件内済行届兼ねる旨／アメリカ船来 丑6月12日 横切継紙・1通 5901
朝の件／他）　（従江戸山ロ）東右衛門→（羽州山家村）御惣代
三右衛門様封紙入。
［書状］（長谷川岱助高木清左衛門方へ出勤の件／飯田 2月26日 横切継紙・1通 5352－2－5
町様より仰せ聞かされの一件、取持のお方へ御礼金
の件）　東右衛門→山口三右衛門様　　5352－34、6は関係文
書。
［書状包紙］従江戸六田東右衛門→羽州東根附山口三右衛門 未4月5日 包紙・1通 5352－1－1
様5352を一括していたこより紐同封。5352・1・2～4までを包
む。
［書状］（駿台様御屋敷譲渡の件／村替の件／紅花川下 未4月5日 横切継紙・1通 5352－1－2
の件他）　東右衛門→山口三右衛門様挟み込み別紙1点あ
り。
［書状］（当御代官西丸回番衆へ役替の件／越前屋より 申7月18日 横切継紙・1通 6010
請取べき金子の件／他）〈従江戸陳右衛門→（羽州東根
附）御献血三右衛門様　封紙入。
［封紙］　従江戸東右衛門→羽州東根御血豆三右衛門様 申7月20日 封紙・1通 5033
［書状］（織田様最寄替一条に付貴公様御取り計らいの 申7月26日 横切継紙・1通 5001
ため出府願／紅花一件願出の件（舟町孫市悪だれに
困入））　東右衛門→三右衛門様
［書状］（御隠石町の件／代官屋代増之助の支配場所仰 5月19日 横切継紙・1通 5003
せ付の件／他）　（従江戸福井丁止宿）東右衛門→（山口）三右
衛門様封筒入。
［書状］（吉郎兵衛方一件呼出なき旨／御廻米積船入船 9月17日 横切継紙・1通 5954
無き旨／欠請負の件／他）　（従江戸）東右衛門→（羽州山
家村御惣代）三右衛門様、弁之助様　封筒入。別紙1通あり。
口上（出府中、中ノ目方よりの利足金差替にて送付の 極月21日 横切継紙・1通 5941－10
分受納）東右衛門→三右衛門
［書状］（大坂不納不足・東根附蝋石底心の義につき） 未2月20日 横切継紙・1通 5352－2－3
（江戸6）東右衛門→御惣代三右衛門様
［書状包紙］従江戸六田東右衛門→羽州東根中山口三右衛門 未3月13B 包紙・1通 5352－2－1
様　5352－2－2～6までを包む。
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24．●状／1．山ロ家宛書状／4．村山灘（川東地域）／10．聾田村（前田新蔵・薄助、他）
10．野田村（前田新蔵・寿助、他）
数量（件数）：56
　　前田新蔵は野田村名主。天保期には東根陣屋附郡中の郡中惣代を勤めていた。
　　天保14年、前田新蔵は代官大貫次右衛門より寿助（としすけ）の名を賜る。
其方儀、年来野田村名主相勤、自分支配最初右相勤、近来東根附惣代相勤、三々取締方郡中入用不相
掛様骨折」太義之至リニ候、此段厚司賞候、其方名前惇江譲リ、其方名者自分右相撰候内桐油、東根
八幡之神勅を伺候間、
右に今日右改名可然存候、
　　五月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　次右衛門　花押
　寿像目録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿助
右幾久敷名付、目出度主人乱酒相豆蔵、万々歳通称土用可被申候、依三三一如此候、以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大貫次右衛門内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林道之助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠儀　花押
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷村良助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正信　花押
　　新蔵翻心
　　　前田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　寿助殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茎田佳寿子『幕末日本の法意識』より引用史料）
［書状］（若松一件内済に付／東根引渡しの件／他）前 ＜文政10＞亥3月4日横切継紙・1通 4761－5
田新蔵→山口三右衛門様、同甚右衛門様、伊四郎様　　別紙
「覚」（金子拝借に付）1通あり。
［書状］（柴橋附大坂納名主名前に付／他）野田新蔵→ 閏4月11日 横切継紙・1通 5894－11
御惣代三右衛門様
［書状］（山形渡りに付村々願筋の件／当御年貢米皆米 10月24日 横切継紙・1通 6042
納の件／添田様東根御出の件／他）前田新蔵→山口三
右衛門様
［書状］（山形御引渡、四ヶ村振替の件／他）前田新蔵→ 11月2日 横切継紙・1通 6049
山口三右衛門様　虫損。
［書状］（欠込訴一条（舟町一条）／御引渡一条／諸国代 11月25日 横切継紙・1通 6056－7
官在陣／山野辺へ貸金の件／米値段下直の件／他）
前田新蔵→山口三右衛門様　封紙入。追啓あり。
［書状］（利根川川留にて幸手止宿の旨）（幸手宿右）前田新 7月4日 竪紙・1通 6131
蔵→（江戸）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（殿様病気全快／山形引渡延引の件／’村山郡米 11月12日 横切継紙・1通 6055
値段／他）　（村山郡［］）前田新蔵→（江戸浅草かわら町越前
屋平兵衛殿御内）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（経廻米為替取組の義／御在陣に付御普請入用 2月5日 横切継紙・1通 4776－29
金につき尾花沢へ手伝い願上の件／他）前田寿助→
山口三右衛門様、伊藤義左衛門様
［書状］（代官所御引渡の件／吉田様六二支配へ御住込 3月12日 横切継紙・1通 4845
願上の件／備金・上納金300両の始末の件／：新町内
蔵之助一件吟味の件／他）寿助？三右衛門様
［書状］（伊藤義左衛門山口村帰村の件／舟町孫市目論 6月22日 横切継紙・1通 5886
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24．書状パ．山ロ家宛書状／4．村山郡（川東地域）／10．野田村（前田新蔵・簿助．他）
見の件／田麦野村源十郎ら大坂長逗留難儀の願書の
件／他）　前田寿助→山口三右衛門様会所より山上宛別紙
1通あり。
［書状］（御役所へ御用立金の件／内願一条の件／破免 （天保）7月3日 横切継紙・1通 5852
潰金五ヶ村皆済金の件／大坂納源十郎へ為登金の件
／船町孫市一件／他）前田寿助→山口三右衛門様
口上（御用金、門中上納金合せ350両の件／山内八ヶ村28日 横切継紙・1通 4853
廻米の件／他）寿助→三右衛門様
［書状］（未着金の件／東根村正作退役にて組頭持とな 9月2日 横切継紙・1通 5887
る旨／大山の湯呑所新助死去の件（大山一件）／他）
前田寿助→山口三右衛門様　虫損（閲覧不可）。
［書状］（東根村正作退役の件／上杉様分御廻米着船の 9月29日 横切継紙・1通 4776－73
件／新町村一件差紙にて和田氏出府の件／他）前田
（会所6）→山回様　別紙1通あり。
［書状］（御仮免状御渡の件／湯呑所新助一条の件）前 10月7日 横切継紙・1通 5862
田寿助→山口三右衛門様
［書状］（伊東様着、書状着の尋）前田→山三様 10日　　一 横切紙・1通 4776－33
［書状］（郡中備金差引の件／去11月大貫方へ差上げた （弘化2年）2月27日 綴・1綴 5888
300両の件／跡代官石井様／廻米出役の件／擶山村
勘定出入の件／他）　前田寿助→三右衛門様、義左衛門様
別紙2枚が綴ってある。
覚（廻米上乗入用金等請取）東根附惣代寿助（印）（東根会所） ＜弘化2＞巳6月6日 横切継紙・1通 4776－62
　→江戸納名主三右衛門様　包紙入。
［書状］（御廻米一条、買納願立の旨／兼ての四百両ロ
　一条／他）　前田寿助（東根会所）→山口三右衛門様
［書状］（買納一件に付／大貫様御用立金の件／江戸廻
　米船未入津の旨／他）前田寿助（会所）→山口三右衛門様
　　虫損。別紙1通あり。
1［書状］（御砂石御内段の仰せ聞かされ申請／金上納の
　上、買納難渋の旨申上げるに付／大貫様御用立金の
　件／他）　前田寿助→山口三右衛門様
直傭継切ヲ以奉願上盤（当午江戸御廻米買納石数、残
　らず当午新穀にて来未春江戸廻米仰せ付下されたき
　旨）　最寄名主→東根御役所
［書状］（大坂廻米減石納不足の義／検見日取の義／御
　廻米湊渡し切の義／他）前田寿助→山口三右衛門様
［書状］（大坂廻米納不足一条／予納代金の件／他）〈
　前田〉寿助（東根会所）→山口三右衛門様
［書状］（神町村より垣一条願出の件／東根籾一条極割
　賦返納の件（大貫関係）／西丸御冥加金の件／新町村
　一件／他）　（江戸前田）寿助→（山家二而）山口様封紙入。
［書状］（買納の儀／当御廻米納方の件／新町村一件／
　備金一件願書に付／買納入用取調書／他）　（江戸前
　田）寿助→（東根）山口三右衛門様　封紙入。別紙「覚」1通あ
　り。
［書状］（桑原様郡中備金工糺の件／大坂納不足の件／
　山形二藍水車仕掛の二村々より故障申立の件／他）
　　（東根）前田寿助→山口三右衛門様　封紙入。追而書あり。
　6030－4－2同封。
［書状］（郡中御普請入用割の件／新町村一件／他）前
　田寿助→山口三右衛門様、伊藤義左衛門様　前欠。
［書状］（御廻米素心御引受下され安心／酒田へ上乗り
＜弘化3＞午5月II日　横切継紙・1通
＜弘化3＞閏5月7日　横切継紙・1通
＜弘化3＞閏5月20日　1横切継紙・1通
弘化3年7月 竪継紙・1通
＜弘化3＞（午）9月2日横切継紙・1通
＜弘化3＞（午）10月2日横切継紡1通
（酉）4月16日
（酉）6月20日
正月26日
2月2日
4月21日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
5080
5085
4776－10
4776－14
5084
4776－5
6082－4
6082－2
6030－4－1
4776－27
4776－25
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24．書状／L山ロ家宛書状／4村山郡（川東地域）／1Q．野田村（前田新蔵・簿助L他）
の者差下しの旨／伊東様中風の件／舟町孫市一条／
内願一条／他）　前田寿助→山口三右衛門様
［書状］（東根陣屋御引渡しに付／御代官様着陣先触に 5月朔日 横切継紙・1通 5883
付／内願一筋／酒田大火の件）前田寿助→山口三右衛
門様
［書状］（御廻米舟酒田入津の件／義左衛門帰村の件／ 5月8日 横切継紙・1通 ㎜吉田様抱入構の件／舟町一件／他）寿助→山口三右衛
門様　　　　　　　1
［書状］（為替金の件／田方童画の旨／廻米船清水にて 5月25日 横切継紙・1通 4776－11
破船の件／御役所へ御用立金の件／東根役所詰合役
人名前／銅山入金話方の件／他）前田寿助→山口三右
衛門様前野。
［書状追啓］（殿様出羽御支配仰せ付けられる件／内願 6月10日 横切継紙・1通 4776－30
一条出府人の件）　寿助、最寄中→三右衛門様
［書状追啓］（舟町一件手回し内聞の件／河岸仕出し一 6月10日 横切継紙・1通 5103
条）　〈前田〉寿助→山山様
［書状］（御上納繰合御用立金300両元〆様へ御下げ御願6月11日 横切継紙・1通 4776－31
申し上げ下されたき旨／牢屋入用御下げの件）寿助
→三右衛門様
［書状］（村山郡田方紅花等作況／備金一条、村方より 7月22日 横切継紙・1通 4776－37
借用願に付／最寄打寄取調下されたく／上納遅延の
村方あるに付御下ヶ直願の件／他）前田寿助→山口三
右衛門様
内々申上候（山口村小前の者二心屋敷続原地新開願を 9月2日 横切継紙・1通 4776－50
駕籠訴の件／賢愚・酒田渡切取黒熱の儀江戸にて取
計らい願／他）前田→山口様
［書状］（検見の件／当秋取り米値段の件／大坂にて竹 9月28日 横切継紙・1通 4776－72
垣様御役所より御拝借金の件／御内願一件、郡中書
立の者へ尋ねの件／他）前田寿助→山口三右衛門様
［書状］（買納の件／桑原様備金取調の件／他）（東根附 12月17日 横切継紙・1通 6076－3
門中惣代）前田寿助→（江戸浅草かわら町越前屋平兵衛殿内）山
口三右衛門様封紙入。
口上（郡中へ牢屋入用御下ヶの件／他）寿助→三右衛門 正月28日 横切継紙・1通 4776－28
様
［書状］（買納願書・紅蓮代金の件／大坂・江戸御廻米 6月26日 横切継紙・1通 4776－51
の件／御血石代謝印の件／他）前田寿助→山口三右衛
詠手　前欠。
［書状］（山形藩引渡しの件／献納石数分新穀廻し願の 8月朔日 横切継紙・1通 4776－15
件／他）　前田寿助（東根会所）→山口三右衛門様
［書状］（新穀廻しの願書の件／買納伺の儀／最寄中に 9月12日 横切継紙・1通 4776－4
て廻米面心取り用いなきときは駕籠訴願の二丁の件
／他）　前田寿助（東根会所）→山口三右衛門様別紙「口上」
1通あり。
［書状］（御廻米上乗原町兵右衛門酒田差下しの件） 11日 横切継紙・1通 4776－32
［書状］（御廻米一条、郡中にて酒田買米・江戸・大坂 （午）4月11日 横切継紙・1通 5095
買納の仕様に付／酒田・木坂等重役名前／他）前田
寿助（会所）→山口三右衛門様　追而書1通有り。
［書状］（廻米船未入津の件／会所権右衛門病気の件） 5月20日 横切継紙・1通 ㎜前田→山口様前幅。
［書状］（上納金取立・御廻米三方会所清勘定難渋の件 6月24日 横切継紙・1通 6019
／他）　（東根前田）寿助→（山家二而）三右衛門様、弁之助様
封筒入。
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24．書状／t山口家宛書状／4村山郡（川東地域）ノ10野田村（前田新蔵・醇助、他）
［書状］（年貢買納・大坂欠減新穀廻し歎願の件／他） 8月11日 横切継紙・1通 5854
前田寿助→山口三右衛門様　途中破断。
［書状追書］（御検見の件／大嵐の件）前田→山伝様 （8月）11日 横切継紙・1通 5855
5854の追書ヵ。
［書状］（柴田並製郡惣代東根集会にて大坂納不足の件 （午）9月22日 横切継紙・1通 5134
咄合の経過／東根掛り買納の義／他）前田寿助（東根
会所）→山口三右衛門様
［書状］（大坂御廻米御免願の件／源十郎飯代借りの件 10月28日 横切継紙・1通 4835
竹垣様役所より掛合になる旨／当田方破免検見／佐
兵衛大坂拝借金の件／御金才料人選の件／新町村一
件／他）　前田寿助→山口三右衛門様
［書状］（東根附買無調の件／酒田売米代金の件で尾花 11月25日 横切継紙・1通 5943－1．2
沢と相談の件／他）　（羽州東根）前田寿助→（江戸）山口三
右衛門様、佐藤兵蔵様
口上（尾花沢才望貸金の件／真鴨・小鴨値段につき／ 11月25日 横切継紙・1通 5943十1
他）　（羽州東根前田）寿助→（江戸）山下一封紙入（5943・1・2
入）。別紙有り。5943－1～13までこより紐一括（こより紐同
封）。
［内々書状］（武田氏逗留の件）筆跡は前田寿助ヵ。 朔日 横切継紙・1通 5889
［書状］（久次郎入用金の件／山寺無宿御仕置の件／他） 26日 横切継紙・1通 6030。4．2
（前田）寿助→山三様
口上（衣類・唐紙類調え依頼／他）前田→山口様、和田様 28日 横切継紙・1通 4825
11．矢野目村（佐藤仁右衛門・晋三郎、他）
数量（件数）：28
　　矢野目村は「心高旧領取調帳」で村高1161浅葱。うち1㎜石は寛政12年より幕府領で、残り161石は
　山形面面寺領と若松寺領とからなっている。矢野目村前領分名主佐藤仁右衛門は、天保～嘉永期には
東根附血中最寄惣代、安政期からは寒河江附最寄惣代を勤めている。
［書状］（救石代納羅増願役所へ歎願の件／当村大旱越 7月3日 横切継紙・1通 4776－19
の件／大貫錠之助様御家督の件／船町孫市の儀／御
下しの麻羽織等受取／他）　（矢野目）佐藤晋三郎→山口三
右衛門様　虫損（閲覧不可）。
［書状］（山ロー件破談に付／山ロー件嘆願書作成の件 2月28日 横切継紙・1通 4815－20
／他）矢野目晋三郎→山家山口三右衛門様
［書状］（御廻米川下げ、廻船積立に付／船町孫市一条 4月29日 横切継紙・1通 4776－61
／貝塚様注文の宮野浦筆草の件／酒田町大火の件／
他）　与市郎、仁右衛門→山口三右衛門様
［書状］（彼の一条、東根にて相談の上嘆願書作成の件 ＜弘化3＞閏5月25日横切継紙・1通 4776－42
／山形開場所外の件／御調依頼の書画等の件／他）
晋三郎→山三様　虫損（閲覧不可）。前欠。
［書状］（品々注文物御頼の件／当村利右衛門上乗廻米 6月23日 横切継紙・1通 6117
船品川入津の件／織田様御陣屋御引越一条／他）
（矢野目）仁右衛門→山口三右衛門様　別紙1通あり。
［書状］（東根附大坂納不足井買解方に付／南館村一件 11月24日 横切継紙・1通 5943－2－1
／天童領へ六ヵ村替地風評に付／山口村字狐原新開
一件／他）　（羽州矢野目村佐藤）晋三郎→（江戸浅草御蔵前町
前屋平兵衛殿御旅宿）山口三右衛門様　5943・2・1・2包紙入。
［書状］（◎一条の件／傷寒取合、御側石代願駕籠訴に 12月7日 横切継紙・1通 4849
付出府人人選の件／原町村百姓25人打ち挙げて東根
へ駆込みの事件に付／新町村一件／他）佐藤晋三郎
→山口三右衛門様　包紙入り（東根辰司より山口三右衛門宛書
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24．書状／1．山ロ家宛書状／4村山部（川東地域）／11．矢野目村（佐藤仁右衛門・晋三鄭、他）
状封紙）。虫損（閲覧不可）。
［書状］（廻米空船破船に付雇船の所、右大黒丸江戸乗 戌6月26日 横切継紙・1通 4823
りの経験なきに付、江戸着岸の節三右衛門御添心願
／用捨米の件／他）佐藤仁右衛門（印）、庄司源＋郎（印）
→山口三右衛門様
［書状］（お遣わしの金20両受取／他）晋三郎一。山口三右 正月20日 横切継紙・1通 4871
衛門様
［書状］（久次郎同道にて御帰国下されたき旨／江戸買 正月26日 横切継紙・1通 6030－3
納一条／五ヶ村一件風評の件／他）　（羽州矢野目村佐
藤）晋三郎→（御在府）山口三右衛門様　封紙入。・
［書状］（去暮石代願の歎願の件／南館村より前明石村 2月15日 横切継紙・1通 烈にかかる一件／他）晋三郎→山口三右衛門様虫損（閲覧
不可）。
［書状］（山口村一件、龍源寺・来論義・天童相沢兵左 3月7日 横切継紙・1通 4870
衛門取扱立入、江戸表武蔵屋仁兵衛へ日延猶予取計
らいの件尋ねに付）　仁右衛門→山口三右衛門様4869参
照。
［書状］（是まで十二ヶ年私共難澁の次第御慈悲御免願 4月3日 横切継紙・1通 4828
代人として矢野目村百姓長次郎出足に付／他）　（矢
野目）仁右衛門→（山家）山口三右衛門様、同弁之助様　封筒
入。
［書状］（御廻米御蔵納方御引受、内願筋御承知下さる （4月22日） 横切継紙・1通 4776－24
に付）　（矢野目）後欠。
［書状］（天童仲川宅に仲間集り、出府人取極に付参会 5月8日 横切継紙・1通 4857
願）　仁右衛門、兵蔵→（山家）山口三右衛門様封筒入。
［書状］（御廻米積立高、本欠米高／他）酒田湊出役仁 5月10日 横切継紙・1通 4776－64
右衛門、与市郎→（江戸浅草瓦町越前屋平兵衛様御内東根附御
開平）江戸納御門野山口三右衛門様　封紙入。　　　　’
［書状］（画論一条重曹願／山形御場所替郷村の件／書 6月22日 横切継紙・1通 5878
画画料の件／他）　晋三郎→山口三右衛門様
［書状］（注文のきせる、気に入らざるに付返上／紅 6月23日 横切継紙・1通 6123
花・田方作柄）羽州村山郡金＋郎→江戸浅草越前屋平兵衛
宿二而山口三右衛門様
［書状］（廻米船江戸入津状況に付／注文の煙草入受取 6月23日 横切継紙・1通 6124
／書籍「三二酔」注文の件／他）　（矢野目）晋三郎→山口
三右衛門様
覚（結城縞等大丸か三井にて御買求めくだされたき旨） 8月21日 横切継紙・1通 5123
晋三郎→山口三右衛門様
　　　［書状］（御廻米船酒田湊出帆に付／船町孫市一件／他）
　　（羽州より東根附）仁右衛門、与市郎→（江戸浅草瓦町越前屋
　平兵衛御止宿東根附郡中御藤代）江戸納御惣代山口三右衛門様
　　封紙入。
［書状］（御廻米船価着の件／金談一条／帰国を求める
　旨／他）　晋三郎→山口三右衛門様山繭。
［書状］（御払米蔵納済の旨同慶／◎印一条に付／新町
　村一条／東根御金宰料定宿の件／他）晋三郎→山並三
　右衛門様　虫損。
［書状］（買三方歎願に付／注文の脚半仕立直し依頼／
　他）　（羽州矢野目）晋三郎→（御在府）山回様封筒入。
［書状包紙］　（羽州）矢野目村佐藤晋三郎→御在府山口三右衛門
　様6056・4－2～3入。
内密（天童領大造の御用金賦課にて町村大騒の件）　晋
10月朔日
10月28日
11月22日
11月23日
寅11月25日
11月24日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
包紙・1通
1横切継紙・1通
4776－63
5871
4872
5943－2－2
6056－4－1
6056－4－3
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24．書状／1．山ロ家宛書状ノ4．村山郡（川東地域）／11．矢野目村（佐藤仁右衛門・晋三郎、他）
　三郎→山三様
［書状］（彼一件に付若木武田氏も奔走の件／船町一一件
　駕籠訴の旨／御用の金200両仲間手配、才覚の旨／
　他）　晋三郎→山口三右衛門様別啓あり。
［書状］（伊藤氏の儀に付仰せ下されの旨承知、金工面
　の件／他）矢野目　兵右衛門→山口三右衛門様
25日
?
横切継紙・1通
｡切継紙・1通
6056－4－2
T893－17
12原町村（佐藤兵蔵）
数量（件数）：22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　原町村は寛文8年に上下二村に分けられ、上原町村743石は寛保元年より幕府領。下原町村は寛政2年
　より常陸国土浦藩領となり、北目村に所在した北目陣屋の所管となる。佐藤兵蔵は上原町村の名主を
勤め、天保～嘉永期には東根附町中最寄惣代となっている。
［書状］（若松一件／当年御場所替の件／原町村百姓伜 ＜文政10＞3月2日 横切継紙・1通 4766－8
医者志願にて江戸登りの旨／当年御城米出庫人選の
件／他）　佐藤兵蔵→御名主山口三右衛門様
［書状］（三右衛門東都着の件／東根尾花沢納不足買納 6月朔日 横切継紙・1通 6132
代金、湯嶋役所に兵蔵上納の件／納入用勘定の件／
小林旦那様に役介になった旨／他）兵蔵→山郭三右衛
門様
［書状］（年貢廻米差替の件／大貫錠之助家督相続の件 7月3日 横切継紙・1通 5872
／破免・潰れ五ヶ村安石代の儀／大旱魑／舟町孫市
目論見の件／他）　原町村佐藤兵蔵→江戸納名主山口三右
衛門様
［書状］（御役人様御林の見分の件／御役人様へ郡中よ 子7月24日 横切継紙・1通 6109
り土産の品の件／小林様への饒別／御廻米御蔵納の
件／他）　佐藤兵蔵→山口三右衛門様追啓1通あり。
［書状］（高畑割替一条につき三右衛門出府願の件／同 7月26日 横切継紙・1通 5041
一条、田中様に相談／代官石井様罪過／他）納名主兵
蔵→御名主三右衛門様、仁右衛門様、義左衛門様、吉郎兵衛
様、善福様
［書状］（大願一条成就の件／金子差登せの件／船町一 11月25日 横切継紙・1通 6056－5
件／原町村御筆風折切取の件／他）源町）佐藤兵蔵→
（浅草御蔵前越前屋御止宿）山口［三右］衛門様　封筒入。
［書状］（御袋様御新造様柴橋迄帰国道中に付／大坂納 （未）正月22日 横切継紙・1通 6030－5
不足の件／石代の件で兵蔵江戸出府差越州不将二付
慎仰せ付けられる旨／他）　（羽州村山郡東根右）原町（佐
藤）兵蔵→（江戸浅草御蔵前瓦町越前屋平兵衛殿止宿）山口三右
衛門様封紙入。 o
［書状］（今日御集会の所、ご光来なきに付／庄吉より 3月26日 横切継紙・1通 5284
東根両人へ返金の件）天童中川宅6兵蔵、仁右衛門→山
家　山口三右衛門様
［書状］（吉原遊興入用金を三右衛門借用証文の件）は 5月朔日 横切継紙・1通 6133－7－3
ら町→山家様
［書状］（村山郡再出役宿の件／御廻米入津なき旨／野 5月晦日 横切継紙・1通 6133－7－1
田一件／田方・紅花作況／他）佐藤兵蔵→納名主山家
：三右衛門様　6133・2・3を挟込。　　　’
［書状］（野州坪山村専吉様へ為替取組金請取／御廻米 6月18日 横切継紙・1通 4815－3
船破船の件／他）納名主佐藤兵蔵→御惣代山口三右衛門
@様
m書状］（江戸払納の儀／築地高須様への書状御届の旨 申6月25日 横切継紙・1通 4999
／北條雄之助様御役御免の件／他）（江戸福井町弐丁
目越前屋平兵衛殿止宿）名主（佐藤）兵蔵→（羽州山家村）御名主
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24，書状／1．山ロ家宛書状／4村山郡（川東地域）ノ12頂町村（佐藤兵蔵）
山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（石代願の儀六ヶ敷旨／納過金のうち前田氏借 7月21日 横切継紙・1通 5930
用の分に付／廻米舟豆州沖にて高波を被り痛み出来
の旨／他）　（江戸浅草福井一越平平止宿6）町名主兵蔵→
（羽州山家村）御三代山口三右衛門様　　封筒入。
［書状］（江戸宿にて寝てばかりの旨／他）（江戸浅草御蔵 7月24日 横切継紙・1通 6061
前瓦町越前屋平兵衛旅宿6名主佐藤）原く町〉兵蔵→（羽州村山
郡御名主）山家三右衛門様　封筒入。
［書状］（老野森村他5ヶ村の内より、高畑割替下された 7月26日 横切紙・1通 5002
く心願の件）　兵蔵→三右衛門様
［書状］（伊藤氏より三右衛門への書状開封の断／書状 8月5日 横切継紙・1通 6062
類国許へ差下しの件／他）（江戸浅草御門外御蔵前越前
屋6納名主）原（町）兵蔵→（出羽山家村肝名主）山口三右衛門様
封筒入。
［書状］（貴所様出府御見合せの件／地幅一件／廻米舟 9月21日 横切継紙・1通 6058
着船の件／湯嶋御役所二血清帳頭金御引上にて諸色
入用手支の件／他）　（江戸浅草御門外瓦町越前屋平兵衛宿
6佐藤）兵蔵→（羽州村山郡山家村御名主山口）山家三右衛門様
［書状］（当年御廻米受痛心配／田方青立に付郡中破免 10月28日 横切継紙・1通 5096
／畑方皆無、郡中安石代願の件／野川村百姓、名主
を相手取、郷宿へ願出の事件／名取村名主柔弱に付
組頭名主代に相成る旨／他）　佐藤兵蔵→納御名主山口
三右衛門様
［書状］（御廻米積船入津の件／越前屋下男下女の件／ 朔日 横切継紙・1通 6133－7－2
御米川岸船積の件／他）　ひやう6→さん様
［書状］（先達而江戸滞在入用金無心の件／廻米船難破 10月3日 横切継紙・1通 6065－5
船の件／遊郭での事／他）　（江戸かわら町6納名主原町）
兵蔵→（羽州村山郡御名主）山口三右衛門様　封筒入。
［書状］（貴君より受取った悪金小判の件）（江戸浅草御蔵 10月5日 横切継紙・1通 6065－4
前瓦町越前屋平兵衛旅宿納名主原町）兵蔵→（羽州村山郡御名主
山家）三右衛門殿　封筒入。
［書状］（納不足分御蔵庭御扶持御渡米年半の件／山 10月28日 横切継紙・1通 6065－2
口・原町・山家三ヶ村小物成願の件／山口徳三郎一
件／他）　（原町）兵蔵→山口三右衛門様別紙2通あり。 1
13．沢渡村（菅原与左衛門、他）
数量（件数）：2
　　沢渡村は寛保元年より幕府領、安政2年以降松前藩領。村高794石余（「一高旧領取調帳」）。弘化
～安政期に名主は菅原氏から安達栄蔵にかわり、東根附最寄惣代を勤めている。
［書状］（御米二丁二二之儀に付／他）　〈武田〉可惜衛 午3月12日 横切継紙・1通 5892
門、〈菅原〉与左衛門→前田寿助様、山口三右衛門様
［書状］（柴田様より新穀廻し願書提出の讃仰せ聞かさ 8月朔日 横切継紙・1通 4776．44
れの旨／国許洪水／若殿様不幸／○印一条／他）与
左衛門→山口三右衛門様　同郷。
14その他
数量（件数）　42
［書状］（私熊胆質入不将一件、弥作より頼み書状の件 ＜弘化3＞閏5月26日横折紙・1通 4776－22
恐れ入る旨）源八→山三右衛門様
［書状］（昨日御約束の丸留次郎御馳せの件）半＋郎→浅 10月11日 横切継紙・1通 6053
草御門外論町越前屋平兵衛様二而山口三右衛門様
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24．書状／1．山ロ家宛書状／4．村山郡（川東地切／14．その他
［書状］（慎中に付、宿へ来駕下されたく）柳橋［　］右 11月11日 横切継紙・1通 6054
忠三郎外一同→越前屋様二而浅く倉〉勘兵衛様、山く口〉三右
衛門様　虫損。
［書状］（棒組につき東根附最寄一同安心の旨／長谷川 横切継紙・1通 5870
様着の件／他）　虫損（閲覧不可）。
［書状］（当地気候／当春白羽二重・印形御調の礼）（従 ＜弘化3＞閏5月25日横切継紙・1通 5087
羽州猪野沢）小山田理兵衛→（江戸浅草御蔵前）山口三右衛門様
封筒入。
［書状］（五郎一の件将兵申さざるに付／柴橋陣屋附 11月16日 横切継紙・1通 5893－10
村々引渡／他）　小山田理兵衛→山口三右衛門様長瀞。
［来状袋］（笹津川岸一件取付出府の節江戸江来状） 天保10年9月 袋・1袋 6037
［書状］（江戸滞在中の礼）　山口三右衛門内半＋郎、太兵衛 天保 横折紙・1通 6056．12
→山口三右衛門様
［書状］（御下げ金の件、出精願上げ下されたき旨く大 ＜弘化2＞巳12月21日横切継紙・1通 4776－45
貫上げ金〉）　観音寺村久右衛門（印）→東根附御惣代印門田
右衛門様　虫損（閲覧不可）。前欠。
［書状］（東根郡中買納新穀廻し歎願の件／当年御検見 ＜弘化3＞午11月22日横切継紙・1通 5943－12
門々取箇増石の件／大貫様御役附の件／他）与左衛
門（閑長新田）→山口三右衛門様
［書状］（寺門河岸御廻米積立不足の旨）　（下荻ノ戸村〉名 申3月13日 横切継紙・1通 6071
主（花輪）佐蔵→（山家村）御名主三右衛門様　封紙入。
［書状］（西堂与左衛門より渋江重助らへ引合の事件に 酉5月20日 横切継紙・1通 5893－22
付）　久野本村名主彦兵衛→東根御会所様
［書状］（畑地所嘉兵衛立会にて御渡しくだされたく／ 3月10日 横折紙・1通 4822
他）　（印判津村）文次郎→御親方様（山家村山口三右衛門様）
封紙入。
［書状］（代官へ差出の願書の件／入用金為登下された 3月23日 横切継紙・1通 5893－12
　き旨／他）松木孫左衛門、福田弥左衛門、山川忠兵衛→山
　口三右衛門様
［書状］（証文へ印形の上、この者に御渡しくだされた
　き旨）山形肴町堀江喜平治、金子新介→山口三右衛門様
［書状］（出立の醐御預りの品物御届）佐藤庄右衛門、権
　八→山口三右衛門様、六田東右衛門様、中山藤四郎様　前欠。
口演（本所普賢寺様へ御届物依頼）庄右衛門、権八→山口
　三右衛門様、六田東右衛門様
［書状］（寒河江米の儀願書の件）銀元傳右衛門→山家村名
　主三右衛門様（印）
［書状］（漆山下元傳右衛門口上書に張継、留兵衛に宛
　て白石中清十郎目録の件／下山口村彦兵衛に宛て寒
　河江滞米再訴願書の件／他）　山家村三右衛門→下山口
　村名主留兵衛様、中山口村組頭衆中　5440－25－1と2は重なって
　いた。
［書状］（家出していた当村左五兵衛伜左助の情報を寄
　せてくれたことについて）菊池勘左衛門（印）→納御名主
　海部凸助様、右同断山口三右衛門様　5440・1～32までこより一
　括。こより同封。
［書状］（江戸への御届物船積入の旨通達）　（酒田湊詰）名
　主く武田ヵ〉勇右衛門→（山家村雲名主）山口弁之助様　封紙
　入。
［書状］（御用廻状継送に付）青柳村名主工藤栄次郎→山家
　村御名主山ロ三右衛門様
4月晦日
5月2日
5月3日
辰5月29日
辰6月3日
7月2日
7月20日
7月24日
竪紙・1通
横切継紙・1通
横切紙・1通
5989
4776－7
5874
横切継紙・1通　　5440－25－2
横切継紙・1通　　　5440－25－1
横切継紙・1通　　5440－1
竪紙・1通
横折紙・1通
5969
5440－32
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24．書状／1．山ロ家宛書状／4村山郡（川東地域）／↑4．その他
［書状］（大久保之御袋此の節大病に付）彦松→御惣代三 8月11日 横切紙・1通 5865
右衛門様前欠。
［書状］（水晶山一件出訴の件／当年作毛の件／他）上 8月29日 横切継紙・1通 5856
野弥藤次→山口三右衛門様
［書状］（叔父様出府見舞の鴨進上）（後沢村太田）幾右衛門 卯9月6日 横切継紙・1通 5377
→（山家村）山口三右衛門様　封筒入。
［書状］（川留の蓼酢慮の礼）久野本源三郎→山家村山口三 菊月10日 横切継紙・1通 5391－2
右衛門様
［書状］（山形役所より伜が役取上げられ手鎖被仰付の 10月22日 横切継紙・1通 5860
件／呼出府中世話になった旨／他）善左衛門（漆山
村ヵ）→山口三右衛門様　紅筆。
［書状］（先納金調達の件／役銭の件／当春借用金返済 10月22日 横切継紙・1通 5893－8
の件）　〈今野〉圓助→山口三右衛門様
［書状］（上納金差支につき差替金拝借の件）今野圓助→ 12月3日 横切紙・1通 5893－5
山口三右衛門様
［書状］（某村村方騒動取扱に付／貸金返済延引の旨） 10月25日 横切継紙・1通 4826
名和定右衛門→山口三右衛門様　虫損（閲覧不可）。前欠。野川
村名和氏ヵ。
［書状］（御次男津山村収入役泰三郎君への貸し金を貴 10月26日 横切継紙・1通 5056－3
君弁償下されたき旨）　〈干布村大字原町〉鈴木嘉内→山
口三右衛門様
［書状］（御令息泰三郎君へ貸金の義に付子照会致した 11月1日 横切紙・1通 5056－2
き旨）・鈴木発声→山口三右衛門様印紙あり。
［書状］（先月長瀞へ郡中寄合にて相談の出銭の件）（従 11月7日 横切継紙・1通 5981
銅山）鈴木久右衛門→山家村山口五右衛門様　封紙入。
［書状］（藤助新田一件／宇内死去の件／他）（後沢村）太 11月21日 横切継紙・1通 5943－10
三二右衛門→（江戸馬喰町御止宿）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（御国元御宅より金子御渡し願／高擶村へ御陣 極月3日 横切継紙・1通 5945－4
屋御立場の旨／他）　（羽州村山郡高擶村）佐藤庄右衛門、
権八→（江戸浅草瓦町越前屋平兵衛様御止宿）山口三右衛門様、
六田東右衛門様　封紙入。
［書状］（宗七・久松御礼に御越し、恐れ入る旨）市郎 12月4日 横切継紙・1通 6079
兵衛、宗助→山口三右衛門様
［書状］（大坂にて年貢米買納のことにつき）（大坂北華 12月11日 横切継紙・1通 5382
正中弐丁目長浜屋孫兵衛方）佐藤弥治兵衛→（江戸浅草御蔵前章
前屋平兵衛方羽州御城米納名主山家）三右衛門様、新次郎様、
半兵衛様　金受取覚1通同封。封筒入。
覚（飯代金請取）宮崎明朗治郎吉（印）（最上宮崎冨樫）→山家 極月19日 横切紙・1通 6084
村山口三右衛門様
口上（山家村御法義の件／他）長老→山口三右衛門様、同 朔日力 横切紙・1通 4755－13
甚右衛門様
［書状］（山境の儀にて若松と文通の件）　（道満）後藤惣助 大晦日 横切紙・1通 6081
→（山家村）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（村山郡農地水不足の旨／宝橦七一条、貸金三 横切継紙・1通 4776－43
百両金済の件／他）　後飛。
［書状］（1500両郡上へ下げ金と年貢皆済金差引の件く 横切継紙・1通 5873
大貫へ融通金関撃力〉）前欠。後欠。
5．村山郡（川西地域）
1．柴橋会所
数量（件数）　14
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24．書状／1．山ロ家宛書状／5．村山郡（川西地域）／1．柴橋会所
　柴橋陣屋附郡中会所あるいは郡中惣代・最寄惣代からの書状をまとめた。この項目にまとめた文書
は、ほとんどが天保～弘化期の史料であると推測される。
　浅倉勘兵衛は長崎村の名主で、天保期に柴橋陣屋附の郡中惣代を勤めていることが確認される。
　加藤嘉兵衛は谷沢村の名主で、天保13年・嘉永7年に下中丁丁を勤めている。
［書状］（気候のこと／備金一条片付安心の旨／御廻米 ＜弘化3＞閏5月21日横切継紙・1通 4776－38
二様俵御免願の件／他）嘉兵衛、勘兵衛く寒河江郡中惣
代〉→三右衛門様
［書状］（発寒両町層理廻米納網野役新次郎へ添心願） ＜弘化3＞午7月4日 横切継紙・1通 4776－49
小野武右衛門く柴橋目代〉→山口三右衛門様
［書状］（三春江戸御廻米納不足買納の件／当郡御備金 ＜弘化3＞午11月22日横切継紙・1通 5943－9
下渡しの件／大坂御詰即納不足買納三儀に付図代駕
籠訴の件／村山郡幕領場所替の内々情報に付／他）
勘兵衛、嘉兵衛（柴橋会所）→山口三右衛門様
［書状］（年貢買納差座面4ヶ郡一同願の件／郡中備金御 午9月22日 横切継紙・1通 5850－1
下げ願の件）勘兵衛、嘉兵衛（柴橋会所）→三右衛門象虫
損（閲覧不可）。
［書状］（桑原様尾花沢着／当郡備金一条／御三石代謝 午12月朔日 横切継紙・1通 5945－3
礼の儀／大坂納不足御慈悲願の件／当年御物成の内
大坂割賦の儀に付／他）（羽州柴橋浅倉）勘兵衛、（加藤）
嘉兵衛→（東都浅草瓦町越前屋平兵衛殿御止宿山口）三右衛門様
書落別紙1通あり。封紙入。
［書状］（当直備金一件、桑原様取調につき問答の内容 午12月8日 横切継紙・1通 6076－4
／大坂納不足一件／大貫縁者偽名にて八鍬村へ紋三
郎一件介入の事件／他）（柴橋会所）勘兵衛、嘉兵衛→三
右衛門様
［書状包紙］羽州柴橋浅倉勘兵衛、加藤嘉兵衛→東都浅草瓦町 午12月12日 包紙・1通 5945－1－1
越前屋平兵衛殿御止宿　御廻米掛　山口三右衛門様　5945－2～
4こより紐一括。5945－1－1～5包紙入。
［書状］（長崎村御親類伝四郎家内の様子風聞に付）（柴 午12月12日 横切継紙・1通 5945－1－2
橋浅倉）勘兵衛→（江戸御在宿山口）三右衛門様　封筒入。
［書状］（桑原由悪様4ヶ陣屋御取締として下向の件／備 午12月12日 横切継紙・1通 5945－1－3
金一臨御糺の件／大坂納不足買納の件／御代官二方
場所替・最寄替の件／他）勘兵衛、嘉兵衛→三右衛門様
三半以書付奉願上候（寒河江柴橋両陣屋附喜々物成の 午12月 竪継紙・1通 5945－1－4
内大坂御詰米塩米買納免除、石代納願）柴橋寒河江
両御陣屋附最寄豊代
乍恐以別紙奉願上候（寒河江柴橋両陣屋附村々物成の 午12月 竪継紙・1通 5945－1－5
内大坂御詰米刎米買納免除、石代納願）柴橋寒河江
両御陣屋附最寄惣代連印
［包紙］右上ノ山浅倉勘兵衛→江戸浅草瓦町越前屋平兵衛様 11月 包紙・1通 6056－1
御内　山口三右衛門様　6056－2～14を包む。こより紐同封。
［書状］（柴橋附郡中備金下げ戻しの件）勘兵衛、嘉兵衛 横切継紙・1通 5850－2
→（三）右衛門様、東右衛門様　虫損（閲覧不可）。
［書状］（在府中御添心の礼／帰国の途上、奥三筋の定 卯8月8日 横切継紙・1通 5958
甲骨調査の件／他）　（羽陽柴橋6）入間村清右衛門、田代村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封紙入。仁左衛門→江戸御蔵前越前屋御止宿山口三右衛門様
’　2．寒河江会所
　　　数量（件数）　2
［書状］（大坂買納猶予の件／降納七ヶ年賦伺、出府人
評議の件／他）　小野武右衛門→山家三右衛門様
＜弘化3＞午10月2日横切継紙・1通 4776－55
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［書状］（（寒河江郡中）大坂御詰米納不足の件／江戸御 午9月朔日 横切継紙・1通 4776－20
廻米の儀添心の礼／御検見の儀／山形御引渡、秋元
領陣屋は漆山村に取極／他）　武右衛門→山口三右衛門
様
3．長崎村（浅倉勘兵衛、柏倉文蔵、他）
　数量（件数）：5
　　長崎村は寒河江から最上川を越して南にある村で、天保九年当時村高三〇六九石の大村である。長
　崎村は宝暦3年以降幕領に属したが、天保13年に村高の一部が山形藩領に移され、相給となる。長崎
　村豪農柏倉文蔵家は享和3年までは名主を勤めていたが、その後は村役人をしていない。しかしなが
　ら、天保12年まで幸生銅山御用達であった。代って名主は浅倉勘兵衛家が勤め、勘兵衛家は天保期に
　柴橋陣屋附郡中底代も勤めていた。
［書状］（若松一・毒気の毒の旨／田口野芒場所替の件／ ＜文政10＞正月18日横切継紙・1通 4766－9
他）　（長崎）小野利右衛門→御名主山口三右衛門様
［書状］（船町孫市一件、孫市に荷担の者等処罰を受け 11月28日 横切継紙・1通 4874
る旨／東根御陣屋附村々山形へ御引渡し済まざる旨
／他）　浅倉勘兵衛→山口三右衛門様　　虫損。
［書状］（酒田湊大火にて尾花沢附御廻米も被害の旨／ 5月6日 横切継紙・1通 4843
船町村孫市一件、山形商人願の件／他γ柴橋（浅倉）
勘兵衛→（江戸瓦町御廻米納宿越前屋御止宿）山口三右衛門様
封紙入。 、
［書状］（拙者縁組の件／他）（長崎く岸〉伝四郎）→江戸二 5月7日 横切継紙・1通 4758
而御名主山家村内之山口三右衛門様
［書状］（初茸等進上／機嫌伺）柏倉文ヵ蔵→山口三右衛門 10月27日 横切継紙・1通 4838
様　包紙入。
4谷地（和田利兵衛、他）
　数量（件数）：19
　　谷地は天正期より最上氏の所領となり、地域経済の中心地として栄えていた。中世末期に中条氏や
　白鳥氏が築いた城の城下町部分全体が谷地とよばれていたが、元和8年、最上氏の改易後に谷地は8ヵ
　村に分割され、独立の近世村となった。大町村・荒町村・新町村・前小路村・北口村・上工藤小路村・
　下工藤小路村・松橋村の8ヶ村である。
　　大町村は谷地の中央部に位置し、寛永4年より幕府領。和田家は大町村の名主をつとめた家のひとつ
　で、利兵衛は文政期・天保期・弘化期に東根陣屋附最寄惣代をも勤めている。
［書状］（出府中入用手当金の件／高擶一件／他）＜大 ＜弘化3＞閏5月20日横切継紙・1通 4776－9
町村〉利兵衛→山口三右衛門様　前山。
［書状］（熱願一条／新町一件、（武田）半重郎義左衛門 5月24日 横切継紙・1通 4776－54
入牢風評の件／　町村水論／元〆様評判／耳印く半
十郎〉残金250両の件／他）〈和田〉利兵衛→山口三右
衛門様
［書状］（改年の御慶／他）弥之助く柴田弥之助ヵ〉→寿助 正月5日 横切継紙・1通 4840
様、三右衛門様
［書状］（御支配替の件／酒田へ廻米船入津なき旨／日 6月22日 横切継紙・1通 6120
本橋須原屋にて書物求めたき旨／野田村一件／他）
（谷地）重司→三右衛門様
［書状］（足病の件、貴君心願之儀にて出府の風聞に接 正月22日 横切継紙・1通 5894－9
するに付／他）〈和田〉利兵衛→山口様
［書状］（買物依頼書）（溝延より）大町利兵衛→東根御惣代 正月24日 横切紙・1通 5894－15
山口三右衛門様　未編綴。
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［書状］・（今日甚太郎船出船／其表首尾よく御仕舞、御 4月12日 横切紙・1通 5990－1
下りを待ち居る旨）利兵衛→五右衛門殿、久右衛門殿
口上（書付差上）利兵衛→久右衛門殿、五右衛門殿 4月19日 横切紙・1通 5990－2
（書付差上の旨）　利兵衛→久右衛門殿、五右衛門殿 4月29日 横切紙・1通 5990－3
（送状送付の旨）利兵衛→久右衛門殿、五右衛門殿ほぼ同 4月19日 横切紙・2通 5990－4
文の2通あり。
［書状］（引廻平均に付船頭用捨願の件／沢手・剛直の 4月14日 横切継紙・1通 6130
件／他）　（酒田止役）八郎兵衛、利兵衛→江戸納方御名門中
［書状］（源蔵舟の大小箱荷物の件／他）（酒田湊6）秋元源 4月16日 横切継紙・1通 5992
八、和田利兵衛→（江戸浅草）遠藤儀助様、鈴木久右衛門様、
封紙入。
t書状］（江戸大坂廻米諸船積惣高に付／他）　（酒田湊出 4月22日 横切継紙・1通 6118
役名主）板垣八郎兵衛、和田利兵衛→（江戸納方御名主）山口三
右衛門様封紙入。
［書状］（角太夫舟こも177枚不足御渡しの旨）〈和田〉5月朔日 横切紙・1通 5983
利兵衛→久右衛門、御同役様
［書状］（此舟升廻しの義／桝目不足出来の件）　（酒田湊 5月8日 横切継紙・1通 5991
6）利兵衛→（江戸浅草二十）五右衛門殿、久右衛門殿　封紙
入。
［書状］（大嵐にて御廻米酒手出来の旨／他）板垣八郎兵 6月2日 横切継紙・1通 6127
衛、和田利兵衛→山口三右衛門様
［書状］（柴東尾三郡積合船筑前宮浦宇右衛門船破船の 7月4日 横切継紙・1通 6115－2
始末／廻米湊払願の件／御代官様場所替の件／他）
和田利兵衛→山口三右衛門様
［書状］（柴尾東三郡積合船空船入津の節破船一件吟味 7月27日 横切継紙・1通 6110
の件／米払の件／他）和田利兵衛→山口三右衛門様
［書状］（舟町一・件内済の件／鴨送付／谷地分厘に付引 11月25日 横切継紙・1通 6056．14
渡の件／他）　（出羽最上谷地）和田利兵衛→（江戸浅草瓦町
越前屋御旅宿二而）山口三右衛門様　封紙入。
5その他
　数量（件数）　19
口上書申上候（当年紅花・田畑方作況報告）〈大内〉清 卯ノ7月2日 横切継紙・1通 5440－11
五郎　内　九八郎→山二三右衛門様
［書状］（年貢江戸納の労を厭う旨）（千手孤村）大内清三郎 7月2日 横切継紙・1通 5440－6
→（江戸浅草伊勢屋清右衛門殿御宿）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（年貢江戸納御用御口承の見舞）大内清五郎→渡 7月2日 横切継紙・1通 5440－10
辺先生老
［書状］（江戸出府中世話になった礼）（6白岩）布施文右衛 10月25日 横切継紙・1通 5988
門（印）→（天童山家村）山口五右衛門様　　封紙入。
［包紙］　（天動）寒河江布施文右衛門→山家村山口五右衛門 包紙・1通 6001－1
様6001－2・3入。
［書状］（山寺下町にて怪なる女物語に、当年悪闘にて ＜文政10＞3月16日横切継紙・1通 4766－15
多人数死人の所、餅を食すれば難を遁れると言い去
るに付、郡中騒動の様子に付／左沢新道に出現する
鼠色衣服の坊主亡霊の件）豊吉（西里親司）→三右衛門
様、甚右衛門様、伊四郎様人々御中
［書状］（銅山の稼ぎ向山右衛門心願一条に付／他）銅 2月5日 横切継紙・1通 4776－39
山永吉→山家三右衛門様、山口義左衛門様
［書状］（年貢米升廻し一番・二番立に付）後藤三郎兵 4月20日 横切継紙・1通 5440－8
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衛、相原清助→渡辺庄右衛門様、山口三右衛門様　裏に年貢米
蔵納に関する覚書あり。
［書状］（紅花作況／大坂表米高値の件／他）星野嘉右衛 7月朔日 横切継紙・1通 5440・12
門→山口三右衛門様
［追啓］（紅花作況／買物依頼／他）嘉右衛門→三右衛門様 7月1日 横切継紙・1通 5440－13
添書1点あり。5440－12の追啓力。 （2枚）
［書状］（三右衛門に依頼の拙者旦那寺けさごろも代金 7月4日 横切継紙・1通 5440－15
の件／等しき白．円熟の件／大石田中畑御用の件／
他）　（最上石川村右）小野吉郎兵衛→（江戸浅草伊勢屋清右衛
門御旅宿二面）渡辺林助様、山口三右衛門様　「当時相場」書1点
添。封紙入。
［書状］（廻米納入用金登せに付／紅花作況・売捌の状 7月5日 横切継紙・1通 5440－9
況に付／他）小松理左衛門→山口三右衛門様、渡辺林助様
［書状］（御奉行所へ出訴の旨承知感心／染注文の件／ 6月15日 横切継紙・1通 5099
他）渡辺林助→山口三右衛門様別紙「覚」1通（染物注文代金
書上．）あり。
［書状］（蝋燭、参宮の寒河江六供町清七に金貸し遣わ 6月28日 横切継紙・1通 5894－2
しの件）　大坂納名主久右衛門→東根附御惣代山口三右衛門
様
［書状］（大坂廻米御蔵納の件、／欠減米の件／他）久 6月28日 横切継紙・1通 5894－3
右衛門→東根附郡中御惣代山口三右衛門様、御最寄衆中様
［書状］（関宿到着の旨／買物清帳井諸差引取調願）（せ 7月11日 横切継紙・1通 4865
き宿右青木）勘兵衛→（江戸浅草大代地）山口三右衛門様、和田
利兵衛様　封紙入。別紙1通あり（江戸買物代金覚）。
［書状］（諸事は明日柴橋で咄すので、先に願書に印形 9月17日 横切継紙・1通 5995
くだされたき旨）　今塚名主治右衛門印、源三郎印→忠左
衛門殿、三右衛門殿
［書状］（江戸詰中世話になった礼）長右衛門→杢左衛門 10月9日 横切継紙・1通 6001－3
様、久右衛門様、五右衛門様　封紙入。
［書状］（金子不足に付為登の件／朝倉与右衛門様御用 10月24日 横切継紙・1通 6001－2
に付尾花沢着の件／他）柏木屋杢兵衛→山口五右衛門様
6．寺社
1．天童善行寺
L善行寺
　数量（件数）：55
　　天童小路町善行寺。浄土真宗本願寺派。山口三右衛門家は善行寺の檀家である。
　　4755、5967等をみると改派の問題が話題にきれている。改派とは同じ宗旨のなかで他派本山に転属
することをいい、とくに東・西本願寺の末寺の間に多く、陸奥国・出羽国でも宗派間争論が発生して、
　善行寺を巻き込んでいた。
［書状］（大御門跡様遷化の件／仙台一件に付御用金の 正月11日 横切継紙・1通 4755・10
件心配／御影志願の件／他）　善行寺→山口三右衛門
様、同甚右衛門様
［書状］（仙台表改派一件御用金調達の件／御影願の件 （亥）正月18日 横切継紙・1通 4755－2
／他）　善行寺→山口三右衛門様、同国右衛門様
［書状］（当院改派一件／信明下様御影願書差出の件／ 正月25日 横切継紙・1通 4755－3
他）仙台北山称念四二而善行寺→山口三右衛門様、同甚右衛
門様　別紙1通あり。称念寺は浄土真宗本願寺派。
［書状］（御影様仙台表御用金に付大差支の件／上人御 2月2日 横切継紙・1通 4755－1
影願の件／昇進上納金の件／他）　善行寺→山口三右衛
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門様、同甚右衛門様
［書状］（仙台御借入金之儀他に付／他）善行寺寛成（花 2月5日 横切継紙・1通 5834
押）→山口三右衛門様
［書状］（御影御願の義／仙台表御用金の件／当表改派 3月朔日 横切継紙・1通 4755－12
別心の寺の件／山家村御法義の件／昇進一・義御免状
御下願の件／他）　善行寺→山口三右衛門様、同工右衛門
@様
m書状］（若松山一件案じの旨／法中西岸寺心配くれ、金 3月21日 横折紙・1通 4755－6
御用立待との旨に付／他）三遷宅二而認善行寺→山口
三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（出入にて三右衛門御身心痛の旨を心配／上山 3月10日 横切継紙・1通 4755．11
法印長病の件／妙善寺帰府昇進一件／他）善行寺→
山口三右衛門様、　妙善寺は築地寺内。浄土真宗本願寺派。
［書状］（上山家中奥山玄奪却と無尽取組相談の件／女 4月11日 横切継紙・1通 4755－15
人講御長印書の件／尾花沢大会の件／御遷化御悔上
京惣代の件／他）　善行寺→山口三右衛門様、雪曇右衛門
@様
m書状］（若松右の文通一件／昇進一義／仙台御用金／ 4月9日 横切継紙・1通 4755－16
他）善行寺→山口三右衛門様、山口甚右衛門様、土や文蔵様
別紙（数珠読頼み／一昨日御下しの仏具の件／他）　善 （亥）4月12日 横切継紙・1通 4755－14
行寺→山口三右衛門様、同県右衛門様
［書状］（報恩講執行／帰国を待ちわびる旨／他）善行 11月21日 横折紙・1通 4755－4
寺→山口三右衛’門門、同罪右衛門様、同文蔵様
［書状］（上山大会での命中申出の件／仙台表二寺転派 12月18日 横切継紙・1通 4755－7
の由／御法義相続繁昌の旨随喜下され度／他）善行
寺→山口三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（仙台御領内6寺転派の義／北山称念寺御使僧よ 12月27日 横切継紙・1通 4755－8
り仰せを蒙る御用金才覚の件／他）善行寺→山口三右
衛門様、同甚右衛門様
［書状］（仙台領内改派別心の者事件落着の件／御用金 12月20日 横切継紙・1通 4755－9
100両入用に付下頼／他）御使僧誓教寺→天童善行寺様
［書状］（御内仏壇御飾が届いた旨／上山無尽取組の義 （亥）5月11日 横切継紙・1通 4757
／玄庭坊再興の志願取掛かりの件／御影・寺号の件
　／他〉　善行寺→山口三右衛門様、同三右衛門様別紙1通あ
@り。
m書状］（千代松仙台行の件／御使僧病気虚病の噂の件 4月23日 横切継紙・1通 5419
／判事盛岡行の件／他）　（在京）善行院主→（山家村）山口
三右衛門殿　　封紙入。
［書状］（御影様御冥加金取立の件／庄内浄禅寺御影京 7月10日夜 横切継紙・1通 5371－2
都直願の件／上山無尽の件／若松にて縫浬樂開帳の
件／他）　善行寺→山口三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（京都の院主への差上金につき）善行寺内6→山口 8月21日 横切継紙・1通 5369
三右衛門殿
［書状］（御法着手の件／仙台発足の砲借用金の件／天 12月18日 横切継紙・1通 5835
一童一条金子為登願／他）御本殿善行寺→山口三右衛門殿
［書状］（手次善行寺妻縁一条）善行寺→天童三右衛門殿 4月15日 横切継級・1通 5893－1
5893・1～29まで綴。
［書状］（下書、10月25日出御用状善行寺院主へ縁談の2月8日 横切継紙・1通 5893－4
儀に付）　善行寺門訓辞代三右衛門→御用僧様御取次衆中様
5893－2に関連。
［書状］（善行寺、南部願教寺妹と妻縁の儀に付）御本 3月3日 横切継紙・1通 5894－31
殿善行寺→善行寺門徒三右衛門殿、井世話方同行中
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［書状］（善行寺血脈相承のため縁談を勧める旨）御使 3月20日 横切継紙・1通 5894－32
僧善行寺→善行寺殿
［書状別啓］（専念寺一条の件、先住三筋内陣昇進御免 6月19日 横切継紙・1通 5288
に付／他）西岸寺、善行寺→山口三右衛門様専念寺は山
辺町。浄土真宗本願寺派。
［書状］（長願寺において女人講惣会の件／拙寺昇進時 8月2日 横切継紙・1通 6107
節の件／衣帯御免状の件／御内仏御飾の件／蔵増清
邸宅にて十二日講開催の件／他）　（従羽州天童）善行寺
→（江戸浅草御蔵前瓦町越前や平兵衛旅宿羽州山家村）山霊三右
衛門様封紙入。
［書状］（長願寺大会の節若木光円寺が善行寺昇進内陣 8月6日 横切継紙・1通 6112
衣躰に故障申し掛けた件／他）善行寺→（江戸浅草御蔵
前瓦町越前や平兵衛殿旅宿羽州山家村）山口三右衛門様　封筒
入。別紙2通あり。
［包紙］　表方善行寺→御在府山口三右衛門様6133－2～8入。（子6月） 包紙・1通 6133－1
［書状］（大坂京十二日講結晶の件／十二日講当寺会席 6月朔日 横切継紙・1通 6133－8
の件／他）善行寺→山口三右衛門様
［書状］（若松久左衛門殿無尽金等御勘定に付／他）善 極月28日 横折紙・1通 4996－1
行寺愚老→山口三右衛門様　4996・1～3包紙入。包紙あり。
［書状］（薬種代漆山へ御届の件）小路知堂→山家二而山 極月28日 竪紙・1通 4996－2
口三右衛門様　ひねり封。
覚（金2両2歩請取）善行寺住持（印）→山口三右衛門様御取次 文化元年極月28日 横折紙・1通 4996－3
包紙入。
［書状］（当住京都において病気の件／吉田多罪御内宝 6月29日 横切継紙・1通 5944－17
依頼の仏宝殿の蝋燭立の件／唐糸織の件／他）善行
寺→山口三右衛門様
［書状］（明石借金の儀／貴宅御普請、御法事営の件／ 6月10日 横切継紙・1通 5944－18
他）　善行勲爵袖→山口三右衛門様
［書状］（当住病気の件／玉喜三三下し願／　善行寺→山 7月4日 横切継紙・1通 5944－19
口三右衛門様　別紙1通あり。
［書状］9（御香子平中万代上京の件／御頼み金の儀／御 閏6月1日 横切継紙・1通 5422
三所御普請井御縁談改派一件に付／他）善行寺→山
口三右衛門様、同甚右衛門様
［書状］（為替手形にて金入手／正吉帰府の件／他）在 9月23日 横切継紙・1遍 4745
京善行寺→御在府　山口三右衛門様
［書状］（御坊大崩れに付仮本堂報恩講にて建てる旨／ 9月23日 横切継紙・1通 5963
麻布西光寺世話になっている旨／庄吉へ路用金貸し
渡しの件／他）　（在江戸麻布谷町西光寺二て）善行院主→
（出羽最上山家村）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（山野辺使者小僧病気にて送りの品物書状披見 3月28日 横切継紙・1通 5281－63
なき様子に付）善行寺→高橋佐五兵衛様
［書状］（金1両1分落手）善行寺→佐五兵衛様 閏6月1日 横切紙・1通 5281－65
［書状］（庄三郎癩病の件／御院主の一件内済の件／天 （卯）正月24日 横切継紙・1通 5934－3
童家中医者武田良祐来訪の件／他）善行院主→山口三
右衛門殿
［包紙］　善行寺→江戸馬喰町四丁目山田屋金次郎日山家村山 2月5日 包紙・1通 5934－2
口三右衛門，
［書状］（当御領法中巡寺の儀／光善寺での歓待振りに 4月30日 横切継紙・1通 5895－1－1
付／御蓼材の件／他）　（善行）院主→式部卿、山口三右衛
門殿　5895・1～8までこよりひも一括。こより紐同封。封紙
入。
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［再書］（農業第一の時故人馬迎無用の旨）　院主→式部 5月1日 横切継紙・1通 5895－1・2
卿、山口殿
［書状］（病気全快に付）具足山主→一 6月7日 竪紙・1通 4811－5
［書状］（出羽の田方・紅花作況に付／注文の帷子の寸 6月8日 横切継紙・1通 5440－5
法に付／酒田表革値段に付）善行寺両開（花押）→（京
都）山口三右衛門様　副啓1点あり。
［書状］（蔵増常得寺請取書見当らぬ旨／日野屋の木仏 6月18日 横切野洲・1通 6111
を御内仏として安置の件／きせる注文／他）善行寺
→山口三右衛門様
［書状］（手次善行寺当職へ縁談申し勧めの件）御本殿善 10月25日 横切継紙・1通 5893－3
行寺→善行寺門徒三右衛門殿　井二世話方同行中　未編綴。
［書状］（内密、奥蝦夷へ南部願成寺懸所建立願上げの 12月13日 横切継紙・1通 5053－4
件／他）　（築地法照院元）善行院主→（羽州山口）三右衛門様
封紙入。安政期。
［書状］（西岸寺よりのぼり候様申越しに付取急ぎ登り 10月29日 横切継紙・1通 5053－5
の旨）善行寺内→山口三右衛門殿、世話方中江
かき添内用（御院主様明年上京のうえ直に引取の旨承 12月13日 横切紙・1通 5053－6
知／松前に新寺の儀願上げの件／他）　別紙1通あり。
［書状］（8月中奥（夫人）出府の件／御坊御仮面成就の件 12月13日 横切継紙・1通 5841
／庄吉道中金不足の件／他）　善行寺→山口三右衛門様
［書状］（七郎兵衛一件に付／他）小路善行寺→御ヵ村山口 竪紙・1通 5403
三右衛門様
［書状］（江戸大地震の報を聞き驚嘆／他）在京善行寺 （安政2年）10月9日 横切紙・1通 4739
→御在府山口三右衛門様
［書状］（尽力に対する礼状）善行寺老柄→山口寿三郎様 竪紙・1通 5004
2善行寺家来
数量（件数）　8
　5967の仙台北山称念寺は浄土真宗本願寺派の「触口」寺院で、住持は廿才輩の格。
［包紙］仙台具足山道規→山家村山口三右衛門様5967・2 包紙・1通 5967－1
～4年置
屋形様右御口上書控（領分宮城郡蒲生村専能並等改派一
@条に付、御門主様より御使僧派遣、中将直書御本山
丑3月2日 竪半・1冊 5967－3
へ御三戻し願の件）
［書状］（御使僧様中風の症状発する旨／介抱人派遣依 3月14日 横切継紙・1通 5967－2
頼／他）　（北山称念寺二而）仙台出張西岸寺→（最上天童在山
家村）山口三右衛門様、同林兵衛様、坂口周治様　封紙入。別
紙2通あり。
［書状ユ（御使僧病気見舞の件／改派引戻しの件／御使 3月23日 横切継紙・1通 5967－4
僧様江戸表へ帰国の旨／他）御回飯貝仙太郎→山口
三右衛門様　　封紙入。別紙1通あり。
口上（仙台称念寺本陣へ家老衆参上の件／仙台一条／ 3月26日 横切継紙・1通 5967－5
他）　仙台二而　道川（花押）→山家村山口三右衛門様
［書状］（一件に付小嶋氏へ御面会の上御取り計らいの 9月22日 横切継紙・1通 6051
勧め）　平松昇→（江戸）山口三右衛門様
［書状］（寺町慶継目の件／他）従羽州最上蔵増［］野三三 10月2日 横切継紙・1通 6038
之助、後藤庄兵衛、鈴木佐内→出府御用先山家村御名主山口三
右衛門様　封紙入。虫損（閲覧不可）。6039の別封。
［書状］（献上物の件／十二日講／御法会の御供、上京 11月27日 横切継紙・1通 6009
頂戴の件／他）　渡辺伝→山口三右衛門様
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2．願教寺
　数量（件数）：4
　　願立寺は陸奥国盛岡城下町北山にある寺院で、善行寺と同じく浄土真宗本願寺派の寺院。慶安年間
　の草創。二二寺は浄土真宗本願寺派の触頭機構のひと？「触口」であった。願下寺の住持は「飛憺」
　の格式にあった。なお、信教寺第25世住職に島地黙雷がいる。
　　5893・31にあるように、善行寺は願教寺の妹と妻縁しているために、関係が深いと考えられる。
［書状］（別冊拝見、浄野寺を頼んだので安心するよう） 卯月20日 横切継紙・1通 4811－11
願教寺内→山口三右衛門殿
［書状］（江戸大地震に付三右衛門の安否尋）旧教寺内 ＜安政2＞（卯）10月15横切継紙・1通 5962
（役僧）→（山家）三右衛門御家下中様　封紙入。 日
［書状］（拙寺配下光林寺一件／其御料所冥加金上納の 11月4日 横切継紙・1通 5053－7
ため拙寺より金子30両借用願の件／京都表にて天童
院主江用立の金子の件／他）　（盛岡順教寺（役僧）→（羽
州山家村二而）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（弟子智現金子の趣驚入る旨／他）底土寺内→山 12月21日 横切継紙・1通 5894－27
口三右衛門殿
3．築地御坊
　数量（件数）：16
　　浄土真宗本願寺派本願寺（通称西本願寺）の別院である築地別院。本願寺教団の江戸幕府への窓口
　となるとともに、東国13ヵ国（出羽国含む）の本願寺派の寺院を統括していた。別院住職は本山の宗
　主であるが、その代行である本山の御堂衆が輪番となって江戸に赴任し、江戸の有力門徒が留守居と
　して輪番を補佐していた。
　　法照寺は、江戸築地本願寺の地中末寺である。
［封筒］　法照寺→山口三右衛門様5427－2～4入。 巳4月21日 封筒・1通 5427－1
［書状］（和上へ立替金の儀／上山金子の儀／天童表の 4月3日 横切継紙・1通 5427－2
一条に付／他）　法照寺→山口三右衛門様
証札（金15両借用、要用に付）羽州村山郡天童在山家村借主 安政3年辰4月晦日 竪紙・］通 5427－3
こ口三右衛門（印）、証人法上寺（印切取）→加嶋屋庄左衛門殿
［書状］（自坊普請のため金入用二付金返済願）　（従江戸 4月13日 横切継紙・1通 5430
築地）法網寺→山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（来月中金返済願）法照寺→山口三右衛門様封筒 10月21日 積切継抵・1通 5380
入。
［書状］（和上谷町に滞在の件／上山法安寺金子の件／ 12月13日 横切継紙・1通 5838
天童一条の件／他）　法照寺→三二三右衛門様封筒入。
［書状］（勝次殿より正金預りの件／江戸表新門島簾中 12月15日 横切継紙・1通 5428
様往生のこと／他）　法照寺→山口三右衛門様別紙あ
り。封筒入。
［書状］（二品献上の件／善行寺病状に付／当地異国船 ＜嘉永7＞6月29日 横切継紙・1通 4829
渡来にて大混乱の旨／上方大地震の件／越前福井大
火の件／他）　（江戸築地御坊）高須春次郎→（羽州山家村）山
口三右衛門様封紙入。
［書状］（善行寺様の法談／御年若様の様子に付／他） 6月24日 横切継紙・1通 5394
高須春次郎→山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（善行寺崩御講釈、対面臨御法席御勤に付、他） 6月24日 横切継紙・1通 5442
高須春次郎、正木繁右衛門→山口三右衛門様
［書状］（寺跡式の件で若木光円寺井蔵増門徒出府、次 11月5日 横切継紙・1通 6039
男善念順養子願上の旨）　高須春次郎→山口三右衛門様
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［書状］（講師満福寺殿方二而示談望みの件／蔵増一条） 11月15日 横切継紙・1通 6052
高須春次郎→山口三右衛門様
［書状］（当御坊再建のため御寄付上納記帳の件、十二 12月12日 横切継紙・1通 5843
日講掛銭受取の件、京都表首尾の件、他）高須春次
郎→山口三右衛門様
［書状］（御使僧其表御巡りに付取持の件）正木弥五右衛 閏2月29日 横切継紙・1通 5895－2
門→山口三右衛門様　無職。
［書状］（反物戸閾恵の礼／御坊四大法事の旨）静覚→山 3月7日 横切継紙・1遍 5895－4
口晋十郎様人々御中　封筒入。
勘定書（江戸法照寺様分） 横切継紙・1通 5427．4
4その他
　数量（件数）　21
口伸（今日彼岸中会に付）　小路四二而山辺西岸寺→山家 2月26日 横切紙・1通 5894－18
山ロ三右衛門様
［書状］（写、京着の挨拶延引の佗／丸亀御坊を訪ねた 9月23日 綴（竪紙）・1綴 4743
件／和上一条／近江屋太郎兵衛のこと／他）在京
西岸寺→御在府　山口三右衛門様　虫損。
［書状］（写、御院主一条／和上御見舞の件／天童役所 （安政2年9月） 竪半・1冊 4744
より善行寺号院申し付けられる一件願書写（山野辺
村西岸寺→御本山御役人中様）／他）虫損。
［書状］（継目一条／拙寺弟子善蔵一条／他）のべ澤善法 10月17日 折紙・1通 5353－1
寺→山口三右衛門様　封筒入。5353－1～4を一括していたこよ
り紐同封。
［書状］（江戸築地へ堕せ書状につき／他）延沢善法寺→ 横切継紙・1通 5353－3
山家村三右衛門様　封筒入。
覚（延沢善法寺より書類・金上二分預かり）嶋村正吉 明治3年10月15日 横切継紙・1通 5353－4
（印）→山口三右衛門様
覚（御坊所上納金預かり）天童小路町善行寺門徒山家村三 明治3年午10月2日 横切継紙・1通 5353－2
右衛門（印）→延沢村山法寺様
［はがき］（当山根本大塔：再建に付有志勧奨の儀に付依 （明治16年）6月 はがき・1通 5006－6－2
頼）　山形三日町誓願寺中大一事務支寺ヨリ高野山大塔掛権少
教正金光寺信元（印）→東村山郡山町村戸長役場御中
［はがき］（戒名軸物証文の件）南村山郡山門地蔵町地蔵院 （明治17年）旧正月11日はがき・1通 5006－6－3
ニテ高野山北宝院巡回係（印）→東村山郡山元村戸長山口格之助
殿、用係全問吉殿、全千代吉殿、世話人山口寿三郎殿、全章八
名御中
［書状］（年時之嘉詞／注文の免許譜面知道に届させる 正月29日 横折紙・1通 5947－3
旨／舌差上の件）　（自仙台北山）三里寺→（山家）山口三右
衛門様、同貞治様、同晋十郎様、同勝五郎様　丁丁あり。
［書状］（浅草にて食客の野院先住弟子常行房帰国旅費 4月3日 横切継紙・1通 5890
融通願）若松本寿院方6日月寺→山口三右衛門様
［書状］（貴老拙僧へ若松本主院縁女せたきとの申越し 5月4日 横切継紙・1通 5281．73
の件／史記求めたきに付代金御遣わし下されたく）
刑部卿僧琳→佐五兵衛御隠居
［書状］（願教寺勝次郎にお目に懸り、其の劒拙戦頼み 5月23日 横切継紙・1通 4815．19
合の一件、病気にて断念の旨）盛岡浄圓寺→山口三右
衛門様
［書状］（江戸での様子見舞）聴流寺→江戸山口三右衛門様 閏6月20日 折紙・1通 5407
口演（野太郎府着の件／他）山形摩詞迦湖山（大運山内渋 7月3日 横切継紙・1通 5895－7．1
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野肥太郎）→山家御両所（山家山口三右衛門様）封紙入。
別啓（当山諸伽藍再興に付／寺領高当り奉納の件） 横切継紙・1通 5895－7－2
［書状］（浄仙山借金返金の件）荒田平兵衛、高橋伊右衛 8月28日 横切継紙・1通 5894－16
門、辞命寺→山口三右衛門様
［書状］（常得寺継目一件、金不足にて困り入る旨／他） 9月2日 横切継紙・1通 6068－2
妙善寺→山口三右衛門様　封筒入。
［はがき］（古来宿坊有縁の壇処へ住職継目披露のため （9月29日） はがき・1通 5006－6－1
回村の旨）　山形地蔵町地蔵院紀州高野山北宝院使住成珠
院、証明院（印）→東村山郡山二村戸長様、二三御中　50㏄ト1～
3まで綴。
［書状］（一件扱人立入により済口趣意書作成するも破 10月4日 横切継紙・1通 6065－7－4
談の旨／他）江戸一乗院→羽州山家村山口三右衛門様封
筒入。別紙あり。
［はがき］（過般高野山へ登山の者院名間違え、外院へ 12月1日 はがき・1通 5005－3
宿泊の趣に付）紀州高野山上之坊東根院執事（印）→山形県
羽前国東村山郡山元村役場御中
　7．その他
1．酒田
1．根上久兵衛
　数量（件数）：4
　　根上久兵衛は酒田の豪商根上善兵衛の一族であろうと考えられる。久兵衛は、享保3年の酒田町に対
　する庄内藩の借上金2800両のうち120両を、根上善兵衛・根上善右衛門と共同で上納している。
　　根上善兵衛は酒田の米問屋の一軒で、延享期の史料にはすでに名前が見られ、村山郡旧領の年貢米
　は酒田問屋の油屋・根上屋・永田三人の藏に納めるようにという達も出されている（『酒田市史』
　上）。根上家は、酒田三十六画面（問屋仲間）に加わることもある家筋であった。なお、近世後期に
　根上善兵衛（善平）家は、幕府蝦夷地御用商人に任じられた。
［書状］（先納金米札にて上納の件／年賦代米返済の件 2月20日 横切継紙・1通 5059－16
／ひち坪出来、面積の件／去年中切へり賃の儀／
他）　根上久兵衛（印）→教下様、三右衛門様
［書状］（夫合御返済糺に付御陣屋より御用の旨）植松 4月6日 横切継紙・1通 5425
国三郎（印）、根上久兵衛（印）、根上儀右衛門（印）→山口教春
様、三三右衛門様　別紙追書1通あり。
［書状］（札米払目録登せに付／此方石物売透に付／他） 6月20日 横切継紙・1通 5386
根上久兵衛（印）→山口教春様、同三右衛門様
［書状］（松山年賦の義／札金の義／新潟米相場の件／ 霜月21日 横切継紙・1通 5355
他）　根上久兵衛（印）→山口教甚様・同三右衛門様
2．その他
　数量（件数）　4
［書状］（去々年拙者共勤役回の横帳御用の由につき／ 6月16日 横切継紙・1通 5997
川通入用の件）　植松伝三郎→久右衛門様、五右衛門様
［書状］（先頃御願申し上げた件に付／船町孫市目論見 11月23日 横切継紙・1通 4855
の件）　（酒田船方）渡部六兵衛→（東根附御惣代）山口三右衛
門様、佐藤仁右衛門様、阿部吉郎兵衛様　封紙入。
［書状］（御用金500両受取、上納の旨／他）越後屋庄次12月21日 横切継紙・1通 4815－9
郎（印）（庄内酒田）→山口三右衛門様　虫損。
［書状］（松山七年賦渡り札の儀／御蔵米相場に付／他） 12月22日 横切継紙・1通 「5426
植松国三郎（印）→山口三右衛門様
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2．江戸
1越前屋平兵衛・山田屋金次郎
　数量（件数）：8
　　越前屋・山田屋ともに江戸の百姓宿である。
　　山田屋は馬喰町にあり、御用屋敷（郡代屋敷）へ行くのに便利な場所である。越前屋は蔵前瓦町（時
　期によっては福井町）にあり、廻米年貢藏納に至便な場所であった。
　　山口三右衛門は早い時代には山田屋を使っていたようだが、山論一件の時期（天保～安政期）には
　ほとんど越前屋を利用している。
［書状］（御廻米御蔵買納差引書上／平兵衛（蔵宿）商売 2月10日 横切継紙・1通 6082－3
向の状況、元家売却の件／他）　（福井町二丁目）越前屋
平兵衛→（御惣代）山口三右衛門様　　封紙入。
［書状］（類焼見舞の礼／普請出来、引移の旨／山ロー 閏2月5日 横切継紙・1通 5015
件気味に付）山田屋金次郎→山口三右衛門様封筒入。
［書状］（住宅の儀、福井町伊勢屋富之助方へ引き移り 5月19日 横切継紙・1通 5961－1
の旨／金借用願／池田様廻米豊前豊後一艘替取扱の
件／他）　（従江戸）越前屋平兵衛→（御十代）山口三右衛門様
封紙入。5961－2同封。
［書状］（山口村一件吟味／三右衛門呼寄せ被仰渡の件 7月8日 横切継紙・1通 5897
に付）　専三→山口三右衛門様
［書状］（御廻米船入津の旨、水揚の節弁米受取の件／ 7月9日 横切継紙・1通 6082－1
御正義一条／平兵衛転宅の店明渡しを迫られる件／
他）　（江戸6越前屋）平兵衛→（東根附御所代）山口様　封紙
入。6082・1～7までこより紐一括（こより同封）。
［書状］（山口村一件取扱人出府の件／三右衛門病気見 11月3日 横切継紙・1通 6096
舞）　（馬喰町四丁目）山田屋金次郎→山口弁之助様封筒入。
［書状］（鴨の礼／米高値の件）山田屋七三（金次郎）→山口 極月13日 横切継紙・1通 5941－8
三右衛門様人々　封筒入。
［書状］（鴨贈与の礼／山ロー件）専蔵（山田屋金次郎）→山 極月14日 横切継紙・1通 4740
ロ弁之助様封筒入。
2．その他
　数量（件数）：9
　　信濃屋・上総屋・大和屋ともに、江戸の百姓宿であろうと考えられる。
書状］（御廻米納方につき岩佐郷蔵様へ郡中一統にて 3月20日 横切継紙・1通 6002－2
御願下されたき旨）　（従浅草御蔵前）大和屋九右衛門■寿
（花押）→山ロ五右衛門様、鈴木久右衛門様　封紙入。別啓1通
あり。
書状］（郡中二二山高半分或は三分の二は拙者方へ仰 9月20日 横切継紙・1通 6002－1
せ付け下されたき旨）　（浅草御蔵前）大和屋久兵衛、三九
右衛門→（羽州山家村）山口五右衛門様　封紙入。6002－1と2は
こより紐一括。こより同封。
書状］（江戸宿引立の礼／品物贈与の礼）信濃屋与市→ 7月22日 横切継紙・1通 5931
山口三右衛門様
書状］（一件御掛り御留役交代の件／野田村一件も懸 9月23日 横切継紙・1通 6064
り役人交代の旨／他）　（江戸）いセ屋甚兵衛→（羽州村山郡
山家村）山口三右衛門様　封紙入。
書状］（下拙方寒河江御両方御堅剛の旨／他）上総屋平 9月24日 横切継紙・1通 5999
兵衛→山口五右衛門様
書状］（出羽へ罷り下ったが、貴公様をお尋ねできな 10月10日 竪紙・1通 5998
一202一
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かった佗）　かつさ屋藤助（花押）→山口五右衛門様
［書状］（寒鴨お送りの礼）信濃屋與市→山口．三右衛門様 12月14日 横切継紙・1通 5941－6
［はがき］（彼之一件に付至急御報下されたき旨）　北神 （明治16年）8月13日はがき・1通層 5005－5
保町十三番地姉崎方山口弥則→山形県羽前国東村山郡山元村戸
長山口格之助様　年は消印より。
［はがき］（弊社雑誌代価金御回金下されたき旨）東京 明治17年4月 はがき・1通 5005－4
芝区浜松町三丁目壱番地通信社→山形県東村山郡山元村山口楯
之助様
3．京都
　数量（件数）　10
［はがき］（先般郵税切手差入れ御依頼申上げた事に付） 11月20日 はがき・1通 5005－1
京都六角堂前茂知屋惣左衛門→羽州東村山郡山本村戸長役
場御中
［はがき］（貴村住武田喜次郎殿宿料滞りの件）京都六角 12月9日 はがき・1通 5005－2
堂前即知屋惣左衛門（印）→羽州東村山郡山元村戸長役場御中
［書状］（天童御院主様上京遊ばされ、替らず贔屓に預 5月12日 横切継紙・1通 6139
ることの礼）　（従京都）丹後屋まつ→（羽州天童善行寺様二
而）山口三左（ママ）衛門様　封紙入。
［書状］（金1両拝借願）吉蔵→三右衛門二二紙入。 11月29日 横切継紙・1通 4863
［包紙］近江や嘉介→山口三右衛Fr様5423－5－2～4入。 包紙・1通 5423－5－1
［書状］（勝治平着、昨年の御取替金請取の旨、他）近 2月7日 横切継紙・1通 5423・5－2
江屋太郎兵衛→（御在府）山口三右衛門様　封紙入。
［書状］（庄三郎様への貸金請取）　（従京都）近江屋太郎兵衛 ＜安政3＞（辰）4月19日横切紙・1通 5423－5－3
→（御在府）山口三右衛門様　覚（金受取書）同封。封紙入。
［書状］（嘉助と申す人に道中入用金少々御貸し下され （辰）4月24日 横切紙・1通 5423，5－4
たく）　近江屋太郎兵衛→山口三右衛門様
［書状］（嘉助御役介になる旨／金手形請取に付）近江 （辰）5月13日 横切継紙・1通 5423－6
江太郎兵衛→山口三右衛門様
［書状］（御院主様御殿年始の件／御院主様借用金一条 正月24日 横切継紙・1通 5934－5
につき／庄三郎病気の件／他）　（京都西六條御前通り）
庄三郎→（江戸馬喰町四丁目山田屋止宿）山口三右衛門殿
4その他
　数量（件数）　14
覚（金30両預り、江戸表にて返す旨）三右衛門（印）→おふ 弘化4未年6月11日 横切継紙・1通 5436－3－2
じ様　　包紙入。
［袋］（「江戸6来状外諸書もの　甚右衛門・惣吉八月廿 文政10年8月 袋・1袋 6057
日一日出立同廿九日江戸着之由」）6058～6069入。
［包紙］　藤→三右衛門様5436－3－1－2と3を包む。 包紙・1通 5436－3，1－1
覚（金30両庄助より受取）　ふち（印）→三右衛門様 2月29日 横切継紙・1通 5436－3．1－3
［書状］（金子請取／道中滞りなく着の旨／他）ふち→三 3月9日 横切継紙・1通 5436－3－1－2
右衛門様　女性の筆。ふちは代官手附・手代の妻ヵ。
舌代（庄右衛門紙中の趣、催促の件）　権八→山口様虫 閏3月 竪紙・1通 5093
損（閲覧注意）。
［書状］（御屋鋪御伝言の段／他）下野屋新右衛門→山口三 5月17日 横切継紙・1通 5130
右衛門様
［書状］（貯蓄金駅逓局へ預け込みの義二付）埜取ヵ→山 5月27日 横切紙・1通 5075
二村山口三右衛門殿
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［書状］（関山牛一件に付）澤屋粂蔵→東根御惣代様別紙 8月4日 横切継紙・1通 5894－1
追書あり。
［書状］（機嫌伺）佐久間源兵衛→山口五右衛門様 9月29日 横切紙・1通 6000
［書状］（僧龍甥御落命の旨／三右衛門眼病御煩いに付） 10月朔日 横切継紙・1通 5287
澤木順安義■（花押）→山口三右衛門様
［書状］（惣代手元の年貢入用帳面の件）千左衛門→三右 10月14日 横切継紙・1通 5893－28
’衛門殿、与兵衛殿
［書状］（江戸滞在中世話になった礼／奥州道中のこと 11月24日 横切継紙・1通 5943－13
／他）　八丁二二おみて　名主荒木新二郎→江戸浅草瓦町越
前屋御止宿御惣代山口三右衛門様　別紙1通あり。
［書状］（御籾蔵外廻り柴垣結立の件／宮崎表長逗留の 竪紙・1通 4919
件／他）　別紙1枚あり（「吉祥寺村」）。別紙は度会郡吉祥寺村
関係。 1
2．山口三右衛門書状
1．晋十郎・弁之助・千代松宛
数量（件数）：57
　主に、江戸滞在中の三右衛門が村山郡の留守宅に宛てた書状である。
［書状］（若本死去の件／京都へ登っていた定・常両人 正月11日 横切継紙・1通 6070
路用金の件／寺の件にて京都向の様子／仙台一条用
罰金の儀／他）　（6江戸）三右衛門→（羽州山家村）晋＋郎
殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。
［書状］（山ロー件、上山口（吉郎兵衛）日延願の件／庄 正月25日 横切継紙・1通 4806
吉上京の件／上郷幽幽より地震見舞上納の件／老害
森茶屋町より院主へ進上金のうち久野本喜兵衛へ貸
し置いた金子返済頼みの件／他）　三右衛門→晋＋郎
殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（仙台へ御使僧様御用立金につき／新規代官清 2月26日 横切継紙・1通 5934－4
水孫次郎／庄三郎・卯八病状につき／貝塚様依頼の
大豆の件／他）三右衛門→晋＋郎等、弁之助殿、千代松殿
［包紙］　6江戸三右衛門→羽州山家村弁之助殿、千代松殿 2月27日 包紙・1通 5934－1
5034－2～6入。
［書状］（築地へ御献板の件）右江戸三右衛門→千代松殿 2月26日 横切継紙・1通 5934℃
［書状］（村山郡へ下る代官所役人ら見舞の件／御使僧 4月14日 横切継紙・1通 4795
様へ渡す金子渡し方に付／他）三右衛門→晋＋歩車、
弁之助殿、千代松殿
［書状封紙］江戸浅草御蔵前編井町三丁目越前や平兵衛止宿在 4月□日 封紙・1通 5939
府三右衛門→羽州山家村弁之助殿、千代松殿
［書状］（江戸での三右衛門・原町の健康状態に付／江 5月14日 横切継紙・1通 5976
戸借用金返済の件／築地に滞在中の願教寺見舞の件
／他）三右衛門→千代松殿、正吉殿封紙入。虫損（閲覧不
可）。
［書状］（三右衛門道中気分悪しきにつき差戻の件）上 6月21日 横切継紙・1通 5936－1
山より三右衛門→晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。
5936－1～15までこよりひも一・括（こよりひも同封）。
［書状］（一件呼出に付／七郎兵衛不来の件／仙台へ用 7月24日 横切継紙・1通 5942
立金の儀／御代官様下向の節御朱印引渡の件／他）
三右衛門→（羽州山家村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿
封紙入。別紙1通あり。
［書状］（築地御坊にて院主と対面の件／落馬怪我の件 9月5日 横切継紙・1通 5936－7
／他）三右衛門→晋＋郎殿、弁之助殿
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［書状］（一件につき元支配元〆田中様駆け廻りの件／ 9月16日 横切継紙・1通 5936－9
山口村名代として若木到着の件／他）　（δ江戸山剰三
右衛門→（羽州山家村山口）晋十郎様、弁之助様　封紙入。
［書状］（御検見の事心配／山口畑田成落水の堰の件指 9月18日 横切継紙・1通 4797
示／仙台表御使僧様へ用達金、御坊所より返金の件
／築地へ参、講釈等聴聞の旨／他）三寸衛門→晋＋郎
殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（御本山に対し報恩講願書につき／矢野目の者 10月4日 横切継紙・1通 5936－4
共小子を憎みの事／他）　（右江戸）三右衛門→（羽州山家
村）晋十郎様、弁之助様　封紙入。
［書状］（院主様へ報恩講願書差出の件／矢野目晋三郎 10月5日 横切継紙・1通 5936－11
らの注文物の件／他）　（δ江戸）三右衛門→（羽州山家村）
晋十郎殿、弁之助殿、間吉殿　　封紙入。別紙1通あり。
［書状］（村山郡私領渡につき／東根減高の件／二納金 11月6日朝 横切継紙・1通 5936－3
才領の件／他）三右衛門→（羽州山家村）晋＋此様、弁之助
様　封紙入。
［書状］（賢司一件引合に付、阿部様公用人と内談の件 10月5日 横切継紙・1通 5936－8
／若木半十郎江戸にて居所伝通院地中へ引越の件／
他）　三右衛門→晋＋態様
［書状］（4ヶ村村替一件内願、半十郎奔走の旨／他） 10月10日 横切継紙・1通 5936－14
三右衛門、貞次→晋十郎様
［書状］（兵部卿尋の件／半兵衛村預の件／天童善行寺 10月23日 横切継祇・1通 5010
一件、寺方より天童織田家へ掛合之儀／他）　（在府）三
右衛門→（羽州山家村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　包紙入
（包紙は反故紙）。
［書状］（三右衛門病状、佐竹様御抱の針名人の療治を受 12月21日 横切継紙・1通 4810
ける／病気にて国許へ往返難儀に付／村山郡へ出立
の者、江戸滞留の者のこと／吉郎兵衛病状／京都両
寺宛書状の件／他）三右衛門→晋＋郎殿、弁之助殿、千
代松殿
［書状］（痔疾の件／御代官（戸田）様御納戸頭へ役替の ＜安政元＞12月大晦日横切継紙・1通 6099’
件／28日連雀町より出火にて大火の件／他）　（在府）
三右衛門→（羽州山家村）清十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙
静
入。
［書状］（10月2日夜大地震の被災状況）三右衛門→弁之助 ＜安政2＞10月4日 横切継紙・1通 4796
殿、千代松殿
［書状］（江戸大地震被害状況／大坂地震の風聞／訴訟 ＜安政2＞10月13日横切継紙・1通 4794
一時帰村願聞済に付／他）三右衛門→晋＋郎殿、弁之助
殿、千代松殿
［書状］（山ロー件吟味始りの模様に付／光照寺京より ＜安政2＞11月5日 横切継紙・1通 4799
江戸着、逗留費用等に付／庄三郎借金の件／江戸で
の宿所の件／他）三右衛門→晋＋点出、弁之助殿、千代
松野
o
［書状］（山ロー件吟味呼出の件／貝塚様二四黒大豆・ ＜安政2＞11月9日 横切継紙・1通 4802
大納言小豆所望の訳／これまでの為登状を差し下す
ので、保管に付／他）三右衛門→弁之助殿、千代松殿
［書状］（瀬之助参宮にて江戸立寄の件／山ロー件上組 ＜安政2＞12月15日横切継紙・1通 4807
勝利はなき予測、見切専一の旨／郡中より地震見舞
の礼に付／院主・西岸寺京出立、江戸着の件／他）
三右衛門→晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（吉郎兵衛病気見舞の件／金子不足につき貝塚 （卯）6月8日 横切継紙・1通 5935
様等より借用金の件／久次郎願にて正吉、遠藤様供
にて生野へ差照せの件／他）　（δ江戸）三右衛門→（羽州
山家村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。別紙1通（路
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用金請取状）有り。
［書状］（吉郎兵衛数三郎親子不和の件／路用金等とし 3月17日 横切継紙・1通 5979
て諸所より金子借用の件／御院主の儀御領主への引
合筋の件／貝塚様へ送りの品川下しの件／他）三右
衛門→三十郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（数三郎心得宜しからざる旨／扱人呼寄の件／ 3月22日 横切継抵・1通 5966
他）　（江戸浅草福井町越前島）三右衛門→（羽州山家村）晋＋
自爆、弁之助殿、千代松殿　封紙入。
［書状］（半次郎吉郎兵衛出府の件／入用金貝塚様等よ 4月23日 横切継紙・1通 5938
り借入の件／数三郎借用金奔走の件／正吉南都へ廻
りの旨／他）　三右衛門→晋＋郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（江戸御蔵納に付／代官松永善之助村山郡下向 8月21日 横切継紙・1通 6093
の件／柴寒両郡納不足につき歎願の件／順貞の兄慶
寿、秋田湊西船寺住職となる旨／馬喰病気の件／上
東山一件取扱にて出府中の漆山善左衛門と相談の件
／他）　（右江戸）三右衛門→（羽州山家村〉晋＋誌面、弁之助
殿、千代松殿封紙入。
［書状］（金沢氏下り路用金借用の件／大和僧への返書 11月7日 横切継紙・1通 5959－1
御達し下されたき旨／地震にて築地御坊等の破損状
況／他）　三右衛門→晋＋郎殿、弁之助殿、千代松殿封紙
入。5959－2入。
［書状］（新規御代官の情報／下男下女人選の件／院主 正月22日 横切継紙・1通 4800
出立間際の金子やり取りに付／三右衛門帰村取計ら
いの件／他）　三右衛門→晋＋郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（法照寺へ返金の件／女人講・十二日講冥加上 3月朔日 横切継紙・1通 4809
納の件／御院主扶持米の件／他）　三右衛門→晋＋郎
殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（小網町火元の大火にて宿所山田屋被災の様子 3月6日 横切継紙・1通 4801
／吉郎兵衛病状、蘭方医師診療の模様／他）三右衛
門→山家三人、数三郎様
［書状］（救御免願の件／山田屋金次郎出羽へ下りの件 7月20日 横切継紙・1通 5977
／吉郎兵衛山田屋止宿飯代の件／他）（江戸より）三右
衛門→（羽州山家村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。
［書状］（吉郎兵衛石詰に付）三右衛門→晋＋郎殿、弁千両 3月17日 横切継級・1通 5007
人江
［書状］（西岸寺帰国の件／御坊へ修復志上納の件／（山 3月29日 横切継紙・1通 5964
口村一件ヵ）取扱人呼出の件／他）在府三右衛門→
　晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（山口村一件半次郎江戸着延引の件／伯父病状
　の件／他）　（在府）三右衛門→晋＋池殿、弁之助殿、千代松
　殿　封紙入。
［書状別紙］（玄幽霊再興の儀に付）三右衛門→佐五兵衛様
［書状］（伯父病気の模様／東根附壱番操船品川入津、
　蔵回の旨／天童工藤中野や紅花引揚半金渡し方の件
　／山ロー件呼出なき旨／京都へ為登金の件／酒田・
　村山郡より見舞品請取に付／他）　三右衛門→晋＋郎
　殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（山口村一件義左衛門母大病につき帰国聞濟の
件／吉郎兵衛江戸借用金返済の件／他）在府三右
　衛門→（羽州山家村）晋十郎殿、弁之助殿、慎松殿　封紙入。
［包紙］　三右衛門→千代松殿
［書状］（荒川様出立の件／吉郎兵衛病状に付／長谷川
5月5日
6月9日
6月20日
6月23日
6月23日
6月23日
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
横切継紙・1通
包紙・1通
横切継紙・1通
5909
4819
4805
5915
5968。1
5968－2
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様進退の件／他）　三右衛門→千代松殿
［書状］（江戸での借金を済さずに帰国は出来兼ねる旨 6月26日 横切継紙・1通 5971
／正吉差登せ願の件／他）　（江戸浅草御蔵前越前屋止宿）
三右衛門→（羽州山家村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙
入。
［書状］（山ロー件、原町帰国願のこと等／伯父容体／ 7月10日 横切継紙・1通 椰御廻米の件／村山郡の内松前様井七浦領渡りの噂に
付／他）　三右衛門→晋＋郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（西岸寺光照寺江戸着の件／田畑出品／正吉京 7月12日 横切継紙・1通 6098
都に滞留の件／山ロー件／他）　（右江戸）三右衛門→山家
宅三人衆中（弁之助殿、千代松殿）封紙入。別紙1通あり。
［書状］（歎願筋の件／冥加金の件／他）　（在府）三右衛門 7月17日 横切継紙・1通 5965
→（羽州山家村）弁之助殿、千代松殿　封紙入。
［書状］（築地へ参詣し、勧学師教化に預かる件／御輪 8月朔日 横切継紙・1通 5013－1
番より寺の儀に付取合の旨／代官様御朱印持参にて
着陣の件／他）「（6江戸表）三右衛門→（羽州山家村）弁之助
殿、千代松殿　包紙入。5013・1・2同封。別紙1枚あり。
［書状］（正吉未だ京より下らざる件／長谷川家類焼の 9月28日 横切継紙・1通 5960
件／御仮免状の件／他）　（6江戸表）三右衛門→（羽州山家
村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。別紙1通あり。
［書状］（追院一条、築地高須氏へ御血合の件／無地着 10月朔日 横切継紙・1通 5008
の旨、江戸まで道中のこと）　（在府）三右衛門→（羽州山
家村）晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。
［書状］（江戸まで道中の件／奉行所へ着届の件／吉郎 10月12日 横切継紙・1通 5009
兵衛病気の件／他）　（在府）三右衛門→（羽州山家村）晋＋
郎殿、弁之助殿、千代松殿　封紙入。
［書状］（山口村一件仮議定の件、吉郎兵衛内済承諾致 11月3日 横切継紙・1通 6100
さざる件／他）　三右衛門→晋＋三殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（4日、関東筋大地震の模様／山ロー件の常光坊 11月19日 横切継紙・1通 4798
に託した書状にて連絡の旨／山ロー件呼出吟味の内
容／貝塚様より医師を案内してもらう／他）三右衛
門→晋十郎殿、弁之助殿、千代松殿
［書状］（貝塚自差図にて小子療治の件／山ロー件、一一 12月14日 横切継紙・1通 4804
時一同帰村仰せ付けられるに付／他）三右衛門→山家
宅三一二
［書状］（馬代金仕訳／年貢納不足買納代金の件／御腰 12月19日 横切継紙・1通 5894－12
配替の風聞に付／他）　三右衛門→晋＋郎様、弁之助様
［書状］（六田様より借用金の件／正吉京より江戸着の 12月26日 横切継紙・1通 4803
旨／久野本かち伜へ路用貸金の件／概論年始廻米納
一件入用請払帳の件／他）三右衛門→晋＋高殿、弁之助
殿、千代松殿
2伊藤儀左衛門宛
数量（件数）　2
［書状］（武七質地に三智の件／久留氏知行所の件）山 正月22日 横折紙・1通 4811－6
家村名主三右衛門→山口村名主儀左衛門様
［書状］（下書、不幸の際の見舞の礼／松渡着水天童よ 4月21日 横切継紙・1通 5894－29
り貰頼の件／他）　山口三右衛門→伊藤新蔵様
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a高橋佐五兵衛宛
数量（件数）　12
口上（宮崎松沢様御老母様御病去／宗門帳差立の件） 文化12年5月朔日 横切紙・1通 5223
三右衛門→佐五兵衛殿
［書状］（長逗留にて身性向心掛り／山口新印帰国の節 5月10日 横切継紙・1通 4820
は諸書物を借受けるよう／若松一件／長崎伝四郎家
内の儀／甚吉より御寺へ納める米の件／他）右江戸
名主三右衛門→御隠二様く佐五兵衛〉
［書状］（悪党善五郎・かんの件／村方一件済の礼にて 6月9日 横切継紙・1通 4814
若木武田氏登りの件／入用金山家村百性割合の件／
与左衛門家内不和の件／玄庭瀬の件、小子帰国まで
差控え下され度／他）6江戸三右衛門→高橋御隠居へ
［書状］（山口御両所様と相談の件）上山口右三右衛門→佐 9月19日 横切継紙・1通 5281－57
五兵衛様
［書状］（百姓産物山形・東根・川岸へ売払差障りなき 9月20日 横切継紙・1通 5281－71
よう願書提出の件／四郎兵衛殿病死の件）右上山口三
右衛門→佐五兵衛様
［書状］（本寿院頼に付、金子50両調金願）三右衛門→高 9月晦日 横切継紙・1通 5281－5
橋御隠居
［書状］（一件内済の件、天童相沢龍次・稲荷や・中の 11月28日 横切継紙・1通 5281－56
やの関係する一件）三右衛門→甚右衛門様、佐五兵衛様
［書状］（御金席料よりの書状此方へ送り下されたく） 横切紙・1通 5281－25
東根6　三右衛門→佐五兵衛様
［書状］（騒動一件に付／重次一件／他）寒河江宿6三右衛 10月17日 横切継紙・1通 5831
門、甚右衛門→山家村源助様、佐五兵衛様
［書状］（宗七・久松一件、親類惣門召出の旨）三右衛門 11月7日 横折紙・1通（2紙） 5940
→平右衛門殿、三四二世、佐五兵衛殿
［書状］（若松一件吟味呼出、伐木・差湯釜の件／若松 11月15日 横切継紙・1通 4824
衆書上げに「若松村」と表記ある件／潤四郎為登の件
／他）　（右江戸甚左衛門、）三右衛門→（山家三四郎殿、
庄兵衛殿、）佐五兵衛殿
［書状］（若松一件、若松側の御朱印地の範囲の認識の件 12月10日 横切継紙・1通 4817
／田口様御場所替の噂の件／漆野の一儀／他）三右
衛門→（高橋）佐五兵衛様
4その他
数量（件数）　25
ノ
［書状］（4ヶ村村替踏止めたく、半十郎駆け廻りの旨／ 10月7日 横切継紙・1通 5936．12
寺津一件済口証文の件）三右衛門→仁右衛門様、儀左衛
目引、兵蔵様、晋十郎様　前知。
［書状］（一条内願に付、貝塚様・石井様を頼む旨／山 8月4日 横切継紙・1通 5936－10
ロー件／御検見御代検に付／他）桑折宿右三右衛門→
（羽州東根）伝之助様、晋三郎様、吉郎兵衛桟晋十郎殿　封紙
入。
［書状］（江戸行道中にて落馬、怪我の件／村山郡内支 8月28日 横切継紙・1通 5936－5
配替につき／賢司様之一件／他）　（江戸右）三右衛門→
（羽州東根）伝之助様、矢野目様、山口様、晋十郎殿　封紙入。
［書状］（私領渡4ヶ村一件、孫市一件につき若木出府内 10月18日 横切継紙・1通 5936－15
嘆の旨／笹津一件済口の件／山家村漆木役永の件／
他）三右衛門→仁右衛門様、儀左衛門様、兵蔵様、吉郎兵衛
様、仁助様、晋十郎殿
一・ Q08一
24．書状／2山口三右衛門書状／4その他
［書状］（替地一条、天童織田家家来阿部様御呼出しの 10月27日 横切継紙・1通 5936－2
旨／内願御礼金工面の件／他）　（江戸より）兵蔵、三右
衛門→（羽州）晋三郎様、吉郎兵衛様、三十郎殿　封紙入。
［書状］（弁之助縁組を取り決めるよう長崎孫兵衛申す 文化12年正月24日 横切継紙・1通 5267
に付）　三右衛門→本主様
［書状］（尾花沢入用差引、弥兵衛無尽金の儀済口の旨） 8月9日 横切継紙・1通 5050－13
山吉内へ詰合δ→本主様　別紙1通あり。5050・1と関係。
［袋］（来状入）谷満三 文政11年5月 袋・1袋 6103
［書状］（若松一件吟味の件／伐木一件難しき旨／一件 ＜文政＞12月10日 横切継紙・1通 4813
入用金の件／他）　三右衛門、甚右衛門→村役人中、五人
組頭中、塩詰御中
覚（京都善行寺宛書状預り）定飛脚問屋嶋屋佐右衛門（印） 丑7月13日 竪切紙・1通 4715
→山農三右衛門様
覚（江戸武蔵屋止宿の前田寿助ら宛の書状包預り）嶋 酉7月2日 竪切紙・1通 4775－75
屋（印）（羽州山形）→御会所山口三右衛門様
［書状］（諸入用清算につき／廻米納不足永につき）三 1月7日 横切継紙・1通 5370
右衛門→松治郎殿　途中切断。
［書状］（山口村一件取扱期限までに行届き兼ねる旨／ 2月29日 横切継紙・1通 4869
龍源寺・来翰院へ申し談じ、示談まで猶予下された
く）　寿助、三内、仁右衛門、兵蔵、三右衛門→武蔵屋仁兵衛
様
r
［書状］（未開封書状）羽州山家村山口三右衛門→江戸築地御 4月12日 丁丁入状・1点 5435
坊御地中法照寺様　未開封。
［書状］（大谷御法会／領内稀なる旱魑に付／他）阪口 　　　　　　　　●U月12日 横切継紙・1通 5034
周次→具足避く善行寺〉和上様
［書状］（逗留中の御礼延引の佗／柴村公様御屋敷様方 6月23日 横切継紙・1通 5996
の様子伺／他）　山口五右衛門→上総屋平兵衛様
［書状］（下書、御親父様死去の悔み）山口三右衛門→越 7月9日 横折紙・1通 4811－1
後屋長次郎様　　4811・1～13まで綴。
二二書置口上（本寿院病気ながら当家世話できかねる 7月25日 横切継紙・1通 5440－7
旨に付）　山口三右衛門→三二法印様
［書状］（御支配下宇内年貢不納米、権門立替上納滞の 8月5日 横折紙・1通 5016
件）　山家村名三三右衛門→若松名主久左衛門様
［書状］（当村武七所持高・年貢米上納高の件に付問い 9月21日 横切継紙・1通 4811－9
合わせ）三右衛門→御名主源太郎様
［書状］（中沢様へ御内意申上の儀／明後二日金納の儀 9月29日 横切継紙・1通 5385
につき）前欠。
［書状］（御尊寺様御影道中別条なく帰国の旨） 横折紙・1通 5761
［別紙］（扱人は原町が引請の旨、他） 小切紙・1通 5937
覚（高擶村庄右衛門一件取扱、中野目村今次郎より受 弘化4年6月2日 横切継紙・1通 5936－6
取金差支につき金9両借用）　山家村三右衛門（印）→六田
村誌右衛門殿
［書状］（村誌一条に付／半十郎、勘定奉行用人と連呼 横切継紙・1通 5936－13
の件）　593（シ12の前の部分ヵ。前後欠。
3．善行寺宛書状　　　　　　　・
数量（件数）：33
　天童小路町善行寺宛の書状がなぜ山口家文書に大量に伝来しているのか、よくはわからないが、山
口三右衛門が善行寺の檀家油壷を勤め、善行寺の問題に積極的に関与していたことに由来するのは確
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かである。
　長井喜間多・吉田三左衛門・熊井戸応助は、天童藩の役人であろうと考えられる。
　嶋田左兵衛尉は、本願寺門跡の家臣であろう。
［書状］（御承知一条の件／浄正寺名替の件／他）長井 ‘3月4日 横切継紙・1通 5019
喜間多→善行寺様
［書状］（若松一条且肝胆にて百両入用に付取計らいの 6月17日 横切継紙・1通 5022
旨）喜間多、三左衛門→捕鹿様奉書紙。
［書状］（旱魑手当西海岸防備一条に付諸入用金調達、 6月17日 横切継紙・1通 5026
弐百月差下し願の件）　（天童）長井喜間多季光（花押）、吉
田三左衛門守慮（花押）→（京都六條二而）善行寺様　封紙入。大
奉書紙。
［書状］（弐百両借用内談取極の件／百両を早速調達下 6月20日 横切継紙・1通 5024
されたき旨）　長井喜間日季光（花押）、吉田三左衛門守慮
（花押）→善行寺様　大奉書紙。
［書状］（時候尋として金壷恵の礼）嶋田左兵衛権大尉→羽 3月6日 横切継紙・1通 5406－2
州天童善行寺様　封紙入。5406・1の中に同封。
［書状］（御機嫌伺の金1両、両御門跡様へ披露の旨）嶋 4月22日 横折紙・1通 5035
田町兵衛権大二丁辰（花押）→出羽天童善行寺殿　嶋田左兵三尉
は本願寺役人。
［書状］（来る17日惣用向御談のため光駕願たき旨／旧 2月4日 横切継紙・1通 5021
脳御用立金の内20両落手／他）熊井戸慮助→善行寺様
封紙入。別紙「覚」1通あり（金20両受取書）。
［書状］（御書面の儀申し落しの外承知）熊井戸慮助→善 3月2日 横切継紙・1通 5017
行寺様
極密用件（旱魑手当と異国船入用御用金に差支えに付 （嘉永期）6月17日 横切継紙・1通 5027
御調金下され度旨に付／他）熊井戸感助→善行寺様
［書状］（兼ねて御内話劇頼申上の一条に付（金借用の 8月4日 横切継紙・1通 5040
件）／貴僧様御病気の件／他）熊井戸磨助→善行寺様
封紙入。
［書状］（御殿への歎願写拝見／大坂油魚主方へ御殿よ 10月10日 横切継紙・1通 5028
りお声掛りの件／他）　熊井二階助→善行寺様別紙1通
あり。奉書紙。
［書状］（30日迄に金子取集め、届ける旨）熊井戸慮助→ 12月26日 横切継紙・1通 5020
小路　善行寺様
［書状］（20両元利共落手／他）川島藤五兵衛→善行寺様 2月20日 横切継紙・1通 5281－77
［書状］（金子30金入用の儀）川島左五兵衛→善行寺様 3月4日 横切継紙・1通 5281－11
［書状］（山家三右衛門金子差支に付口入の義）川島藤五 閏霜月14日 横切継紙・1通 5281－76
兵衛→小路　善行寺様
［書状］（金20両御使へ御渡し下されたき旨）川島藤五兵 15日 横切継紙・1通 5281－75
衛→善行寺様
［書状］（阿濱様仙台にて俄に病気の件／金子借用の儀 4月29日 横切継紙・1通 5037
／千手堂村大内清三郎身帯の件／他）阪口周次→具足
手早上様別紙①内密書1通、②札1通あり。
乍失敬口上（金子差支に付、工夫願上）阪口周次→門院 10月25日 横切紙・1通 5018
主九三取次中様
［書状］（新年賀状／表門材木入用の件／他）真光寺→善 （正月） 横切継紙・1通 5894－19　・
行寺様
［書状］（聞蔵寺出立の件／山中根村再出府の件／三二 3月15日 横切継紙・1通 5895－3－1
番謝礼の件／他）　（江戸築地）真光寺→（羽州表天童）善行
寺様　　封筒入。5895・3・2同封。
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［書状］（天童善行寺への別封京都より差下しの旨）（江 3月22日 横切紙・1通 5406－1
戸築地御坊）輪番所→羽州山形（山形城下小姓町）明善寺　封紙
あり（5406・1～2入）。
［書状］（先年納めた花ざさら代金の催促を会津商人よ （辰）2月29日 横切継紙・1通 5978
　り受けるに付）在府善行寺→（羽州）善行寺留守居中二二
@入。
m書状］（藻型置より金入手の件）二二→山外御持封筒
@入。
m書状］（奥村井中興寺へ御子諭下された趣伝承に付／
正月19日
S月7日
横切紙・1通
｡切継紙・1通
5895－3・2
T118
御回所の義成就の模様に付／他）覚多山別ヵ寺宥和
（花押）→善行寺様　封紙入。
［書状］（仙台恩慶寺小僧恒丸御尊寺にて勤学なし下さ 5月7日 横切継紙・1通 5893．26
れたき旨）　嶋山屋弁蔵→善行寺様、御役者道喜様
［書状］（金談一条、悪しからず承知下されたく）阿野 5月29日 横切継紙・1通 5023
左膳→善行寺様御院主様
［書状］（一・条に付雑費入用金、大坂・伊丹表にて工面 8月29日 横切継紙・1通 5038
のこと）市兵衛→御院主様
［書状包紙］　（従新庄宿）九條殿御内中村主馬→天童小路善行寺 10日 包紙・1通 5416－1
院主様5416－2～3入。
［書状］（随心院門跡思召により九二兼実公650回忌御廟11月9日 横切継紙・1通 5416－2
所造営のため諸国巡行いたし、由緒のある寺院方へ
重刷の儀取計中のこと）九星殿御内笹将監、中村主馬→
善行寺御院主様
［書状］（大御所左大臣尚忠公より御寄付御下のあるよ 11月14日 横切継紙・1通 5416－3
う取次の旨）　九條殿御内中村主馬政利（花押）→善行寺御薄
主様
［書状］（未開封書状）羽州善行寺→奥州会津若松専福寺様 状・1通 5011
封紙入。
以趣意申上候（旱魑に付、領主拝借一条の儀／領主が 竪継紙・1通 5025
拙寺相馬表転派の人を戻し、懸所寺と称して新院建
立、門徒を増やした経緯／家老上京の上御殿へ願
込、大坂蜜蜂主引合の件／他）羽州善行寺
四駅壁書附奉願上里（下書、領主織田兵部少輔殿国方 降紙・1通（2紙） 5036
役所より、在京善行寺追院申し付けられた件に付） 1
4．高橋佐五兵衛宛書状
数量（件数）：9
　佐五兵衛宛の文書がいくらかまとまって残っている。佐五兵衛は山口家の執事のような役割を負っ
ていたため、不在の三右衛門の代わりに佐五兵衛を宛所にして出された書状も含まれるが、佐五兵衛
への私信もある。
［書状］（後沢平助病気に付見舞に参りたき旨／平助言 正月8日 横切継紙・1通 5142
へ約定の金子調達の件／他）山口儀左衛門→若松
佐五兵衛様
［書状］（塁砦一件済口、金子半金返済・過料銭に付） 5月6日 横切継紙・1通 5281．55
山口　祐次→山家村高橋西五兵衛様
［書状］（名寄帳入用に付御渡し下されたく）山口市四郎 閏6月8日 横切継紙・1通 4943－9
→山家佐五兵衛様
［書状］（三ツ谷七右衛門老母病死に付）若本→佐五兵衛 10月27日「 横切紙・1通 4943－10
殿
［書状］（其一件に二二取合したく、御帰りくださるべ 8月17日・ 横切紙・1通 5124
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き旨）若松5三右衛門→佐五兵衛様
［書状］（岩城算者○方案の件）上野御存δ→高橋老人様 10月18日 横切継紙・1通 5092
［書状］（病気につき薬進上）田中文誕ヵ→佐五兵衛様 11月19日 横切紙・1通 5158
［書状］（御寄講の参詣の件／彼一件／江戸の人々の服 12月10日 横切継紙・1通 4818
装・風俗に付／小塚原処刑場の見物記／他）甚右衛
門→佐五兵衛様、伯下様、林兵衛様、良安様、間門様、卯吉
様、甚吉様
［書状］（兵助勘当のところ、赦免頼み入りの件に付） 極月11日 横切継紙・1通 5144
若松　法泉坊→山家村　佐五兵衛様 t
5．その他
数量（件数）　19
［状挟木札］「御通入」天童両御蔵元→山家村三右衛門 嘉永3年戌12月 木札・2枚 5833
［書状］（関山村巳之助より東根中町小藤屋へ肴代かし 酉7月三日 横切継紙・1通 4777－14
滞金始末に付／列代巳之助より春木屋へ開方延引の
件）
［書状］（牛一条延々にて此方差支の旨）弓道与左衛門 酉8月朔日 横切紙・1通 4815・17
→河原　安達栄蔵様
口上（御来賀にて内々御世の件返答に付）　【　　】→山 3月19日 横切紙・1通 5059－9
家山口松次郎様
［書状］（御役所より請取の証文義左衛門持参に付）　（山 6月10日 横切継紙・1通 5881
口村）義左衛門内恒次郎→（会所御詰合）前田寿助様
［書状］（大坂乗皆人佐兵衛より納不足金子の儀申越に 8月2日 横切継紙・1通 欄付／孫市目論見の紅花産物川下願の件／新町一件／
他）
［書状］（下書、漆山代官所役人への見舞に付、他）山 8月8日 横切継紙・1通 5893－15
口松治郎→庄司仙八様
［書状］（当地大変、江戸大火の件／他）伊左衛門→慎蔵 8月26日 横切継紙・1通 6024．4
様
［書状］（寒河江へ派遣の人足帰りに際し親切を受けた 10月13日 横切紙・1通 4778－4
礼）
［書状］（再願書御内見の件／勢よ一件／小路町畑地取 10月17日 横切継紙・1通 5281－69
計の儀）前欠。
［書状］（伜が世話になった礼／他）七兵衛→山口三右衛門 早月25日 横切継紙・1通 4776－23
様　虫損・破損（閲覧不可）。
［書状］（はつ殿の機嫌伺／他）ワか→久右衛門殿かな文 15日 横切継紙・1通 5984
字。
［書状］（機嫌伺／近況の知らせ／他）　くめ→五一左衛門 15日 横切継紙・1通 5986
殿　かな文字。
［書状］（機嫌伺／他）　くめ→五一左衛門殿かな文字。 17日 横切継紙・1通 5985
［書状］（江戸川船方御用屋鋪川島東八郎は容易に進物 27日 横切紙・1通 5047－2
など請けざる人物に付）竹中貞次郎く手代〉→長谷川親
司様
［書状下書］（先年御町材一条に野崎善寺取計らいにて 横切紙・1通 4864
拝借仰せ付けられた御用金返済の件）
［書状］（印形差し遣わしの旨／庄屋肝煎役替願書の件） 横切継紙・1通 4903
［書状別紙］（私義一件に付200日余出府の所、庄右衛門 横折紙・1通 5132
帰国の件／三左衛門副将にて山ノ辺役所より呼出し
の件／他）
一212一
24書状ノ5．その他
［書状］（原町村長助田地請戻の件で駆込訴一件／山ロ
ー件／他）
横切継紙・1通 6095
一213一
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